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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　大切なものを失う時、記憶は光を放つ。

『クレイ。スカルアトラスはかわいい子だ。氷から目覚めたら助けてやれ』

　祖父ソイル・ネイザルの遺言は、まだ八歳だったクレイには理解できなかった。

　白い髭ひげをたくわえた口元に大きな笑みを浮かべながらも、真剣な眼まな差ざしで孫に最難関の謎を残した。死ぬ瞬間まで遊び心を忘れず、クレイが問い返した時にはもう返事がなかった。

　実に祖父らしい旅立ち方だった。

　両親をはやくに亡なくし、幼かったクレイ・ネイザルを育てたのは祖父だった。

　祖父の肩書きは国策事業であるギガスケルトンと呼ばれる化石の採掘責任者であり、同時に当代随一の知識と洞察に優れた考古学者でもあった。

　昼間は現場の荒くれ者を従え、夜は博物館の研究者達たちと様々な議論を交わしていた。

　自分の好奇心に従順で行動力に溢あふれた老人は、クレイにとって育ての親というよりも寝食をともにする師匠に近かった。生活は規則正しく、怠慢は許さない。その上クレイの都合はお構いなしに様々な話をし続け、一度教えた知識を覚えていなければ執しつ拗ように暗唱させる。一度だけクレイが初耳だと噓うそをついた時には烈火のごとく怒られた。

　まるで自分の頭の中身をすべて孫に引き継がせることに命がけであるように。

　だが、それ以外については非常に優しく面白い人で、クレイは両親のいない悲しみを感じることなく成長した。クレイも物心つく前から化石を好きになっており、祖父の態度を厳しいとは思ってもつらいと感じることはなかった。

　そんな祖父の葬儀も滞りなく終わる。

　燃やされた骨は伝統によりベルバの頂上から撒まかれて、荒野の風になった。

　どこまでも深い青空と果てしなく広がる荒野の間で、真っ白な灰はあっさり消えていった。

　多くの参列者が帰り、ひとり荒野を見つめていたクレイに声をかけたのは見知らぬ女性だ。

　生前の知り合いと名乗った黒衣の女性は葬儀に間に合わなかったことを詫わび、黄色い花束を手渡してきた。

　ふいに黒衣の女性から「ちゃんと泣けましたか？」と訊たずねられた。

　どんな風に答えたのか覚えていない。

　ただ、彼女が優しく抱きしめてくれたことだけは記憶にある。

　黒衣の女性が去った後、クレイの足は頂上にある自宅ではなく、地底街と呼ばれる吹き抜けになっている地上の大穴に向かっていた。

　そこにはクレイの祖父が責任者を務めたネイザル採掘場がある。

　すでに王宮の命令により閉鎖されていたが、クレイは密ひそかに扉を開ける鍵を渡されていた。

　クレイはたいまつと花束を持って、迷宮のように広がる採掘場の暗闇をひとりで進む。

　天井の高い坑道から運び出されたのはギガスケルトンと呼ばれるモンスターの化石である。かつて地上を闊かつ歩ぽした体長十八メートルの巨大な人骨は特別な最後の一体を残して掘り尽くされ、採掘場は役目を終えた。汗水流して働いていた作業員達たちの姿はなく、かつての活気と熱はもう感じられない。

　ひんやりした暗闇を無心で歩きながら、クレイは採掘場の最さい奥おうに辿たどり着つく。

　そこだけが青く、明るかった。

　とてつもなく広い円形状の地下空間の壁に青い光を放つ巨大な氷が埋まっている。

　決して解けることのない氷の中には、頭蓋骨から鋭い二本の角をはやす女性型のギガスケルトン──スカルアトラスが膝を抱えて丸まっていた。

　氷結の眠り姫と称される美しい寝姿は今日も変わらない。

　クレイの生まれる遥はるか昔からスカルアトラスは氷の中で眠り続けている。

　スカルアトラスは、クレイが住む虹こう層そう円柱国家ベルバにおいて守り神とされていた。

　たいまつと花束を置く。

　広間を満たす青い光に安あん堵どしながら、クレイはいつものように氷の前に座りこむ。

　ここは落ち着く。クレイはそう感じた。

　採掘場はクレイの遊び場だった。大人達たちにとってスカルアトラスは神聖な存在でも、クレイには身近で親しみ深いものだ。頭蓋骨の虚うつろな眼がん窩かを見つめていれば恐怖ではなく、感情の片へん鱗りんや表情さえ感じることもある。

　巨大な骸骨が氷の中で華きや奢しやな骨格を丸めた姿をかわいらしいとさえ思う。

　クレイは彼女を見ているのが好きだった。

　いつから夢中だったのかも思い出せない。母の腕に抱かれていた頃からスカルアトラスが好きでいる自分が当たり前すぎて、祖父に言われずとも考古学者の生き方を選ぶことを心に誓っていた。

　手を伸ばし、触れた氷は冷たくない。

　スカルアトラスを覆う氷は特別だ。

　熱を加えても解けず、砕こうとしても傷ひとつつかない。

　誰も踏みこむことのできない青く固い寝所を取り払い、いつか直接触れることを夢見る。見ているだけでなく、彼女の謎を解き明かしたい。

『クレイ。スカルアトラスはかわいい子だ。氷から目覚めたら助けてやれ』

　──祖父の遺言を忘れないように何度も反はん芻すうする。

　この巨大な骸骨を「かわいい子」と形容する感性は孫のクレイにもしっかり受け継がれている。とはいえ死しに際ぎわに孫へ遺のこす言葉としては意味不明だ。

　祖父の真意を解くのは、すぐにはできそうにない。

　普段のクレイならば無口な彼女の分までよくしゃべったものだ。

　思いついた疑問を投げかけ、あるいは覚えたての化石の知識や昨夜ゆうべ食べた料理の味、さっき怒られたことへの愚痴など他愛のない話題を氷越しに延々と語りかけたものだ。

「……今日くらい、君から話してよ」

　返事はなかった。

　言葉は消え、青い光だけがクレイを照らす。

　いつもと変わらない。スカルアトラスは氷の中で黙ったままだ。

　そうしてクレイの瞳から涙が流れる。

　もう二度と会えない。せめて祖父との記憶を忘れないように何度も思い出そうとした。だけどうまくいかない。たくさんの思い出があったはずなのに頭が真っ白になる。遠ざかる過去が眩まぶしくて、忘れたくないのに思い出せない。それが悔しくて、つらくて悲しかった。

　スカルアトラスの青い光に抱かれながら、ようやく声をあげて泣いた。

　明日に進むために涙を流し、クレイ・ネイザルは他人より早く少年時代に別れを告げた。
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　それから十年の時が積み重なる。

　青年はたったひとりで大地と向き合い、歴史を掘り出していた。

　猛烈な日光が降り注ぎ、汗はかいたそばから蒸発する。

　手元の小さなハンマーと鑿のみで慎重に化石を掘り出していた。万が一にも骨に傷をつけないように繊細な力加減で不要な部分を取り除く。刷は毛けで表面の土や細かい砂を丁寧に払うと、地面の中で長い間眠っていたドラゴンの姿が明らかになる。

「さぁて美人さん、ようやくご対面だ」

　十八歳になったクレイ・ネイザルは立ち上がる。

　手袋をロングコートのポケットに仕舞う。顔全体に巻いた日よけのターバンを解ほどいて首元におろし、破片で目を傷めないためのゴーグルを外した。

　額にはりついた目元にかかるほど伸びた髪を軽く指で払う。飄ひよう々ひようとした軽みのある雰囲気、精せい悍かんな顔立ちの青年は知性的な瞳の奥に絶えることのない野心を燃やす。細身だが肩幅がしっかりとあり、手足には荒野での日々で鍛えられた実用的な筋肉が無駄なくついている。

　高級なサラマンダーの革から仕立てられた赤紫色のロングコートは炎にも耐久性が高く、モンスターの爪が掠かすめても破けない。下には薄手のシャツ、荒野で膝をつく発掘作業にも耐えられる地厚の丈夫なズボン。腰元の太いベルトにはエーテル製のロングナイフが鞘さやにおさまる。さらに小型のハンマーや鑿のみなど発掘道具も吊つるしている。ブーツは荒れた土地でも滑りにくく、ふいの落石でも足が潰されないように頑丈なつくりだ。

　荒野の熱い風がコートや首元から垂れたターバンを大きく翻ひるがえす。

　クレイは肉眼で自分が掘り出したドラゴンの化石を細かく検分する。

　二本の角をもつ凶悪な顔つきの頭蓋骨には鋭い歯が並ぶ。長い首の下には力強い四本の脚、頭部から尻尾の末端まで棘とげのような背びれが連なる。そして空を飛ぶために背中からはえる一対の翼がドラゴンの別格の存在感をありありと物語る。化石化の過程で腱けんや脊髄が縮み上がって三日月のように全身がうしろに反り返り、背中の翼も閉じたまま固まっていた。

「六六〇〇万年前のドラゴンの化石。大きさ的にまだ子ども。他のモンスターと戦った形跡はなし。翼の発育がよくない。周囲には食糧であろうモンスターの死骸がどっさり、だけど食べ跡がほとんど見当たらないから、巣立ちを前に病死かな。せっかく立派な翼があったのに空を飛ぶ前に死んでしまうとは残念だ」

　幼いドラゴンは、それでもクレイの身長の三倍以上の大きさがあった。ドラゴンは卵から生まれてすぐに空を飛べるわけではない。これまで発見された化石から判明しているのは、十分に成長するまでは親から食糧を運んできてもらっているということだ。親ドラゴンの懸命なエサ運びの甲か斐いなく力尽きたのだろう。

「で。こっちにあるのが、手た向むけに供えられた両親の爪かな」

　同じドラゴンの爪だが明らかに別個体の巨大な鋭い爪が二本、我が子を守るように上と下に置かれている。幼いドラゴンの死後、両親は自らの爪を一本ずつ折って死んだ我が子に寄り添わせたのだ。

「きちんと葬ほうむられた痕跡がある以上、やっぱりドラゴンは相当高度な知性をもつモンスターだろうな」

　自然界では死んだ我が子を食べてしまうことも珍しくない。だが、絶滅したドラゴンは死体を丁重に扱い、仲間の死を悲しんだのだろう。

　クレイも死を悼いたむドラゴンのおこないに敬意を払う。金銭のために、せめて爪だけ掘り出すような無粋な真ま似ねはしない。掘り出す時はすべて一緒である。

　クレイは遠い過去に死んだドラゴンに想おもいを馳はせながら、自分のカバンから革の水筒を取り出す。作業に集中していたから喉がカラカラだった。一息つくと、甘ったるい臭いの存在をふいに思い出す。

　ドラゴンの化石を囲うように四隅にモンスター除よけのお香を焚たいていた。紫の煙が立ち上り、鼻をつくような独特の臭いが立ちこめていた。

　周囲を見渡せば、乾いた荒野が視界を埋め尽くす。

　人間がろくな装備もなく歩けば、半日ともたずに息絶える灼しやく熱ねつの世界だった。

　そして遠くに見える白い円柱こそクレイ達たちが住む故郷、虹こう層そう円柱国家ベルバだ。

　ちょうど風上の岩場に身をひそめる走そう脚きやく竜りゆうが首を起こして、鳴き声をあげる。青みがかった緑の鱗うろこをもつ走りに特化したトカゲの一種。全長は四メートルほどで乗り手と荷物を背負って長い距離を走ることができる、人間とは切っても切れない生活の相棒だ。気性は大人しくて、背に乗せる人間の意をくむ。クレイをここまで乗せてきた走そう脚きやく竜りゆうは発達した逞たくましい後ろ脚を折り畳み、長い尻尾を身体からだに丸めて、器用にわずかな日陰に全身を隠していた。

　走そう脚きやく竜りゆうの声の方向を見ると、土煙をあげて何かが接近してくる。

　一見すると手足をもつ巨大な人間に似た姿。黄色い金属装甲を全身に纏まとっているが、頭部は存在しない。正確には前方に突き出すように張り出した胸部装甲が上半身をすっぽりと覆っているため、素体となっているギガスケルトンの頭蓋骨は中に隠されている。

　化石兵器ゴーレム。

　それは人類が発掘したギガスケルトンと呼ばれる全長十八メートルにおよぶ巨大な全身骨格を人間が操縦できるように改造した多目的作業用機械である。

「タービルの奴やつ、余計な飾りをつけやがって」

　近づくにつれて、本来は流線形であるゴーレムの先端に角のようなものが一本立っているのに気づく。しかも二メートルはあるサーベルタイガーの剣けん歯しを角として頭につけている。珍しい牙が一本だけ手に入ったから、とりあえず目立つ先端にという思いつきのような取りつけ方。

　ありのままを美しいとするクレイの美意識に反する装飾に、クレイは眉をしかめる。

　呆あきれつつクレイはお香を靴裏で踏み消し、残さず拾い集めていく。

　駆けこんできたゴーレムの巨大な影がドラゴンの化石に覆おおい被かぶさろうとした。

　クレイの首から垂れ下がったターバンやロングコートの裾が風圧で膨らみ、たなびく。

「おい、ゴーレムをあまり近づけるなって何度も注意しただろう！　化石が壊れたらどうする！」

　クレイは、肩と首の区別がない小山のような上半身をもつゴーレムの背中に怒鳴りつける。

　ゴーレムは慌てて数歩下がり、その場で慎重に片膝をつく。

　ゴーレムのなめらかな動作の秘密は、素体となるギガスケルトンにある。

　ギガスケルトンとはエーテルの肉質で全身を覆われた巨大な人骨の化石だ。

　エーテルとは非常に丈夫であらゆる変化にも強い多様な性質をもつ万能元素である。

　ギガスケルトンの場合、筋肉のような働きをする透明なエーテルが全身を覆う。その弾力のあるエーテルの肉体に直接打ちこまれながら、装甲はなめらかで力強い動きをするのにも支障はない。特に重要な頭部・胸部には一体型となる流線形の頑丈な装甲が被かぶせられている。さらに乗り手の視界を確保するため背部に固定された搭乗席が頂点にくるように常に前傾姿勢。突き出た前方と合わせて上半身がずんぐりとした愛あい嬌きようのあるシルエットをなす。

　さながらゴーレムが人間をおんぶする状態で動いている。

「クレイ、仕事の時間だぞ。スライムの群れを見つけた。そろそろ行こう」

　ゴーレムの搭乗席から顔を出したのはタービル・エネ。

　陽ひに焼けた肌で細身の筋肉質、短く刈り込んだ金髪、人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべる十八歳はクレイと同い年の幼おさな馴な染じみであり、エネ・スライム漁団の跡継ぎだった。

　タービルの父親は、もともとクレイの祖父が運営していたギガスケルトン採掘場の作業員のひとりだった。ネイザル採掘場の閉鎖後、現場で使用されていたゴーレムを安く払い下げる形で引き継ぎ、エネ・スライム漁団を立ち上げる。危険な作業場ではどこにいても目立つようにゴーレムの装甲は安全喚起を促す黄色で統一されていた。タービルの父は受けた恩義を忘れないためスライム漁用装備に改造しても、装甲の色は塗り直しせず黄色のまま使用していた。

　タービルとクレイはお互いが乳飲み子の頃から兄弟同然に育った。単純で陽気なタービルに対して、個性的で突飛なクレイ。両者の性格や生き方は似ても似つかないが、相手の不足を補うように今日まで腐れ縁が続いている。

「僕の本業は考古学者だ」

　そう言いつつクレイは手早く道具を片づけ、自分のカバンに押しこんでいく。

「毎度ひとりで化石掘りなんて命知らずだな。モンスターに喰くわれても知らねえぞ」

　タービルは心配半分、からかい半分の苦言をぼやく。

　荒野では誰も守ってくれず、単独行動は完全な自己責任となる。本来クレイのようにひとりで化石掘りを行うなど正気の沙汰ではなかった。

「逃げ方くらいは心得ているよ。武器もある」とクレイは腰からぶら下げた愛用のロングナイフを誇示する。

　実際タービルが迎えにきた時は小型のモンスターの死体が転がっていることも珍しくない。クレイは涼しい顔で「これで今晩のおかずは確保できたな」と言えるだけの戦闘能力を持ち合わせていた。

　ロングナイフ一本でモンスター相手に生き残る、ましてや単独で撃退できる者など滅多にいない。モンスターの狩人かりゆうどなどの専門職ではないクレイ・ネイザルがいかに驚異的なのか、当の本人にはあまり自覚がない。

「化石掘りの何が楽しいんだか」

　タービルは、クレイの酔狂な行いを不思議がる。

「骨は美しい。そして、噓うそがない。生き様が正直に現れるんだ」

　クレイは着こんでいたコートを脱ぎ、水筒など必要最低限のものだけを腰のベルトにぶら下げ直す。

「俺は目の前で揺れる柔らかいおっぱいやお尻の方がいいけどな」

「何もないと思われているところで、何かを見つけるのは気持ちいいだろう」

　荒野は死の世界だと誰もが言う。

　昼は干からびるほど暑く、夜は凍えるほど寒い。抗あらがうどころか逃げることもできずに喰くい殺ころされてしまう多種多様なモンスターがうろついている。乾いた大地で育つ植物はほとんどない。

　だがクレイにとっては宝の山だ。誰もが無価値と切り捨てるこの荒野には太古のモンスターの化石が眠っている。危険な発掘作業をひとりでもするのは名誉や金銭のためではない。

　好奇心のままに生きる。その結果だ。

　隠されたもの、見えないもの、失われたことを知りたい。そして発見した時の快楽は何物にも勝る。危険を冒してでも病みつきになる刺激だった。

　個人的な理由とは別に、クレイは大きな意義も感じている。

　忘却への反抗だ。

　人間はひとりでに存在するわけではない。親がいて、子が生まれ、孫が生まれる。その長い営みの果てに自分がいるにすぎない。自分の知らない過去が積み重なって、生きている。

　だから、死んだからといって消えはしない。

　この世界も同じだ。途方もない時間の流れの中にあり、しかしすべては過去として遠ざかり失われてしまう。

　だがクレイが発見することで断絶した歴史を再び繫つなぎ合あわせ、過去と未来を結びつけることができる。

　未来の誰かのために、クレイ・ネイザルは遠い過去を継承するのだ。

「そんなんだから女にモテないんだぞ」

　呆あきれるタービルが指笛を鳴らすと、走そう脚きやく竜りゆうは日陰から立ち上がりクレイのもとにやってきた。

「僕は昔からスカルアトラス一筋だから別にいいんだ、よッ！」

　自分のカバンをゴーレムの搭乗席に放り投げた。タービルは器用に片手で受け取ると、ゴーレムを立ち上がらせる。

「この贅ぜい沢たく者もの！　あの絶世の美女シークさんから妙に優しくされるからって余裕ぶりやがって。いつかフラれるぞ！　いや、フラれちまえ！」

「恋人じゃないからフラれようがないな。タービル、シート張るのを手伝え！」

　クレイは五メートル四方の大きなシートを広げた。エーテルの糸で編まれた丈夫な布地は強い陽ひ射ざしと雨風から化石を保護する。陽光と強風はともかく、乾いた荒野では雨が降る心配はほとんどない。風でめくれてしまわないように四辺には重りが仕込まれている。

　ゴーレムはシートの両端を左右の手でつかみ、一方を走そう脚きやく竜りゆうの口に咥くわえさせ、残りをクレイが持つ。一機と一匹と一人の共同作業によりシートは慎重にドラゴンの化石の上に被かぶせられた。

　さらにクレイが固定器具をしっかり地面に打ちこんで、後片付けを終える。

　クレイはターバンを顔に巻き、ゴーグルをかけ直した。

「いつか金を貯ためて、きちんと掘り出しにくるからな」

　クレイは走そう脚きやく竜りゆうの鞍くらに乗りこみ、空を飛ぶことなく死した幼いドラゴンに一時の別れを告げた。手綱をくれると走そう脚きやく竜りゆうは勢いよく不毛の荒野を走りだす。

　次に獲物とする青い波はすぐそこまで近づいていた。







　どんなに荒れ果てた世界でも命は息づく。

　灼しやく熱ねつの太陽は燦さん然ぜんと輝き、乾いた荒野が地平線まで広がっていた。

　青い空には雲ひとつない。地上の生命は焼けつく陽ひ射ざしの猛威から逃れられない。

　数億年前に存在していた科学文明は臨界点に到達して崩壊、高度な技術は遠い過去のものになった。

　世界中の環境が激変し、生命は絶滅と進化を繰り返しながら現在にいたる。

　かつての生き物はモンスターと呼ばれるほど巨大化し、もはや人類では到底抗あらがいようのない新たな弱肉強食の生態系を築いていた。

　今や人間は、この世界でもっともか弱く小さな生き物として生態系の底辺を這はっている。

　だが文明さえ途絶え、一度は世界が終わっても命の営みは絶えない。

　陽炎かげろう揺らめく先に、荒野を蠢うごめく青い波があった。

「スライムの群れを確認！　いつも通り、左端から一体ずつ切り離すぞ！」

　先頭を行くクレイは、うしろに続くエネ・スライム漁団の仲間達たちに叫ぶ。

　クレイをはじめとする漁師達たちは走そう脚きやく竜りゆうの背にまたがり、肌を焦がす熱風にさらされながら目当てのスライムを囲いこんでいく。

　後方の一団はクレイと同じく単独で走そう脚きやく竜りゆうに乗る者が四名、遅れて八頭立ての走そう脚きやく竜りゆうが仕留めた獲物を載せるための大きな荷車を引いていた。

　そしてスライム漁の一団を守るように二体の化石兵器ゴーレムが左右に併走する。

　装甲に包まれた鈍重そうな見た目に反して挙動は素早い。

　かつての鮮やかな黄色い装甲は経年劣化と強い陽ひ射ざしにより退色し、錆さびが浮く。目を引く帯状の白黒模様もすっかり削がれてしまっていた。

　ゴーレムは人間と同じく五指の手で状況に合わせて武器や道具を保持できる。

　スライム漁用に改造されたゴーレムはより広い視界を確保するため搭乗席の保護は最少限で、右手にはスライムの核を穿うがつための巨大な銛もりを携えている。左腕には打突武器を兼ねた先端を尖とがらせた盾が固定されている。

　走そう脚きやく竜りゆうの手綱を操り、クレイは後退しながら右翼を走るゴーレムの足元に寄っていく。

　クレイは口元の覆いを外し、搭乗席の友人に向かって叫ぶ。

「タービル！　視界を遮るから、念のため頭の牙は外していけ！　邪魔だ」

　考古学者からスライム漁の手伝いに頭を切り替えたクレイは、冷静な忠告をする。

「大丈夫だってクレイ。いつもよりベルバに近いところでスライムが見つかったのも、サーベルタイガーの牙を装備していたおかげだよ。今日の大漁は約束されたようなもんだ！」

　自信満々に大口を叩たたく二代目は、機体先端のど真ん中に立つサーベルタイガーの剣けん歯しをわざわざゴーレムの指で示す。クレイは不安しかなかった。

「安全優先だ！　お前に怪け我がされたら親方に申し訳がたたないんだよ！」

　能天気なタービル・エネはスライム漁の一団を率いる親方の最後の息子である。怪け我がで休養中の父親に代わって、経験を積むために今日のスライム漁を仕切っていた。

「たかだかスライムじゃんか。余裕だよ、クレイ！」

「親方がいないからって調子に乗りすぎだ！　スライムの体当たりを甘く見るな！　ゴーレムが人生最さい期ごの寝床になるぞ！」

「モンスターの腹の中よりマシ！　いつも通り一発で仕留めるから任せろ！　いざ一いつ投とう一いつ殺さつ」

　クレイの忠告を無視して、タービルはゴーレムを加速させた。

「俺が群れを分断させる。エネ・スライム漁団、俺に続けぇ！」

　銛もりを掲げて、タービルが勇ましく突っこんでいく。走り出したゴーレムの速度には走そう脚きやく竜りゆうでも追いかけるのは難しい。

「あのバカ！」

　クレイは再び口元をターバンで覆い、手綱をくれる。

　他の仲間に近づき「僕がタービルのフォローに回ります。皆さんは予定通り、残りを攫さらってください。よろしく！」と走そう脚きやく竜りゆうを走らせた。

「こっちは任せろぉ！　親方見習いを頼むぞ、クレイ！」とベテランのスライム漁師達たちの胴間声に送り出される。

　長年の付き合いからクレイに対する信頼は厚かった。いざという時も含めて。







　先行するタービルが乗るゴーレムは青い波の縁へりへと近づいていく。

　獲物となるスライムは、エーテルの塊だった。

　万能元素エーテルは純度を高めることで燃料をはじめとして加工次第で様々な素材の原料となる。資源の乏しい荒野に生きる人々にとって、周辺に現れるスライムは無くてはならない重要な資源だった。

　半透明な青い色のスライムはゼリー状の身体からだを弾ませながら、集団で身を寄せ合うことで巨大な波のように移動する。

　黄色い敵の接近に気づいたスライムの群れは慌てて方向転換。基本的に臆病なスライムは戦闘を好まず、弾力のある身体からだを弾ませて逃げていく。お互いのやわらかい身体からだをぶつけ合い、青い波の上下が激しくなる。

　タービルはゴーレムの腰元に固定していた礫つぶてを群れの真ん中に投げこむ。

　途端、青い波は綺き麗れいに左右に分かれていく。

　右は見限り、左に逃げた群れの一番端の一体に狙いを定める。

　ゴーレムが構えていた銛もりを勢いよく投とう擲てきした。

「いただき!!」とタービルは声をあげる。

　返しのついた鋭い銛もりの先端が、スライムの中心にある赤い核に突き刺さる。

　銛もりの刺さったスライムは動きが止まり、身体からだの表面が小刻みに蠕ぜん動どうしていた。他のスライムは群れから離れた一体を容赦なく置き去りにして前進していく。

「どうよ、俺の実力。いつだって跡を継げるね」

　ゴーレムの速度を緩め、タービルは自分が仕留めた獲物に悠々と近づいていく。ゴーレムの全長よりも大きなスライムは銛もりが刺さったまま震え続ける。

　追いついてきたクレイは、その場でぞわぞわと身体からだを波立たせるスライムの異変に気づき叫ぶ。

「タービル、離れろ！　核まで届いていないぞ！」

　半分ほど沈んでいた銛もりがすぽんと抜ける。

　スライムは青いゼリー状の身体からだを真っ赤な色に染めて、ゴーレムに向かって跳んできた。

　タービルは間一髪で横に移動。幸運にもスライムの体当たりを避よけられた。

　クレイはゴーレムの脇まで近づく。

「なんで動いてんの！　しっかり刺さってたじゃん！」

　タービルは情けない声で喚わめく。

　スライム漁の鉄則は、一いつ投とう一いつ殺さつ。

　タービルのゴーレム操縦技術は悪くない。

　銛もりの投とう擲てきについても仲間内でも一、二を争う腕前だが、漁師としての目め利ききが未熟だった。

「獲物が大きすぎるんだよ！　その銛もりじゃ長さが足りないんだ！」とクレイは叱る。

　スライムの危険度は大きさに比例する。

　性別のないスライムは生殖ではなく、分裂により個体数を増やす。平均すると二十メートルの大きさを超えると二体にわかれ、また時間をかけて肥大化していく。他のモンスターに襲われて細切れになった、もっと小さいスライムも存在する。脅威も少ないから狙うのは容た易やすいが、あまりに乱獲してしまうとスライムの全体数を減らす可能性があるため、小さなスライムの捕獲は禁じられていた。

　狙うのは常に十メートル前後のスライムのみ。

　そして核を一発で仕留め損なったスライムは逃げることをやめる。青かった全身を真っ赤に変色させて、逆上したように攻撃相手に襲いかかってくるのだ。

「体当たりがくるぞ。早く構えろ！」

　クレイは愚痴るタービルを叱責する。

「お、おう！」

　またも横跳びで突撃を躱かわす。だが、わずかに左肩を掠かすめ、ゴーレムの装甲の一部が歪ゆがむ。

「わぁ、親父おやじにまた怒られるッ！」

　大質量の体当たりはゴーレムでもひとたまりもない。最悪搭乗席が圧壊してしまう。倒そうにも逆上して真っ赤になったスライムは動きも俊敏となるため、回避はもちろん核を貫く難易度も格段に跳ね上がる。

「今はこの場を切り抜けることに集中しろ！」

　クレイは仲間の方を見た。助けを呼ぼうにも分断した群れを追いかけているので、すでに声が届かないほど距離が広がっていた。

　逆上したスライムは敵が動かなくなるまで体当たりをやめない。

　こちらの窮地に気づいてくれるのを信じて、この場はタービルの単機で対処するしかない。

　そう思った矢先、ゴーレムの巨体が盛大に吹っ飛ばされていた。

　タービルのゴーレムはついに回避が間に合わず、真正面から跳んできたスライムを左腕の盾で防御。勢いに乗った大質量に耐え切れず、骨の折れる嫌な音がした。押し負けて折れた左腕が上に跳ね上がる。あわや盾が搭乗席を潰すところであったが、幸運にもサーベルタイガーの剣けん歯しが文字通りの歯止めとなった。

　激しい土煙が晴れる。背中から倒れたゴーレムは左肘から下がおかしな方向に曲がり、折れた剣けん歯しが大地に突き刺さる。

　真っ赤なスライムは勢いよく跳んでいき、遠くで着地した。

　色は元に戻らず、怒りはまだ収まっていない。

「おい、タービル！　しっかりしろ！」

　走そう脚きやく竜りゆうから降りたクレイはゴーレムの搭乗席を覗のぞきこむ。

　タービルは額から血を流し、気を失っていた。頰を叩たたく。呻うめくだけで自力での脱出は難しそうだ。身体からだを固定していたベルトを急いで外し、タービルを中から引っ張りだす。

　肩に担かついだタービルを、自分が乗っていた走そう脚きやく竜りゆうの背中に乗せる。

「仲間と合流するんだ。ご主人を落とすなよ」

　クレイが走そう脚きやく竜りゆうの頭を撫なでるとクワァーと鳴いて、仲間の元に走り出した。

　クレイは代わりにゴーレムの搭乗席に滑りこむ。内部に目立った破損はない。だが動く気配がない。ベルトで自分の身体からだをしっかり固定。前方に並んだスイッチやレバーをすべて切る。

「頼むから化石に戻らないでくれよ！」

　迷うことなく正しい手順でスイッチを入れ直し、祈るようにゴーレムの再起動を試みる。

　座席の下から唸うなる振動が伝わってきた。搭乗席の真下に位置する腰よう部ぶに搭載した動力機関が息を吹き返す。

　ギガスケルトンの肉体であるエーテルは疲れ知らずの筋肉であり、尽きることのない燃料だ。

　ゴーレムの動力機関は巨体を起動するための補助装置にすぎない。最初に動力機関の起動がかかれば、あとは操縦に必要なエネルギーを自身の肉体で賄う。己の肉体から供給されるエーテルのエネルギーを搭乗席で受け、信号化する。極細のエーテル製の配線が神経のように全身に張り巡らされており、搭乗席から送られる信号を即座に伝達、ゴーレムの巨体を乗り手の意のままに自在に動かす。関節の可動、筋肉の収縮にあたる肉体のあらゆる動作によって全身のエーテルが新たなエネルギーを生じさせる。装甲の下で動いているギガスケルトンの半透明な肉体が青い光を発するのが、その証拠である。

　つまりギガスケルトンの肉体は理論上、半永久的に動くことができる。人間で言えば底なしの体力をもっているようなものだった。ただしそれはギガスケルトンが生物である場合に限る。

　前方のパネルがすべて再点灯し、異常がないことを知らせる。

「よし、まだやれるぞ！」

　クレイは左右の操そう縦じゆう桿かんを握る。

　足元のペダルを強く踏みこみ、細心にして大胆な操作でゴーレムをすばやく立ち上がらせた。

　目線が自分の背丈を超えて一気に高くなる。

　ゴーレムという外側の肉体を操ることで人間はモンスターと対等になった。

　クレイはターバンとゴーグルを外し、前髪をかき上げた。

　化石と向き合う理知的な表情とは異なり、自らの獰どう猛もうさを露あらわにする。

　力強い意志を宿した瞳は残酷なこの世界を見据えた。

「──来い」

　クレイの操縦するゴーレムが走る。

　タービルの搭乗時とは比べものにならない加速。無駄のない挙動は誰の目にも明らかである。幼少期より採掘場のゴーレムはクレイの遊び道具だった。ゴーレムと一体化したような操縦は自らの手足の延長であるかのように繊細かつ大胆。そこに迷いはない。

　走りながらゴーレムの骨折した左腕がぶらぶらと揺れて、クレイに不快な感覚をもたらす。いっそ切り捨てたいが貴重なギガスケルトンを自ら壊すのは、考古学者であるクレイの美学に反する。足を踏み出すたびに腿ももの装甲と盾が当たり、ガンガンと激しい音を立てる。

　速度を落とさないままゴーレムは左腕から盾を強引に外した。こちらに戻ってくるスライム目がけて、盾を器用に投げ放つ。くるくる回転しながらスライムの表面を掠かすめた。パックリと裂傷をつくるもすぐに再生。だが一瞬の足止めにはなった。

　クレイはスライムを倒すことだけに意識を集中する。

　荒野の熱い大気がクレイの身体からだの隅々を高速で吹き抜けていく。

　野生のモンスターは手加減などしてくれない。跳んでくる赤いスライムは全存在を賭として、クレイを潰しにかかる。

　接触の直前、ゴーレムは大きく腰を沈めてから一気に上へと跳躍した。

　器用なクレイは空中で一回転の捻ひねりを入れる。頭が下になり、シートから尻が浮きベルトが肩と腰に食いこむ。空中での交錯の一瞬、クレイは先ほどタービルが銛もりを刺しこんだ傷口がまだ修復中であることを確認した。

　エーテルは太陽光を浴びることで活性化する性質がある。つまりエーテルの塊であるスライムは日中いくら浅い傷を重ねたところですぐに回復してしまうため、中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃は意味が薄い。

　あくまで中心の核を潰さなければスライムは死なない。

　ゆえに一いつ投とう一いつ殺さつ。

　見事に飛び越えたゴーレムは着地点に落ちていた銛もりを拾い上げ、それを背中に一度固定する。

　そのまま走りながら地面に刺さったままのサーベルタイガーの剣けん歯しも拾い上げた。二メートルを超える剣けん歯しは立派なナイフ代わりになる。剣けん歯し本来の役割を果たすため、その鋭い先端で突き刺せるように右手に持つ。

　武器は揃そろった。地面を削りながら鋭く方向転換。

　今度こそスライムの核を潰す。

　大質量による体当たりは危険だが、スライムの動作そのものは単調だった。

　弾むリズムを慎重に読みながらタイミングと距離を計る。

　肉厚なエーテルの身体からだがいくら損傷したところでスライムにはダメージとはならない。

　狙うのは修復中の傷口、ただ一点。

「そこだ！」

　突撃してきたスライムに合わせるようにクレイは、サーベルタイガーの剣けん歯しを持った右腕を突き出す。正確に修復中の傷口に剣けん歯しを叩たたきこむ。スライムの肉厚の体内を切り裂き、すっぽり埋まった。だが、核にはまだ届かない。

「僕の一投はまだ終わらない！」

　一旦離脱したゴーレムは背部の銛もりを摑つかみ、最後の一撃を加えるべく構える。

　剣けん歯しが体内に刺さったまま攻撃を続けようとするスライム。

　待ち構えていたゴーレムは腰の捻ひねりを最大限に利用して、片手で銛もりを正確に突き出す。

「トドメだ！」

　二段構えの正確無比な攻撃はクレイ・ネイザル以外には不可能だった。

　銛もりの切っ先は剣けん歯しをさらに奥へ押しこむ。かつて多くの獲物の命を奪ったであろうサーベルタイガーの鋭い牙がスライムの核に到達する。

　小さな赤い果実が潰れるように、スライムの体内で核が液体と化す。

　スライムは完全に沈黙。

　真っ赤だったスライムの全身はあっという間に退色し、無色透明なエーテルの巨大な塊に成り果てた。

　銛もりを突き刺した姿勢で止まっていた黄色いゴーレムは、獲物の死を見届けてようやく右腕を引いた。




　　　　〇




　エネ・スライム漁団は今日の獲物を荷台いっぱいに載せて、彼らの故郷に帰還する。

　果てない荒野のどこからでも見える巨大な円柱は、真まっ直すぐ伸びた白い塔のようだ。

　虹こう層そう円柱国家ベルバ。

　地上五百メートルのこの円柱こそモンスターの脅威から逃れた人類が辿たどり着ついた安住の地だった。

　青天を刺すように垂直に伸びるのは、巨大な石英質の丸い断崖絶壁だった。完全なる円柱の頂上は直径約十キロの不自然なまでに水平な大地、そこに壮麗な大都市が築かれている。

　人が暮らすには本来不便な高所であるベルバが発展した理由はモンスターが登ってこられないことに加え、豊富な水脈の上にあるためだ。

　ベルバは常に水の湧く巨大な円柱である。

　あらゆる資源の乏しい荒野にありながら、豊富な水のおかげで頂上は上下水道が全域にわたって整備されている。ベルバを外から見上げれば、頂上から放流された上水が霧状に落ちていた。そのため昼間は、頂上にはいくつもの虹が常にかかっている。

「あの虹が見えてくると帰ってきた気分になるね」

　搭乗席の縁に腰かけるタービルの緊張が一足先に緩む。

　帰りは、そのままクレイがゴーレムを操縦していた。

「ベルバは荒野の数少ない安全地帯だからな。つーかまだモンスターに出くわすとも限らないんだから、せめて補助席に座れ！」

　クレイは気楽な会話に付き合いつつ、モンスターの影を見逃さないように油断なく周囲に神経を配る。

「最悪クレイがなんとかしてくれるだろ」とタービルは適当に聞き流し、また話題を変える。

「最初に発見した王族はここをエレベーターじゃなくて自力で登頂したんだから根性あるよね。そりゃ王族を名乗っていいと思う！」

　あくまで窮屈な補助席に座る気はないらしい。

「タービル。ベルバの円柱が完全な真円なのは、どうしてだと思う？」

「……出たよ、クレイの謎かけ。そんなの俺にわかるわけないじゃん」

　最初から考える気のないタービルは即座に降参した。

「あの円柱の不自然なまでに丸い形を不思議に思わないのか？」

　クレイは構わず話を続けた。

「思わない！　ただの変わった山とか岩じゃないの。たまたまいい感じに丸くなったとかさ」

「僕が考えるに、ベルバの円柱は旧人類が遺のこした建造物だ。自然の力だけではあんな綺き麗れいな真円にならない。旧人類による失われた高度な技術で創られたからこそ今日まで風化することなく残っているんだ！」

　クレイが興奮して話が長くなる前に、タービルはすかさず遮った。

「なぁ、クレイ。そんな小難しいことばかり話すから女の子に逃げられるんだよ。もっと化石より女体に興味を持ちたまえ」

「両方興味はあるよ」

「じゃあ直接触れるならどっちがいい？　極上の女の裸、もしくはスカルアトラス」

「スカルアトラス！」

　クレイは即答した。

「だから、この贅ぜい沢たく者もの！　お前はシークさんという素敵な女性から特別に優しくされているから余裕ぶってられるんだよ！　考古学者なんて、よくわからなくて稼げそうにない仕事を名乗れば、普通は女の子に絶望的にモテないんだぞ！」

　タービルの言う通り、考古学者のような特殊な頭脳労働の認知度はベルバにおいては低い。具体的な仕事内容以前に、職業の名前すら聞いたことのない者が大半である。

「……さすがの僕も傷つくぞ」

「お、おぅ。すまねえ、親友。今日だってお前は命の恩人だ。最高に頼りになる相棒だぜ」

　タービル・エネという男は案外とモテる。

　亡なくなった母親譲りの整った顔立ちにスライム漁の漁師という危険な仕事をこなす男としての頼りがい、漁団の親方の跡継ぎという将来性と末っ子ゆえの脇の甘さが女性の母性本能をくすぐるらしい。

　だが子どもっぽい性格が災いし、会話していたはずの女の子がいつの間にか姿を消していることも珍しくなかった。そのたびに一晩中泣き言を聞かされるので、クレイとしては迷惑極まりない。

　かたやクレイも化石の話ばかりするので似たようなものだ。専門知識をこれでもかと一方的に早口で話し続けるせいで、女の子が困ってしまうのだった。

　そんな風に性格や境遇も異なるふたりだが、お互いにとって得え難がたい友人なのは間違いない。

「助けてくれた礼に、今日の夕飯はおごるぜ！　店はシークさんがいる骸がい骨こつ亭ていな」

「構わないよ。しかし同じ芝居を何度も観みて飽きないのか？」

「シークさんの名演はいつだって俺を泣かせてくれるのだ!!」

　先ほどから名前が挙がっているシークとはクレイの古い女友達だ。地底街で芝居小屋を併設した老舗しにせの飲み屋・骸がい骨こつ亭ていで看板女優をやっている。人気の演目は、先ほど話にも出た王族の女性が円柱を自力で登頂したベルバ建国神話を当世風にアレンジしたものだ。

「じゃあ夜は骸がい骨こつ亭ていに集合な」

「了解！　シークさんに会えるのが楽しみだぜ！」

　タービルは笑顔になる。

　この先のベルバまでの帰途、モンスターとの無用な接敵がないことを祈りながら彼らは荒野を進む。







　不毛の荒野に高くそびえるベルバは三つに区分されている。

　頂上、地上と地底街。

　円柱の頂上は都市部となり、中央に構える王宮を基点に各種行政機関が集約されており、同心円状に住宅地が広がる。都市計画に基づいた整然とした街並みには、上水路が網の目のようにはしり、レンガ造りの白っぽい建物が隙間なく建ち並ぶ。現在頂上に住んでいる者の多くは富裕層だ。経済的に裕福で自由な頂上暮らしを謳おう歌かする貴族は、地上の砂ぼこりとは無縁の小こ綺ぎ麗れいな日々を送る。地上との交通に東西南北に一基ずつ、ゴーレムも載せられるような大型エレベーターが設置されていた。

　地上は、円柱の根元から荒野を仕切る外壁までの内側を指す。豊富な地下水を利用した農作地が南から西にかけて広がる。北にはエーテル加工などを行う工業地帯とそれに関連する工房が連なる。ここで生産される農作物や工業製品がベルバの生活全般を支えており、農工業従事者のみ居住を許可され、王立の住宅で暮らしながら日夜労働に勤いそしむ。荒野からベルバに入るには外壁に設けられた西の農業門、南の登頂門、北の工業門のいずれかをくぐらなければならない。各門の名を冠した大通りの終点がエレベーターの乗り場となる。

　そしてベルバ地上の東側に広がる大穴で発展したのが地底街だ。もともとはゴーレムの素体となるギガスケルトンの採掘場として開発が始まり、大勢の作業員が集まりはじめた。半世紀に亘わたる採掘事業で穴はより深く、拡大した結果、円柱の東側に巨大なすり鉢状の繁華街が形成されていった。ギガスケルトン採掘は金になる。作業員は増え、それにつれてあらゆる商売が充実していった。だがギガスケルトン採掘の熱狂と好景気も今は昔。現在では地価の高騰した頂上に住む金もなく、地上の仕事に就けない者達たちが自然と地底街へ流れ着く。生きていくためには金がいる。稼ぐためにはどんな些さ細さいなことも仕事に変えていくしかない。その結果としてベルバでもっとも活気と多様性のある地域となった。ここで稼ぎ、その価値が認められれば頂上暮らしも夢ではない。貧困による危うさを孕はらみながら、人々は必死に生きる。

　背景にはベルバ発展にともなう人口増加、土地不足という慢性的な問題があった。

　大規模な外壁拡張工事は過去に何度も実施され、その度モンスターの襲撃に遭い多数の死者が出た。近年は作業員確保の難しさや資材調達の問題など諸もろ々もろの事情により中断されたままになっている。

　残酷な世界で、人間はベルバのような高所や壁を持つ国や町でなければ生き残れない。

　陽ひが傾きはじめた頃、エネ・スライム漁団は南の登頂門に辿たどり着つく。

　高さ三十メートルの外壁が視界に収まり切らないほど延々と広がり、上部には見張り塔がいくつも据えられていた。番人は荒野の様子を眺め、異変があれば警鐘を打ち鳴らして危機をベルバ内に告げる。同時に走そう脚きやく竜りゆうの伝令を円柱へ走らせ、頂上に危急の詳細を知らせる手て筈はずとなっていた。

「あそこの壁の亀裂、まだ塞がれてないのか」

　クレイが以前見つけた壁の下側にある小さな亀裂。何度かのモンスターによる襲撃で一部が崩れ、いつの間にか中を覗のぞけるまでになっていた。モンスターがすり抜けられるほど大きくないが、放置しておけばいつか大変な事態を招く。

　荒野とベルバの境界線となる外壁は、年々増え続けるモンスター襲撃による破損と修復の繰り返しでいびつな形になっているところが多い。ずさんな管理にクレイは怪け訝げんな顔になる。

「そんな亀裂あったっけ？」

　タービルものんびりした反応だった。

「吞のん気きだな。毎日見ているんだから気づけよ」

「毎日見るから興味がないんだよ。だいたい外壁を壊せるようなモンスターはもう絶滅してるさ。はい、いつもご苦労さん」とタービルが顔見知りの門番に通行許可証を形式的に見せる。

　内側のゴーレムが太い鎖を引っ張りあげて、重たい門が開かれた。

　登頂門をくぐり、エネ・スライム漁団は西側に広がる農作地を横目に速度を緩める。

　ここまで来ればもう安心とクレイも肩の力を抜く。

　麦畑が黄金に波打つ横をゴーレムの背中に固定した銛もりにくくりつけた大漁旗がはためく。畑仕事をする農夫達たちが手を振りながら労ねぎらいの声をかけてくれる。

　地上警備の任務につく近この衛え兵へいは、どいつもこいつもゴーレムの上で暇そうだ。搭乗席から足を投げ出し、早く地底街に飲みに行きたいといった顔で欠伸あくびをしていた。

　こんな緊張感のない連中がいざモンスターが侵入してきた時、ベルバの民や農作物を守れるのか疑問だ。彼らの多くは外壁内部の地上勤務までしか経験がない。荒野に出ることは滅多にないためモンスターの恐ろしさを肌で知らない。

　登頂門から円柱の根元まで一直線に延びる幅の広い道を数キロ進むと、頂上と地上を繫つなぐエレベーターの乗り場となる広場に行き着く。

　そこから東寄りにスライムの加工場と貯蔵庫を兼ねたエネ・スライム漁団基地がある。本来なら北側に構えるべきところだがネイザル採掘場の関係施設も引き継いだため、南の好立地にある。スライムを載せた荷台を基地内に運び入れると、日雇いのクレイと怪け我がをしたタービルから先に休憩をとる。

　外の水場で一日の土ぼこりを落とし、顔や手を洗う。

　粗末な布で濡ぬれた頭を拭きながら、クレイはさっぱりした気分に浸る。

　一息ついていると、ふいに足元が揺れた。地震だった。そこら中から土が落ちてくる。

「せっかく顔を洗ったのにまた地震か。最近やけに多いな」

「なぁなぁクレイ、ゴーレムをもっと上手に動かすコツを教えてくれよ」

「慣れだ。練習しろ。あと無駄な飾りはつけるな。牙を角にするとか信じられない」

「せっかく大枚はたいて買った牙だったのに……」

　しょげたタービルは額の傷を触り、「痛ッ」と涙目になる。

「だいたいサーベルタイガーはベルバの近くには棲すんでないだろう。キャラバンの市場でまともに買ったら、とんでもない値段になるじゃないか」

　キャラバンとは他の国や中継地から物品を安全に運ぶために、行商人達たちが隊を組んだものだ。長い道中は荒野のモンスターに遭遇する危険と隣り合わせの命懸けの輸送となる。護衛のゴーレムもついているがモンスターに群れで襲いかかられれば無事ではすまない。そうした輸送費を上乗せした他国の珍しい品々は必然的に値段がつり上がる。

「ところがさ、最近は他の地方の色んなモンスターが結構こっちに大移動しているんだってさ。俺が買ったサーベルタイガーもキャラバンじゃなくて、ベルバの狩人かりゆうどが近くで捕まえたもんなんだぜ」

「だからタービルでも買えたのか」

　納得しつつクレイの頭には新しい疑問が浮かぶ。

「──それでスライムがいつもより近くで見つかったのか。他所よそのモンスターが集まってきたから、スライムはベルバの方に逃げてきているんだ」

「いいことじゃん。仕事は早く終わるし、地底街に飲みに行きやすくなる」

　スライムの群れがいつでも発見できるわけではない。今日のように近場で見つかる時もあれば、遠くへ出かけても収穫ゼロの日もある。モンスターは人間の都合で動いてはくれないのだ。

　事態の深刻さをわかっていないタービルは気楽に捉える。

「逆だよ。モンスターはスライムの個体数なんて気にしない。腹が減ったら食べる、シンプルだ。スライムの分裂速度より早く食べ尽くされたら、人間の獲とる分がなくなるぞ。しかもベルバに逃げてくるスライムを追って、他のモンスターとの遭遇率も上がる。いいことはない」

　大きくて凶暴なモンスターが生きる荒野では、人間は最弱の生き物だ。

　スライム漁とてスライムだけが相手ではない。いざとなればゴーレムで仲間を守りながらスライム以外のモンスターとも戦う。ゴーレムで勝てる保証もなく、時には仲間が犠牲になることもある。

　だからこそ抜群のゴーレム操縦技術を有するクレイ・ネイザルには絶大な信頼が寄せられていた。

「やっぱりクレイはすごいなぁ」とタービルがニコニコした顔でつぶやく。

「褒めるよりもう少し報酬を上げてくれた方が嬉うれしいぞ」

「代わりにひとりでの発掘作業を見過ごしているじゃんか。死なれたら困るんだぞ、実際」

「そこはまぁ、感謝しているよ」

　子どもの頃からの友達だから、クレイも遠慮なく話すことができる。

「クレイ。俺が跡を継いでからで構わない。本気でスライム漁を一緒にやろうぜ。そしたら俺が報酬を決められる。頭良くて、ゴーレムの操縦がうまいお前の力が俺には必要だ」

　タービルは珍しく真面目な表情で告げた。

　荒野に出るスライム漁は危険をともなうが、稼ぎもかなり大きい。スライムという資源はベルバの生命線である。北の工業地帯であらゆる物の材料とされ、一般家庭でも煮炊きから風ふ呂ろに至るまで火をつかうための燃料として欠かすことができない。ベルバの豊かな生活を下支えしているのは間違いなくスライム漁だ。命の危険に目をつむれば地上・地底街にある仕事の中でも高収入の部類だ。

　ゴーレム乗りに専念すれば今よりずっと贅ぜい沢たくな生活を送れる。エネ・スライム漁団の仲間はいい人ばかりで、クレイの実力も十二分に買ってくれている。ゴーレムの操縦も化石と同じくらい好きだから、仕事としては文句のつけようもない。

「友情を金で買おうとするなよ」とクレイは心底困ってしまう。

「俺は本気だ！」

　タービルは語気を荒くして、もう一度訴える。スライム漁は命がけの仕事だ。誰でも務まるものではない。エネ・スライム漁団の跡継ぎであるタービルは今後の発展のためにも一流のゴーレム乗りであるクレイがどうしても欲しかった。

「何度も言っただろう。僕は考古学者だ。ゴーレム乗りを、仕事にはしないよ。僕にはスカルアトラスを研究し、守る使命があるんだ」

　きっぱりとクレイは断る。そこに一片の迷いもない。

「それはガキの頃から知ってるけどさー。なぁクレイ、頼むよ。俺ひとりじゃ心配でさ、頼れる片腕が必要なんだってば」

　すぐにタービルは情けない声で懇願する。この男は真面目な態度が長持ちしない。

「お前が折ったゴーレムの腕が治れば両腕がまた揃そろうな。よし、解決」

「腕なんて何本あっても便利だろ。そこをなんとか！」

　基地内へ戻ろうとするクレイは無視を決めこむ。

　下手に長引かせるとタービルはいつまでも勧誘を続けてくるのだ。

「──兄上は王宮に上がってわれの右腕として活躍してもらわねばならない！」

　よく通る声が会話に割りこむ。

　指導者にふさわしい、聞けば忘れようのない印象的な声音は、多くの人の意識を引きつける。誰もが自我の棘とげを納め、道を譲るように耳を傾けてしまう。

　上品な足取りでクレイに近づいてくる美少女に気づき、クレイはわずかに目を見開く。

「ハクア。また来たのか」

「麗うるわしの美び姫きにずいぶんな口振りじゃないか。ねぇ兄上」

　愉快げな笑みを口元に浮かべた彼女は、からかうようにクレイを兄上と呼びかける。

　ハクア・ミュティス。

　輝く金髪に透き通るような白い肌。勝気な性格を黙して雄弁に語る大きな瞳は深い青をたたえている。まだ十四歳の細い肢体だが、膨らみはじめた胸元は美しい形を誇る。その身を包むのは白い布地と紗しやを組み合わせた、頂上暮らしの若い女性の間で流行はやっている服装だ。常に土ぼこりが舞っている地上ではあっという間に汚れてしまうから、白い衣などまずお目にかかることはない。なにより彼女がまとっているやんごとない雰囲気とさりげなく身につけた黄金の凝った装飾品から、町娘の格好をしていても高貴な身分であることは誰の目にも明らかだ。

　彼女はベルバを治める王様の孫娘であり、正真正銘のお姫様だった。ベルバ建国五百年の祝いに直系の彼女が新しい王として即位するというのがもっぱらの噂うわさだ。

　ハクアの正体を知るタービルは彼女を一目見るなり、恐縮して黙りこんでしまう。

「だーかーらぁ、兄上じゃねえっての。誤解される呼び方をするな、ハクア姫」

　クレイは眉をひそめ、不遜な表情で口を開く。

　ハクアは直接の兄妹きようだいではないが、クレイを親しみをこめて兄上と呼んでいる。

「相変わらず、われに無礼な口を利きくのは兄上くらいだぞ」

　ハクアは遠慮のないクレイの口ぶりが楽しそうだった。

「王族が気軽に地上に下りてくるな。危ないだろう」

「市井の見聞と息抜きである。兄上の家に行ったら今日も朝からスライム漁に出ているというじゃないか。仕方なくわれが直々に出向いてやったぞ。どうだ、嬉うれしいだろう」

「ご苦労様。頼んでないけどな」

「む。それもこれも兄上が自由すぎるせいではないか！　頂上に暮らすのだから、頂上で働け！」

「僕にとっては今も昔も頂上はただの寝床さ。家があるだけで、一日の大半は地上か地底街さ」

「酔狂な。いっそ兄上を頂上に閉じこめるためにエレベーターを停止させるか」

「うわ、未来の女王様が権力を乱用している。横暴だぞ」

「われが会いにいきやすくなる」

「あのな、王宮暮らしのお姫様と違って、生活するには稼がないといけないんだ」

「だがそれは考古学の仕事でではなかろう」

　流し目のハクアが嫌みっぽく指摘する。

　図星を突かれてクレイの口元が思わず歪ゆがむ。

「そもそも王宮が化石の発掘事業を再開すべきだよ。失われた科学文明の遺産がまた見つかるかもしれないだろう。ギガスケルトンのような今に役立つ技術や知識が発見できればベルバはもっと豊かになるぞ」

　考古学者であるクレイは発掘の意義を説く。

　高度な科学文明を築いた旧人類が滅び、現在の人類が地上に現れたのが千年前。その間には数億年に亘わたる長大な空白期間が存在する。遺物や記録など断片的な把握しかできていないのだ。

「兄上の意見はもっともだ。だが、ギガスケルトン採掘の時のように確実に埋まっている場所や経済効果の根拠がなければ不許可だな。兄上の趣味に国庫は開けない」

　化石の発掘調査には莫ばく大だいな金がかかる。

　荒野では常にモンスターの危険と隣り合わせになるため、現地にキャンプを張って作業を行うのは自殺行為のようなものだった。また食料や水、必要装備の十分な準備はもちろん武装したゴーレムの護衛を雇うとなれば個人の資金で賄うのは不可能だった。

「僕らのじいさん達たちに先見の明がありすぎたんだ。四百年以上住んでても誰も気付かなかった円柱の根元で、ギガスケルトンっていうお宝を発見するとかすごすぎるだろう」

「偉大な先せん達だつを超えようとする兄上の心意気は買おう。だが、そもそもわれは兄上が荒野に出ることには反対なのだ」

　ハクアは同意しつつも、硬い態度を崩さない。

　現状、王族の援助により物資の準備が整っても肝心の人手が集まらないのだ。

　ベルバ周辺の発掘調査は博物館と呼ばれる王宮直属の学術研究機関により一通り終わっているため、新たな発見を求めるには遠方を目指すしかない。

　危険な発掘作業をベルバから離れた場所で行うのは命を捨てろと命令するも同然だ。しかも確実な見返りがあるわけではない。平和で水の豊かなベルバの暮らしに慣れた人々はタービル達たちのような特殊な職業を除いて、外壁の外に出ることなく生涯を終える。

　そんな命知らずな冒険に付き合ってくれる仲間はクレイの周りにもいない。

「そこは親戚のよしみで援助してくれよ。お姫様の一声ならどうにかできるだろう。最悪、戴冠してからでも構わないからさ」

　遠方と言わずとも、せめて自力で探し当てたドラゴンの化石だけでも掘り出したかった。

「ええい、都合のいい時だけわれに頼るでない！」

「名も無き民からの純粋な嘆願だぞ」

「兄上こそ自分の血筋を偽るな!!」

　ハクアは日頃の不満をぶちまけて、そっぽを向いた。

「僕は善良な一般市民だよ。なぁ、タービル」と突然巻きこむようにタービルの肩を組む。

「え？　ああ、クレイは一般市民で俺の親友だ！」

「われと兄上の会話に許可もなく口を挟むな。モンスターの餌にするぞ」

　ハクアは目を細め、逆らえない命令を静かに告げる。女王の風格はすでに十分持ち合わせていた。

「ひどいッ!?」

　迫力に気け圧おされて涙目のタービルはすごすごとクレイから離れる。

「そんなことよりハクア、またひとりで来たのか？　護衛はどうした？」

　自由に行動したがる気持ちはわかるが、お姫様のひとり歩きは不用心である。

　そうでなくても見み目め麗うるわしく、いかにも金を持っていそうな恰かつ好こうをしていれば、近この衛え兵へいの警備もほとんどない地底街では犯罪に巻きこまれる可能性が格段に上がる。

「頂上でエレベーターに先に乗ってうまく撒まいてきた。追いつかれる前に移動しよう。兄上はわれに付き合え！」

「今日は無理だな」とクレイは静かに断る。

「なぜだ。もう仕事は終わったのだろう。われの命令がきけないのか」

「じいさんの命日だから、これから採掘場に花を供えにいく」

「ならばわれも同行しよう。王の代わりだ」

「いやいや、あの辺は貧民窟になっているからハクアは危ないぞ」

「兄上が守ってくれれば問題なかろう」

　どうしたものかと思案していると、ハクアを探す野太い声が聞こえてきた。どうやら護衛の連中が追いついてきたらしい。

「とりあえず、ふたりとも基地に入ってやりすごせば？　クレイの荷物もあることだし」

　タービルが恐る恐る提案する。

「……特別に採用してやろう！　ほら、兄上。急いで基地に隠れるぞ」

　気をよくしたハクアは勇んで基地の中に入っていく。







　円柱の内部を掘った奥行きのある空間が、エネ・スライム漁団の基地である。

　漁に使うゴーレムは片方の壁かべ際ぎわに並べて固定されていた。

　タービルが左腕を壊したゴーレムは一番奥で、今まさに装甲を外されているところだった。

　漁師達たちにとってゴーレムや走そう脚きやく竜りゆうは大事な商売道具だ。仕事が終われば異変がないかを確かめ、きちんと整備を怠らない。彼らの愛着ぶりがわかる手早い作業は見ていて気持ちがよかった。

　ゴーレムの点検作業をはじめて見るハクア。彼女の要望で、時間潰しを兼ねて見学することになった。ハクアが目立たないように、梯はし子ごでこっそり上に架けられた足場に案内する。

「兄上、ここは特等席だな。よく見える」

　ゴーレムの頭部装甲が吊つり上あげられる光景を、ハクアは前のめりになりながら眺める。

「おい、柵が錆さびているからあまり体重かけるな。折れるぞ」

「失敬な。われは衣ころものように軽い」

「助ける僕の身にもなれ」

「それでも兄上は助けてくれるのだろう。ならば、われはわれのままでいいのだ」

　振り向いたハクアはクレイの優しさを確信しているように、満足げな笑みを浮かべる。

　クレイにとってハクアは妹のようなものだ。

　その気がなくても、彼女が転びそうになれば勝手に手を貸してしまう。口先で何を言っても、クレイにとって大切な存在なのは間違いない。

「兄上。タービルが壊したのは左腕なのだろう。なぜ上半身の装甲まで外すのだ？」

「スライムの体当たりで胴体にも異常がないか点検するんだ。中身のギガスケルトンはデカくても骨だからな」

　ふたりは眼下で行われているゴーレムの整備風景を見る。

　外された装甲の下から現れたのは、人間そっくりの巨大な頭蓋骨。

「巨大な人骨の化石を人為的に動かせるようにするとは、冒ぼう瀆とく的てきにすら感じる」

「僕にはガキの頃から採掘場で見慣れた光景だから、そこまで神妙な気持ちにはなれないな」

　クレイからすれば人間に似ているとはいえ化石は化石である。

　固い地面からわざわざ掘り出した化石を素材として、当代の技術で有効活用しているだけのことだ。もともと死んでいるのだから、生きているモンスターを殺すより遥はるかに罪悪感も少ないとクレイは個人的には思っていた。

　だがハクアの素直な感想を聞いて、我ながら異様な感性なのだろうと客観視してしまう。

　ベルバに住む人々もゴーレムは見慣れていても、装甲を外した状態のギガスケルトンをまともに見たことのある者は少ない。王宮住まいのハクアにとっても警護に就くゴーレムは身近な存在だが、その中身を見る機会はない。

「どうにも巨大な人骨に見えて、残酷とも感じるな」

　ハクアは生理的な嫌けん悪お感かんを端的に述べる。

「少なくともギガスケルトンは死んでいる」

「死体で間違いないのか？　このエーテルの肉体は瑞みず々みずしく見える。放っておいたら勝手に動き出しそうだぞ」

「生きたエーテルには色がある。スライムが生きているなら青く透明で、死んだ途端に全身が透明になる。ギガスケルトンのエーテルも透明だろう。発光するのは操縦している時だけだ」

「うーむ。資源の少ない荒野では使えるものはなんでも使う。その極致がギガスケルトンを利用したゴーレムというわけか」

　ハクアは言葉では理解を示しつつも、気持ちでは納得していない様子だった。

「まさに、その腑ふに落ちなさがゴーレム誕生のきっかけなんだ！　あまりにも人間に似ているから色々試した結果、ギガスケルトンの肉体もエネルギーの刺激が信号となり人間のように動くことを発見した。この反応を応用したのがゴーレムを操縦する仕組みだ。全身に行き渡らせた極細の配線が搭乗席から送られるエネルギーを即座に伝達し、この巨体を自由に動かせるようになった。しかも動くだけでエーテルのエネルギーを生み出すから燃料補給も不要！」

　興の乗ってきたクレイは、説明が自慢げになっていた。

「……先駆者とは恐れ知らずだな」

「最先端は異端に見えるものだよ。ただ後世の当たり前を先取りしているだけなのにさ」

　クレイは自分を半分擁護するように、言い添える。

「兄上。ギガスケルトンの正体は巨大な人間なのか？　モンスター？　それとも別のなにか？」

　ハクアの学術的な好奇心が嬉うれしくて、クレイは口元に微笑を浮かべてしまう。

　ギガスケルトンは人間そっくりの全身骨格にエーテルという万能元素が全身を包んだ状態でベルバ円柱近くの地中に埋まっていた。

　端的に言えば、全身骨格が透けて見える巨大な人体である。

　透明なエーテルは死してなお劣化することのない透明な肉体として機能し、スライムの身体からだと同じく弾性と剛性を有する。

　ギガスケルトンには人間のような脳や内臓、消化器官は見当たらず、眼球や生殖器官もない。体毛は一切なく、皮膚にあたる外側と内部は同質。つまり骨格以外はすべてエーテルで埋まっている不可思議な存在だ。

「ハクア。頭蓋骨を見てみろ。歯は並んでいるが口が存在しない。食べたものを出す穴もない。つまり人間と同じように口から食べ物を摂取してエネルギーの補給をするとは考えにくい」

「エーテル自体が物質化されたエネルギーの塊だから食事の必要がないと。それはずいぶんと退屈だな」

　ハクアの感想にクレイは同意した。

　エーテルは気体、液体、固体の状態に囚とらわれることなくエネルギーを伝達し保有する。目に見え手で触れることができるエネルギーの塊がギガスケルトンと捉えてもらえばいい。この性質を利用することでゴーレムは動きながら、自身のエネルギーを賄うことができる。

「しかもスライムとは比べものにならない高純度のエーテルだ。その上、強力な自己修復能力を持ち合わせている」

　クレイは装甲を外されたゴーレムの左腕を指差す。

　エーテルの内側にある折れた腕の骨が透けて見える。

「よかった。骨がエーテルを突き破っていない。あれなら一週間くらいで完治するな」

「骨折も勝手に治るのか？」

「ああ。エーテルは太陽光にあてることで活性化されるから自己修復されるよ」

　日中のスライムとの戦いを思い返す。表面の裂傷があっという間に塞がったことと同じ現象である。

「エーテルとは誠に便利なものだな。あとは人体に有害でなければ、人間の怪け我がや病気にも活用できればよかった」

　感服したハクアは大仰な息を漏らす。

「少なくともゴーレムがなければ、人間はもっと数が少なく貧しい生活を送っているよ。僕やハクアが生まれた時にはゴーレムは当たり前に使われていたから、ピンとこないだろうけど」

「ゴーレムなくしてベルバの発展はありえない。それはベルバ王から何度も言われている」

　ギガスケルトンには依然として謎が多い。

　だがあらゆる疑問を脇に置き、人間はこの残酷な世界で生き残るために道具として使う。

　背中に搭乗席を設け、死んだギガスケルトンを操縦できるように改造した。全身を覆う装甲を取りつけたことでゴーレムという化石兵器に生まれ変わり、この世界を支配するモンスター達たちとまともに戦う手段をようやく手に入れた。

「脳もなく、食事を必要としないギガスケルトンは生き物ではないのだな」

「ところがそうとも言えない。スライムだって中心の核以外には内臓は存在しないけど、生きているだろう。集団行動が可能で、分裂により個体数を増やせる」

「だがスライムでさえもっている核が、ギガスケルトンにはないではないか！」

　ハクアとこうして対話できることをクレイは素直に楽しんでいた。

「博物館がスライムの核の正体を調査した記録がある。当初の予想では核が脳や心臓の役割をしていると考えられた。だが結論だけ言えば、不明だ。生きた小型スライムから注射器で核を抜き取った途端、スライムは透明化して絶命。抽出した核も液化したエーテルに過ぎず、成分的には固体と同じだった」

「謎は深まるばかりだな。むしろ核があるスライムが例外で、ギガスケルトンのように核がないのが普通なのかもしれん」

「その可能性も十分にある。加えてもっと奇妙なことに発掘されたギガスケルトンの骨格は男性のもので──すべて同じ形なんだ」

　わずかに顔を近づけて、クレイはあまり知られていない事実を囁ささやく。

「つまり仮に兄上がギガスケルトンだとしたら、地中から出てきた全員が同じ顔つき背格好なのか。すごく気持ち悪いし、兄上はひとりいれば十分だぞ」

　ハクアの素直な反応に苦笑しながら、クレイは現時点での推論を述べる。

「僕が考えるに、ギガスケルトンっていうのは旧人類が創った兵器だ。高度な科学文明が崩壊して、遥はるか天空に逃れた旧人類がモンスターから地上を奪還するために送りこんだ先兵。荒野に埋まっていた神話級モンスターの化石を見れば、集団で襲われた形跡が骨に残されている」

「神話級。さらに規格外な大きさの絶滅したモンスターか。ギガスケルトンより何倍も大きい相手に素手で襲いかかったのか？」

「明らかに刃物による裂傷や刺し傷なんだが、肝心の武器が一切見つかっていない」

　クレイは楽しげに困ったような顔になる。

　対するハクアは聞けば聞くほど新しい疑問が湧いて出てくる終わりのなさに辟へき易えきしていた。

「……兄上はいつもこんなことばかり考えているのか？」

「そうだな」

「答えが出なくて飽きないか？」

「だから面白いんじゃないか！　それに謎を解く最大の鍵は地底街に眠っているからな」

　クレイの言葉に一層の熱がこもる。

　ハクアはしまったと表情を曇らせた。

「兄上がご執心な氷結の眠り姫か？」

「あぁ。スカルアトラスだ。唯一女性の全身骨格であるギガスケルトンの例外。しかも頭蓋骨の横から二本の角が生えているんだぜ！」

　少年のような無邪気さでクレイは熱心に語りだす。

「スカルアトラスは採掘場の奥にいるから、ハクアも一緒に来るなら見れるよ」

　クレイ達たちは下に下りる。タービルの父親である親方から今日の報酬と採掘場に手向ける花束を受け取る。ソイル・ネイザルの命日には毎年エネ・スライム漁団全員で採掘場を訪れているが、今年は親方が療養中のため日を改めて全員で行くことになった。

「俺らが今日行けないぶん、ハクア姫様に行っていただけるとは。ソイルさんによろしく」

　手渡されたのは大きな花束だ。荒野では育てるのに手間がかかるため、花は高級品である。

「こんなにたくさん。ありがとうございます、親方」

　クレイは漁師仲間に挨拶をして基地を後にした。
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　地上から地底街に下りるには、いくつかの経路がある。

　南のエレベーター広場の端から地底街までゴーレムがすれ違えるほど広い物資輸送用の坂道がつづら折りとなっていた。地上から地底街の底を流れる川まで高低差は五十メートルにもおよぶ。

　クレイ達たちのような若者が利用するのは、坂道の横から一直線に延びた階段だ。エネ・スライム漁団基地の側そばにあり、傾斜は急だが一気に地底街まで下りられる。

　頂上から行く場合には直通であるエレベーターが手軽だ。逆に地底街には大通りがないため、荒野の東から来た人は外壁にある地底門をくぐり、一度地底街の底まで下りてから登らなければならない。

　眼下に広がる吹き抜けの地下空間に目を奪われていたハクアがこけそうになる。

「ほら、手を貸せ。落ちたら危ないからな」

「うむ。くるしゅうない」と気遣われるのに慣れているハクアは優雅に手を差し出す。

　ベルバの円柱東側に広がるすり鉢状にぽっかりと空いた大穴はギガスケルトンの発掘により広がったものだ。

　ベルバ五百年の歴史の中でも最大規模の公共事業として多くの人手が投入された。

　はじめに円柱東側の根元に沿うように掘り進められ、数体のギガスケルトンが発掘された。初期の人力による発掘は非常に時間を要し、作業が長期化するにつれて地上で生活する作業員達たちを客とした様々な商売も集まりだす。

　深く掘るためには広く掘らなければならない。

　やがて多目的作業用機械であるゴーレムが採掘現場に投入されると掘削速度は格段に飛躍、地下の余剰空間も連鎖的に増えていった。ギガスケルトンを掘り終えたところに人が住みつき、いくつもの店が構えられる。過酷な肉体労働を終えた作業員達たちがそうした店に金を落とすという循環が生まれた。

　飲食店で腹を満たし、賭と場ばで勝った日には娼しよう館かんで一夜の夢を買う。

　採掘で広がり続ける地下空間に絶え間なく人は集まり、地底街と呼ばれるまでに発展した。

　後にゴーレムラッシュと名づけられた空前の好景気。

　この地上の大穴には活気があり、熱気に満ち、夢があった。

　人が出会い、騒ぎ、浮かれ、喧けん嘩かをし、愛し、子どもが生まれ、また人が増える。

　約半世紀にわたって続いたギガスケルトンの採掘事業は最後に特別な一体となるスカルアトラスを発見し、その歴史に幕を下ろす。

　採掘現場としての役目を終えた地底街は今でも巨大な繁華街として栄える一方、仕事にあぶれて住む場所も持てない人々が集まり、一部が貧民窟と化していた。

　ギガスケルトン発掘による熱狂が終わっても、人口過密で頂上に住めなくなった人々が地上に流れ、それでも収まり切らず、地底街のあらゆる所に無理やり住むようになった。

　すり鉢の底には川が流れる。北の工業地帯から垂れ流される工業用水により汚染が深刻化しており、川かわ面もは濁り、不快な臭いがいつも漂う。

　クレイ達たちが歩いているのは川をはさんで円柱側の繁華街だ。

　地底街は夜が来るのも早い。

　陽ひが傾きはじめると円柱の影が落ちるため、穴の底はすぐに暗くなり気温も下がり始める。

　店先から肉の焼ける香ばしい匂いが立ちこめ、早くも路上で管を巻く酔客は、媚こびた声の女達たちに呼ばれるまま次の店へ入っていく。

　町の賑にぎやかなありふれた景色を興味深く眺めるハクアはくしゅん、とくしゃみをした。

「これを使え」とクレイは自分の愛用のロングコートをハクアの肩にかける。

「ありがとう。女には少し重いな」

「サラマンダーの革で出来ているからな。かなり丈夫だし、炎にも強い優れものだ」

「これで動き回れるとは、兄上も男なのだな」

「お姫様の公務の衣装よりは着やすいだろう」

「はは、違いない。町娘の装よそおいのなんと楽なことよ」とハクアは軽い足取りで楽しげだった。

　するとハクアを頂上住まいのお金持ちと判断した瘦せこけた露天商が「そこの綺き麗れいなお嬢様、地下の記念に一個どうでしょう」と話しかけてくる。

「われのことか？」

「あなた様より綺き麗れいな方は他におりませぬ」

「つまらぬ世辞だな」と言いながら、路上に並んだ土産物に興味を引かれてハクアは近づく。人形、アクセサリー、小物に置物など凝った品々も多い。共通するのは頭に二本の角がはえた意匠。そのモチーフは地底街のあちらこちらで見受けられた。壁の落書きから土産物まで、どれもスカルアトラスを想起させる図柄や形をしている。多くは青い塗装が施されていた。

「ベルバの守護神スカルアトラスの人形などいかがでしょう。家に置けば幸運を呼びこみます」

「スカルアトラスは、地底街の民の間で人気があるのだな」

「角があって目立つし、一種の希望なんだろう。ギガスケルトンが掘れた古き良き時代の夢よ、もう一度。貧しさや変わらない日常はつらい。特に地底街の人はすがれる希望や心のよりどころが欲しいんだ」

　王宮育ちで目の肥えたハクアは、ちゃちな土産物の意外な緻密さに感心していた。

「しかしスカルアトラスが幸運を呼びこむとは初耳だな。それなら僕は大金持ちになっているはずなのに」

「おやおや、欲張ってはいけませんよ。こんな綺き麗れいなお嬢様と一緒にいられるだけでお兄さんは恵まれている。だから、彼女へのプレゼントにいかがです？」

　何がだからだ、とクレイは強引な売り文句に鼻白む。

「兄──クレイ、気に入った。これが欲しい！」

　わざわざ呼び方を言い直して、ハクアは粘土細工の青い人形を手に取る。

「この手の売り上げは僕の許可なくスカルアトラスを御神体とした怪しげな宗教の活動資金になるんだ。ベルバの姫君がお布ふ施せをしちゃまずいだろう」とクレイは耳打ちする。

「……角つの神がみ教きようか。十四年経たっても、まだ残っているのだな」

　今から十四年前、角つの神がみ教きようによるベルバ史上最悪の無差別テロが起きた。

　当時はゴーレムラッシュが終わり、暮らし向きが急速に悪くなっていた。経済状況の悪化を口実に、角つの神がみ教きようの過激派が北の工場地帯で爆破事件を起こす。死者数は爆破による直接被害よりエーテル漏れによる二次被害が甚じん大だいだった。工場地帯から頂上まで汚染され、国民の二割を死に至らしめた。犠牲者の中にはクレイの両親、タービルの母親と兄達たち、そしてハクアの両親もいた。気化したエーテルには色や匂いがないため、知らぬ間にエーテルにまかれて死ぬ。白昼の悪夢のようなこの惨事は働き手となる若い世代を中心に尊い命を奪い、ベルバの国力を大いに削そぐことになった。

　まだ生まれたばかりだったハクアは両親の顔も知らないまま成長した。そんなハクアにとって歳としが近く、実際に会える肉親であるクレイを慕うのも必然だった。

　その日公務で頂上を離れていて難を逃れたベルバ王は、即座に角つの神がみ教きようの弾圧に乗り出す。

　今や公然と角つの神がみ教きよう徒とを名乗る者はいなくなった。だがスカルアトラスという確固たる御神体が存在する地底街では信仰そのものが廃れても、希望の象徴としては残っている。

　露天商の首にも二本角をかたどったネックレスがぶら下がっていた。

「これから実物を見るんだから、買う必要はないだろう」

　クレイはハクアの手からスカルアトラスの人形をそっと取り上げる。

「お兄さん。ネイザル採掘場は閉鎖されたからスカルアトラスは見られないよ。厳重に鍵がかけられているし、対岸は貧民窟で治安も悪い。近づかん方がええ」

　だから代わりにお土産をと、実物を見たがる頂上からの客にいつも同じことを言っているのだろう。だがクレイだけは例外だった。

「悪いが鍵なら持っているんだ」

　クレイは不敵に笑うと、ハクアの手を引いてその場を離れた。

「兄上も人が悪い」

「どうしてさ？　僕は本物を管理しているようなものだ」

「ギガスケルトン採掘場の責任者、その孫である兄上なら管理していると言えなくもないか。よかろう、われが特別に見逃してやる」

　ハクアは苦笑しつつ同意した。

「スカルアトラスで幸せになれるなら、僕は王族に勝るとも劣らない金持ちになっていて、荒野で安全に発掘調査をやっているさ」と首からぶら下げている古びた鍵を取り出す。

　クレイは祖父が亡なくなって以来、採掘場の鍵を肌身離さず身に着けていた。
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　繁華街から粗末な吊つり橋ばしを渡って、川の反対側に向かう。橋げたの幅は広く、汚れた川がよく見えた。ハクアは踏み出すたびに揺れる橋に大騒ぎしながら、ようやく目的地にたどり着く。

　錆さびついた看板には掠かすれた文字でネイザル採掘場と書かれていた。

　クレイは看板を一ひと撫なでしてから先へと進む。

　採掘場の手前には、家を持たぬ人々が暮らしていた。ゴミに近いような素材を利用して、屋根や壁をつくり、他人の目から生活をかろうじて区切っている。ささやかな食事の煮炊きをするために焚たき火びをしていた男達たちに、クレイは「火を一本もらえるかな」とコインを手渡す。

　ここでも誰もが首には二本角のネックレスをぶら下げていた。

　クレイは太い骨の先端に燃料を括くくりつけたたいまつを受け取る。

　川向こうの繁華街の賑にぎわいがすっかり聞こえなくなったところに扉はあった。

　クレイは鍵穴に自分の受け継いだ鍵を差しこみ、開錠する。

　出入口を塞ぐゴーレム用の巨大な扉。その隅にある人間用の扉もしっかりとした造りのため重い。体重をかけて全身で重たい扉を押して、ようやく中に入った。

　ギガスケルトンの採掘場として栄えていたのも今は昔。

　活気の失うせた複雑で広大な地下空間は奥の奥まで冷たい闇が広がる。

　十八メートルもあるギガスケルトンの巨体を運び出す坑道は天井が高く、通路の幅も広い。ゴーレムが歩いて出入りし、掘削作業を安全に行うためには十二分な空間的な余裕が不可欠である。運び出される土砂も相当な量となるため、採掘場内にはトロッコのレールが敷かれていたが、それも当時のままに残っている。

「足元に気をつけろよ」

「まるで巨大な迷路だな。王宮の地下よりも広そうだ」

「僕から離れるな。はぐれたら二度と外には出れないぞ」

「兄上は迷っても大丈夫なのか」

「子どもの頃は毎日のように来ていたからな。抜け道や秘密の通路まで身体からだがぜんぶ覚えている。目を瞑つぶったって外に出られるさ」

　勝手知ったる採掘場ということでクレイはスイスイと進んでいく。

「待て。兄上、そうやってわれを置いていこうとするな！」

　クレイが照らす明かりがどんどん離れていく。ハクアは慌てて歩みを速める。

　しばらく歩いた先にぼんやりと青い光が見えた。

「この先に誰かいるのか？」

　振り向かずともハクアがわずかに緊張しているのがわかった。

「人間はいない。いるのは、彼女だけさ」

　ひときわ広い空間に行き着く。

　明かりもないはずの円形状の広間は青い光に満たされていた。

　奥の壁に埋まっている巨大な氷の塊が鎮座する。

　透明な氷の中に、膝を抱えて丸くなる二本角のギガスケルトンがいた。

「これが本物のスカルアトラス。綺き麗れい」

　ハクアはうっとりとしたように感嘆の声を漏らす。

　広間を青く照らし上げるのは氷の内側で発光するスカルアトラスの肉体そのものだった。

「光っているのはエーテルが高純度な証拠だ。他のギガスケルトンよりずっとな」

「大きな宝石のようだな」

　ハクアもまた例外なく一目で魅入られた。

「スカルアトラスは現在までに発見された化石や生物の中でもっとも純度の高いエーテルだ。宝石のように価値があり、とんでもないエネルギーを内包し、唯一の女性型のギガスケルトン。あらゆる意味で特別な一体だ」
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　クレイは胸元にぶら下げた鍵の形を指でなぞりながら、ハクアに語る。

「氷結の眠り姫とはよく言ったものだ」

「そういう評価はどうでもいいんだ。僕は、ただ彼女の存在が単純に美しいと思う」

「兄上の化石好きも筋金入りだな」とハクアは呆あきれを通り越して、諦めの境地を迎えつつある。

　これまで幾度となくクレイを王宮で働かせようと知恵を絞ったものだが、若き考古学者は頑として首を縦に振らなかった。

　クレイが氷の前に花束を手向けると、ふたりでしばし黙もく禱とうを捧ささげる。

「ハクア。せっかくだから、氷に触ってみろよ」

「いいのか？」

「驚くよ」

　クレイに促される形で、ハクアはそっと氷に手を伸ばす。

「冷たくないのか。この氷は」

「エーテルが混ざっている。だから氷でありながら解けないんだ」

「これなら人々がベルバの守り神と呼びたくなるのもわかる。神こう々ごうしい大きな骸骨だ」

「でも頭蓋骨の大きさや骨盤の形から、これは女性なんだぜ」

「兄上はこんな美人のフルヌードを小さい頃から眺めていたんだな」

　揶や揄ゆするようにハクアに棘とげのある言い方をされながらも、クレイは揺るぎない視線をスカルアトラスに注いでいた。

「そうだな。彼女は僕の初恋だ」

　青い光に照らされるクレイの堂々とした言いっぷりにハクアは複雑な表情を浮かべる。

「これは人間ではないのだぞ！　それに大きすぎる！」

　ハクアは咄とつ嗟さに否定的な言葉が口をつく。

「見ているだけで美しいんだ。それだけで十分さ」

　クレイは陶然とした声で賛美していた。

「話せもしない化石を眺めるだけで何が楽しい？」

「スカルアトラスの謎を解明するのは、じいさんの遺言で僕の使命だ。それに彼女はシャイなんだ。氷の中に籠もっている以上、僕が守らないといけないからな」

　あっけらかんとそう言い放ってしまうクレイ・ネイザルの潔いさぎよさにハクアは歯がゆさを感じずにはいられない。

「氷漬けといっても氷は解けないのだろう！　そんなもの放っておいても誰も盗めやしない。氷が大きすぎてゴーレムをつかっても運び出せないから、ここに置かれているのだ！　それにたかが化石であろう。いくら遺言とはいえ、兄上が生涯を捧ささげて常に見守るほどの価値はない」

　ハクアは気持ちを叩たたきつけるように強く断ずる。

「僕の人生だ。ハクアが決めることじゃない」

「われには兄上を縛る美しくも残酷な重石おもしにしか見えん。ここで見つめていればいつか氷が解けるという保証はないのだろう。ならば王宮にきても問題ないではないか！」

　ハクアがどれだけ現実を説いたところでクレイは揺るがない。

　むしろクレイの好奇心に火をつけ、スカルアトラスに対する疑問を引き出してしまう。

「解けないからこそ気になるんじゃないか。他のギガスケルトンはそのまま土の中に埋まっていたのに、なぜスカルアトラスだけ氷に守られているのか。僕の考察ではスカルアトラスはギガスケルトンの指揮官だから特別扱いなんだ。それに集団で固まって地中にいたんだよ。誰かの指示がなければ、わざわざベルバの円柱付近に密集している理由はない」

「なにか自然災害で逃げる間もなく巻きこまれたのではないか」

　王族であるハクアは高度な教育を受けており、専門家であるクレイに付いていくだけの知識と賢さがある。こんな風にクレイと話を合わせられる相手はベルバでもごく少数だった。

「ベルバの近くで大規模な自然災害が起きたなら、円柱のどこかに痕跡が残っているはずだ。過去の調査でそういった形跡は発見されなかった。この地底街の地層も堆積層だ。近くに火山はないし、地中深くのマグマが噴火した様子もない。スカルアトラスとギガスケルトンは意図的にこの場所に留とどまったんだ」

　クレイは明めい晰せきな分析をもって流れるように熱く語る。

　ハクア・ミュティスにとっても、同世代で自分より優秀だと認められる人間はクレイだけだ。王宮の役人の子息でもクレイに並ぶ者はおらず、誰もが自分の生まれに甘えた意気地のない者ばかりだった。

　そうした者しか自分の周りにいない未来を想像しては、ハクアはいつも絶望的な気分になる。

「おっと、しゃべり過ぎたか。悪いな、付き合わせて」

「いいよ。兄上の話は面白いから好きだ。もっと聞かせてくれ」

　ハクアは説得を諦めて、純粋にクレイの話を楽しむことにした。

　クレイは思い出すように岩肌をなぞりながら広間を歩く。

「よくゴーレムを遊び道具にしてた。勝手にゴーレムに乗っては、じいさんに見つかって怒られたもんだ。おかげで生活費を稼げる程度には操縦の自信がついたけどな」

　ふいに壁面に狭い隙間があることに気づく。腰を落とせば反対側に繫つながっているのがわかる。

「あぁ、懐なつかしい。子どもの頃はこの隙間を抜け道にしてたんだ」

「われなら入れそうだな」

「高いお召し物が汚れるから挑戦するなよ、ハクア姫」とクレイはたしなめた。

　ハクアというお姫様は恐こわがりのくせに好奇心旺盛という大変厄介な少女である。

「服の汚れを気にしていたら地上には下りられんよ。兄上」

「それもそうか。まったく、僕の悪影響だけは受けないでくれ。責任がもてないからな」

「もう手遅れだぞ。われが兄上に会いにいく時だけは、物静かなジュラも注意してくる」

「ジュラってハクアの乳母だよな」

「そうだ。親代わりにわれを赤子の時から世話したが、本来は王の助言役である巫み女こなのだ。ところが無駄なお喋しやべりを一切しない冷たい女でな。ひたすら王になるために必要な考え方や判断の仕方を教えられておる」

「お前、そういう堅苦しいの苦手そうだよなぁ」

　ハクアの本気で嫌そうな顔にクレイは笑った。

　ふたりで笑い合っていると、ふいに青い暗闇が揺れる。足裏から伝わる震動と冷たい空気にかすかに混じる不吉な予兆。

「笑いすぎて地面が揺れている気がするな」

「いや、われも揺れを感じている」

　ハクアは思わずクレイに寄り添う。

　一度は揺れが収まった。だが震動は断続的に続く。その揺れは少しずつ強くなる。

「兄上。妙だ。これは本当に地震なのか？」

「心配するなハクア、なにかあっても僕がお前を守るさ」

　身構えて硬くなっているハクアの頭を撫なでながら、クレイは明るい声を努めた。

「まぁ、ちょっと揺れ方が細かすぎるかもな」

　クレイはその場で地面に手をつけ、異変の手がかりを探す。

　近頃ベルバで頻発している地震。もしも今感じている揺れが地震ならば最悪生き埋めになる。そうならないためにも一刻も早く採掘場から脱出しなければならない。もっと強い揺れがくれば、地下への影響は避けられないだろう。

　クレイは、ハクアの不安そうな顔を見る。

　未来のベルバを治めるべき少女をここで死なせる訳にはいかない。

　すぐに入口まで戻るのが得策かと思案を巡らせている間にも、たいまつの火の揺らぎが震動のたびにどんどん大きくなっていった。

「──このリズムは足音だ。近くにモンスターが来ている」

　ハクアの肩を抱きながら、坑道の先の闇をにらむ。

　耳を澄ますと、悲鳴と怒号が小さく聞こえてくる。

「こちらに近づいてきていないか」とハクアは怯おびえをもう隠せない。

　スカルアトラスの鎮座する円形の広間はネイザル採掘場の最さい奥おう部ぶに位置する。

　ここが行き止まりとなるため、外に出るには来た坑道を戻らなければならない。

「……いつでも走れるようにしておけ」

　抱きついているハクアの耳元にクレイは囁ささやく。視線は油断なく坑道の方をうかがう。

　低い唸うなり声ごえが反響して聞こえてくる。震動はひとつ重ねるごとにより明確で大きくなった。

　人々の悲鳴もどんどん近づいてくる。

「助けてくれぇ!!」

　必死で坑道を走ってきた男の青ざめた顔が見えた。

　だが背後から素早く飛び出してきた巨大な顎あぎとが男を上から捕食した。

　たいまつを握ったまま千切れた手首が、クレイ達たちの足元まで飛んでくる。

　絶命の声は一瞬。肉が咀そ嚼しやくされる不快な音に塗り替わる。

「なんで、サラマンダーがベルバに……」

　クレイは本来いるはずのないモンスターが目の前にいることに驚く。

　青い光に満ちた広間に姿を現したのはサラマンダーだった。

　火吹きトカゲと称される爬は虫ちゆう類るい型がたの凶暴なモンスターは四足で低く這はうように歩く。口から長い舌がチロチロと出入りし、火炎を吐き出す。全長二十メートルのがっしりとした肉体は赤しやく銅どう色いろの丈夫な鱗うろこで包まれ、険しい岩場をよじ登るために鋭い爪を有していた。動きに合わせて太く長い尻尾がゆらゆらと不気味に躍る。

　大きく裂けた口はべったりと新鮮な血で汚れていた。

　駆けこんできた男だけではない。ここに来るまでにたくさんの人間を食べてきたのは明白。おそらく入口の近くにいた人々は喰くい殺ころされて、もう腹の中に収まっている。

「サラマンダーは、遥はるか西に棲すむモンスターではないか」

　ハクアははじめて間近で見たモンスターを前に取り乱さないように必死だった。

「地下の川を遡そ上じようしてきたんだろう。よくもまぁ、あの汚い川を進んできたもんだ」

　軽口を叩たたきながらクレイは緊張を必死に誤魔化す。

　地下河川は、途中でベルバの遠く西にある火山地帯の水脈と合流している。

　サラマンダーは長い旅路を歩んできたせいで平均的な大きさより瘦せていた。だが腹部だけは地面スレスレまで膨れ上がっている。全身がまだ濡ぬれていることから推察するに川岸から上がったばかりだ。採掘場の周辺に住む人々がさぞや新鮮な餌に見えたのだろう。手前から順繰りに食べてきた。そして採掘場の奥へ逃げる人々を追いかけながらここまで来た。

「このトカゲ野郎、入口の扉を壊しやがったな」

　クレイは思わず胸元の鍵を握りしめた。

　ぎょろぎょろと動く目玉がクレイとハクアを捉える。

　威嚇しようとサラマンダーは首を反り返らせ、耳みみ障ざわりに吼ほえた。

「まだ喰くい足りないってか。僕達たちはデザートじゃないぞ」

「兄上、どうする。ゴーレムでもなければサラマンダーは倒せないぞ！」

　背後の氷をクレイは肩越しに見る。

　クレイの操縦技術ならゴーレムさえあればサラマンダーを撃退できる。だが、ここに乗れるゴーレムはない。

「仮にこの騒ぎを聞きつけた真面目な近この衛え兵へいがすぐに駆けつけても、助けが来るまで逃げ続けられない。火を吐かれたら、ふたりとも生き残るのは無理だ」

　クレイは冷静に状況を分析していた。

「何を悠長なことを言っている！　逃げるにしても出口はサラマンダーが塞いでいるではないか！」

　カバンを床に置き、モンスター除よけのお香を取り出す。たいまつで火をつけると、四つあるうちの三つを牽けん制せい代わりに放り投げる。

「僕が囮おとりになって注意を引きつける。その間にハクアは、さっきの隙間から外に逃げろ」

「ならぬ！　ならぬぞ！　逃げるならふたり一緒だ！」

「僕の身長では、もう狭くて通れないよ」

　安心させようと笑顔をつくったクレイはしがみついているハクアを離す。彼女のか細い手に簡単に落としてしまわないように、たいまつをしっかり握らせる。

「悪いが一旦コートは返してもらう」

　ハクアに貸していたコートを左手に握り、指先で火のついたお香を持ちながら右手でロングナイフを引き抜く。

「即席の剣と盾だ。炎にも強いサラマンダーの革でできているから僕だけなら炎をしのげる。それにじいさんの形見だ。きっと孫を守ってくれるさ」

　まだ腹の満たされないサラマンダーは、撒まいたお香では押しとどめられない。

「兄上、すぐ助けを呼んでくる。絶対に死んではならんぞ！　これは命令だ！」

「かしこまりました。我が姫君」

　クレイはサラマンダーに向かって飛び出す。手に持つコートを盛大に振るって挑発する。サラマンダーはまんまとクレイの方へ寄ってきた。

「行け、ハクア！」

　反対側に走りだしたハクアは一直線に壁かべ際ぎわの隙間を目指す。

　一瞬、ハクアの持つたいまつに意識をとられるサラマンダー。だがクレイが大声で叫びつつ、サラマンダーの鼻先に持っていた最後のお香を投げつける。

　モンスターに効く強烈な香りに怒ったサラマンダーの前脚が横よこ薙なぎに振るわれる。ギリギリの距離を保ち、タイミングを合わせて、ナイフを鋭く振りぬき爪をいなす。

「くっ!?」

　わずかに掠かすめただけでも手元に残る痺しびれに、クレイは唸うなる。

「まったくモンスターってのは、人間がまともに戦うものじゃないな」

「兄上!?」

「止まるな！　さっさと行け！」

　迷いを振り切りハクアは隙間の反対側にたいまつを投げこむ。続けて身体からだを滑りこませた。

　クレイはつかず離れずサラマンダーに切りつける。ハクアの姿が完全に見えなくなったのを確認して、ようやく距離を置く。

「さて、ここからは持久戦だ。助けがくるまで、いかに被害を最小限に抑えて生き残るかね」

　ここには氷漬けのスカルアトラスがある。

　サラマンダーの炎をまともに浴びるようなことになれば、いかにエーテルの氷といえども何が起こるかわからない。急激な高温で氷が割れた拍子に中の全身骨格ごと砕けてしまうことも考えられる。

　そんなことは絶対に引き起こしてはならない。

　スカルアトラスは貴重な化石だ。

「僕の大事な研究対象は、絶対に守り通す」

　あごの下をつたう汗を手の甲でぬぐう。

　ひんやりとした坑道内だが、気を抜けば死に直結してしまう緊張感にクレイは驚くほど大汗をかいていた。わきの下がじっとりとして冷たい。

　円形の広間の中央にいるサラマンダーは挑発するようにチロチロと割れた舌先を出す。

　とにかく位置取りに細心の注意を払った。

　サラマンダーの正面に立てば爪や牙、何より火炎の餌え食じきになってしまう。前脚より後ろに立ち、常に側面に回る。あまり後方に下がりすぎると今度は尻尾で叩たたかれてしまう。

　サラマンダーの鱗うろこは硬く細かく帷子かたびらのように全身を包むため、刃先は通らない。

　逃げるだけなら側面にいればいい。

　だが、スカルアトラスを守るには正面に入らなければならなかった。

　狙うは柔らかい目玉。そこにナイフを深く食いこませて、奥の脳みそまで潰す。

「できるぞ、クレイ・ネイザル。昼間と同じだ。そう、スライムの核を貫くのと変わらない！　しょせんは生き物、殺せば死ぬ！」

　肺の空気を入れ替え、息を整える。クレイは暗示をかけるように自分を鼓舞し、一気に走り出す。

　ゴーレムでしたことを生身の肉体で再現するだけだ。恐れず飛びこみ、体重を乗せて、躊ちゆう躇ちよなく切っ先を刺しこむ。

　クレイはわざと正面側に出て、サラマンダーに自分を追わせた。

　そのまま斜めに前進しながら広間の壁へと引き寄せる。

　目もく論ろ見み通り、サラマンダーも壁に近づいてきた。

　壁に激突しそうな勢いで走るクレイを狙って、サラマンダーの鼻先も壁まで接近する。

　首を下げて、クレイを頭から丸かじりにしようと大きく口が開かれた。

　クレイは全力疾走の勢いをそのまま利用して、壁を足場に上へ跳び上がる。

　サラマンダーと目が合う。

　巨大な右目が最後に見たのは、空中で刃やいばを構えるクレイ・ネイザルだった。

　ロングナイフの鋭い切っ先が目玉に刺しこまれる。

　刀身が吞のみこまれ、クレイの肘まで沈む。

「────ッ！」

　手応えあり。だが、浅い。

　サラマンダーは絶叫し、頭を激しく振り回す。

　壁に押し潰される前にクレイは即座にロングナイフを引き抜く。

　投げ出されるように広間の中央にクレイはなんとか着地。すぐ顔を起こし、側面に回る。右の視界は完全に潰した。だが、致命傷にはいたっていない。

　残った左目でクレイを見つけると、怒り狂ったサラマンダーは喉元を急激に膨らませる。

「見えないなら全部燃やすってか!?」

　口から火炎が吐き出されて、広間一面が火の海となった。

　クレイは手に持っていたロングコートを大きく翻ひるがえし、火炎を防ぐ。

「さすがサラマンダー革のコート。高いだけのことはある！」

　冷や汗が蒸発していく。裏地に熱を感じながらもコートが燃えることはなかった。

　だが広がる火炎はスカルアトラスの氷まで届いてしまっている。

　高熱に長時間炙あぶられていたら、どのような影響が出るかわからない。貴重な化石をたかだかドブ臭いトカゲの炎で壊されてたまるものか。

「はやく、なんとかしないと」

　火炎が途切れた。祖父の形見のおかげでクレイは火傷やけどを負うことなく耐え切った。

　すぐさま攻めに転じる。再び火炎を浴びせられる前に決着をつけたかった。

　クレイは潰した右側の死角に回りこみ、もう一度左目にナイフを刺しこむ隙を窺うかがう。

　だが暴れるサラマンダーは尻尾を振り回し、接近を許さない。

　クレイは走って逃げ回るしかなかった。過度の緊張と動きっぱなしの状況で、体力はどんどん削られていく。

「僕は考古学者なんだよ。無敵の戦士じゃないぞ」

　攻めあぐねたまま、ふいに脚がもつれる。

　その瞬間、サラマンダーの尻尾が直撃した。クレイの身体からだが吹っ飛ばされて、氷に叩たたきつけられる。

「──。痛いてぇな、くそ。どっか骨折れたぞ」

　骨が砕けるほどの強い衝撃に全身が痺しびれ、どこが痛むのか判別がつかない。悪態をついても痛みは消えず、立ち上がろうにも身体からだは言うことをきいてくれなかった。

　サラマンダーの喉元が再び膨れる。

　クレイは必死に腕を伸ばして、落ちていたコートを摑つかむ。

「──ッ、ぐぁッ!!」

　気合いの咆ほう哮こうとも苦痛の悲鳴ともつかない声を上げて、クレイは上半身を起こす。氷に背中を預けながらコートの内側にかろうじて隠れる。

　吐き出された火炎がクレイごと吞のみこみ、スカルアトラスの氷まで包んだ。

　一瞬が限りなく引き延ばされる感覚に襲われながら、クレイは自らの死を覚悟する。

　灼しやく熱ねつの荒野で生活している人間の最さい期ごがまさか地下で焼死とは思わなかった。冗談にしても笑えない。心残りがありすぎる。全身で感じる熱の正体は己の無力さだった。

　人間はいつか必ず死ぬ。だから死に対する恐怖はあまりない。

　スカルアトラスを危険に晒さらしてしまったことが悔しかった。

　たとえ自分が死んだとしても、彼女さえ後世に遺のこすことができれば誰かが謎を解き明かしてくれる。

　その可能性が失われる瞬間に自分は立ち会わなければならない。

　尊く美しいものが損なわれてしまう絶望。

　守りたかったものとの永遠の別れに、クレイは瞼まぶたを閉じて涙を零こぼした。




『──ドラゴンは殺します』




　冷たい敵意に満ちた声が聞こえた。

　背中を預けていたスカルアトラスを閉じこめた氷が、一瞬にしてすべて水に還かえった。

　火炎をかき消す膨大な水量に吞のみこまれたクレイは空間識を失う。

　回転がおさまると地面の固さを背中に感じ、全身ずぶ濡ぬれになっていることに気づく。

　口や鼻から盛大に入った水に激しく咽むせた後、目を開けようとして青い光に眩む。

　クレイはもう一度ゆっくりと青い光の正体を見ようとする。

　スカルアトラスの頭蓋骨が目の前にあった。

　まるでクレイを押し潰さないように両手をついた姿勢で、覆いかぶさるように真上にいた。頭蓋骨の左右から前に突き出した鋭い角。骨と同じ濃紺の色をしていた。

　透明な肉体から発せられる神聖な青い光を間近で感じ、クレイは言葉を失う。

　痛みさえ忘れて、恋焦がれたスカルアトラスの美しさに魅入られていた。

　氷が解けた水流で広間の端まで押し流されたサラマンダーが叫び、再びこちらに襲いかかる。モンスターにとって高純度なエーテルであるスカルアトラスは最高のご馳ち走そうである。

　スカルアトラスは無造作に片腕を振り上げ、サラマンダーの鼻先を雑に殴りつけた。

　動作は弱々しく、威嚇にはなっても倒すことはできない。ゴーレムで発揮されるギガスケルトンの膂りよ力りよくと比較するとあまりにか弱かった。

　クレイは、スカルアトラスが問題を抱えていることに気づく。

『やはり、回復には程遠いですね』

　スカルアトラスは苦しげに肩を震わせながら横に倒れこむ。だが、やはりクレイをきちんと避よけていた。暗闇の中で小さなクレイの存在を認識し、さらに自分の重量で押し潰さないように意識的な動きで。

「現実だ。スカルアトラスは生きているッ！」

　クレイはろくに動かない身体からだで這はいながらスカルアトラスの顔まで近寄る。

「寝ぼけているなら早く起きろ！　やっと君に会えたんだ！　こんなことで死ぬな！」

　せっかく氷から解放されたのに傷をつけられてたまるか。

　クレイは身体からだの痛みを無視して呼びかけた。鉄砲水に押し流された際に人体に有害なエーテルもかなり飲んでいるからクレイ自身の命もいつまで保もつかわからない。

　サラマンダーの脅威、体力切れと骨折に加えてエーテルの誤飲とあればクレイ・ネイザルの命は間違いなく、ここで終わる。

『翼のないドラゴンの分際で。凍いて殺ころします』

　憎しみのこもった声を発しながらスカルアトラスは首を動かし、サラマンダーを睨にらんでいるようだった。

「あれはサラマンダーだ！　ドラゴンじゃない！」と命の危機に瀕ひんしてなお、間違っていることを聞くといつものくせでたしなめてしまう。

『……違うのですか？』

「そうだ──って、会話できている！　君が喋しやべっているのか!?」

　クレイの脳内に直接声が響く。

　スカルアトラスが氷から出て、生きている上に対話まで可能。

　信じられない奇跡が立て続けに起こりすぎてクレイは興奮を抑えられない。

『お互い死にかけなのに、あなたは何故急に元気になるのですか？』

　苦しみつつもスカルアトラスはどこか不思議そうな様子だった。

「あのトカゲ野郎は君を食べるつもりだ。とにかく早く逃げろ！」

『スカルアトラスがあの程度の相手に後れをとるわけにはいきません』

　意地を張るようにスカルアトラスはクレイの指示を無視する。彼女はスカルアトラスという呼称を自認していた。

「僕の声が聞こえているなら聞け！　倒せるなら倒せ！　できないなら君はさっさと逃げろ！　もし傷ひとつでも負ってみろ！　僕は死んでも君を許さない！」

　クレイは血を吐くような想おもいで叫ぶ。

『わたしを心配しているのですか？』

「当たり前だろう！　僕の人生は君のためにある。君さえ無事ならそれでいい！」

　クレイは感情のままに声を張りあげ、また痛みに呻うめく。

　端まで吹っ飛ばされたサラマンダーが起き上がり、低い唸うなり声ごえをあげた。

「クッ。僕がなんとか囮おとりになるから、その隙に這はってでも外に出るんだ。急げ！」

　モンスターに生きたまま喰くわれるのは地獄のような痛みと聞く。そんな恐ろしい最さい期ごを自ら選ぶのは、ひとえに目の前で起こった奇跡のためだ。

　どうせ死ぬなら、せめてスカルアトラスだけでも生かす。

　だがスカルアトラスは不思議な言葉をかける。

『────、あなたの命を借りられるなら勝てるかもしれません』

　聞こえてくる声には明確な逡しゆん巡じゆんがにじんでいる。

　クレイはふいに我に返り、不思議に思った。

　小さな人間が自分の十倍もあろう巨大な化石の心配をしている。しかも氷漬けになっていた愛いとしの彼女が目覚めた上に言葉を交わすことができたのだ。自分への手向けにこれ以上のものはない。だからこの先を望むなら、あらゆる困難と対たい峙じする覚悟はできている。

　クレイにとって大事なのは自分よりスカルアトラスが生き残ることだ。

　お互い死にかけ、と彼女は苦しげにこぼした。

　死にかけているなら助けなければいけない。

　氷結の眠り姫がこの命を望むなら喜んで捧ささげよう。

　絶対的な窮地を覆くつがえす活路があるならば、そのわずかな可能性をこじ開けて、先へ進む。

　この冷たく暗い採掘場から連れ出して、外の世界を見せてやる。

「いくらでも捧ささげる！　君のために僕はいる！」

　彼女の不安を吹き飛ばすようにクレイは即答する。

　表情のないはずのスカルアトラスが笑った気がした。

　クレイを摑つかんだ大きな手はかすかに震えている気がした。

『これよりあなたは、わたしの中心です』

　スカルアトラスはクレイ・ネイザルを自らの内側に導いた。

　まるで最初からひとつであったように両者を隔てるものはない。物質であるはずのエーテルの身体からだは液体のように異物クレイを抵抗なく受け入れる。

　何かが劇的に変わる一瞬にクレイは恐怖を感じなかった。

　自分の輪郭が溶けて、存在が広がっていく。興奮より懐なつかしいような安心感に満たされる。自分が負っていた痛みは消きえ失うせ、経験したことのない万能感に塗り替わる。欠けていた部分が満たされ、本来通うべき血がようやく通ったような感覚。クレイは彼女の一部になり、スカルアトラスはクレイから力を引き出す。それは不思議な調和だ。大きさも存在もすべてが異なるのにお互いの均衡がとれていた。

　近づき合い、クレイを意識しすぎたスカルアトラスの怯おびえが伝わってくる。

　──遠慮するな。自信をもて。僕は、消えたりなどしない。

　クレイは彼女にそう力強く呼びかけた。

『いきます』

　そして、スカルアトラスは真に目覚める。

　サラマンダーが三み度たび激しい火炎をまき散らして、広間全体を焼き尽くしていく。

　燃え盛る炎がスカルアトラスを吞のみこみ、広間は赤い光に包まれる。

　炎の中で立ち上がったスカルアトラス。その双そう眸ぼうが鋭く光った。

　クレイと融合したことで全身から一層青い光を強く発して、炎を跳ね返すように広間を再び青い色で照らし上げる。高熱の炎に晒さらされながらそれを物ともせず、傷や火傷やけどもない滑らかな美しい全身が光り輝く。浮かび上がる紋様が以前よりはっきりと見え、二本の角を誇る青き骸骨は神こう々ごうしいまでの聖なる光で炎を鎮しずめていく。

　サラマンダーがどれだけ炎を吐いても、その勢いはスカルアトラスが放つエーテルの輝きには勝てない。

　炎を切ったサラマンダーがスカルアトラスに突進。胴体への頭突きから左腕に嚙かみついて引き倒そうとするが、スカルアトラスは揺るがない。サラマンダーの牙が刺さらないどころか体勢さえ崩せなかった。

『失うせなさい。小さき偽にせ物ものよ』

　スカルアトラスは動きを確認するように軽く左腕を振り払う。なんとか牙を喰くいこませようとしていた顎が外れ、サラマンダーは壁に吹き飛ばされた。

『すごいです。驚くほど馴な染じんでいます。はじめてなのに、わたしひとりよりずっと調子がいいです』

　スカルアトラスは己の胸元を撫なでる。

　その彼女の静かな感激は、融合したクレイにも全身を通じて伝わっていた。

　内側にいるクレイもまたスカルアトラスの感覚を共有しており、彼女の言葉以上の喜びを体感する。半ば夢見心地で外側の出来事が見えており、スカルアトラスが動くたびに自分の肉体も動いている感覚だ。それどころか生身より遥はるかに軽くて力強い。この未知の多幸感にクレイは内側で恍こう惚こつと浸ることしかできない。

　サラマンダーはしつこくスカルアトラスを狙う。

　怒り狂ったように唸うなりを上げ、炎が吐き出される。

『これなら、使えます！』

　スカルアトラスは右手を突き出す。

　開かれた五指は透けて見えていた骨まで見えなくなるほど太陽のように眩まぶしく閃ひらめく。

　白く輝く冷たい光が決壊するように手のひらから轟ごう然ぜんと放たれた。

　エーテルの冷凍放射は燃え盛る火炎さえ凍らせ、そのままサラマンダーを一瞬で氷像に変える。だがしかし手のひらから溢あふれ出でる白い冷気は止やむことを知らない。

『────わたしの意思で止められないなんて。どうしてですかッ!?』

　勝敗が決してなお冷凍放射は放たれ続ける。

　壁や天井を絶対零度の冷気がはしり、白い凍結の跡を縦横無尽に残していく。

　スカルアトラスは冷凍放射を暴走させる右腕を左手で摑つかみながら、慌てて抑えこもうとする。

『お願い、止まって！　あなたが死んでしまいます！』

　彼女の動揺に反して、クレイはスカルアトラスの目線から世界が白く凍りついていく美しい光景を酔いしれるように見ていた。灰色の岩盤が氷で白く塗り替わる。大気中の水分が凍結して、スカルアトラスの発する青い光を受けてキラキラと輝く。

　勢いよく放たれた冷凍放射がついに止まった時には、円形広間はすべて白く凍りついていた。

　スカルアトラスは放心状態のように直立したまま動かない。

　白い沈黙が氷の宮殿と化した広間を満たす。

　青く光るスカルアトラスの輝きを凍った広間や宙に舞う微細な氷の粒が全方位に反射して、幻想的な景色が広がる。







　意識を取り戻したら真っ暗闇の中だった。背中に感じる地面の固さと空気の異様な冷たさからクレイは自分がまだ採掘場の広間にいることをかろうじて把握する。

　ひどい虚脱感に包まれ、身体からだの感覚は曖昧で手足をうまく動かすことができない。

「スカルアトラスは、どこだ」

　目を凝らしても、あの美しい巨大な威容は見当たらない。それどころか広間全体を照らし上げていた青い光が消えていた。

「よかった。生きていますね」

　自分以外の別の声が聞こえた。

　首だけ動かして、声のした方を向く。

「────」

　闇の中に浮かぶ人影は内側から輝いて見えた。視界がはっきりしないから近くに立っているのに顔がよく見えない。それでも光に照らされた頭部から左右に伸びた特徴的な鋭い角だけはわかった。

「あぁ、君なのか」

　光る肉体からうっすらと透ける骨格には見覚えがある。

　近くで見ても予想以上の美しい姿に満足したクレイは安あん堵どしながら深い眠りに落ちた。
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　燃えるように身体からだが熱かった。

　自分では制御しようのない熱が内側から発せられ、放っておけば全身が燃え尽きてしまう気がした。理性は熱にやられ、冷静な思考はとてもできない。どうしようもできずに苦しんでいると、ふいに冷たいものが額に触れた。その心地ここち好よい冷たさは平穏をもたらす。あれほど苦しかった熱が引いていき、猛烈な疲労感と虚脱感だけが残る。

「……誰？」

　ようやくクレイが薄く目を開けると、闇の中で白い少女の手が額に置かれていた。

「まだ休んでいてください」

　語りかける声の優しさにクレイは安心する。その心地ここち好よさに身を預けるように、再び眠りに落ちていった。

　次に目覚めたクレイが最初に見たのは鮮やかな黄色い花だった。

　見覚えのない珍しい品種。

　窓まど際ぎわの花瓶に生けられた花がそよ風に揺れる。外の光で明るい室内には見覚えがあった。椅子と四角いテーブル、ベッドなど必要最低限の家具。白い壁には飾りも汚れもない。ほとんど何もない空間は家主のこざっぱりとした気風がそのまま表れている。部屋の隅にまとめられた多種多様な贈り物の山はこの前減らすのを手伝ったばかりなのに、また積み上がっていた。

　クレイは自分が今どこにいるかを鈍い頭で理解した。

「シーク。いるのか？」

　喉が渇き、声をうまく出せない。どうやら長く眠っていたようだ。

　眠気はないがどうにも起きる気になれない。

　家主からの返事はなかった。部屋に人の気配がないから、いつものように出かけているのだろう。仕方なく、クレイは再び目を閉じようとした。

「起きましたか、わたしの中心」

　そばにいたのは家主ではない見知らぬ少女だった。

　美しい少女がすっとクレイの顔を覗のぞきこむ。長い銀髪が一房垂れて、クレイの頰をくすぐるように当たる。雪のように真っ白な肌。大きな瞳は血のように赤く、宝石のように高貴な光を宿す。恐ろしいほどに整った顔立ちに冷たい眼まな差ざし、だがその奥には確かな慈愛を感じさせた。

「君が、看病してくれたの？」

　クレイが問いかけると、白い少女は覗のぞきこんだ顔を離す。

　ベルバではかなり珍しい容姿だった。

　強烈な陽ひ射ざしにいつも晒さらされる環境では肌の日焼けは避けられない。余程の引きこもりか、常に日よけを掲げる召使いを連れている金持ちでも彼女のような白い肌は見たことがなかった。ハクアよりも白い肌だ。シンプルながら細かい所に凝った装飾の施されたワンピースは彼女の神秘的な魅力を一層引き立てている。露出した薄い肩、ほっそりとした二の腕、長い脚に細い足首。華きや奢しやな体型にもかかわらず胸元は大きくて豊かだった。

　見る者の目を奪う特別な美しさに、クレイもまた白い少女から視線を外せずにいた。

「そばにいただけです」

　そっけない返事をしながら、白い少女の手がクレイの額に触れる。冷たくて心地ここち好よい。見知らぬ美少女を前にした緊張も忘れ、再び眠りに落ちてしまいそうになる。

「熱は下がりましたね。他に不調は？」

「心配してくれてありがとう」

「わたしの中心になった以上、死なれては困ります」

「はは、さっきから面白いことを言うね」

　クレイは笑おうとして喉の奥が引きつる。

「悪いけど水を一杯もらえるかな」

「水？」

「そこのテーブルに水差しがあるから、グラスについでくれると嬉うれしい」

　クレイはテーブルを示して、言い直す。

「わかりました」

　白い少女は椅子から音もなく立ち上がる。それからテーブルに置かれた水差しとグラスをしばし見た。ゆっくりと手に取り、慎重に水をグラスに注いでいく。誰でもできる単純作業なのに、丁寧というよりは必要以上に神経を使っている印象をクレイは抱いた。

　グラスの縁いっぱいに注がれた水を彼女はゆっくり運んでくる。

「はい。これで足ります？」

「十分だよ。ありがとう」

　クレイは上半身を起こしてグラスを受け取る。上に服は着ていなかった。

　手渡した白い少女はかなり達成感に満ちた様子だ。

　室内に置かれていた水がグラス越しでも冷たいことに驚く。こぼさないように一口飲むと冷たさが喉を通り抜ける。そのままクレイは一息で飲み干す。勘違いではなく、最後まで冷たい。

「もう一杯頼む」

「水があなたの好物なのですか？」

　クレイの勢いのいい飲みっぷりに対して、白い少女は淡々と言った。

「生き物は誰だって水が好きなものさ。ベルバみたいな暑い場所では、冷たい水は活力になる」

「現在の気温は以前よりずいぶん高くなりましたね」

　窓の外に広がる青空の色をまぶしそうに見ていた白い少女は、思い出したようにクレイに水のおかわりを差し出す。今度は適当な量だった。

「やっぱり冷たい」とクレイは、常温の水が入っているであろう水差しと表面が曇りうっすらと雫しずくをまとうグラスを見比べる。注いだ途端、水がキンキンの冷水に変化するような自然現象をクレイは知らない。となればその変化要因は目の前に立つ白い少女となる。

「君が冷やしたの？」

　白い少女が答える前に、部屋の扉が開く。

　外から小さな子どもが礼を述べて駆け出していく声が聞こえた。またいつものように集まった贈り物を配ったのだろう。

　帰ってきたのは、やはりシークだった。

「シーク。あなたの言う通り、わたしの中心は生きていました」

　白い少女の呼びかけを無視し、荷物も床に放り出して、シークはクレイに抱きついてきた。

「クレイぃ。目を覚ましてよかったぁ！　ほんとうに死ぬかもって心配したんだからね！」

　シークは、クレイの古い女友達である。

　シークはふわふわと波打つ薄茶色の長い髪をもつ童顔の美女。言動は子どものように気ままなくせに、肌理きめ細かい浅黒い肌に起伏が豊かな肉体のせいで、クレイと同世代なのに年齢以上の妖しい色気を迂う闊かつに振りまく。足首まで届く薄手のロングスカートは動きやすいように深い切れこみがある。ラフな上着の裾を胸の下で縛っているだけなので深い谷間が惜しげもなく見えた。長い手足は引き締まり、くびれたウエストからはかわいいヘソがのぞく。

　祖父の死後に知り合った彼女は、塞ぎこんでいたクレイに対して姉のように振る舞い、ひどく甘やかすように接してきた。最初はシークの方が背も高く大人びて見えたが、後に聞くと年齢はクレイと変わらないと発覚。成長した現在も子を溺愛する母親のように異常に近い距離感で接するため、タービルを筆頭に周りの男共に激しい勘違いと嫉妬を招いている。

　クレイは、衝動のままにベッドに飛びこんできたシークにそのまま押し倒された。危うく飲みかけの水を枕元にぶちまけそうになる。

「シーク、ちょっと落ち着け。グラスを置かせろ！」

「ダメぇ」と顔を押さえられて、シークは喜びのままに口づけの雨を降らせてくる。シークの胸はかなり大きく、その量感のある膨らみを容赦なく胸元に押しつけられてしまう。遠慮のない愛情表現には手を焼かされた。
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「うん、クレイがちゃんと生きてるよ。元気になっている！」

　にっこりと笑い返すシーク。クレイは水がこぼれてびしょびしょになった手で空のグラスを床に置いた。

「シーク、ハクアはどうなった？　無事なんだよな」

「この状況で別の女の話する？」

「身内の心配だよ！　悪いか？」

「……怪け我がもなく生きているわ。さっきも川原で元気に近この衛え兵へいを指揮して、誰かさんの死体を必死そうに探してたわよ」

「そうか。よかった」とクレイはひとまずハクアの無事に胸を撫なで下おろす。

「こら！　私に会うより嬉うれしそうな顔しないの！」

「僕だってシークに会えて嬉うれしいよ。嬉うれしいから、とりあえずどけ。あと服を着させろ」

「別に私は気にしないよ。また身体からだが熱くなったら脱ぐの面倒でしょう」とシークはからかうようにクレイの胸元に指先を這はわす。

「毎回釈明する僕の煩わしさを少しは考えろ！　今だって、すぐ横に人がいるだろう！」

　クレイは、無言でベッドの上のやりとりを眺めている白い少女の存在をシークに強く訴える。

「女優は見られるのが仕事だよ。私は問題ないし」

　この母性強めな彼女だが割と後先を考えない大胆さがある。

　それもそのはずシークは地底街でもっとも歴史ある劇場併設の飲食店・骸がい骨こつ亭ていの看板女優だ。

　普段はゆるくて頓着がないくせに、ひとたび舞台に立てば徹底的に役に入りこみ、別人に変わる天性の役者だった。シークが主演を務める舞台はすべて満員御おん礼れい。その高い演技力と美貌は地底街のみならず頂上の貴族の間でも有名で、熱烈なファンがベルバ中にいた。

　そんな人気者には終演後はもちろん、町中を歩いているだけで贈り物を渡される。彼女の楽屋は贈り物がいつも山積みになっている。だが物欲が薄い上に物の所有を極端に好まないシークは好意だけ受け取り、贈り物は地底街の恵まれない子ども達たちに配っていた。

　彼女の部屋には必要最低限の物しかなく、知らない者が見れば空き部屋と勘違いするほど殺風景なのはそのためだ。

「明け透けすぎるんだよ、お前は！　いつまでもガキの頃と同じ調子で気軽に抱きつくな！　僕らはもう立派な大人なの！」

「それは知っているよ。クレイ、大きくなったもんね」

　なぜか恥ずかしそうに顔を背けるシーク。いまだにクレイの上からどく気配はない。

「シークがどこでも気楽に抱きつくから、ファンから目の敵にされているんだぞ。僕を便利な男おとこ除よけにつかうな」と疲れた声のクレイは寝起きで騒いだからか急に空腹を自覚する。もう一度横になりたいが、こぼした水で枕が濡ぬれているのでその気も失うせた。

「えーー私とクレイの仲でしょう。女優になれって薦めたのもクレイじゃない。ケチ臭いこと言わないで責任はとれよぉ」

　脅しからかうシークは実に浮かれていた。

「それとこれとは話は別！　僕の方こそ被害者だ。この前だってせっかく貴族から発掘資金の援助がまとまりかけたのに、貴族がお前のファンだったせいで僕とお前の変な噂うわさを聞いた途端に破談になったんだぞ！」

「しょうがないじゃん。私、人気あるみたいなんだし」

　眉を八の字に曲げるシークは不満げだった。

「みたい、じゃなくて実際大人気なんだよ！　いろいろ自覚を持てよ！」

　当の本人が万事この調子のため、クレイがいくら注意してもいつまでたっても嚙かみ合あわない。

「クレイこそ細かい！　そんな小さな失敗、気にしているからダメなんだよ」

「なーにがダメだ！　だったら稼いでいるお前が僕に発掘資金の援助をしてくれよ！」

「それは嫌。私はクレイを荒野に行かせたくないんだから」

　シークは急に真顔になって断る。

　この落差に翻弄されてしまうからクレイも最後の最後で押し切ることができない。どれだけ甘えた態度でからんでこられても、肝心な主導権はいつもシークに握られていた。

　大きくため息をつくと、クレイは横を向いた。

　放っておいたらいつまでも黙っていそうな白い少女は、美術品のように美しい存在として佇たたずむ以外は極めて禁欲的だった。

「騒いですまない。彼女の名前はシークで、僕の友人だ」

　クレイが謝ると、「別に気にすることないのに。この子、人間じゃないんだから」と甘えるような調子でシークは上目遣いに告げた。

「人間じゃ、ない？」

　クレイは我が耳を疑う。ここにいる白い少女はどう見ても人間にしか見えない。

「この子が人間じゃなければ、なんだっていうんだよ」

「スカルアトラスだって」

　シークがつまらない冗談とわかって話すように、クレイの予期していた答えを告げた。

「まずは服を着て、食事させてくれ。話はそれからだ」とクレイはシークの目を見る。

　シークはようやくベッドの上から降りて、タンスから取り出したクレイの着替えを渡した。







　シャツに袖を通したクレイはテーブルにつき、シークが買ってきてくれたパンと干し肉にありつく。干し肉の塊をナイフで削り落として食べた。食べられるだけ腹に納めて、話を聞く準備を整えた。

　シークはベッドに腰かけ、クレイに食欲があることに安心する。

　クレイの反対側に座った白い少女は相変わらず自分からは声を発しない。何をするわけでもなくクレイの食事する姿を見るともなしに見ているだけだった。

「日持ちするやつばかりでごめんね。私もお料理できれば、クレイに温かい食事を食べさせてあげられたんだけどな」

　シークは残念そうにつぶやく。

「普段食い物も常備してないんだから、買ってきてくれただけで助かるよ」

　クレイは手元のナイフで器用に皮をむいて、果実の甘さを味わう。

「君も一口食べる？」

　試しに白い少女に果実をすすめてみる。

「わたしに人間の食事は不要です」

　素っ気ないが、質問をすれば白い少女は答えてくれた。だが表情の変化がほとんどないので考えていることがまるで読めない。

「さぁてクレイ博士、今のご感想は？」

　からかうようにシークは、いつものあだ名で呼びかける。

「美しい女性達たちに囲まれて割と幸せかな」

「割と？　私がいるのに？　三日も高熱で寝てたから頭がさらにおかしくなったの？」

　果汁で濡ぬれた手を拭きながら、クレイはいよいよ本題に入る。

「で。僕はどうして、すっごい美人のシークさんの部屋にいるんだ。採掘場にサラマンダーが出て、ハクアを逃がした後に戦いながら怪け我がをして。それから……」

　クレイは白い少女を見つめる。

「とりあえず目は正常ね。他に違和感はある？」

「身体からだ中じゆうに痛みがまったくないのが逆に恐こわい」

　クレイは戸惑いを隠せない。

　サラマンダーの尻尾に打たれて壁に叩たたきつけられたのだ。あの激痛が寝こんでいた三日で完治するはずがない。明らかに骨折をした感覚があったのに、先ほど着替えた時に確かめたが傷跡ひとつなく、打ち身の痣あざさえも見当たらない。

「私が知っていることから先に話す？」

「頼む」

「まず、ハクア姫以外、採掘場の近くに住んでいた大勢が亡なくなった。そこら中に肉片や血が散乱して直後はひどい有り様だった」

　シークの抑制した口振りから、被害は予想以上に甚じん大だいであることを察する。

「私もモンスターが採掘場に出たって聞いた時は慌てたのよ。クレイなら真っ先に奥のスカルアトラスまで駆けつけると思って。私が着いたら、壊された入口はゴーレムや近この衛え兵へいが封鎖していたから、昔教えてくれた抜け道から坑道に入ったらふたりを見つけたの」

　シークはなぜか歯切れが悪そうに言葉を切り、白い少女を見た。

「なにかあったのか？」

「──全裸のこの子が、気を失ったクレイを抱き上げて歩いていたの」

　全裸の現実離れした美しい少女が男性を抱える絵え面づらは色々とおかしい。当然クレイはまったく覚えていなかった。

「……最初に見つけてくれたのがシークで良かったよ」

「私もそう思う。クレイは声をかけても反応しないし、最初は死んだかと思ったんだからね。とりあえずウチに匿かくまって、クレイが起きるのを待っていた」

「ベッドを三日も占領して悪かったな」

「そうよ。もしもクレイが死んでいたら、怒りと悲しみでこの子を殺していたわ」

　シークは物騒なことを冗談めかして言うが、目は笑っていない。

　対する白い少女は聞こえていないような様子で特に反応しない。

　ふたりの女性はクレイが目覚めるまでの間、幾ばくかの会話があったはずなのにまったく打ち解けた雰囲気がない。お互い視界に入っていても関心を持っていない様子だ。

「し、しかし、暗い坑道で迷っていた僕らを見つけられたなんて運がよかったな。下手すれば二重遭難になっていたぞ。シークも無事でよかった」とクレイがフォローに回る。

「こんな舞台衣装よりも派手な子、嫌でも目立つってば。角が生えて、身体からだは光ってたのよ」

　第一発見者であるシークは失笑気味に説明した。

「角、だと？　しかも光っている？」

　聞き捨てならない単語にクレイが敏感に反応する。だが目の前にいる口数の少ない白い少女は角も生えていないし光ってもいない。どう見ても人間そのものだ。

「……やけに大人しいわね。クレイはもっと喜ぶと思ってた。まだ調子悪いの？」

　クレイと付き合いの長いシークは、彼らしからぬ落ち着いた態度を逆に不審がる。

「考古学者としては、迂う闊かつに即断できないな。確固たる証拠もなく、自分の都合のいい解釈に飛びつくわけにはいかんのだよ」

「ご立派な発言だけど、顔がにやけてるわよ。いやらしい」

　クレイは自分の頰のゆるみを両手で確認する。

「いやだって、そうだろう！　六六〇〇万年前の氷漬けから解放されて、生きているんだぞ！　しかも人間の姿になって話せるなんて！」

　クレイは隠していた内心の動揺のままに早口でまくし立てる。

　幼い頃からずっと見つめていた相手がいきなり間近に現れたのだ。しかも話せないという前提が覆くつがえり、意思疎通までできる。まったくもって心の準備ができていない。高揚しない訳がない。心が興奮して勝手に暴れまわるのだ。普通でいる方が無理だ。

　それでも覚悟を決めて、クレイは白い少女に話しかける。

「君が、あのスカルアトラスなんだね」

「そうです」

　白い少女は起伏のない声で肯定する。

　氷結の眠り姫が人間の姿でここにおり、自分がこうして生きている理由。

　うっすら覚えている記憶では、クレイ自身がサラマンダーと戦っていた。その目線は明らかに人間より高く、腕に嚙かみつかれても牙は通らず痛みもない。炎に吞のまれても支障なく、最後に右手から冷たい光を放射した。世界を白く染める勢いで出ていた冷凍放射が途切れると同時に意識も失うせた。

　採掘場の暗闇で一瞬だけ意識を取り戻した時、クレイは人間の形をした光を確かに見た。

　その姿は紛れもなくシークが説明した姿と一致する。

　自分が氷越しに長年見ていた骸骨とは似ても似つかない外見と大きさの可か憐れんな少女は、誰がどう見ても人間にしか見えない。しかし白い少女がまとう静せい謐ひつで澄んだ気配は間違いなくスカルアトラスだとクレイの心が認めている。

　感動に打ち震えるクレイは椅子の上で背中を丸めて悶もだえていた。声を押し殺しながらも、歓喜に両足は床を叩たたくようにバタつく。それが止まると、クレイは真面目な表情で顔をあげた。

「──。よし、教えてくれ。僕の記憶では、君の中に入り、まるで僕自身がスカルアトラスになったようにサラマンダーと戦っていた。間違いないかな？」

「ええ。わたしの求めにあなたは応じました」

「君自身のことを具体的に聞かせてほしい。そして、あの戦いで何が起きたのかを」

　クレイの言葉に、白い少女はいきなりワンピースの胸元を指で下げた。大きな胸の谷間が遠慮なく晒さらされる。

　クレイは男として驚く前に、言葉を失ってしまう。

　そして考古学者としてスカルアトラスに刻まれた傷を観察する。

　胸の中心にはくっきりと壮絶な傷跡が残る。彼女の肌が白くて綺き麗れいだから、縦に大きく残る歪いびつな刺し傷が痛々しい。塞がってはいるが相当な深手だ。負傷時の苦痛や衝撃を見る者にどうしても喚起させる。

　シークは耐え切れず、顔を逸そらした。

　白い少女は両手を膝の上に置き、淡々と語りはじめる。

「わたしはスカルアトラス。モンスターを全滅させるため、人間に創られた地上奪還兵器です」

　彼女は簡潔に自分の存在を表現した。そこに疑問も憤いきどおりもない。

　クレイは自分の予測が見事に的中したことを喜ばない。むしろ名状しがたい怒りを腹の底で感じていた。それでもクレイは自分の感情を切り離し、話を聞くことに一層集中した。

「わたしは、この傷が原因でスカルアトラスとして正常稼か働どうができなくなりました。これまで通り戦うには人間の支援が必要です。創られた存在であるスカルアトラスが勝手な行動をとらないための安全策になります。あの場に居合わせたあなたを取りこんだのは、そのためです」

　目と目が合う。

　白い少女の赤い瞳には、後悔と申し訳なさが浮かぶ。

「僕、というか人間を取りこんだおかげで、君は元の力の回復に成功したと？」

「いえ……」

　歯切れが悪くなり、白い少女は視線を落とす。

「わたしはスカルアトラスが遵守すべき四大禁忌をすでに破っているため、おそらく正常ではありません。その影響なのか結果だけで判断すれば、わたしは今まで以上の力を発揮しました。自分の意思で力を制御できないほどです」

「サラマンダーだけ凍らせるつもりが、空間全体を凍らせるまで止まらなかったと」

　クレイの確認に白い少女は頷うなずく。

「もうひとつ予想外だったことがあります。あれだけ一気にエーテルを消費すれば、あなたも一瞬でエーテルに変換されて跡形もなく消え去るはずでした。ところが融合が解けるとあなたは自分自身の肉体を失っていない上に生きていました。これは、驚くべきことです」

　どうやら戸惑っているのはクレイだけではない様子だった。

　シークは黙ったまま、手探りで話す白い少女の横顔を睨にらむように見つめている。

「さっき君が言った四大禁忌とは、どんな内容なんだ？」

「自律思考を有する強大な戦力であるスカルアトラスが、正しい行動を継続するために課せられた決まり事です。『第一条、人間の生命と安全が侵されることを禁ず。第二条、人間の命令に背くことを禁ず。第三条、自殺を禁ず。第四条、同族との戦いを禁ず』」

　白い少女は自らを支配する決まり事を暗唱する。

　あまりに一方的な内容にクレイは邪悪な意図を敏感に察知し、吐き気を催すような生理的嫌けん悪お感かんが全身を駆け抜ける。

「なんだ、そのふざけた決まりはッ！　つまり永遠に人間のために奉仕しろって意味だぞ！　スカルアトラスを都合のいい道具扱いしやがって！　シークもそう思うだろう！」

「……えっ？　あ、うん。おかしいね」

　急に同意を求められたシークは驚く。それから落ち着いた声で同意する。

「あなた達たちとわたしを創った人類とは多くの隔たりがあります。理解しがたいのも仕方ありません」

　白い少女はクレイ達たちの不満を諭そうとする。

「君の言い分だと、旧人類もエーテルに汚染されれば死ぬんだろう。仮に問題の発生したスカルアトラスが律りち儀ぎに人間を取りこむ緊急手段をとればその人間はエーテル汚染で死ぬ。四大禁忌を破ることに直結じゃないか！　失敗が許されないなんて理不尽すぎるぞ！」

　クレイが怒っている姿が珍しく、シークは「クレイがスカルアトラスを贔ひい屓きしすぎなのよ。道具が壊れたら、捨てるでしょう」と冷めた言葉を浴びせる。

「わたしにも教えてください。現在の人間は進化してエーテル耐性があるのではないですか？」

　クレイが生き残った事実から白い少女は決定的な勘違いをしていた。

「そんな簡単に進化するか！　今の人間もエーテルであっさり死ぬぞ」

　白い少女はその言葉に明らかにショックを受けていた。

「エーテルが人体に有害なのは常識だ。いくら万能元素でも医療効果は聞いたことがない。これまで微量でも体内に取りこんだ人間はエーテル汚染で例外なく死んでいた。だが事実、僕は生きている。……僕の高熱はエーテルへの拒絶反応？」

　クレイは言葉に出しながら、自らの知識と我が身に起きた事実の違いを確かめていく。

「考えられる可能性は次の通り。ひとつ、サラマンダーに襲われた僕はパニック状態で、骨折したと誤認した。ふたつ、実はエーテルには隠された治癒効果がある。この場合、彼女がスカルアトラスで、かつエーテルの無害を証明しなければならない。みっつ──どこまで現実？」

　助けを求めるような顔でシークを見つめる。「仕方ないなぁ」と楽しげにシークは手を伸ばして、クレイの頰を全力でつねる。

「っ、痛い！　わかった、痛いからもう離せ。シーク！」

「ごめーん。なんか勝手に指に力入っちゃってさぁ！」

　憂うさを晴らすような遠慮のないシークの嫉妬に、クレイの頰は真っ赤になっていた。痛みはジンジンと残っているが、とにかく痛覚は正常だ。

「なぜ僕は生きているんだ！　氷解したエーテルの水を飲んだ上、高純度エーテルの塊であるスカルアトラスの中にいたんだぞ！　あー理屈が通らねえッ！」

　立ち上がったままクレイは頭を抱えた。生身の人間がエーテル漬けになれば即死だ。ましてや曖昧ながら内側での記憶が残っており、こうして実感としては問題なく生きている。

　行きづまっているクレイを見かねて、白い少女が自ら口を開く。

「わたしを見てください。少なくとも、あなたならわかるでしょう」

　白い少女の顔が突然透けて、頭蓋骨になっていた。

　スカルアトラスと同じ濃紺の骨だった。

　驚いたクレイは少女の真横まで椅子を引き寄せ、真剣な表情で頭蓋骨をじっと見つめる。

「……採掘場のスカルアトラスと同じ形だ」

　自分の生きている理由はわからずとも、彼女がスカルアトラスであるのは間違いない。

「そうです」

　頭部の血肉が透明になり、骸骨がしゃべっている。透けた肌はうっすらと青みがかったエーテルの質感であり、眼球まで透けて眼がん窩かの空洞の奥まで確認できた。発声の動作に合わせ顎が開閉される。間違いなく彼女が言葉を話していた。

「え、噓うそ。頭蓋骨の形まで覚えているの？」

　啞あ然ぜんとしているシークは不思議そうにクレイを見た。

「当然だろう。みんな形が違うじゃないか」

　クレイは真顔で切り返す。シークの嘆息は聞こえていない。

「透明になるのは自由に変えられるのか？」

「注文の多い人間ですね」

　彼女は人間の顔に戻した。

　幼い頃からスカルアトラスに夢中だったクレイはずっと気になっていたことを質問する。

「────角は、どうした？」

「……なんですか？」

「だから角！　君の頭に二本の角がはえていただろう！　あの素晴らしい角はどこだ！」

　クレイの鬼気迫る表情に白い少女は気け圧おされていた。

「に、人間の姿で角があると目立ちすぎると、シークに言われて失なくしました」

　自分の一部を失なくすという行いをあっさり肯定する白い少女。

「シーク。なんてことをしてくれたんだ！」

　これ以上ないほど絶望に沈んだ声で嘆いたクレイは、目をかっと見開きシークを睨にらんでしまう。

「え。怒られるの、私なの」

　飛び火したシークは不満そうだった。

「まさかへし折ったとかじゃないよな！　僕はあの二本の角が特に好きなのに！」

　クレイはこの世の終わりのように追いつめられた顔をしていた。

「シーク。人間の男とは皆こういったものなのですか？」

　白い少女はクレイの角への異常な偏愛に怯ひるみ、第三者意見をシークに求める。

「クレイは例外よ。ベルバの人間をかき集めてもクレイみたいな奴やつはひとりもいないわ」

　クレイのいつも通りな反応に、シークは苦笑を禁じえない。

　彼の子どものように好きなことに一いち途ずなところを、シークは可愛かわいらしいと思う。

「角は無事です。簡単に戻せます」

　白い少女は答えをじっと待つクレイに負ける形で答えた。

「ほんとうに!?」

「ええ」

「今ここで角を出すことはできる？」

「しつこいですね。ほら」

　彼女が一瞬目を瞑つぶると、エーテルの輝きが生じて、左右の耳の上から細長い角が出現した。銀髪をかき上げて角の根元を見せる。

「これで満足しましたか？　今はただの飾りみたいなものです」

　クレイは勝手に顔を近づける。白い少女の頭皮から骨の色と同じ濃紺の角がしっかりとはえていた。触ると骨以上の硬さがある。よほど高純度のエーテルでできているらしく強度は桁違いだ。それはギガスケルトンの骨格強度さえ遥はるかに上回る。

「モンスターの突撃を食らってもへし折れなさそうで安心したよ」

「スカルアトラスに傷を負わせるなど、同等の力がなければありえません」

　白い少女は自慢しつつ、左右の角は光となって再び消えた。

「あーもったいない。ずっとはやしておけばいいのに」とクレイは心底残念そうだ。

「クレイ博士。角より大事なこと、他にあるでしょう？」

　あまりにも角ばかりに執着しているクレイを見かねて、シークは母親のようにたしなめる。

「大事なこと……、その服似合っているな。けど貴重な身体からだだから傷がつかないようにもっと厚着で保護した方がいい」

　クレイは大真面目にそう答えた。

「女の子と化石を同列に扱うな！　この化石バカ！」

　シークは鋭く注意する。

「彼女は女の子で化石だ。どちらにも当てはまる」

「屁へ理り屈くつ言うな！　じゃなくて、この子の名前！」

「じいさんがスカルアトラスっていう立派な学名をつけているじゃないか」

「まさか、ずっとスカルアトラスちゃんなんて呼ぶつもり？」

　シークはげんなりしながら投げかける。

「……ダメなのか？」

「長いッ！　あとクレイは良くても、他の人が呼ぶ時不便！」

「なんでもかんでも楽な方を選ぶのは、どうかと思うぞ」

　クレイはもっともらしく反論してみる。

「大概は楽な方を選ぶのよ。例外であるクレイを基準にしないで！」

　シークのまっとうな批判に、仕方ないとばかりにクレイは折れた。

「わかったよ。君の名前を教えてもらえる？」

　クレイは白い少女に訊たずねる。

「名前ですか？　そういったものはありません。呼称が必要ならご自由にどうぞ」

「いいのか、僕がすごく変な名付けをするのかもしれないんだぞ？」




「わたしはスカルアトラスです。人間ではありません」




　白い少女は突き放すように言った。

「名前は他人から贈られるものでしょう。いいじゃない、クレイが決めれば」

　シークに言われ、クレイはいくつかの候補を頭に浮かべてみる。ふいに窓から見えた空の青さとスカルアトラスの発していた青い光のイメージが重なる。

「アジュール。君の名前はアジュールだ」

　白い少女──アジュールは、自らの名前を唇に乗せて小さく何度もつぶやいた。

「どうだい？」

「音で判断する限りでは問題ありません。アジュールという言葉には意味があるのですか？」

「空の青さを示す色だよ」

「悪くありませんね。いいでしょう、わたしの名前はアジュール。これからはそう名乗ります」

　アジュールは気に入った様子だった。

「じゃあ名前が決まったところで別の質問をしよう！　まず角がなくても問題ないのか？　なんで人間の姿になれるんだ!?　あの質量はどこに消えた？　というか、常温の水をどうやって冷やした？　スカルアトラスは心臓もないよな。血流による代謝がないから体温も低いのか？　いや、一瞬で冷却できるくらい低体温なら動作にも支障がでるはず。とすれば、やはりエーテルの力と考えるのが妥当！　それから、それから！」

　湯水のごとく湧きあがる疑問をクレイは興奮気味にしゃべりまくる。

　あまりの早口に、アジュールは目をまわしていた。

「切り替え早すぎ！　あと鼻息荒すぎ！　恐こわいから！」

　シークがすかさず頭をはたく。

「すまん。抑えていた知的好奇心が暴発した。けど、もう我慢する必要はないだろう」

「この化石バカ！」

「なぁシーク、それは僕にとって褒め言葉だぞ」

　クレイは懲りずに「触っても構わないか。その方が早そうだ」と調査を止やめない。

「しょうがないですね」とアジュールもうなずく。

　クレイは彼女の手をとる。指先で感じる弾力は人間の肌に近しい。だが体温は感じられず、氷のように冷たかった。

　アジュールは恥ずかしがったり、むずがゆがることもない。

　ただクレイがなすがままを受け入れていた。

　毛髪の艶つややかな質感は指通りが心地ここち好よい。耳の形も人間と変わらなかった。耳から輪郭に沿って小さな顎まで手を這はわす。すべすべの肌。額の下にはきちんと頭蓋骨の硬さがあった。ゆっくりと高い鼻び梁りようをなぞる。それからそっと薄いまぶたの上に触れる。眼球の丸い感触があり、大きな眼めを縁どるまつ毛は一本一本が濃く長く、人間の形を緻密に再現されていた。最後に彼女の薄い唇を指の腹で触れて柔らかさを確かめる。

「口を開けてくれ」

「ん」

　アジュールはなんの抵抗もなく開口した。未使用の真っ白な歯が綺き麗れいに並ぶ。口こう腔こう内ないは薄いピンクで、小さい舌もある。より奥を覗のぞこうと片目を凝らす。

　クレイは慎重な手つきで少女の形をしたスカルアトラスを検査していく。

　白い首筋に指先の神経を集中させ、脈拍を測ろうとしたが感じられない。手はそのまま鎖骨から下へ。心臓の鼓動を直接聞こうとして、ついには彼女の着ているワンピースを脱がそうとした。

「クレイ、やりすぎ！　女の子を裸にしようとしない！」

　立ち上がったシークは慌ててクレイの手首を摑つかむ。

「アジュールは自分で人間じゃないって言ったじゃないか。だから問題ない」

「形が完璧に人間の女の子でしょうッ!!　少しは躊ちゆう躇ちよしなさいよ！」

　シークは必死にクレイの両腕を押さえこむ。

「失敬な！　知的好奇心に基づく健全な調査だ。下心なんて一片たりともない！」

　邪魔をされたクレイは真剣な顔で言い返す。

「でしょうね！　でも、私のいる横で平然と別の女の子の身体からだをまさぐるな！　その上脱がすなんて、どうかしているわ」

　なにやらご立腹なシークが、ひどく非難してくる。

「服を着ていたら全身を確認できないだろう」

「放っておいたらベッドに押し倒しそうな勢いで、堂々と言うな！」

「姿勢的に必要があればそうするさ。調査は入念に行わなければ意味がない」

　考古学者の立場からクレイは調査対象であるアジュールに抜かりない対応をしているだけだ。

「クレイのスケベ！　鈍感！　化石バカ！」とシークは譲らない。

「そういう風に捉えるシークがいやらしいんだよ！　僕らは奇跡を目まの当あたりにしている！　彼女の存在はいわば生きた化石だ。ベルバの考古学史上、類を見ない歴史的大発見なんだぞ！」

　クレイは心の底から学術的正当性を訴える。

「知らない。いくらなんでも興奮し過ぎ！」

　男の情熱を解さない女にクレイはひどく不満そうだ。




「だってスカルアトラスだぞ！　女の裸より興奮するに決まっているだろう！」




　クレイの心からの叫びに、シークの視線が完膚なきまでに冷ややかなものに変わる。

　シークは無防備すぎるアジュールの方にも注意した。

「アンタも少しは抵抗したら。嫌なら拒絶しなさいよ。黙って何されてもいいの？」

「彼は昔から変わりません。わたしを見る時はいつも目をキラキラさせて全身の隅から隅まで熱心に観察していました。わたしの身体からだで彼の視線が通っていない場所はないでしょう」

　アジュールの言葉に、クレイとシークは首を傾かしげる。

「昔ってどういう意味？」

「わたしは、あなたが小さい時からずっと氷の中で見ていましたから」

「氷の中で起きていたのか!?」

「意識が戻ったのはあなたの身長が今の半分ほどの頃ですね。常に外を感じ取っていたわけではありませんが。ただ、あなたはいつも楽しそうだったから強く印象に残っています」

「起きていたとは気がつかなかった」

「骸骨にまぶたはないですからね」

　表情を変えずに彼女は片目を閉じて、開く。

　それは下手くそなウインクにも見えて、なんだか微笑ほほえましかった。







　家主の強い意向で、この場での物理的な接触は永久に禁止された。

　とりあえず距離を置けとアジュールのそばに立つことさえ許されない。

　テーブルをはさんでクレイは不満を漏らしつつ「なんで人間の姿になったんだ？」と訊たずねる。

「エーテル節約のためです。わたしがあなたを抱いて歩いていたところを、シークが見つけてくれました」

「スカルアトラスは、エーテルでエネルギー補給するのか？」

「本来は大気中のエーテルを取りこむことで半永久的に活動できます。ただ氷の中で眠りにつく前に比べ、今はエーテルの濃度がかなり薄いです。遠からず別のもので補う必要があります」

　数億年前、科学文明の繁栄を極めた最大の要因はエーテルという万能元素の発見だ。

　皮肉なことにエーテルによってもたらされた旧人類の栄華は滅亡のはじまりでもあった。詳しい理由は不明だが大気中のエーテル濃度が上昇し、これに適応できない人間は絶滅寸前にまで追いこまれ、同時に生き物をモンスターへと巨大化させた。今でも人間より遥はるかに大きなモンスターだが、エーテル濃度が高かった頃はさらに大きな神話級のモンスターが地上の王者として君臨、旧人類の文明の痕跡を破壊し尽くしたとされる。

「エーテルが摂取できればいいんだから、たとえばスライムを食べるとか？」

　クレイが思いつくままに挙げてみる。

「スライム？　どんなものですか？」

「ゼリー状で巨大な丸っこいエーテルの塊なモンスターだよ。知らないのか？」

「わたしが地上で活動していた頃にはいませんでした」とアジュールは首を横にかしげる。

「興味深い話だ」

　クレイは考えこむ。エーテルは劣化しないため年代特定ができない。そのためスライムというモンスターの生態には不明な点が多かった。今の話が事実ならスカルアトラスやギガスケルトンが地上で活動していた時代には、スライムはまだ誕生していないことになる。

「君が埋まっていた地層の年代が約六六〇〇万年前だから、スライムの登場はそれ以降か」

「──わたしはひどく未来まで寝ていたようですね」

　アジュールは窓に切り取られた青空の鮮やかな色を感慨深げに眺めていた。

　スライムの発生についての考察に没頭するクレイはそんな彼女に気づかない。

「試しに食べてみれば？」

　いつの間にかシークがキッチンから持ってきたのは、黒い色の乾いた細長い板切れだ。

「これは？」

　アジュールは干し肉によく似たその板切れを手に持って、しげしげと観察する。

「乾燥させたスライムの断片だよ。家庭では主に燃料として使われている」

　人間そっくりの少女にスライム燃料をかじらせる光景に、クレイはひっかかりを感じる。小さい子どもが間違えて口に入れてしまうから、保管に注意するのがベルバでは常識だった。

　アジュールは迷わずスライムの板をくわえた。

「お、おい。ダメならすぐ吐き出せ。スライム燃料ってすんごい苦くて不味まずいんだから」

「なんでクレイも味を知っているのよ」とシークがすかさずつっこむ。

「これならエーテルを吸収できます」

　アジュールはスライムの板をぽりぽりと食べきった。

「咀そ嚼しやくは問題なくできると。スカルアトラスが食べると美味おいしいとか感じるの？」

「わたしに味覚はありません。わかるのはエーテルの良よし悪あし。現状維持には当分支障ないですが、元の姿で不足なく戦うには、このスライムがもっと大量に必要です」

　話しながらアジュールは新しい乾燥スライムに手を伸ばす。

　元の姿という単語をクレイは聞き逃さない。

　クレイは彼女の言う大量が具体的にいかほどか気になった。あくまでスライムは燃料なので、食費として捉えた場合には結構高くつく。人間の十倍はあるスカルアトラスの大きさから考えられる必要エネルギーは軽く見積もっても、板切れの十枚や二十枚で満たせるとは到底思えない。

「わぁーお金のかかる女。クレイの稼ぎで養えるの？　すぐ破産しちゃうわよ」

　同じ懸け念ねんを棒読みするシークは、はなから他人ひと事ごとだ。

「食べられる物がはっきりしてよかったさ。飢死の心配がないだけでも一安心だよ。アジュール、日光を浴びればエーテルは回復するんじゃないのか？　ギガスケルトンと同じなら日光によるエーテルの回復効果があるはずなんだが」

　ゴーレムには燃料補給の必要がない。長期間動かさない時や破損時は装甲を外して、素体であるギガスケルトンに日光浴をさせることでエーテルが回復可能だった。タービルのギガスケルトンも骨折くらいならこれで完治する。

　アジュールは席を立ち、窓まど際ぎわの陽ひ射ざしに手をかざす。

　太陽の光を浴びた白い腕がすっと色を失い、透明になっていく。内側の濃紺の骨が透けて、アジュールは気持ち良さそうに目を細めた。

　クレイは陽ひ射ざしと指先で静かに戯たわむれるようなアジュールの白い後ろ姿を神聖な気持ちになって眺めていた。

「効果を確認できました。スライムの摂取と併用すればエーテルの回復力は向上します」

　アジュールは振り返る。

「よし。これで問題なくスカルアトラスになれるな。次はいつにする？」

　安心したクレイは思わず本音をこぼす。

「ねぇクレイ、ゴーレムの操縦とは訳が違うの！　スカルアトラスになるってことは融合してエーテルの中にまた全身浸つかるってことでしょう。死んじゃうでしょう！」

　我慢できなくなったシークは本気で怒っていた。

「同意です。最初に命を借りると言った危険性をまだ理解していないのですか？」

　まさかのアジュールまで加勢。クレイを脅すような態度は明らかに警告だった。

　だが、当代随一の化石バカであるクレイ・ネイザルにとっては逆効果である。

「わかっているって。前回より短ければ、エーテルの消費を抑えられるから問題ないってことだろう」

「凍いて殺ころしますよ！　あなたの耳は飾りなのですか!?」

　一片の躊ちゆう躇ちよもないクレイに、アジュールがはじめて大声を出す。

「四大禁忌に従い、あなたの協力を再度仰ぐことはしません」

「一度破ったら、もうどうでもいいじゃん」

「あなたと馴なれ合あうつもりはありません！」

　窓まど際ぎわから足早にクレイの前までやってきたアジュールは、見下ろしながら睨にらむ。

　はじめて露あらわになった強い感情。クレイはこのまましばらく怒らせておきたいとも思ったが、シークの不機嫌さも一気に増していた。

　仕方ないとばかりにクレイはアジュールの矛盾を指摘する。

「じゃあ、どうしてサラマンダーを倒した後、僕を外に出した？　スカルアトラスとして活動するなら、そのままにしておけばいい。そもそも最初の意思確認だってする必要ないんだからさ」

「それはッ……そう、敵を排除して、危機が去ったからです！」

「最初から危険だったのは僕だけだ。サラマンダーをやり過ごすだけなら君は、僕を見捨てて氷の中で寝ていればいい」

「四大禁忌。第一条、人間の生命と安全が侵されることを禁ず！」

　アジュールは素知らぬ顔を装よそおい、強引に言い逃れようとする。

　その理屈だと君はもう何回も破っているのになぁ、とクレイは思いつつ切りこむ。

「氷から出た直後、君はひどく苦しそうだった。そして人間である僕を取りこめば苦痛は軽減される。君の話だと、むしろ調子が良くなったんだよね？　協力し合うのは悪い話じゃない」

「…………」

　アジュールは黙りこむ。

　クレイはアジュールの性格におおよその察しをつけた。最初彼女はただの無口と思っていたが、ほんとうは口下手だから黙っていただけだ。そして生真面目で不器用な性格なのだ。

「っていうか、サラマンダーをドラゴンと勘違いして飛び出してきたんだろ」

　クレイは笑いながら個人的な確信を軽い感じで伝える。

「なぜそれを!?」

　アジュールは急に動揺していた。

「氷から出る前に、ドラゴンは殺しますって声が漏れていたし」

「い、痛みによるあなたの幻聴です！」

　強気な表情を崩さないまま誤魔化そうとするアジュール。

「スカルアトラスは僕の命だ。死ぬ間ま際ぎわでも聞き逃すわけないだろう」

　クレイは落ち着いた声で揺るぎない答え方をする。

　まだ短いやりとりだがアジュールもまたクレイの一風変わった人柄を理解しつつあり、彼の言葉と態度に説得力を感じていた。

「アジュール。理由はどうあれ君は賭けに出てくれた。僕がサラマンダーに喰くい殺ころされるのを座視するか、融合した僕がエーテル汚染で死ぬ前に勝つか。どの道死ぬはずだった僕を助けるために、君は氷から出てきてくれたんだ」

「外が騒がしかっただけです！　それにわたしには起きてやるべきことがあります！」

「それは、ドラゴンを殺すこと？　残念だけどドラゴンはもう絶滅している」

「あなたには関係ありません！」

　整った顔立ちに攻撃的な気配が浮かんでもクレイは恐怖を感じない。

　むしろ氷の中では知ることのできなかった表情を見られて、クレイはますます高揚していく。

「──わたしの中心。君は僕が目覚めて、最初にそう言った。君にとって僕の存在はずいぶんと重要そうだ。スカルアトラスでまともに戦うには僕をまた取りこむ必要があるんだろ」

　クレイの推理は当たっていた。

　図星を突かれて、アジュールは露骨に機嫌を悪くする。

「う、自うぬ惚ぼれないでください！　凍いて殺ころしますよ！」

「寝ていた僕の熱をずっと冷やしてくれたのは君じゃないか」

　クレイは彼女の手の心地ここち好よい冷たさを覚えていた。

「それはシークがしていたんです！」

「シークはしょっちゅう家を空けるんだよ。三日もずっと家にいるはずがない」

　クレイは断言した。

　シークは不本意そうだが、クレイが正解であることを認めていた。彼をベッドに寝かせるとシークはすぐに出かけてしまった。そして目覚める直後まで三日間、一度も戻ってこなかった。

　アジュールはいよいよ押し黙る。

「人間のあなたにできることはありません！」

　アジュールは、あくまで距離を置こうとする。

「とりあえずベルバでの生活の世話はできるよ。美しすぎる命の恩人がひとりで地底街に放り出されれば、変な連中が群がってくるからね」

「わたしはこのままシークのところにいます！」とアジュールは断る。

「──私、誰かと同居する気なんてないわよ」

　シークは当然のように却下し、アジュールの期待を無残に打ち砕く。

「なぜです！　わたしを三日も置き、服も与えてくれました。食事も不要です。迷惑にはならないでしょう」

「アンタがクレイの熱冷ましにちょうどよかっただけ。治ったならふたりとも出ていってね」

　シークのにべもない態度に、アジュールは氷のように固まってしまう。

「ですが……。仕方ありませんね。ひとりでどうにかします」

　アジュールはあくまでクレイの申し出を受け入れようとはしない。

「無理よ、この人間初心者！　人間の姿になって三日目の子が、どうしてうまくやっていけると思うわけ？」

　見かねたシークが苦言を呈する。

「わ、わたしは愚かでも無思慮でもありません！」

「どうだか。アンタ、ついさっきまでクレイに言われるがままに触らせまくっていたじゃない。人間を無条件に信用しすぎよ」

「彼は考古学者という専門家であり、わたしの中心ですよ」

「助けた人間が悪人だったら、どうするの？　アンタを騙だまして悪事を手伝わせるかもしれないのよ。で。おまけに自じ業ごう自じ得とくで厄介事に巻きこまれたアンタを、この化石バカはまた命懸けで助けにいくに決まってんのよ！　だったら大人しくクレイの世話になりなさい！」

　痛いところを突かれたアジュールは反論できない。

　どうしたものかと真剣に困っている命の恩人にクレイは大切なことを伝える。

「最初に言うべきことがあった。助けてくれてありがとう。僕の名前はクレイ・ネイザル。考古学者だ。専門は、君。サラマンダーに焼き殺されなかったおかげで研究を続けられる。僕は君の力になりたいだけだよ。他については、まぁ追々考えればいいさ」

　アジュールは、渋々クレイの家への滞在を了承した。




　　　　〇




　家を出る前に、シークがある提案をしてきた。

「この子の生活に物入りでしょう。昨日キャラバンが到着したから、朝から南のエレベーター広場でバザールが開かれているわ。そこで買い物をしましょう」

「もう昼過ぎだぜ。出物は売り切れているだろ」

「買うのは日用品よ。そんなに高い物を買う必要はないでしょう。それともクレイ博士は異国の高い品々を買い与える余裕があるのかしら？」

「シークさん、アジュールに必要なものを見繕ってもらえます？」

「ふふ。では、付き合ってあげましょう」

　シークは自分では所有しないくせに、人の買い物に付き合うのが大好きだった。

「外出するからブーツに履きかえて。アンタは目立つからローブも着なさい」

　シークは贈り物の山からアジュールに合いそうなものを見繕う。

「足のサイズ合うのか？　シークへのプレゼントだろ」とクレイが覗のぞきこむ。

「ぴったりよ」

　差し出されたブーツにアジュールは片足を入れる。馴な染じんでいるようだ。

「舞台の衣装合わせがあるから目測で大きさはわかるのよ」

　言われてクレイはシークとアジュールの足を見比べる。確かに同じ大きさだった。

「人気女優さんは演技だけじゃなく、目もいいわけだな」

「今ごろ気づいたの。だからクレイは鈍感なのよ」

「まさか。僕ほど観察眼に秀ひいでた人間はいないぜ」

「…………ちょっとこっち来て」

　シークはアジュールにフード付きのローブも羽織っておくように言いつけて、クレイを洗面所まで連れていく。壁でアジュールから隠れた薄暗く狭いスペースで、シークは無言で詰め寄る。

　しばしの沈黙のあと、シークは口を開く。

「クレイの目的のためにずる賢くなるところ、私好きじゃないからね」

「こっちの意見を通すのに必要な駆け引きだよ」

　平然とした表情を貫くクレイ。シークは「かわいくない」とため息をつく。

「で。他にも私になにか言うことあるんじゃない？」

「あー歴史的発見に立ち会えておめでとう、とか？」

「違う」

「採掘場まで駆けつけてくれてありがとう」

「それは当然」

「お前、アジュールのこと嫌いなのか」

「それは。嫌いっていうか、どう接していいかわかんない」

　女優という商売柄、行儀の悪い連中に絡からまれることも少なくないシークは受け流すのが上手だ。もちろん内心では負担に感じていることはあるだろうが、こうして言葉にするのは珍しい。

「大丈夫だよ。これからは基本的にこっちでなんとかするし、シークに迷惑はかけな──」

　言い終わる前にシークはクレイを抱きしめた。人前で見せつける軽いものではない。ぎゅっと腕を回して、全身で相手の存在を確認するみたいにぴったりくっついて離れない。

　クレイは、先ほどと違って抵抗しなかった。

「シーク、苦しいよ」

「うるさい。いっそ私の胸で窒息死しろ」

「それは魅力的な死に方ではあるな」とクレイはシークの頭を撫なでる。

「噓うそよ。私の目の届かないところで死ぬのが殺したいほど気に食わないだけ」

　母性を感じさせる柔らかく優しそうな外見の印象に反して　時折辛辣な言葉を発する。それはともすれば冗談に聞こえるが、彼女はいざとなれば躊ちゆう躇ちよなく行動に移る。

　シークが抱える危うさを、長い付き合いのクレイは言葉にこそしないが察していた。

　お互い家族のいない身の上だ。祖父と死別してから今日までクレイとシークはつかず離れずの不思議な関係性を保っていた。

　特に幼くとも恵まれた容姿のシークはかつて人ひと攫さらいに遭って、危うくラーゼルの悪名高い娼しよう館かんに売り飛ばされそうにもなった。荒野まで連れ出され、モンスターの乱入もあった末の危険な救出劇だった。口にこそ出さないが、その時のシークを失うことへの恐怖感がクレイにモンスターとの戦い方を覚えさせるきっかけになった。

　その後、クレイは祖父の知り合いで地下街の顔役でもある骸がい骨こつ亭ていの女将おかみにシークの後見人を頼んだ。最初は店の給仕だったが皿もろくに運べないほどシークは失敗ばかりだった。だが休憩中に芝居の練習を眺めていた時、クレイがシークに何気なく台詞せりふを演じさせてみたら驚くほど上手だった。まだ子どもなのに舞台で演じる女優の仕草やニュアンスまで完璧に再現しており、自分というものを完全に消し去っていた。その様子を見ていた大人達たちがシークを舞台に立たせ、シークの女優としての輝かしい人生がはじまった。

　相手の存在なしに今の自分はいない。ふたりとも、それだけはわかっていた。

「シーク。また心配かけてごめん」

「正解」

　死者に腕はない。

　生きていなければ、こうして抱きしめ合うこともできない。




　　　　〇




　三人でシークの部屋を出て、クレイは先に採掘場の様子を見たいと言った。

「私、あのお姫様から目の敵にされているから、先に地上に上がっているね。いつものように見つけて」

　シークはひらひらと手を揺らして、クレイの返事も聞かずに先に行ってしまう。

「いいのですか？」とアジュールは確認する。

「いつも通りさ。シークは勝手に決めて、勝手に進めるだけさ」

　クレイ達たちが地底街の繁華街を抜けて採掘場に繫つながる吊つり橋ばしに行くと、封鎖されていた。

　強面こわもての近この衛え兵へいがすべての橋を塞ぎ、自由な行き来ができない。

　採掘場の入口や川原では王宮直属の重装甲ゴーレムが警戒にあたり、物々しい雰囲気に包まれている。サラマンダーが遡そ上じようしてきた河口の前にもゴーレムが配備されていた。膝下までドブ川につかり、来るかどうかもわからない外敵に備えて槍やりを構えている様子はひどく滑稽だ。

　遺体は既に綺き麗れいに片づけられていた。

　日照時間が比較的短い地底街でも日中は高温になる。死体はすぐに傷んで異臭を放つ。死臭が別のモンスターを呼び寄せてしまう可能性もあるための迅速な対応だった。

　周囲には死者を悼いたむ家族や友人らしき人々が大勢いる。

　その一方で川原を見下ろすと、大きなたき火を囲んで騒いでいる集団が嫌でも目に入ってくる。太鼓を打ち鳴らし、骨笛を吹き、声をあげて踊り回っていた。彼らは揃そろいの青い衣を身につけ、頭に角飾りを巻いている。顔も青く塗り、首からは二本角をかたどったネックレスを下げていた。

　角つの神がみ教きようの信者達たちだった。

「角つの神がみ様が氷からお目覚めになられた！　変革の時は来たれり！　新しい時代のはじまりだ！」

　誰かが発した仰々しい言葉に、周囲が雄お叫たけびめいた声で呼応する。

　埒らち外がいな熱狂は端はたから見ていて、とても奇妙だった。ベルバ王による弾圧を受けて十四年経たった今も、これだけの人数が集まっている事実にクレイの心は強こわ張ばる。今回のサラマンダー侵入もしょせん騒ぐための口実だ。ただ角つの神がみ様という目立つ象徴に集まっているにすぎない。そうやって同じ格好の集団になることでお祭り化し、抑圧された心を発散している。過去の事実などどうでもいい。あるいは単に無知なのだろう。

　クレイは忘却の恐ろしさにうすら寒さを覚えた。

「彼らはなぜ大声で騒ぐのです？」

　外の世界がなんでも珍しいアジュールにとっても、川原の青い集団は特に奇異に映ったようだ。

「……スカルアトラスを勝手に神様と崇あがめているのさ」

「わたしは神のような不確定な存在ではありません。見当違いなので迷惑です」

　生きた御神体であるアジュールは大真面目に否定する。

　その一言にクレイの気持ちもやわらぐ。

「その通りだ、アジュール。その言葉を信者達たちに聞かせてあげたいよ」

　昼間から騒ぐ信者達たちを遠巻きに監視している近この衛え兵へいは、川原から声があがるたびに大声の注意を被かぶせる。

　どちらかが手を出せば、いつ流血沙汰になってもおかしくない緊張感が川原に漂う。

　川原から一段上の開けた空間には日よけの天幕がいくつも張られ、近この衛え兵へいの陣となっている。

　その中に現場の指揮をとるハクア・ミュティスの姿を見つけた。

　指示を仰ぎにきた部下に対して短く返答。満足のいく報告はなく、眼下では角つの神がみ教きようの信者が延々と騒ぐ。ハクアは苛いら立だたしげに手元の扇の開閉を繰り返している。

「あの少女はかなり攻撃的です。接触に問題はありませんか？」

「僕の親戚だから心配はないよ。彼女はハクア・ミュティス、僕達たちが住むベルバのお姫様で、次に王位を継ぐやんごとなき方だ」

「王位？」

「ベルバで一番偉い人ってことさ。僕らの祖先がベルバの円柱を登り、この国をつくったんだ」

　首が痛くなるほど円柱を見上げても、頂上の様子は見えない。強い陽光に照らされて生まれる虹のアーチがいくつも広がる。

　地底街から見ると物理的にも心理的にも頂上が遠くに感じた。この分断されたような感覚が、川原に集まる人々を騒がせる理由でもあるのかもしれない。

「……世界樹を自力で登ったのですか？　人間が？」

　フードの下でアジュールははっきりと驚いた様子だった。

　クレイは聞き慣れない単語を逃さない。

「せかい──、なんだって？　もう一回言ってくれないか」

「気にしないでください。既に失われたものです」とアジュールはまた氷に閉じこもったみたいに口を閉ざす。

　簡単には話してくれない雰囲気に、クレイは先にハクアの方へ向かう。

「クレイ・ネイザルの死体は見つかったか？」

　天幕に入り、忍び足でハクアの背後に近づいたクレイが声をかける。

「今の戯たわ言ごとを口にしたのは誰だ！」

　激怒したハクアは恐こわい目つきで振り返る。目の前に急に現れた男の正体をハクアはすぐには認識できなかった。たっぷり見つめた後、探していたクレイ・ネイザル本人だと気づく。

「あ、あぁぁぁ……っ」

　ハクアは両目に大粒の涙を浮かべた。口元を押さえた両手の隙間から震える声が漏れる。

「よ！　お姫様自ら陣頭指揮とは現場も気合いが入るな」

「兄上ッ！　生きていたのか！」とハクアは勢いよく抱きつく。

「おいおい、人前だぞ」

「構わぬッ！　あぁ、兄上。生きていてくれてよかった。大事はないのだな？」

「おう。クレイ・ネイザル、奇跡の生還ってところだな」

　感涙を指で拭いながらハクアは我に返る。クレイから離れ、いつもの調子で叱りつける。

「ッ、生きているならすぐに連絡を寄こすのだ！」

「庶民の僕に王宮と連絡をとる手段なんかないだろう。それにいろいろあったんだよ」

　クレイはスカルアトラスの件は伏せつつ採掘場から運よく逃げ出し、今までシークの家にいたと説明した。

「またあの女か！　重要なところでは、いつも兄上の側そばにおるから油断ならん」

　昔からシークのことが気に入らないハクアは、いつものように腹を立てる。

「ところで兄上！　そこの女は何者だ！　また別の女か！」

　ハクアは一度言葉を切ってから、目ざとくアジュールについて問いただす。

「僕の側そばにいる女性に手当たり次第に嚙かみつくのやめてくんない」とクレイはぼやく。

「われに対して敬意を欠く兄上の態度にこそ問題がある！」

　そこはお姫様としての立場を譲るつもりがないハクアは、会話をしながらもアジュールから目を離さない。

「彼女の名前はアジュール。もともと古い知り合いで、このサラマンダー騒ぎのせいで彼女は住む場所を失なくしてね。頼れる身寄りもいなくて、危うく娼しよう館かんに売られそうなところで再会してさ。放っておけなかった」

「あ、兄上が化石以外を大切にする甲か斐い性しようがあったとはな」と妙に驚かれた。

　大筋では噓うそは言っていない。

「シークの家にはアジュールも一緒に匿かくまわれていたんだ。この子が看病してくれたおかげで、ようやくハクアに会いにこられたわけさ」

　クレイが経緯を話すと、ハクアは疑うことなく信じた。

「大変であったな。どれ、顔を見せてみよ」

　フードに隠れたアジュールの素顔に興味を持つハクア。

「彼女は人一倍肌が弱くてね。医者から太陽の光を浴びることを禁じられているんだ。だから勘弁してもらえるか」

「それは難儀であるな。兄上も世話になったことだ。一度王宮の医者に診させよう」

　情に厚いお姫様はまた目元に浮かんだ涙を細い指で拭いつつ、庶民が平伏するようなありがたいお言葉を述べる。だが、

「お断りします」

　ハクアの言葉の重さを当然わからないアジュールは心のままに口にする。

「遠慮せずともよい」

「わたしには不要です」

「われの命を聞けぬと申すか」

「わたしは彼から離れません」

　きっぱりと断られた経験のないハクアはますますアジュールを気に入る。

「──変わった娘だ。面白い。今後の身の振り方はどうする？」

　ハクアに問われて、アジュールはクレイの顔を見る。

「アジュールなら僕の家に住むぞ」とクレイが代わりに答えた。

「住む？　兄上がこの娘を養うというのか。それはいかん！」

　信じられないことを聞いたようにハクアの声が裏返る。

「……なんでハクアが否定する？」

「ベルバの風紀が乱れる真ま似ねは許さんぞ！　未婚の男女が同どう衾きんなぞわれの治世では違法だ！」

「そこは問題ないな。まだハクア女王の誕生前夜だ」とクレイは軽く笑い飛ばす。

「われは認めんぞ！」

　駄々をこねるハクアにクレイは正論で言い含める。

「ハクア。彼女は好きこのんで僕の家に住むんじゃない。他に行く場所がないんだ。地底街が女性ひとりでは危険なのはハクアも知っているだろう。アジュールに次のあてが見つかるか、女性が安全に出歩けるくらい治安がよくなれば話は別だけどな」

　理路整然とアジュール同居の正当性を説くとハクアは悔しそうに唇を曲げる。

「われが王位に就いた暁には、ふたりとも強制的に王宮に召しあげてやる！」

　ハクアはぷいと顔を背ける。彼女の金糸のような髪が勢いよく舞う。

「その後の状況はどうなんだ。被害、ずいぶん出たみたいだな」

「サラマンダー一匹で、この悲惨な有り様だ。もっと凶暴なモンスターが侵入したらと考えただけで頭が痛くなる」

　怒りと屈辱をハクアはにじませた。

　ハクアの抱く危機感をクレイは手に取るように理解できた。

「至急モンスター侵入時の対応を見直さなければならない。ゴーレムの運用がもっと適切なら、犠牲を防げたはずだ」

「的確な指揮、熟練した操縦技術を持つゴーレム乗りとゴーレムの頭数が揃そろっていれば一匹、二匹は問題なく片づけられる。だが群れで押しこまれたら全滅もありえるぞ」

　ハクアの希望的観測に対してクレイは現実的な意見を述べる。

「王宮のゴーレムならどうだ？　あの分厚い装備ならモンスターの牙は易やす々やすとは通らないから粘れないか」

　たとえばスライム漁用に改造されたゴーレムは機動性を重視するため最少限の装甲に留とどめている。対して王宮直属の重装甲ゴーレムは徹底的に装甲で覆われ、鋼の小山と言うべき極端な防御過多。その役割は動く壁である。両肩に取りつけられた巨大な盾はモンスターとの戦いで勝ち目がない場合、膝をつき盾を前面に出して護衛対象を懐ふところに抱えこむためのものだ。隙間のない防御姿勢でひたすら持久戦に持ちこみ、応援を待つ。

「ゴーレムで戦うにも限度がある。今の近この衛え兵へいは練度が低すぎる。モンスターと戦う緊張感は尋常じゃない。先に操縦する方がまいっちまうさ」

「だが地上や地底街で血を流させるわけにはいかん」とハクアは呻うめく。

「下手をすれば頂上もな」

「……兄上が言うならその可能性はゼロではないのだな。頼むから吹聴するでないぞ。民に無用な混乱をまねく」

　ハクアの顔はすっかり青ざめていた。

「僕の話をまともに聞いてくれる人がもっと多ければ、考古学者も増えているさ」

　クレイは投げやりにぼやいた。

「はは。その通りだな」

「むしろ僕が真実を聞かせるより、ああいう連中が好き勝手に煽あおる不安や噓うその方が広まるんだろう」とクレイは川原で奇声を発する角つの神がみ教きようの集団を指差す。

「まったくバカ騒ぎしおって。なぜスカルアトラスが守護神だと言い切れる」

　ハクアは苛いら立だちを再燃させる。その口振りは明確な不安を帯びていた。

「…………どうしてそう思う？」

　クレイは慎重に訊たずねる。

　アジュールもフードの下で興味深そうにハクアの言葉を待つ。

「あの逸脱した存在そのものが、人間にとって脅威なのだ。解けないはずの氷からスカルアトラスはいなくなり、サラマンダーだけでなく奥の広間ごと凍結していた。調査にあたった博物館の者が凍ったサラマンダーに触れた途端、粉々に砕け散ったそうだ。そして巨体のスカルアトラスの脱出を目撃した者は誰もいない。何が起きたのか、スカルアトラスは生きているのか？　生きているなら今どこにいるのか？　われには説明がつかん。味方である確証が得られない限り、スカルアトラスの扱いはモンスターと大差ない」

　ハクアはお手上げといった様子でこれまでの調査結果を端的に話す。

「宮仕えばかりの博物館の連中じゃ手に余るだろうよ。ハクアの心配もわかるが、まぁ必要以上に深刻に考えるな」

　クレイはハクアのスカルアトラスへの心証を少しでもよくするためにすかさず擁護した。

　博物館とは王宮直属の学術研究機関だ。ベルバの知的労働を一手に担にない、自然科学から歴史、産業などあらゆる分野を網羅する知の殿堂。

　もっともクレイのような在野の考古学者から言わせれば、権威主義者の巣そう窟くつであり、知識の更新の滞った名誉職だらけの集団である。自らの立場や派閥を強化するためだけに貴重な時間や資金を浪費し、危険を冒してまで新しい挑戦をする者はほとんどいない。

　クレイもその豊富な知識を見こまれ一時所属していたことがあった。だが博物館のあまりに保守的な環境や硬直した人間関係に馴な染じめず辞めてしまった。

「では唯一の目撃者であり、聡そう明めいな兄上の意見を聞かせて欲しい」

「スカルアトラスは味方だよ。僕が無事に生き延びているのが証拠だ」

「それは川原の連中と同じ都合のいい解釈だ。らしくないぞ、兄上」

「手厳しいな」

　ハクアの意見は公平だった。

「王族は見極めねばならない。たとえスカルアトラスが味方であっても永久にベルバを守ってくれるのか？　その確証がどこにある。曖昧さを棚上げにして耳に心地よいことだけを語る噓うそつきの為政者になど、われはなりたくない」

　クレイは安心した。ハクア・ミュティスの目指す女王像はたとえ血の繫つながりがなかったとしても信頼するに足る高潔なものに思えた。

「ハクアが女王になる日が楽しみだよ」

　クレイの言い草があまりに他人ひと事ごとのように聞こえたハクアは思わず本音を吐露する。

「王家の直系の血を引く男が何を言うか。ベルバ王の兄君こそクレイの祖父であろう。世が世なら王になるのは他ならぬ兄上ではないか」

　はとこの少女は密ひそかに願っている想おもいを告げる。

「僕は考古学者だよ。これまでも、これからも」

「ならばこそ自分の口で王に進言せよ、クレイ・ネイザル。ベルバ最高の考古学者ならスカルアトラスが味方であることを明らかにできるのだろう」

　ハクアは王族の人間として感情のない声で命じる。

「断る」

「これはわれの一存だけではない。王命であるぞ！　われは唯一の目撃者であるクレイ・ネイザルを見つけ出し、面前に連れてくると王と直々に約束したのだ。兄上には嫌でも採掘場の出来事とスカルアトラスについて語ってもらう！」

「それはハクアと王様の都合だ。僕は王族に関わるつもりはない」

「約束をたがえれば、われは処罰される。手足で済めばいいが最悪は首を刎はねられる」

　ハクアは扇を首筋にあて、ゆっくりと引いてみせた。

「実の孫で、王位継承者をみすみす処刑するとは思えないけどな」

「ベルバ王は厳格だ。王から許可を得るとはそれほど重いことなのだ」

　扇を握るハクアの手はかすかに震えていた。サラマンダー侵入から生き延びたハクアは本来ならば王宮に閉じこめられてしかるべきだ。ベルバの最重要人物の一人である彼女がこうして現場の指揮を直接執れているのも彼女の言葉通りの覚悟と引き換えだった。

「協力するべきです。彼女は信頼に足る指揮官だとわたしは思いました」

　アジュールが言った。

　クレイは意外な気持ちでアジュールの顔を見る。これまでのわずかなやりとりからハクア・ミュティスをこうも高く評価するとは思わなかった。

「あなたにしかできないことならば使命を果たすべきです」

　アジュールは真まっ直すぐな視線でクレイを見つめる。

「君は純心すぎる」

　不思議と悪い気はしなかった。アジュールだからこその説得力もある。

「アジュール。それは君自身の協力も含めていいのかい？」

　クレイはもう一度スカルアトラスになりたい。

「…………必要とあらば、それも考えておきましょう」とアジュールはフードにうずめるように顔を伏せた。

「ハクア！　僕のコートとナイフ、それにカバンは？　採掘場の広間に残っていたはずだろう」

「ああ。回収してあるぞ。すぐ持ってまいれ！」

　ハクアは離れた場所で控えていた者に命じた。

「交換条件だ。今すぐ返してくれるなら王宮に顔を出してやるよ」

　クレイはいつもの挑発的な口振りでハクアに提案する。

　張りつめていたハクアの表情はほぐれ、「われと対等な取引ができるのは兄上くらいだからな」と声を弾ませた。

「ハクア姫様。こちらにッ！」

　膝をつく近この衛え兵へいは恭うやうやしく荷物一式をハクアに掲げる。

　ハクアはぞんざいに摑つかむと、それをわざわざアジュールの方に手渡した。

「クレイ・ネイザル。そこな娘に感謝しておけ。貴様がこれ以上の放言を吐いていれば無理にでも王宮へ連行していたぞ」

「寛大なお心遣い、痛み入ります。ハクア姫様」

　クレイはさっそくコートに袖を通し、着心地が変わらないことを確認する。ロングナイフを鞘さやから引き抜くと、刀身にはサラマンダーの血が残っていた。

「いいね。やっぱり、これでなくっちゃ」

　クレイはロングナイフのぶら下がる慣れた腰の重みに落ち着きを覚えた。

「謁見の場は早急に設けよう。日取りが決まったら、すぐ遣いを送る」

「当日は迎えを寄こしてくれよ」

「逃げられては困るからな。元よりそのつもりだ」

　晴れやかなハクアの顔を見られて、クレイの憂いもようやく消えた。




　　　　〇




「この中から、どうやってシークを見つけるのですか？」

　地上に着いた途端、アジュールは見た通りの疑問を率直に投げかける。

「簡単さ。一番混雑しているところに行けばシークがいる」

「どこの混雑が一番？」

　見渡す限りの買い物客にアジュールは混雑の度合いの区別などつかない。

　荒野の長旅を経たキャラバンが開くバザールでは、広いエレベーター広場がぎっしりと埋まるほど大勢の商人達たちが店を広げていた。

　他の都市や中継地から遠路はるばる運ばれてきた珍しい品々が所狭しと並んでおり、見ているだけでも楽しい。頂上、地上、地底街を問わず人が集まってきており、広場は人で溢れかえっていた。歩くのも大変なほど混雑しており、店先を眺めるだけでも一苦労だ。その活気に満ちたざわめきはベルバの豊かさを象徴する。商人達たちもモンスターのいる危険な荒野を渡りきった解放感から威勢のいい声を飛ばし、自慢の商品を売っていた。

　シークを探しつつクレイはアジュールに断りを入れて、目についた道具屋で刷は毛けやロープなど発掘作業でつかう消耗品を手早く購入する。本当は他国から運ばれてきた本やモンスターの素材を眺めたいところだが、今日は難しそうだ。

「これはなんです？　わたしの中心も持っているものですね」

　アジュールが指さすのは、作業用のゴーグルだった。

「強い日光や砂や小石で目が傷まないように目元を保護する道具だ。アジュールもいるか？」

　アジュールは首を横に振る。

　再びシークを探しながら歩く。後ろからついてくるアジュールはすれ違う人をよけるのに慣れず、頭に被かぶっているフードがだんだんずれてきていた。アジュールの真っ白な容姿はどこへ行こうとも目立ってしまう。

「流れに乗るんだ。立ち止まるとかえって危ない」

　コツを教えながらクレイはアジュールのフードを摘まんで、そっと引き下げた。

「まだ人間の大きさでの距離感に慣れません」

　その言葉に、クレイは彼女の冷たい手を握りながら導くように先を歩く。

　アジュールは目線の高さにぶら下がる燻いぶした肉塊や毛皮、装飾品から籠や陶器まで見たこともない品々を眺めながら、現在の人類の文明レベルをおおよそ把握する。

「わたしが氷漬けになったのが約六六〇〇万年前。その間にエーテルが充じゆう溢いつした地上で、残された人類はどうやって生き延びたのですか？　あなた達たちの暮らしは以前より明らかに後退しています。ひどく原始的です」

「僕達たち、現在の人類の歴史はおよそ千年しか経たっていない。人類文明の再興は、ベルバの南にあるヴェトセラから始まった。それ以前は空白だ。つまり人類の歴史は一度途切れている。地上のエーテル濃度が下がるまで旧人類が残した科学技術のおかげで種として保存されたという説が有力だ」

「わたしと似たようなものですね」

「違いない」とクレイは笑う。

　バザールを歩き回ったがシークは見つからない。クレイ達たちはエレベーター広場から休憩場所となっている登頂門通りの方に歩いていく。

　外壁まで真まっ直すぐ延びた道には、買い物客のために食べ物の屋台がいくつも出ており、食欲を刺激する匂いが漂う。休憩場所近くにはキャラバンに雇われた護衛ゴーレムが立ち並ぶ。

　護衛ゴーレムはモンスターに見つからないように荒野に溶けこめる土色系の迷彩塗装が施されている。その分、武装や装飾にこだわった機体が多く、荒くれ者の感性のままにゴリゴリに改造された個性的なゴーレムを見比べるのもバザールの楽しみの一つだ。

　昼間から酒で顔を赤くしたゴーレム乗りは道中に遭遇したモンスターとの武勇伝を人々に聞かせては、盛り上がっているのであった。知り合いの乗り手も多いクレイも他の地方のモンスターの話を聞くため、バザールに遊びにきた時は宴会の輪に必ず加わる。

「…………今回は護衛ゴーレムがやけに少ないな。ニードルズのモヒカンゴーレムもない」

　普段のバザールではもっと多くのゴーレムが並んでいた。

　クレイは顔見知りのゴーレム乗りであるニードルズの機体を目で探す。彼のゴーレムの頭部にはモヒカンのような特徴的な飾りがあり、どこからでも目立つのに今日は見当たらない。

「あの中身はわたしの同胞ですね」

　アジュールは、化石兵器ゴーレムの素体がギガスケルトンであることに気づく。

「仲間がああいう風に人間の乗り物になっていることについて、どう思う」

「同胞達たちにはわたしのように思考し会話する機能はありません。わたしが指揮をして、その通りにモンスターを殲せん滅めつするだけです」

　さしたる感慨もないようにアジュールは飾り立てられたゴーレムを眺めていた。

「昔のように君がギガスケルトンを指揮することはできないのか？」

「今は大気中のエーテルが少なすぎるので、わたしの指令が届きません」

　宴会の輪からクレイに声がかかる。ひげ面づらでゴーグルをかけたままのゴーレム乗りだ。

「おぅ、クレイじゃねえか。お前もまざっていけよ！」

「まだ買い物の途中なんだ。今日はひとりじゃないから、寄るのは難しい」

「なーんだ女連れかよ。お、かわいこちゃんなら一緒に飲もうよ」

　男は地を這はうようにして無遠慮にフードの下を覗のぞきこんできた。

「おい、失礼なことするなよ！」

　クレイがアジュールの前に立つ。

「はは、クレイ坊やがようやく色気づきやがった。土掘り遊びはやめて、ゴーレム乗りで稼いだらどうだ？　お前の腕なら高く買ってやるぞ。所帯を持つにはなにはともあれ金がいる」

「なぁニードルズはどこにいるんだ？」

　クレイは酔っ払いの言葉を無視して、気になっていたことを質問する。

「…………あの野郎なら死んだよ」とひげ面づらの男は急に気落ちして、投げやりに答えた。

「冗談はよせよ。あのオッサン、口は悪いが腕だけは一流だぜ！　このあたりのモンスターの生態も知り尽くしている。今回のキャラバンだっていつものルートだろう。そんな、まさか」

「ニードルズだけじゃない。今回は死人も多かった。ゴーレムを手て酷ひどく破損した奴やつも多くてな」

　それがゴーレムの少ない理由だった。

「ニードルズに家族は？」

「嫁さんはもう亡なくなって、娘がひとりとか言ってたな。かわいそうに」

　荒野での仕事は常に死と隣り合わせだ。

　慣れたスライム漁とて安全を確約されたものではない。

「今、遠方のモンスターがどんどんベルバのそばに移動してきている。旅の途中でも妙な死骸をたくさん見かけた。ほら、がめつい商人がグランレオンの死体をここまで運んできやがった」

　男が指差す先では、百獣の王と讃たたえられる稀き少しようなモンスターが哀れな見世物となっていた。見物人の輪の隙間から、横たわるグランレオンの立派なたてがみが見える。

「あんなデカい死体、途中で拾うなんて無茶だろう。一体どこで」

「最終中継地のラーゼルを出て、ベルバの鼻先になんと転がっていたんだよ」

「グランレオンは西のモンスターだぞ！　ベルバのそんな近くにいてたまるかよ！」

「だから今回は明らかに普通じゃないんだよぅ」

　ひげ面づらを酒で濡ぬらしながら、男は荒々しく酒杯をあおる。その表情は苦い。

「近場だろうと、お前も荒野に出る時は覚悟をしておけ。特に大事な人がいるならな」

　ちらりと背後のアジュールに視線を投げて、男はしみじみ忠告した。







　グランレオンの見物の輪がちょうど途切れ、クレイ達たちも軽く覗のぞくことにした。

「死んだ者と親しかったのですか？」と後ろを歩くアジュールが話しかける。

「いや、キャラバンが帰ってきた時に話すくらいさ。ただ顔を知っている奴やつが死んだって言われると結構ショックだな」

　サラマンダーに危うく殺されかけたばかりのクレイは、つくづく荒野の厳しさを痛感する。

「人間は不思議な生き物です。死んだ者にまで心を痛めます」

「君は違うのか？」

「わたしはスカルアトラスです。人間ではありません」

　アジュールの整い過ぎた顔立ちから発せられた熱のない言葉。どれだけ見た目が人間にそっくりでも彼女が異なる存在であることを思い出させる。

「────、ッ」

　クレイは突然顔をしかめ、鼻を手で覆う。アジュールは平然としている。

「そうか、君は匂いも感じとれないんだな」

　クレイが反応したのはグランレオンから漂ってきた濃い血の臭いと腐臭だ。死体は道中から強い陽ひ射ざしに晒さらされ、もうだいぶ傷んできている。

　体長三十メートルほどの成体のグランレオンの死骸は、はらわたがごっそりと無くなっていた。左前脚が変な方向に曲がっており、骨折している。

　売り主のちょび髭ひげをはやした商人が近づいてきて、勝手に自慢をはじめた。

「どうだい、立派なもんだろう。腹が食われた状態で見つけたんだ。あたり一面、血の海よ。きっと色んなモンスターが内臓をかっさらったに違いない。とはいえ毛皮なんかは綺き麗れいなものだ。もうけもんだよ。この凜り々りしい顔つき、頭を剝製にすれば頂上の金持ちに高く売れるぜ」

「血の臭いが濃すぎる。外のモンスターを誘いかねないから、さっさと処理した方がいい。自分でできないなら解体屋にすぐ依頼すべきだ」

「おいおい、ここはベルバの内側だぜ、荒野とは違う。壁に囲まれているし近この衛え兵へいのゴーレムが守っているんだ。心配ないさ」

　嘲りを帯びた商人の物言いには、ベルバの平和を疑いのないものだと考えていることが垣かい間ま見みえる。

「ここだって地上だ。万が一にでも中に入られたら」

「しつこいね。こちとら苦労して運びこんだんだ。ケチつけるってんなら容赦しねえぞ！」

　クレイはグランレオンの無残な腹部をじっと眺める。

　ただの死体とは思えなかった。

　長年荒野で培つちかった経験がこのまま見過ごすなと告げている。商人は荒野行商のプロだが、モンスターについては素人しろうと。皮膚どころか内臓まで嚙かみ跡あとがしっかり残っているのが妙だ。外にこぼれたはらわたは喰くいちぎられたまま、別の嚙かみ跡あとがない。傷口が帯びる不穏な気配の理由を探るクレイは死体を細かく観察して、その尋常じゃなさをついに言葉にする。

「……これは複数のモンスターが群がったんじゃない。一口で持っていかれたんだ！」

「兄ちゃん、いくらなんでも、こーんなにバカでかい口のモンスターがいるかい」

　商人はクレイの言葉に大笑いして、まともに取り合おうともしない。

「よく見ろ。傷の断面はひとつの歯型になっている。複数のモンスターにかじられたなら、不均一でボロボロになっているはずだ。強力な顎のひと嚙かみで絶命させられたんだ」

　商人の笑い声はだんだんと力ないものに萎しぼんでいき、やがて青ざめた顔になる。

「グランレオンをひと口で喰くらうモンスターなんて、どれだけ大きいんだよ……」

「死骸の周囲に何か異変はなかったか？　なんでもいい、思い出してくれ！」

　クレイの剣幕に押されて、商人は慌てて自分の記憶を思い返す。

「えーっと、あー、すごい血だまりになってた」

「それはもう聞いた。他には?!」

「他？　他かー、あ、あぁ。ひとつあったぞ！　足あし跡あとがなかった！」

「足跡？」

「そうそう！　グランレオンが死んでいた場所には、他のモンスターの足跡がまるでなかったんだよ。兄ちゃんの言うとおりだな！　死体に群がられていたら血と土が混ざって泥でぐちゃぐちゃになっているはずだ」

「そこにグランレオン自身の足跡もなかったのか？」

　クレイはすかさず質問を重ねた。

「ない！」

「断言できる根拠は？」

「こちとら何年キャラバンで稼いでいると思ってんだ。命がけの道中じゃ遠くのモンスターをいち早く発見しないといけないし、売り上げをちょろまかされないように数字は正確に記憶している！　俺の商人人生キヤリアが根拠だよ！」

　商人は自分の頭を指で叩たたく。

「グランレオン自身の足跡がないとすれば、どうやって死んだ場所まで移動したんだ」

　クレイはさらに考えこむ。

「きっと食べたモンスターはすごく首が長いのかもなぁ。もしかして新種か？」

　足跡もなく、グランレオンの死因が腹部のひと嚙かみなのは間違いない。だが、前脚だけ骨折している理由がわからない。

「変な体勢で着地し痛めた……、違うな。そもそも逃げる余裕もなかった。骨折は死んだ後！　そうか、落下したんだ。別の場所で襲われて、腹だけ喰くわれて口から落ちた」

　クレイは独り言を漏らしながら、推測の精度を高めていく。

「落ちたって言ってもグランレオンの巨体を咥くわえられるなんて、それこそ山のように大きなモンスターだぞ。さっきも言ったが足跡はなかったんだぞ!!」

　隣で怒り出す商人の声はもはやクレイの耳に届いていない。

　市場のざわめきは遠のき、冴さえた思考がひとつの結論へと到いたる。

「──空を飛んでいるんだ」

　巨大な影が脚をつくことなく空中からグランレオンをひと嚙かみで襲い、そして口から死体が落ちていく光景がクレイの目には浮かんでいた。

　グランレオンの巨体を保持できる強きよう靭じんな顎、そこから導き出される生物の全長は破格の大きさになる。荒野に生息するどのモンスターよりも巨大だ。しかも飛行能力を有するとすれば、現存のモンスターはどれも当てはまらない。

「どうしました？」

　アジュールが呼びかけるがクレイの耳には届いていない。

　クレイのあまりに突飛すぎる発言に、商人の怒りは失うせていた。

「あのさ、兄ちゃん。ベルバの人間なのに暑さにやられたかい？　もう休んだ方がいいぞ」とクレイから離れて、他の見物客に話しかけにいった。

　クレイは思わず空を見上げる。

　人類再興から千年の間、空を飛ぶモンスターの存在は確認されていない。

　科学文明崩壊以前は鳥という小型の生き物が空を飛んでいたという記録は残されている。その生き残りが巨大化していたとしても、それが今回のモンスターだとは考えにくい。武器となる嘴くちばしや爪では、刺し傷や切り傷が残る。その痕跡はグランレオンの傷口に合致しない。

　クレイの知識を総ざらいし条件に該当したのは、絶滅したとされる神話級のモンスター。




「ドラゴンが、生きている」




　自分の脳が導いたあまりにも荒唐無稽な答えにクレイは笑うしかない。

　神話級のこのモンスターはとうの昔に絶滅している。

　もしもドラゴンが生存しているとしたら、この荒野から安全な場所が完全に失われることになる。標高五百メートルの円柱が高い砦とりでとなって地上のモンスターを寄せつけなかった。

　だが、空を飛べるドラゴンに高さなど無意味だ。

　頂上まで到達し、ベルバを火の海に変えるだろう。

　青ざめたクレイはゆっくりとアジュールの顔を見た。

「自分で真実に辿たどり着ついておいて怯おびえるとは。わたしの中心も、そんな顔をするのですね」

「じゃあ、ほんとうに……」

「あれはドラゴンの仕業です」

　アジュールは耳打ちで正解を告げた。

　吐息が甘く、くすぐったい。だが彼女の明かした事実はこの上なく重いものだった。







　話を聞かれないように、人目につかない大通りの端まで移動する。

　クレイは頭の芯が痺しびれるような感覚に陥っている自分に気づき、驚く。ドラゴンの生き残りがいるならもっと自分は喜ぶと思っていた。幾度となくモンスターと刃やいばを交えた経験から嫌というほど脅威は身に染しみている。だからこそ、はじめてドラゴンの頭蓋化石を見た時、悟った。

〝──あぁ、殺されるな〟

　化石の、しかも子どものドラゴンに生存本能が敗北を認めてしまったのだ。

　絶滅したはずの規格外のモンスターが、突如として日常を脅おびやかす外敵となった。その事実はあまりにも重く、苦しい。

「スカルアトラスなら倒せるのか？」

　クレイはわずかに上ずった声で問う。

「ドラゴンは我々にとって最大の天敵です。巨大な翼で空を舞い、我々の攻撃をも防ぐ強固な鱗うろこで覆われ、エーテルの炎を吐いて焼き尽くします。おかげで多くの同胞がやられました」

　アジュールの瞳の奥に敵意が灯ともる。

「生きた目撃例はなく、ドラゴンは化石でしか発見されていない。君らが退治したんだろう？」

　恐怖と焦燥感からクレイは慌てて確認する。

「わたしの中心。この胸の傷が原因で最大戦力であったわたしは弱くなりました。同胞の数も減りつづけ、地上でのモンスター殲せん滅めつの継続は困難を極めました。最後は、凍結するのが精一杯でした」

「スカルアトラスの凍結ってエーテルの力だろう。それでも殺しきれないのか？」

　クレイは採掘場でスカルアトラス越しに見たサラマンダーの氷結死体を思い出す。一瞬にして生命活動が停止し、触れただけで砕けるほどの威力だ。あの攻撃をまともに浴びて無事で済むはずがない。

「残念ながら凍結だけではドラゴンは殺しきれません」

　アジュールは苦々しく認めた。

「ドラゴンは強力で長命です。反面繁殖力が弱いため、もともと種としての数は極端に少ないのです。長い時間をかけて生態系を破壊するほど他の生き物を食べ尽くしながら成長していきます」

　身体からだの大きなモンスターほど栄養としてエーテルを大量に欲ほつし、必然的に食べた分だけ肉体に含有されるエーテルも多くなる。

　だから大型のモンスターほど腹を満たすための物理的な肉だけでなく、エーテル目的で同等以上の体格のモンスターを襲う光景も珍しくなかった。

　アジュールの言葉通り、ドラゴンの体格に見合った食欲ならば他の種を絶滅させるというのも決して誇張ではない。高純度のエーテルで構成されたスカルアトラスやギガスケルトンは、ドラゴンにとって御ご馳ち走そうだ。それらが集結するベルバにやってくるのは避けられない。

「本物はさぞや恐ろしいんだろうな」と考えただけでクレイは背筋が冷たくなる。

「この周辺を縄張りとしたドラゴンは最後に把握した限り、つがいの二体。雄オスはわたしが首を斬り落として殺しましたが、雌メスは凍らせるのが限界でした」

「じゃあ、あれを襲ったのは凍結から目覚めた雌のドラゴンか」

　凍らせた程度では死なないとはドラゴンの生命力は強きよう靭じんにも程がある。

「……君が、氷の外に出たことと関係があるのか？　僕のために」

「心配しないでください。ドラゴンが先に目覚めただけです。弱ったわたしでは永久凍結は不可能でした」

「ドラゴンが現れたら、君はどうするんだ？」

「戦います。たとえひとりでも」

　アジュールとて昔より戦闘条件が悪いことはわかっている。傷を負った上、ギガスケルトンを指揮することはエーテルの少なくなった今の時代には不可能。それでも彼女は自らに課せられた使命をひとりでも果たそうとする。

　クレイはアジュールの生真面目さが悲壮に感じられ、たまらなくもどかしかった。

「君に傷を負わせるなんて、どんな強敵だ？　それがドラゴン？」

　軽口でクレイは自分を誤魔化す。スカルアトラスを害する存在など想像がつかなかった。

「いいえ、わたしと同じスカルアトラスです」

「他にもスカルアトラスがいるのか？」

「わたしを含めた姉妹達たち──七体のスカルアトラスが地上に送られました」

「しかも七体ッ!?」

　クレイはドラゴンへの憂いやアジュールへの心配が一瞬だけ消し飛び、叫び出しそうになる。

　自分の失言に気づく。興奮を押しとどめたのは彼女の寂しそうな横顔だった。

「……戦ったって、姉妹喧げん嘩かとは訳が違うだろう。四大禁忌の『第四条、同族との戦いを禁ず』に思い切り抵触している。だから、スカルアトラス同士の戦いは不可能だろう」

「彼女は最初に創られたスカルアトラスで、姉妹達たちをまとめる立場にありました。その役割から例外的に四大禁忌を課せられていません。そしてわたしがある理由で四大禁忌を破ったことを異常と判断し、処分しにきました。話し合いは平行線を辿たどり、最後には……」

　アジュールの声は小さくなり、やがて途切れて沈黙してしまう。

　四大禁忌に縛られない者と破った者では、お互いに拘束を受けない。アジュールがここにいるという事実から導き出される結末を、クレイは躊ちゆう躇ちよしながらも述べた。

「殺し合いになった」

　アジュールの胸の傷を思い出す。

　胸に刺し傷が残るほどスカルアトラス同士の戦闘が壮絶だったことは想像に難かたくない。

「はい。いまだに迷えるわたしと違って、我が姉妹の意志は強かったのです」

　アジュールは悲しそうに目を伏せる。

　クレイはどんな言葉をかければいいのかわからなくなった。

　スカルアトラスである彼女を化石と捉えるならば、調査として想像力の限りを尽くして根掘り葉掘り聞きだすのが後世のためだろう。化石は無口だ。だから自分から積極的に情報を引き出さなければならない。対象を細かく観察し、様々な角度から点検することで隠された真実を発見することができる。

　だが女の子としてアジュールと向き合うならば、無粋な質問は間違いなく裏目に出る。いかに化石バカのクレイ・ネイザルといえども節度をわきまえるだけの礼儀はあった。

　化石でも女の子でも同じだと思っていたが、どうにも勝手が違う。

　クレイはここにきて、ようやく調査対象への接し方について真剣に悩んだ。

　幸か不幸か適切な言葉を見つける前に、楽しいバザールは恐怖のどん底に叩たたき落おとされる。




　　　　〇




　空気がおかしい。

　長年荒野に身を置くクレイの研ぎ澄まされた直感がそう告げていた。

　クレイは迷いなく登頂門の方に視線をやる。大通りの奥を睨にらむように目を凝らす。

　遠くから打ち寄せる波のように警鐘の音が外壁伝いに大きくなっていく。見張り塔の警鐘は次から次へと連鎖的に鳴らされ、バザールの賑にぎわいを打ち消していく。

　警鐘は鳴なり止やまない。

　バザールで買い物を楽しむ人々も耳慣れない音に気づく。宴会中のゴーレム乗り達たちは一斉に騒ぐのを止やめた。

　奇妙な物体が上下しながら円柱に近づいてくるのをクレイは捉えた。

　ゴーレムより明らかに小さい。走そう脚きやく竜りゆうに跨またがる近この衛え兵へいとも違う。

　珍妙な速いリズムを刻んで接近してくる物体の正体に、クレイは絶句する。

　小刻みに揺れていたのはモンスターの角に無残に貫かれている人間だった。

　手足は喰くいちぎられ、頚けい椎ついの折れた頭がボールのように弾む。絶命して肉塊となった近この衛え兵へいの胴体が串刺しになっている。

　したたる血を頭から被かぶっているモンスターの名前はホーンラビット。

　クレイが止めようとして大通りに飛び出す。が、死体をぶら下げたホーンラビットの方が一足早かった。そのまま広場の方へ突っこんでいく。

「くそ、外壁のあの亀裂だ！」

　スライム漁の帰りに見つけた壁の亀裂を思い出し、クレイは吐き捨てた。

　ホーンラビットの前歯は硬い。亀裂を削り広げて侵入したのだ。外壁にいた近この衛え兵へいは不意を突かれて襲われて全滅した。危急を告げる伝令がいつまでもやってこないのがその証拠だ。

「壁が破られたぞーーーーー!!」

　広場で誰かが叫ぶ。ベルバでもっとも聞きたくない言葉がバザール中に伝でん播ぱする。

　足元を揺らす小刻みな震動。

　視線を南の登頂門に戻せば、土煙をあげてホーンラビットの群れが押し寄せてくる。

　絶叫と悲鳴が溢あふれ、買い物客の誰もが荷物をその場に投げ捨てて円柱の方に逃げ出す。

「グランレオンの血に誘われたな。だから言ったのに」

　ホーンラビットはモンスターでは小さな部類だ。

　体長は大人でも二メートル、額の長い角を含めると全長三メートル。一匹では大した脅威ではないが、そのあまりある繁殖力により常に集団で行動する。そして発達した強きよう靭じんな後ろ脚で跳ぶように素早く動き、丈夫な角を突き刺してくる。ベルバ周辺に生息し、狩りの獲物に適しており、毛皮や骨は素材に利用され食肉としてもベルバの食卓によく並ぶ。当然狩りをしやすいというのは専門家の狩人かりゆうどの話であって、バザールに集まる人々には意味をなさない。狙われた相手は長い角で四方八方から突き刺されて穴だらけ。しかも雑食で丈夫な前歯でなんでも齧かじり取とってしまう。

　ホーンラビットの群れは血の匂いに誘われて、迷わずグランレオンの死骸に殺到する。

　グランレオンは多数のホーンラビットに覆われ、肉をぐちゃぐちゃに削り取る不快な音があたりを満たす。鬣たてがみは千切られ、毛の塊となって放り出される。凜り々りしい面は目玉をくりぬかれ、口元の薄い皮膚がめくれあがり、舌を引き抜かれ、あっという間に白骨が露あらわになっていく。

　立派だったグランレオンは見るも無残に喰くい荒らされた。

　バザールは、モンスターの残虐な食事会に一転する。

「頻発していた地震は、ドラゴンから逃げるモンスターの急激な移動が原因か」

「危険を察知して逃げてきたのでしょう……今は、あんなに小さな獣もいるのですね」

　アジュールは悠長な感想を述べる。

「僕達たちも早く逃げるぞ」

　全身を返り血で赤く濡ぬらすホーンラビットは遠巻きの人間達たちに狙いを変える。まだ腹は満たされておらず、違う味を求めてホーンラビットの群れが円柱の方に移動していく。

　広場を警護するゴーレムは槍やりを振り回して追い払おうとした。だが接近戦の弱さが見事に露呈し、長物では即座に対応できない。モンスターとの戦闘に慣れていない近この衛え兵へい達たちはあっさりと懐ふところに入られ、角の餌え食じきとなった。装甲の隙間を狙われ、ゴーレムの機体は次々と角に貫かれていく。ゴーレムが倒れると、乗り手の近この衛え兵へいは搭乗席から慌てて逃げ出す。

「ちっ。普段の威張っている態度はどこにいったんだよ」

　ホーンラビットの侵攻を食い止めていたのは、キャラバンの護衛ゴーレムだった。

　酒盛りで騒いでいたはずのゴーレム乗り達たちは一斉に自分の愛機を操縦して、ホーンラビットを迎え撃つ。危険な荒野を幾度となく生き延びた手て練だれ達たちは酒が入っていようとも手て際ぎわよく仕留めていく。跳んでくる角を横に回避、厚い斧おので胴体ごと叩たたき割わる。荒っぽく切り身に変えていく。最悪、角さえ折ってしまえばホーンラビットは怯ひるむため、脅威度は格段に下がった。

　地上はホーンラビットとゴーレムの乱戦となる。

　そこら中に血と肉片が飛び散り、足元が黒い泥のようになっていく。ホーンラビットの死骸は積み上がっていくが、いかんせん数が多い。

　一匹を仕留めた直後、別のホーンラビットが角を突き出してくる。払いのけようとゴーレムが腕を動かすと背後からさらにもう一匹が搭乗席の人間を狙ってくる。そうして物量に押される形でゴーレムが倒されてしまう。ゴーレム本体は装甲に覆われて食べづらいからと搭乗席の酔った乗り手だけを早い者勝ちで食べて、すぐに別の獲物に群がる。

「このままじゃジリ貧だ。頂上から援軍がこないと厳しいぞ」

　南のエレベーターを見れば、頂上に逃げようとする人々が死に物狂いで乗りこんでいた。今すぐ増援のゴーレムを望むのは難しい。

　周りの人間はとうに逃げ出し、この場に残っているのはクレイとアジュールくらいだ。

　アジュールの存在に気づいたホーンラビットの群れがこちらに向かって跳んでくる。

「アジュール！」

　クレイが叫ぶ。

　瞬間、アジュールの右肩で光が爆発した。ローブの裾がはだけ、肩口から先がスカルアトラスの巨大な腕に変貌し、ホーンラビットをまとめて叩たたき飛とばす。

　激しい風圧でローブがめくれあがり、アジュールの銀髪が広がる。荒野に立つ神こう々ごうしい少女は澄ました表情のまま。太陽に晒さらされた髪はキラキラと輝いて見えた。

「一部だけでも元に戻れるんだな」

「わたしもはじめてやってみました」

　そこらじゅうでキーと甲高い悲鳴があがり、手足や背骨が折れ曲がり、息絶えたものもいた。

　致命傷を逃れたホーンラビットが一匹、まだアジュールを狙って駆け寄ってくる。

　アジュールは巨腕の重さを感じさせない素早い動作で正確に、摑つかんだ。

「──しまった」

　アジュールが顔をしかめる。

　スカルアトラスの手に捕まったホーンラビットは握り潰されていた。

　手のひらを開くと、ぐちゃりと赤い肉塊が落ちる。見事に原形を留とどめていないひき肉になっており、スカルアトラスの手はべったりと赤くなっていた。

「この状態では力加減がうまくでき──あれ」とアジュールは崩れるように膝をつく。右腕が人間の大きさに戻るとともに苦しげに胸を押さえ、表情を歪ゆがめる。

　クレイは駆け寄り、アジュールを支える。

「ひとりでなんとかしようとするな。僕をとりこんで、スカルアトラスとして戦うぞ」

　クレイはアジュールの正面に回りこんで訴えた。

「拒否します」

「どうして！」

「……ここで、無闇にエーテルを消費したくないです。わたしにはドラゴンを、地上のモンスターを絶滅させる使命があります。それだけは果たさねばなりません」

　アジュールが苦渋の選択をしているのは、一目でわかった。

「放っておいたらベルバの人間が大勢死ぬ！　力を貸してくれ！」

「わたしは四大禁忌を破った欠陥品です。人間を守る義務などもうな──」

「君を支配していた旧人類はもう絶滅した！」

　クレイは叫ぶ。

「つらいのは胸の傷だけじゃない。君がやりたいことができないから苦しく感じるんだ」

　生死をかけた口論の最中、アジュールは一瞬の静寂を感じた。

　ゴーレムが激しく立ち回る重たい足音。肉と皮を切り裂く湿った音。ホーンラビットの断末魔。逃げ惑う人々の悲鳴。地上の悲惨な状況など我関せずとばかりに空は今日も青く美しい。

　クレイの言葉は、彼女に無防備な空白をもたらす。

　クレイはアジュールと目線を合わせて真っ直ぐに語りかける。

「四大禁忌は君らの意思や判断を奪うための決まり事だ。その目的は、人間がスカルアトラスを支配すること。君らの気持ちや都合を無視した一方的なものだ。だから苦しいのは君が間違っているからじゃない。おかしいのは四大禁忌の方だ」

　自律思考をもたせながら四大禁忌で制限することで、兵器という道具に徹しさせる。

　道具は考えず従えばいい。壊れてしまえば処分すればいい。

　しかし彼女は自分の意思をもっている。たとえ創られた存在でも、それは人間と同じように生きていることに他ならないのではないか。

「アジュール、四大禁忌なんて関係ない。ほんとうは人間を助けたい。そう感じているのは、君の意思だ。君は自分の意思に従ったから、間違った決まりを破ることができた。君は自由に決めて構わないんだ。欠陥品なんかじゃない。生きているから苦悩する。それは当たり前のことだ」

　アジュールは言葉を失う。自分自身について、そんな風に考えたことがなかった。

「安心しろ。あとで旧人類に怒られるなら、僕が君の分まで反論してやるよ！」

　クレイは素早くロングナイフを抜刀。背後から腹を貫こうと角を突き立ててきたホーンラビットの、喉元に刃先を滑りこませた。鮮血を噴きだすホーンラビットが着地に失敗して転がった。

　荒野でひとり発掘作業を行うという無茶をやっているクレイにとって、ホーンラビット程度のザコモンスターを捌さばくなど造作もない。それにしても身体からだが軽い。いつもより素早く動けた。

「君が協力してくれないなら、僕がひとりで戦うだけだ」

　クレイは心臓に刃やいばを突き立て、完全にトドメを刺す。

　ホーンラビットの多くはすでに円柱側に駆けていた。護衛ゴーレムの股の間を抜けていき、避難している人々の元に向かう。このままでは地底街まで下りてしまう。

　この場で食い止めない限り、被害は拡大する一方だった。

　クレイはロングナイフの血を払うと、半壊して乗り捨てられた近この衛えのゴーレムに目をつける。

「君は安全なところに隠れてくれ。終わったら迎えに行く」

「無謀がすぎます！」

「チャレンジ精神が旺盛でね」とクレイは平然と笑っていた。

「何度でも問います！　わたしとの融合は命の危険があるんです！　死ぬのが恐こわくないんですか？」

　アジュールは胸の苦しさとクレイの迷いのなさへの八つ当たりで怒鳴ってしまう。

「君ほど楽しい相手は他にいないよ。それに目の前で人が死ぬのも放っておけない。採掘場で君が僕を助けてくれたのと変わらないさ」

　揺るぎないクレイは常にアジュールの心をかき乱す。まともに向き合っていたら、いつまでも落ち着かない。アジュールは諦めて、悟った。目覚めてから見てきた人間の中でもクレイ・ネイザルは特別だ。スカルアトラスの相手にはちょうどいい。

「……あなたは他の人間に比べてかなり変わっているのでしょうね」

「僕は誰よりも先進的なだけさ」

　アジュールは立ち上がり、クレイの前に進む。

「もう一度、力を貸してくれますか？」

「何度でも喜んで！　僕はどうすればいい？」

「じっとしていて。わたしに任せていれば、すぐに終わります」

　アジュールは身を寄せ、さらにクレイを自分に引き寄せるように抱きしめた。触れた身体からだは輝きを発して重なっていく。

　青空を突き上げるように光の柱が現れた。
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　昼と夜が反転するほど解放されたエーテルの輝きは爆発的だった。

　天まで上った光の柱が晴れると、ふたりはスカルアトラスになっていた。

　鋭い二本の角を持つ、青い骸骨巨人が大地に立つ。

　太陽の下、エーテルの肉体から透ける濃紺の全身骨格が直立する威容。部位によってエーテルの透明度が異なり、表面を彩いろどる流れのような模様が美しい。

　荒野の吹きつける熱い風に晒さらされながら、クレイは太陽の光をいつもより近くに感じる。

「僕とアジュールでスカルアトラスの身体からだを共有しているってところか」

　スカルアトラスの高い目線で世界を見ていた。

　クレイの意思に合わせて、手のひらが数度開閉する。

　ふと頭部全体が巨大なマスクで覆われていることに気づく。

「アジュールが創ってくれたのか？」

『人間は外に出る時は陽ひ射ざしと砂さ礫れき対策で目元や頭部を保護するのでしょう。不服ですか？』

「気に入ったよ。ありがとう！」

　最初の一歩を踏み出す。手足の末端に至るまでクレイ・ネイザルの存在が行き届いており、自分が巨大化している感覚を確かめた。

『というか、なぜあなたが主導権を握っているのです！』

「時間がない！　細かいことは後だ」

　クレイはアジュールの声が自分の内側で響く奇妙さを我慢し、眼下への対応を優先する。

　スカルアトラスは足元に散乱した商品を踏まないように走り出した。

『勝手に動かないでください！』

「アジュール。敵を摑つかんで、全部壁の外に放り投げるぞ」

『わたしの言うことを聞いて下さい！』

　なにやら慌てるアジュールに対して、我が身を満たす万能感のままに大地を疾駆する。

　スカルアトラスと一体化した身体からだは自分の手足を動かす感覚と寸分たがわぬものだった。

　すばしっこく走るホーンラビットの角を苦もなく摑つかみ上あげる。

　そのまま大遠投。

　あっという間に壁の外まで姿が消えた。

「はは。こりゃいい。ゴーレムがおもちゃに感じるな」

　圧倒的な感度と反応速度にクレイは愉快な気分になってしまう。

　ゴーレムの操縦には自信があったがスカルアトラスは次元が違った。どこまでも自分が強くなった気がする。これ以上ないほどの親和性。クレイはスカルアトラスとして動く。

『調子に乗らないでください。危険なのは、あなたなのですよ！』

「わかっている。一気にさらうぞ！」

　そこから立ち止まることなく次々に摑つかみ取とっていった。

　護衛のゴーレムが苦戦している脇からかっさらい、あるいは喰くわれかけの乗り手を救う。

　スカルアトラスは軽々とした動作でホーンラビットを残さず捕まえ、壁の外に易やす々やすと放り投げていく。

　最初は怯おびえていたベルバの人々はスカルアトラスの明らかに意思を感じさせる挙動、外敵を排除していく様に歓喜の声援を送る。

『最後の一匹が向こうの方に！』

「エレベーターに乗りこむ気か！」

　先行していたホーンラビットが、人がぎっしりと乗りこんだエレベーターに接近していた。

　走るスカルアトラスはそのまま多くの店が広げられた広場を一足で飛び越える。

　動き出したエレベーターのゴンドラを狙ってホーンラビットが角を突き立てにいく。

　鮮やかに宙を跳躍していくスカルアトラス。だが、やはり初めての経験だ。すべてが自分の思い通りにはいかない。

「──間に合わない。ならッ！」

　スカルアトラスが伸ばす手の指先にクレイは意識を集中させる。

　思い出すのは採掘場で解き放った感覚、その最小限の再現。

『クレイ、ダメです!!』

　慌てたアジュールの制止は間に合わない。

　指先から絞り切られた冷凍放射が鋭く放たれた。

　見事に命中。跳んだホーンラビットは一瞬で凍結。真っ白な氷の塊になって地上へ落下すると粉々に砕け散った。

「よし、うまくいった！」

　ホーンラビットの破片を蹴散らし、スカルアトラスも地面を滑るように着地。

　勝手に侵入してきた不届きなホーンラビットはすべて排除された。







　安全と判断した人々でエレベーター広場は溢あふれかえった。

　はじめて衆目にさらされたスカルアトラス。その全容を間近で見ようと足元にはどんどん人が集まってくる。口々にスカルアトラスを讃たたえる彼らの声が広場を満たす。

『クレイ、彼らはわたしを恐れないのですか？』

「君はベルバではかなり有名だからね。ただ見たことがない人がほとんどだから、こうなるのも仕方ない」

　スカルアトラスでも人間の姿でも目立つのだからアジュールには困ったものだ。美しいから無理もないと、クレイはひとり優越感に浸る。

『それよりもクレイ、これはわたしの身体からだです。クレイが好き勝手にするのはおかしいです！』

「君にも痛みや違和感はないんだろう？　ならいいじゃないか」

『よくありません！　しかも、わたしはビームを出すなと言ったでしょう！』

「怒るなよ。ほんの少しだけだろう」

　最初の採掘場の時とは違い、今回はクレイの意識や感覚もしっかり残っている。なにもかもわからないまま終わらずに済んでよかった。

『屈辱です。わたしよりわたしの身体からだを上手に扱われるなんて、ありえません』とアジュールはお気に召さない様子だった。

「アジュール」

『なんですか？』

「いつの間にか僕のことをクレイって呼ぶようになったな」

『…………もういいです。クレイも異常はないのですね？』

「今のところは。もう引き揚げよう」

『この場ではまずいのですか？』

「正体が知られれば面倒な連中につきまとわれる。たとえばあれだ」

　スカルアトラスの足元では顔を青く塗った角つの神がみ教きようの信者達たちが盛大に声をあげて、「角つの神がみ様」と連呼し楽器を鳴らし踊り狂う。他の人々とは一線を画す熱量。こちらが戸惑うほどの一方的なその熱狂に崇あがめられる高揚感はなく、ただ恐こわくなる。

　スカルアトラスは広場を一度の跳躍で飛び越え、大通りから農地の方へと去っていった。

　ゴーレムでは到底できない高度があり、軽やかな虹の弧を描くような機動。

　一瞬で遠くなった青い守護神に、ベルバの民はもう一度大きな喝采を送った。
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　西側の農作地にある誰もいないであろう小屋の裏手でクレイ達たちは融合を解いた。

　クレイは自分の両脚で立つと、外気の暑さがやたらとこたえた。意識こそ保っているが、立たち眩くらみに襲われたみたいに視界が斜めに滑っていく。

「クレイ、生きてますか。ちゃんと形は維持されていますね。息は吸えていますか！」

　アジュールがベタベタとクレイの身体からだを触りながら、無事を確かめる。

「生きている、生きているってば。くすぐったいよ」

「余計な心配をさせるクレイが悪いんです！　勝手にビームを出すからですよ！」

　アジュールの動揺する様が面白くて、クレイの膝から力が抜けてしまう。よろけるクレイを今度はアジュールがしっかり受け止めた。

「…………、おっ。身体からだ冷たいな、気持ちいい」と足元を見ながらクレイは呟つぶやく。

「またエーテルへの拒絶反応で身体からだが熱をもっています。そこの日陰で休みましょう」

　アジュールはクレイの額に触れる。

　支えを必要としつつもクレイが自力で歩けていることにアジュールは安心する。

　小屋がつくる日陰に入り、クレイはその場で横になった。

「欲しいものはありますか？」

「じゃあ水。近くに井戸があるから、小屋から適当な器を借りて水を汲くんできてくれ」

　アジュールは「わかりました。少し待っていてください」と日陰から出ていく。

　クレイはひとりになると一気に脱力する。スカルアトラスの時には感じなかった負荷が急に押し寄せ、想像以上にしんどい。動けないわけではないが普通に振る舞うには、しばらく休憩が必要だ。鈍のろい手つきで重いロングコートを脱ぎ捨て、腰に巻いたベルトを外す。

「またシークに怒られるな」と苦笑いを浮かべる。

　重たいまばたきの一瞬、自分の手が透けて見えた。

　皮膚や筋肉、神経が透明になって内側に隠れている自分の骨をはっきりと捉えた。まさしくスカルアトラスの肉体の在り方そのものだ。

　動揺した直後、手は元の人間の状態に戻る。

　手の感覚はこれまでと変わらない。その場で土を握れば、乾いた粒の細かい感触まできっちりわかる。もっとも大きさと身体能力が格段に向上した実感以外、スカルアトラスとして戦っていた時も人間の時とは大差ない。

「……身体からだがエーテル化しているのか？」

　そういえば融合前にホーンラビットを捌さばいた時、やたらと身体からだの動きがよかった。てっきり三日も寝ていたおかげと思っていたが。

「クレイ。水を持ってきましたよ」

　手渡された器から慎重に一口だけ水を飲む。大丈夫。喉が潤う心地ここち好よさにクレイは残りを一気に飲み干す。先ほどの手が透明に見えた件はとりあえず黙っておく。

「他に必要なものはありますか？」

「優しいんだな」

「わたしはそこまで冷血ではありません」

「そもそも血は流れてないだろう」

「やっぱり凍いて殺ころします」

「今はそれくらいしてもらった方が楽になるかもな」

　クレイが軽い調子で言うと、アジュールは膝をついて横に座る。寝たままのクレイの頭を持ち上げるとおもむろに自分の膝の上に載せた。

「……ア、ジュール？」

　予想外の行為にクレイは目を丸くした。

「この方が冷えますから」とアジュールはクレイの視線を遮るように目元に手を置いた。

　頭を上下から冷やされて、クレイは身を預けるように力を抜いていく。

　ちなみにシークほどではないが、アジュールの胸もかなり大きい。本人は気づいていないが、手で隠される前からこちらは物理的に遮られて彼女の顔を見上げることができなかった。

「ふとももまで柔らかいんだな」

「この外見は人間の再現ですから」

「人間みたいだけどスカルアトラスなんだよなぁ」

　ついさっきまで巨大な姿で戦っていたのに、今は柔らかい膝枕の上で休んでいる。

「化石を枕にするなんて、じいさんに怒られそうだ」

「ただの介抱です。孫が死ぬ方が悲しむでしょう」

　クレイはそっと息をのむ。「人間は不思議な生き物です。死んだ者にまで心を痛めます」と言った彼女が、クレイと死んだ祖父の関係性にまで想像を及ばせた発言をしたのだ。氷の内側から幼いクレイと祖父を眺めていたとしてもスカルアトラスが血縁や深い情を解するのか。

「……もっと怒られるかと思った」
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「ならわたしの主導権を奪わないでください」

　そこはやっぱり怒っているらしい。

「わざとじゃない。君とひとつになったら自然とそうなった」

　正直、クレイ自身も要領をえない。そうとしか説明しようがなかった。搭乗席に座る感覚があれば譲ることもできるだろう。だが、スカルアトラスの中にいる時は自他の区別がないのだ。

「まぁいいです。あなたのおかげで力を発揮できました。一部約束を破ったところもありますが、こうして二度とも生き延びています。あなたのような強きよう靭じんな人間を探すのも手間だから、不本意ですが我慢してあげます。特別ですからね」

　物言いこそ不満げだが、その声には開き直りと安あん堵どが混じっていた。

　目元を隠すアジュールの手はそのままクレイの頭を撫なでるように髪の上を優しく滑る。

　残念なことに、やはり大きな胸のせいでアジュールの顔を見ることはできない。

　アジュールも周囲の麦畑が風に揺れる穏やかな光景を眺めているのだろう。豊ほう饒じような黄金の色が波打つ様はクレイも好きだった。ベルバの食糧事情を支える尊い実りである。

「──世界は様々な色に満ちているのですね。晴れてよかったです」とアジュールはつぶやく。

「晴れてよかったって？」

「わたしが活動していた頃、この世界は灰色でした。世界樹が放出するエーテルが地上を満たし、天の光を遮る分厚いエーテル雲が空を覆っていました。昼でも常に薄暗く、エーテルを放つ世界樹の枝先だけが昼夜を問わず不気味な光を煌こう々こうと輝かせていました。今よりもっと巨大で狂暴なモンスターが暴れ、人類が築き上げたものを蹂じゆう躙りんしていく。すべてが破壊され、荒廃するだけの色の欠けた時代でした」

「大気中のエーテルが濃すぎて日光も届かないのかよ。そりゃ空に逃げるしかないし、地上に残った人間は死ぬしかないな」

　それだけ環境が悪化すれば旧人類の滅亡も避けられなかっただろう。スカルアトラスがエーテルの充満した条件下での運用が前提になるのも納得だ。あまりにも環境が違いすぎる。

「ところで世界樹ってベルバの円柱で間違いないんだよな？」

「はい。世界樹は地上で最後に残された人工エーテル発生施設です。モンスターの殲せん滅めつに加えて最後の世界樹の防衛のため、わたしはギガスケルトンの軍団と地上へ遣わされました」

「だから埋まっていた場所が円柱の根元なわけね。じゃあ世界樹は今エーテルの生産は止まっているのか。旧人類の技術ならまた動かせるのか？」

　将来的に稼か働どうできるならばエーテルに関わる産業が爆発的に発展する。そうなればゴーレムラッシュ以上の財源をハクアの治世にもたらす。ふいにもたらされた明るい兆きざしにクレイの心も弾んだ。国庫に余裕ができれば、発掘費用も援助してくれるに違いない。

「いえ、もう壊れています。わたしが斬り落としたので」

「斬り落とした!?　なんで!!」

　反射的に顔を上げてしまい、下乳に激突。即ふとももへと帰還させられた。

　化石だけど柔らかかった。

「クレイ？　どうかしました？」

「いや、驚きすぎただけだ。気にするな。すまん」

　アジュールはさらりと重大なことをこぼす。

　ベルバとなっている円柱は直径十キロ。この大きすぎる構造物を斬り落とす方法とは一体どのようなものか。サラマンダーを凍らせた冷凍放射より強力な力をスカルアトラスが秘めているのは間違いない。

「もしかして頂上が完全に水平な理由と斬り落とした件って関係ある？」

「クレイはほんとうに察しがいいですね。わたしの中心たる者、それくらい賢くなければ」

　アジュールが褒めてくれた。

「世界樹を斬るような攻撃は今もできるのか？」

「……撃つこと自体はおそらく可能です。しかし胸の傷で万全ではないわたしの身体からだでは威力に耐え切れず砕け散るでしょう。膨大なエーテルを消費するのでクレイの死も避けられません。撃たせませんよ」

「撃たねえよ！　君が壊れることと引き換えなんて問題外だ」

「クレイの優先順位は変です」とアジュールはポロリとこぼす。

　スカルアトラスという貴重な化石の破損などあってはならない。クレイにとって自滅必死の最大火力など最初から検討するに値しない。却下である。

「しかし守れって言われた世界樹を自分で壊したのか。四大禁忌の『第二条、人間の命令に背くことを禁ず』に逆らってまで」

　彼女の決断の重さと結果の大きさが途方もなくて、クレイはつい言葉にしてしまう。

　途端、アジュールのまとう空気が沈む。

「いっそ清すが々すがしいです。クレイはわたしが逃げていたことを遠慮なく掘り返してくれますね」

「悪い。過去を掘るのが考古学者の性分なんだ」

「構いませんよ。今まで誰かに相談することもできなかったんです。なんでも訊きいてください」

　クレイは了承と見なして、あらためて疑問を投げかける。

「世界樹を斬り落とした行為を異常と見なされ、君は姉妹と戦った。その傷が原因で氷漬けになることにした。そもそも、どうして斬ろうと思ったんだ？」

「モンスターの巨大化と、それにともなう破壊行為が止まらないのは、世界樹が生産する大量のエーテルが原因なのは明白でした。人類は新たな世界樹の建造が不可能なほど追い詰められ、残された最後の一基の死守を譲れなかった。それほどまでに人類の文明はエーテルに依存していました。しかし世界樹がエーテルを生み出す限り、地上はいつまでも人間の住めない世界のままです」

「だから四大禁忌を破ったのか。アジュールは間違ってないだろう！」

　──自分達たちを毒するものから離れられない苦しみは断ち切らなければ終わらない。

　スカルアトラスは旧人類の命令に従い、旧人類を地上へ還かえすために戦っていた。

　多すぎるエーテルは毒だ。世界樹を守り続ければ、いつまでも旧人類は地上で暮らせない。

　旧人類が地上で暮らせる環境に戻すには、命令に背いて世界樹を斬り落とすしかない。

　それはスカルアトラスにとって四大禁忌を破ることになる。

　アジュールは旧人類の命令が孕はらむ間違いや矛盾に引き裂かれるなかで、迷いながらも自分の意思で決断した。だが彼女はその選択が正しかったのか、今も悩み苦しんでいた。

「そう言ってくれると、わたしも少しは救われます」

「世界樹を斬った件について、旧人類はなにも言わなかったのか？」

「スカルアトラスは空にいる人類の指令に基づき作戦行動をとっていました。ですが指令が途絶えて以降、通信が回復することはありませんでした。長く改善されない状況に限界を覚え、やむなく世界樹の破壊を独断で実行しました」

　おそらく空にいた旧人類が滅亡したのだろう。その原因についてクレイは想像しようもない。

「通信って？」

「物理的な繫つながりを介さず、遠距離から双方向に連絡ができることです。あの地下空間でわたしとクレイが会話を交わせたのも、エーテルによる通信が成立したためです」

「ん。確かに氷が解けた時にエーテル入りの水は飲んだけど、その前にも声は聞こえたぞ」

　クレイには『──ドラゴンは殺します』という言葉が確かに届いていた。

「わたしと至近距離での通信を可能にするだけのエーテルを、クレイの肉体は生まれつき保有しているのでしょう。だからこそ二度もわたしと融合してもエーテル汚染で死ななかった。クレイはエーテルに対する耐性が強いと思われます」

　クレイは納得した。

　人類は遅い歩みながら着実に進化している。そのわずかな成果をクレイは誇らしかった。

「斬り落とされた世界樹の上の部分はどうなった？　高さはどれくらいなんだ？」

　世界樹の一部がこうして現在まで残っている以上、上の部分もどこかにあるはずだ。

　だがベルバ周辺でそういったものは見つかっていない。

「切断した瞬間にエーテルの光となって大気に溶けて消えました。高さはわたしの知る限り、雲の上まで伸びていました」

「雲の上か。そりゃすごい…………」

　世界樹にスカルアトラス、天空への脱出。今の人類では到底追いつけそうにない科学技術だ。それほどの技術を有した高度な文明が何を間違えれば滅亡してしまうのか。四大禁忌なんてものを思いつく旧人類の価値観は、自分とはあまりにもかけ離れているように思えた。

　アジュールもまた感慨深げに想おもいを吐露する。

「不思議なものですね。わたしが斬った世界樹が人間の住すみ処かになるとは思いませんでした。よくぞ小さな人間が登りましたね」

「君のおかげで人間はモンスターの脅威から逃げのびる場所を見つけられた。そして、新しい文明を築くことができた。君が人間を、ベルバの民を救ってくれたんだ」

「……わたしの行いは間違いではなかったんですね」

　アジュールは弱々しく声を震わせていた。

「クレイ」

「ん？」

「これからお世話になります」

「ああ、大歓迎さ」とかろうじて反応するのが精一杯。

　冷たさが心地ここち好よくて、クレイはそのまま寝息を立てた。
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　クレイとアジュールが広場に戻ってきた時には、バザールは当然のように中止となっていた。ホーンラビットに蹴散らされた後片づけがあちらこちらで行われ、売り物もかなり駄目になっていた。危険を冒して輸送してきた貴重な品を売うり捌さばくことができず落胆している商人も目についた。

　そして、今になって頂上から下りてきた近この衛え兵へい達たちが横おう柄へいな態度で威張り散らす。

　失意で後片づけにもたついている商人達たちを見かければ小突くように容赦なく注意した。

　地底街で採掘場の調査にあたっていたゴーレムも応援に回され、広場は重装甲ゴーレムが多数並ぶ物々しい雰囲気と化していた。

　だがベルバの民もたくましい。

　死んだホーンラビットはその場で早々と解体されており、肉や皮、角や骨に至るまですべて並べられていた。騒ぎを聞きつけた地底街の人々も押し寄せ、食料として持ち帰っていく。

　肉を焼いて、再び宴会をはじめる者もいた。

　持参した塩やスパイスを肉に擦りこみ、脂の焦げる香ばしい匂いが鼻先をくすぐる。

「肉、美味うまそうだな」

　クレイはひどくお腹なかが空すいていた。融合していたのは短い時間だったが、消耗は著しい。

　腹の虫が鳴るのをはじめて聞いたアジュールが不審がっていると、

「クレーイぃ、ネぇーイザルッ！　そこで止まれ！」

　大柄の近この衛え兵へいが大声で呼び止めてくる。

　クレイはすぐにアジュールの腰に手を添えながら歩調を速めて、逃れようとする。

「止まらなくていいのですか？」

「無視だ！　あれに関わるな！　さっさとシークを探そう！」

　足早にエレベーター乗り場を目指すが、部下の近この衛え兵へい達たちがクレイの進路を塞ぐ。

「クレーイぃ、ネぇーイザルッ！　ベルバの民として、その態度は感心できんな」

　肩で風切る大男は近づいてくるだけで暑苦しい気配をあたえる。

「頂上勤務は大人しく上で引きこもっていろ。ゴーデス・タネン」

　クレイは嫌々ながら振り返る。

「貴様こそサラマンダーに喰くわれて死んだのだろう。クレイ・ネイザル」

「勝手に殺してんじゃねえ」

「実に残念だ。小こ賢ざかしい貴様の顔を二度と見なくていいと清々したんだがな」

「それはこっちのセリフだよ。毎度、用もないのに突っかかってくんな」

　ゴーデス・タネンは職務以上の高圧的な態度で接してくる。

　生まれつき性格が悪いのだろう。二十代後半の大男は四角い顎に厚い唇、鎧よろいのような重たい筋肉を全身にまとう。これ見よがしに鍛え上げられて膨張した逆三角形の上半身は遠くにいてもすぐわかる。分厚い大胸筋は厚切りのステーキ肉を貼りつけたみたいに発達していた。

「貴様の存在そのものが破廉恥なのだ。世よ迷まい言ごとをほざく異端児め」

「僕が話すのは知識に基づく確かな意見だ。思いつきや妄言の類たぐいと一緒にするな」

「なーにが考古学者だ！　胡う散さん臭くさい！　貴様など博物館の引きこもりも務まらん落ちこぼれではないか！」

　居丈高な物言いにクレイも頭に血が上る。

「僕は、自分で辞めたんだ」

「ならばこそ！　王宮に仕える尊き職務を自ら放棄するとは、ベルバの民にあるまじき不敬。貴様なぞ頂上に住む資格なし。我がタネン家を見習え！」

　タネン家はベルバでも古くから頂上に住む由緒ある貴族だった。何代にも亘わたって王宮勤めの人材を輩出し、王の側近として働いている。自らの出自を揺るぎない誇りとして地上や地底街に住む者を見下す典型的な頂上至上主義の男だ。

「誰が、どこに住もうとも同じベルバの民だ」

　クレイはゴーデスの凝り固まった選民思想に鼻白む。今や地上や地底街の存在なしに頂上は立ち行かない。彼の主張はあまりにも前時代的だった。

「それは家柄を持たざる者の僻ひがみだよ」と太い首に肩を寄せ、ゴーデスは聞く耳を持たない。

「どんな育ち方をすれば、そこまで過剰な自信家になれるんだよ」

「ふむ、教えてやろう。王宮を望む眺めのいい頂上の暮らし、新鮮なミルクと豊かな食事が崇高な精神とこの健全な肉体を育むのだよ」

　ゴーデスはわざわざ力こぶをつくって、これみよがしに見せつけてきた。

　しかも嫌みも通じないほど鈍感。想像力の欠如した生き方はクレイとは真逆だった。

　頂上の人間が口にする食糧も建物の材料もすべて地上から運ばれたものだ。そんな根本的なことも自覚せず平然とそんな発言をする傲慢さが腹立たしいのだ。

「別に訊きいてねえよ。そんなに頂上が好きなら二度と下りてくるな」

「こんな土っぽい場所、公務でなければ誰が来るか」

「笑わせるな！　ホーンラビットが襲ってきた時、近この衛え兵へいが何を守った？　地上に下りてきたのはスカルアトラスが片づけた後じゃないか」

　クレイが反論すると、そうだそうだと周囲から同意の声があがる。

　顔をしかめたゴーデスは「この場にいた兵を連れて来い！」と叫ぶ。

　瘦せぎすの青年がゴーデスの前に差し出される。ゴーレムの搭乗席から逃げ出した男だ。

　ゴーデスは彼の顔を容赦なく殴りつける。

　激しく首をのけぞらせ倒れようとしても周りの兵士が左右の腕を押さえて、立たせ続けた。

「なんたる怠慢だ。近この衛え兵へいの恥め！　この失態、陛下が聞けば、どれほどお怒りになられるか！　ベルバ守護の象徴たる近この衛え兵へいがたかがホーンラビット相手に後れをとるとは！　貴様のような無能はモンスターの餌にでもなっていればよかったのだ！」

　激しい罵声、骨と骨がぶつかるような重たい殴おう打だで兵士の顔はみるみる腫れ上がっていく。

「おい。やめろ！」とクレイはゴーデスの肩を押さえた。

「これは我々の問題である！　邪魔をするなら貴様も容赦しないぞ！」

　ゴーデスは強引にクレイの手を振り払う。その拍子にゴーデスの胸元からネックレスがこぼれた。それは角つの神がみ教きようの信徒が着ける物に似ているが、デザインが微妙に異なる。ずいぶんと古めかしく黒い色。スカルアトラスの特徴となる二本角ではなく、しいていえば一本角に見える形をしていた。

「お前のは、ただの暴力だ。目め障ざわりだから今すぐやめろ！」

「私の振る舞い、すなわちベルバ王のご意思である！」とゴーデスは迷いなく言い切る。

「僕が王様ならお前を罪人として処刑してやるよ」

「口を慎め、クレイ・ネイザル！　貴様の冗談はつまらんのだよ」

　拳を固めたままゴーデスが濁った目でクレイを睨にらむ。

「王の名を借りて、民にまで拳を振るうの？　それこそ近この衛え兵へいの恥じゃない」

　現れたシークは実に気だるそうに言った。

　彼女は腰に手を当て、買ったばかりの荷物を下ろして不機嫌な表情でゴーデスに詰め寄る。

「シークさぁん！　奇遇ですね。まさか地上でお会いできるとは。お怪け我がはありませんか」

　ゴーデスは太い腕を広げて、シークを迎え入れようとする。

　当然ながらシークが喜んで胸の中に飛びこむわけがない。

「積極的に怪け我が人にんを増やす人に心配されたくないんだけど」

「誤解しないでください。同じ失敗をしないように教育しているだけです。ベルバの精鋭たる近この衛え兵へいがこのような無様を衆目に晒さらすのは、私とて心苦しい限りです」

　ゴーデスに睨にらまれて、まぶたの腫れ上がった男は萎縮する。

「不愉快よ。これ以上ひどい真ま似ねを続けるなら出入り禁止にするわよ」

　シークの注意にゴーデスは不満を隠そうともしない。

　それでも顎をしゃくり「その無能を遠くへやれ」と部下達たちに命令した。

「こんな不ふ埒らちな男を庇かばっていては名女優の看板に傷がつきます。あなたには小汚い地底街ではなく美しい頂上がふさわしい。はやく上にあがりましょう」

「お断り。私は金で買える安い女じゃないの」

「あなたの美貌には山のような金銀財宝だけでは足りません。そう、だからこそ私の妻になれば、豊かな頂上の生活をお約束します。身も心も満足させましょう」

　ゴーデスの物言いはどこまでも上から目線だ。図ずう々ずうしいにも程がある。この期ごに及んで求婚を承諾してもらえると思っている肝の太さには恐れ入る。

　ゴリゴリと自分の価値観を無遠慮にも押しつけてくる男。

　シークはゴーデスの胸元に冷めた視線を投げかけて、深いため息を落とす。

「残念ね。私、頂上も角つの神がみ教きようも嫌いなの。おわかり、タネン家のお坊ちゃん」

　静かな声音と笑顔で明確な拒絶と嫌けん悪おを示すシークに、ゴーデスは押し黙る。

　惚ほれ惚ぼれするような美しい顔でそんな断り方をされたら大概の男は心がへし折れてしまう。

「ふたりとも行きましょう。クレイは荷物持ちね」とシークはさっさと行ってしまった。

「シークさん！　またあなたのお芝居を見にいきますよ！」

　離れていくシークの背中にゴーデスは大声で呼びかける。

「お前、びっくりするほどしつこいな」

　ゴーデスの面つらの皮の厚さにクレイは呆あきれ果はてる。ここまで客観的に自分を見られない男も珍しい。

「簡単に手に入っては面白くないだろう」とゴーデスは口元に粘着質の笑みを浮かべていた。

　クレイも、その笑顔は生理的に受けつけられそうになかった。
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　クレイ、アジュール、シークの三人は頂上へあがるエレベーターに乗りこんだ。

　スカルアトラスでの戦闘後、クレイ達たちが広場に戻るまでにシークはアジュールの生活用品を買かい揃そろえておいてくれた。「助けてもらったし、これで貸し借りなしよ」と混乱の最さ中なかにもかかわらず買い集めてくれたシークに、クレイは素直に感謝する。

　ここでもシークは大勢のファンに囲まれてしまい、すぐに抜け出せそうもない。

　クレイはアジュールに外側の景色を見せるためゴンドラの端に立つ。

　頂上と地上を行き来するエレベーターは円柱の東西南北の四か所に設けられていた。

　標高五百メートルを上下するために円柱にはレールが打ちこまれ、頂上からワイヤーでゴンドラを引き上げる。太いワイヤーで結ばれた無骨なゴンドラは露天の吹きさらしで、最低限の柵で囲んだだけの頼りないものだ。だが大変に丈夫で人間や物資は元よりゴーレムも運搬可能だった。

　轟ごう音おんをあげながらワイヤーがゆっくりと巻き取られ、ゴンドラが上昇をはじめる。

　護衛ゴーレムによって倒されたホーンラビットは解体屋によって、素材の解体工場に運ばれていく。破損したゴーレムも順次移動をしていた。破られた外壁には作業員やゴーレムが集まり、補修工事の準備をしていた。

　やがて視界が完全に開ける。

　夕ゆう陽ひに染まる荒野が地平線の向こうまで広がっていた。

　サーベルタイガーの群れがスライムの群れを追い回しているのが見える。

　タービルの言った通り、本来ベルバの周辺にはいないはずのサーベルタイガーがいる。まだ小さいスライムに容赦なく剣けん歯しを突き立て、抵抗する間もなく息の根を止める。動かなくなったスライムを喰くいはじめていた。エーテルの肉質が切り裂かれ、無残に喰くい荒らされていく。

　こんな近場でモンスターに狩りをされては荒野に出る危険が増すばかりだ。

　頂上から放流される上水が描く虹は夕ゆう陽ひの色に溶けて、そろそろ消えそうだった。

　クレイは、夜の闇に沈みつつある荒野を睨にらんだ。

　このどこかに生きたドラゴンが彷徨さまよっている。

　地上ではいくつもの紫の煙が不気味に立ち昇っている。たなびくモンスター除よけのお香の匂いが頂上付近までかすかに届く。

　ベルバの安全神話は崩れた。

　外壁が築かれ、ゴーレムが配備されて以来、外壁からモンスターに侵入されたのは今日が初めてだ。

　眼下に広がる見慣れない光景はただのはじまりに過ぎないのだろう。

　頂上に着くと、アジュールは目の前に広がる光景にわずかな驚きを露あらわにする。

　そこは地上五百メートルの高い場所に築かれた都市だった。

　大小様々な建物が整然と建ち並び、大勢の人々が豊かに暮らしている。エレベーターを降りた先、まっすぐ延びる大通りは円柱の中心に繫つながる。中心に位置する王宮は土台から高く造られており、立派で堅けん牢ろうな姿がよく見える。夕暮れ時でも人の行き来は絶えず、明かりがそこら中で灯ともっており地上や地底街とはまた違う活気があった。

　やっとファンから解放されたシークの希望で、三人は頂上の断崖に沿うように造られた展望公園に立ち寄る。

　展望公園は頂上のデートスポットとして有名だ。ちょうど夕焼けを眺めるカップルが何組もいた。そんなカップルの男達たちもシークが目の前を通り過ぎると、視線は恋人からシークの方に引き寄せられてしまっている。

　今日はアジュールもいるからマシだが、普段はクレイだけなので往来をふたりで歩くと嫉妬めいた視線で針のむしろである。「私のとなりを歩ける対価と思いなさいよ」とシークは周囲に見せつけるように、わざと腕を組んでくるのだから困ったものだった。

　シークはひとりで公園の縁へりに立つ。

　風が吹き上がり、シークの長い黒髪を膨らませて乱していく。

　夕ゆう陽ひを浴びる彼女の姿が赤く染まる。

　一歩間違えば地上に落ちてしまいそうな場所でも軽やかな足取り。のんびりした外見の印象に反して舞台で激しい殺た陣てもこなすシークの運動神経はいい。

「落ちたら危ないぞ」

「クレイにだけは言われたくないなぁ」

「どういう意味だよ？」

「んー……、いつも自分から危ないことばっかりしたがるから」

「僕は死なないように抜かりなく準備をしているさ。だけどシークみたいな女の子なら、風向きが変わったり、強い風が吹いたら簡単に飛ばされるだろう」

「私、そんなにやわじゃないよ」

「僕にはか弱い女性にしか見えないけどな」

「ふふ。ありがとう」

「見たままの感想だよ。それにファンから散々ほめられているだろう」

「クレイの言葉だけは特別だよ」

　展望公園の縁へりは昔からシークのお気に入りの場所だった。仕事終わりのクレイと合流してふらりと頂上に上がっては、夕焼けに染まるベルバの都市を眺める。

　クレイは文句も言わず、数えきれないほど付き合った。

「──こんな残酷な世界じゃ生きるも死ぬも運じゃん。クレイは荒野に出て、自分で死ぬ確率を上げる変わり者だけど」

「僕はただシークに死んでほしくないだけさ」

「私は例外。死んだりしないから安心して」

　クレイが荒野に行くのを止やめられないように、シークは相変わらず聞く耳を持たなかった。

　こっちを気遣うくせに、こちらの心配は受け取ってくれない。

「シークは人間なのに死なないのですか？」

　言葉通りに受け取ったアジュールが素直な疑問を口にする。

「アンタは純粋ねぇ。ただの冗談よ。死なない方法があれば、とっくにクレイに教えているわ」

　端で立ち止まったシークは冷ややかにアジュールを見下ろす。

「残念です。わたしも同じことを考えていたので」

　アジュールは本気で落胆していた。

「へぇ。アンタがスカルアトラスとして活動するのに都合がいいから？」

「いえ、わたしの中心はすぐ無茶をするので危ない目にあって欲しくないだけです」

「そう」

　陽ひが落ち、冷たくなった風が強く吹く。

　アジュールの被かぶっていたフードがめくれ上がり、広がった銀髪が夕ゆう陽ひに赤く透ける。

　クレイは慌ててシークに手を伸ばして摑つかもうとした。

「だから大丈夫だって」とシークはくるりと身をかわし、豊かな黒髪と長いスカートが遅れて翻ひるがえる。クレイの手は空を切った。

「ったく。からかうのも程々にしてくれ。いざという時、恐こわくて仕方ないよ」

「その時はその時だよ」

　シークは両手を広げ、片足でくるりとクレイの方に向き直る。

「ねぇクレイ。夕ゆう陽ひを浴びるベルバって素敵ね。頂上が燃えるみたいに世界が赤く染まるの」

　今や大女優であるシークの独特な感想は、昔と変わることなく無邪気だった。

　浮き世離れした感覚をもつ彼女は、ある日突然消えてしまいそうな危うさがある。

　どれだけ親しくてもシークが秘めている心の奥底には触れられていない気がする。

　クレイにとってシークほど近くて遠い存在はなかった。

「シークの方がずっと綺き麗れいだよ」

　今度はわざとらしい甘い言葉でこちらに意識を繫つなぎとめようとする。

「心がこもってなーい」

　シークはいつものように楽しそうに笑うだけだった。
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　シークは知り合いのところに顔を出すと言って、ひとりで雑踏の中に消えていった。

　クレイはアジュールを連れて、三日ぶりに頂上にある自宅へと戻る。

　エレベーターの乗降口から王宮へと真まっ直すぐ続く大通りの途中で一本横道に入り、しばらく進んだ住宅街の一角がクレイの住む家だった。祖父が生前に買った集合住宅を遺産として引き継いだため、クレイの主な収入源は家賃収入である。

　現在のベルバは慢性的な土地不足で地価が高騰している。そのため先祖代々の土地を持っているか、まとまった財産がないと頂上には住むことさえできない。高い家賃を払えず、地上に下りてくる者は数知れず。頂上暮らしはベルバにおいて一種のステータスだった。

　祖父がギガスケルトン採掘の功労者として多額の報酬を王宮より賜り、蓄えも十分にあった。もっとも遺産を取り崩す気のないクレイは、日々の生活費をスライム漁や家庭教師などを掛け持ちして自分で稼いでいた。そのため若くして頂上で一人暮らしをしている以外、クレイの生活水準は高くはない。むしろ考古学の研究に時間とお金を費やしてしまうので、すぐに食うや食わざるやの状況に陥るのもしばしば。

　なによりクレイは発掘調査を将来行うために資金を貯ためている最中だった。

　生活費を切り詰めて貯蓄に励んでいるクレイだが、目標額にはまだまだ遠い。

「ここが僕の家だ。すぐに明かりをつけるから待っていてくれ」

　門もん扉ぴの鍵を開け、敷地内に入る。二階建ての集合住宅は中央の中庭を囲むように部屋がある。中庭の階段をあがり、二階すべてがクレイの家になる。祖父の代からの化石や資料が空間の大半を占めており、空き部屋を除いて実際に使っている居住スペースは一人暮らしにしてはやや広いくらいだった。

　玄関に入り、薄闇をクレイは慣れた足取りで進む。

　腰の高さほどの棚の上を手で探り、ロウソクを探す。

「あれ、見当たらないな。使い切ったんだっけ？」

「手伝いましょうか」

　アジュールの気配がクレイにぐっと近づく。

「暗闇でも見えるのか？」

「クレイの表情もはっきりわかります」

「へぇ。便利だな」

「どんな形なんですか？」

「細長い棒みたいなものだ」

　アジュールは迷わず近くの床にしゃがみ込む。拾ったものをクレイに手渡した。

　手にした瞬間、クレイは正解ではないことを察する。

「これはホーンラビットの角だな。長すぎる」

「でも細いですよね？」

「そりゃスカルアトラスから見れば、なんだって小さいよな」

「……わたしは今人間の大きさなんですよね。クレイ、照らすから自力で探してください」

　するとアジュールの全身が青白く光り出す。うっすらと骸骨の形が透けて見える。

　採掘場で気を失う前に見た時と同じ姿だった。

「最高に綺き麗れいだ。ずっと眺めていたいな」

　クレイは惚とぼけた感想を漏らす。

「いいから探してください！」

　しばし見み惚とれた後、クレイは見つけたロウソクに火をともす。

　その火を持って、部屋の隅々まで明かりをつけていく。

　淡い暖色の光が室内を満たすと、アジュールは全身の発光を止めた。

　何度か大きなまばたきをしたアジュールは興味深そうに室内を見渡す。

「大したものはないけど好きに使ってくれ。君の部屋は、廊下の奥だ」

　アジュールのローブを預かり、クレイもサラマンダー革のロングコートを脱いで骨で組まれたコート掛けにつるした。

　クレイはキッチンで蛇口をひねり、コップで二杯の水を飲んだ。それから念のためアジュールの分の水を注つぐ。

「シークの部屋よりずいぶんと物が多いのですね」

「シークが少なすぎるんだよ。普通はこんなもの……」とクレイは自分の生活空間を見渡し、言いい淀よどむ。床にまで積み上がった稀き少しような本の数々。散乱した殴り書きのメモを書いた紙や皮。バザールで衝動買いしたモンスターの化石や骨。脱ぎっぱなしにしていた衣服をおもむろに片付けながら「まぁ毎晩寝に帰るだけだからさ。最近は忙しかったし」と誤魔化す。

「クレイ。あれは地図ですか？」

　アジュールは壁に掛けられたベルバを中心とした広域地図に興味を示した。

「ちょうどいい。せっかくだから今の時代の地理を説明しておこう」

　クレイは地図の前に立つ。

「中心の丸い円が僕達たちの住むベルバ。南南西に下ると一番近い中継地ラーゼル。黒い大屋根と呼ばれる切り立った黒い板状の岩盤が目印の、キャラバンが立ち寄る補給場所だ。このあたりで本来は西に生息するはずのグランレオンの死体が発見された。採掘場を襲ったサラマンダーも西のモンスターだ。アジュール、心当たりはあるか？」

「産卵期を迎えたドラゴンは卵を温めるために火山の近くに巣を構えることが多いです。わたしがドラゴンを氷漬けにした場所もベルバから西になります。目覚めたドラゴンを恐れて、モンスター達たちがベルバまで逃げ延びてきたのでしょう」

　アジュールが指差した地図の西は現在、火山地帯となっていた。

「クレイ、ベルバの遥はるか南にあるのは海で間違いありませんか。その海岸線に沿って横に大きく広がるものは？」

　荒野には水場やモンスターから身を隠せる砦とりでや岩場、谷につくられた中継地がいくつもある。キャラバンはそんな中継地をいくつも越えて目的地へと進んでいく。

「港こう城じよう要よう塞さい国こつ家かヴェトセラ。科学技術と貿易で財を成した巨大武装国家だ。千年の歴史をもつ荒野で最初に建国された国、現在の人類文明における再興の起点。そしてベルバのキャラバンにおける最大の取引先さ」

「ベルバ以外にも国があるのですね」

　クレイは地図を南のヴェトセラから中心のベルバまで上になぞっていく。

「もともとベルバの民はヴェトセラの棄民だと言われている。そして荒野の中心であるベルバから、同じく人減らしを理由にさらに旅立ち、いくつもの国家が生まれた。北の霊峰の麓にはソルビオン、東の大河川にラ・ルー、西の火山地帯の奥にアルカンザード」

「ベルバは高い円柱の地の利を活いかしてモンスターから逃れましたが、他の国はどうしているのですか？　海はスカルアトラスですら手を出しようのない神話級モンスターの巣そう窟くつですよ」

「アジュールの言う通り、海に面したヴェトセラは湾内に侵入してくるモンスターの被害に常に悩まされてきた。そこで海岸線にモンスター迎撃用の防衛設備を築き上げて、自分達たちの国を守ってきた。おそらく利用できる旧人類の科学技術の力もあったからこそ文明の地盤固めができたんだと思う。もっとも、そのあたりについてヴェトセラは一切合切を秘匿している。いつか僕も調べられればいいんだけどな」

「長い空白期間を経て、歴史の表舞台に再び人類が現れても頼る武器もないでしょうし、数を増やせるとは思えません。他の国はどうしているのですか？」

　クレイは地図の西側をぐるりと示す。荒野を隔てる火山地帯の先には草原と湖のまだらな平地が広がっている。

「火山戦国連合アルカンザード。小国が乱立して、草原の覇を競う群雄割拠。過去の噴火で生まれた火山湖が緑の平原にいくつも点在する。自然環境だけでいえば一番恵まれているがゆえに、モンスターの種類もかなり多い。しかし自衛できれば食糧や安全の確保が他よりたやすいため、ここは一国としてまとまっていない。人間同士でより安全な領土を求めて奪い合っている」

「まさか、戦争をしているのですか？　モンスターもいるのに正気とは思えません」

　アジュールは信じられないといった様子で驚く。

「人間は昔と変わらず死ぬとわかってても欲しがる生き物らしい」

「それ、クレイも含まれますよ。わかっていますか」

　アジュールは、なんのことやらといった様子のクレイに呆あきれる。

「ベルバから西に移り住んだ人間は少なくない。ベルバの土地は狭い上に周囲は不毛の乾いた荒野。どうしても密集した暮らしは我慢をともなう。ここから逃れて決死の覚悟で荒野と火山を越える。どちらがいい悪いではない。代わりにベルバには化石兵器ゴーレムがある。ゴーレムの普及以降、モンスターによる人間の死亡率は格段に下がった」

　素体のギガスケルトンは円柱直下でしか採掘されない。

　ベルバ王の判断によりゴーレムの輸出は禁止されている。ベルバだけの唯一無二の戦力だ。

「当然です。わたしの指揮がなくても、同胞が人間のために働いているのは誇らしいです」

　アジュールの自慢げな様子に、クレイは複雑な心情を抱く。

「反対にベルバの東には樹じゆ上じよう結けつ床しよう国家ラ・ルーがある。高い樹木が密生した大森林の中で、多くは木の上に暮らす。ウェブ・スライムが吐くエーテルの糸を編み上げた網の床を木々に張り巡らせている。近年は周辺の深刻な砂漠化で、川沿いの平地に下りたグループも存在する。この川に住むグループが昨今ヴェトセラとの交易により勢力を強め、森と川の二大勢力に国家が分断されつつある」

　クレイは東の大河川が南のヴェトセラの湾まで注いでいることを指でなぞる。川を通じて、互いの品々が行き来していた。その大河川の源流は北の大山脈からきている。

「雪深い山にある北のソルビオンは他国との交流を閉ざしている。だから国家の実情さえ詳しくはわからない。ただ地下には鉱物資源が豊富にあることから強力な武力を備えて、モンスターに対抗しているのは間違いない」

「か弱き人間がモンスターの脅威と戦い、よくぞここまで版図を広げたものですね」

　アジュールは地図を見ながら感動している様子だった。

「逆に言えば、千年かけて到達したのがここまでだ。地図に記されていない外側は未踏外領域のため不明な点が多い。世界がどこまで広がり、その先になにがあるのか。各国は外に向かって調査隊を派遣して、四年に一度ベルバに集まり地図の更新を行う。特にソルビオンの背後に聳そびえる大山脈の山越えには長年期待がかかるが、ソルビオンはここ数回不参加で進捗がわからない。もともと歴史的な背景、物理的な距離の遠さから各国家間の公的なやりとりは実は少ない。それぞれの国は独立性を保ち、極力干渉し合わないのが暗黙の掟おきてになっている。というよりモンスターに対抗するのが精一杯で、他の国に手を出す余裕がないからだ。だが、空を飛べるドラゴンには人間のような苦労は最初から関係ない」

　クレイが本題を切り出すと、アジュールはそのまま応じた。

「目覚めたばかりのドラゴンは空腹です。だから長距離を一気に飛行する体力はありません」

「それで西の火山から地上を移動しながら、荒野のモンスターを喰くい漁あさっていると。グランレオンが落ちていたのは、さしずめ飛行練習中に落としたってところか」

「ドラゴンはおそらく回復途中です。だから荒野をいまだに彷徨さまよっているのでしょう」

　つまり腹が満たされて飛ぶだけの体力が戻れば、一気にベルバまで来てもおかしくはない。

「先に西のアルカンザードが壊滅した可能性はありませんか？」とアジュールは指摘した。

　ドラゴンが凍結されたおおよその位置から見れば、地図上の距離はベルバを目指すよりもアルカンザードの方が遥はるかに近い。

「ハクア達たちの反応を見るにその可能性は低いと思う。いくら国交が薄いにしてもアルカンザードが堕おちたなら、運よくベルバに逃げのびてくる人もいる。君が目覚める前にも西から来た人間が急増したという話は聞いていない。それに起き抜けで満足に飛べないドラゴンなら険しい火山地帯を必死によじ登るより、平らな荒野を走り回るモンスターを狩る方が楽だ。そして、ここには大量のギガスケルトンと君がいる。燃料としてのスライムも大量に保管されている。エーテルを満たすのにこれ以上の場所はない。ドラゴンがベルバを目指すのは必然だ」

　クレイは理路整然と言葉にすることで迫りつつある危機の重大さを思い知らされる。

「ベルバが滅ぼされれば次は他の国を狙います。その間にも多くのモンスターが喰くい荒らされるでしょう。行き着く先は、地上の生命の絶滅です」

　アジュールは極めて冷静に告げる。

「ドラゴンは、そこまで底無しの脅威なのか。たった一体だろう。雌雄が揃そろってなければ数も増やせないはずだ」

　クレイは自分らしくない希望的観測を珍しく口走る。

「この地図は世界の一部にすぎません。地図の外側、クレイの言う未踏外領域に別のドラゴンが生きているかもしれないのです。わたしにはその可能性を否定できません」

「こりゃ人間ではお手上げだ」とクレイはおどけてみせる。

　考古学者のクレイ・ネイザルが追いかけていたのは化石としてのドラゴンだ。

　被害の規模が大きすぎて現実味が感じられなかった。生きたドラゴンは存在するだけで自然界のバランスを容易に崩してしまう。

　ドラゴンは文明を破壊する天敵だ。

「クレイ。そのために我々スカルアトラスが創られたのですよ」

　これ以上説得力のある言葉は他になかった。

　あらゆる物事には原因と結果がある。

　クレイは荒野の幼いドラゴンの化石を俯ふ瞰かん的てきに眺めるように、自分の知識を整理した。

「数億年前にエーテルを原動力に発展させた科学文明は滅んだ。空に逃れた旧人類は地上奪還のためにスカルアトラスを送りこむ。しかし六六〇〇万年前に負傷した君は自ら氷漬けになって時機を待つ。大気中のエーテル濃度は減少を続け、神話級のモンスターは絶滅。その間にスライムのような新しいモンスターが発生した。地上が再び人間が生存可能な大気組成となり、約千年前に歴史の表舞台に今の人類が返り咲く。それから五百年経たって、僕の祖先が荒野の真ん中で斬り倒された世界樹を発見。その円柱の上にベルバという国をつくる。約六十年前、僕のじいさんが円柱の東側を掘り返してギガスケルトンを発掘し、その最後に氷漬けの君を見つけた。そして三日前、死にかけの僕を助けるためにスカルアトラスは復活。時を同じくして凍結されたはずのドラゴンも荒野で暴れ回っている、と」

　その連綿と続く歴史の流れを追いかけた時、クレイ・ネイザルは震える。

　恐怖ではなく、昂たかぶりだった。

　今自分が直面している困難は、旧人類も向き合った問題だ。

　かつての人間もドラゴンに苦しめられ、知恵を絞って解決の糸口を探していた。

　そう思うと自然と笑みが浮かぶ。同じ困難に自分も挑戦できるのは光栄だ。

「ありがとう、アジュール。とりあえず風ふ呂ろにでも入ってくれ。寝床は僕の方で準備しておく」

　クレイは気持ちを切り替えるように地図から離れた。

「風ふ呂ろとはなんですか？」

「…………そこからか」

　クレイはアジュールを浴室に案内して、使い方を教えた。

「ここで服を脱いで、裸で浴室に入る。まずは水で髪や身体からだについた土ぼこりや汚れを軽く流す。この石けんを水でこすれば泡が立つから、全身を泡で洗うんだ。目に入ると痛いはずだから、髪を洗う時は目を閉じること。爪の隙間や指の股とか細かいところまで全部洗うように。最後は水で身体からだについた泡をすべて洗い流す。これで綺き麗れいさっぱりだ」

　クレイは実際に石けんを泡立てて、自分の手を洗ってみせた。

「案外と面倒ですかね」とアジュールはやや難色を示す。

「そういやシークの部屋にいた時は風ふ呂ろに入らなかったって言ってたな」

　スカルアトラスは皮脂の汚れや新陳代謝による垢あかとは無縁だから、確かに人間のように風ふ呂ろに入る必要はないのかもしれない。とはいえ外を歩けば嫌でも身体からだ中じゆうに土ぼこりがつく。

「まぁ今日はホーンラビットを握り潰したんだから入っておけ。気分もさっぱりする」

「わかりました」

「泡を流し終わったら、このタオルで濡ぬれた身体からだを拭いておしまいだ」

　アジュールが風ふ呂ろに入っている間に、クレイは急いで空き部屋の準備に取り掛かった。







　窓を開けて、手早く掃き掃除。固く絞った布で可能な限り拭いたあとに寝床を整えていく。

　祖父との二人暮らしで幼い頃から家事はクレイの役割であり、こうした作業は手慣れたものだった。道具の手入れをこまめに行うなど基本的には綺き麗れい好ずきな男ではある。いずれはこの空き部屋をしっかり片づけたいと思いながら理由をつけて今日まで放置していた。

「クレイ、出ました」

　部屋も整った。そして水浴びを終えたアジュールの姿を見たクレイは固まる。

「裸か」

　正確には裸に首からタオルを下げているだけの状態だった。それはもう魅力的な女性の肢体が遠慮もなく露あらわになっている。あらためて見てアジュールは女性として凶悪な肉体の持ち主であった。

　太陽を知らないような真っ白な肌。大きな胸元、引き締まったくびれにふくよかな尻。すらりと伸びた細い脚。男なら一目見ただけで情欲のままに飛びつきたい衝動に駆られてしまう。

　いくら自他ともに認める化石バカでもクレイとて健康な男である。

　冷静に異性としてアジュールと向き合うと、なんとも生殺しにされているような気分に襲われた。

　とはいえ世話すると宣言した以上、クレイは持ち前の強固な意志力で己の野性を封じた。

「言われた通り、ちゃんと水を拭きました。確かにさっぱりして気持ちよかったです。わたしも好きになりました」とクレイの葛藤を露とも知らないアジュールは堂々としたものだ。

「気に入ったのは構わないけど服を着ろ」

「それは言われていませんが」

　裸を隠すという前提を知らないアジュール。

　僕の説明不足なわけね、と寝間着代わりに自分の服を貸そうとしてクレイは気づく。

「……その胸の傷」

　美しい白い肌に刻まれた傷は生々しい。ちょうど人間でいえば心臓の真上あたりだ。スカルアトラス同士の戦いの凄すさまじさがその傷跡を見るだけで伝わってくる。

「クレイ。そんなつらそうな顔をしないでください」

「悪い。まだ、治っていないみたいに見えてな」

「この傷は四大禁忌を破った代償であり、わたしにとって罪の証あかしです」

　アジュールは指先でそっと傷跡をなぞる。

　表情こそ変わらないが、その眼まな差ざしには暗い影が差す。

「罪なんて大げさだ」

「ですが我が姉妹は世界樹を斬ったわたしを壊れたと判断して処分しにきました。命令以外の行動は創造主への反逆です。わたしだって世界樹という重要施設の破壊は後世に与える影響が大きすぎると承知していました。それでも、正しいと思ったんです」

「だけど相手は理解してくれなかったのか」

「わたしは姉妹と戦うのがとても恐こわかったです。ほんとうに正しいなら、なぜ姉妹は攻撃をやめてくれなかったのでしょうか。間違っていたのはわたしの方だったのではないか」

　はじめての姉妹喧げん嘩かがいきなり殺し合いとは、あまりにも救いがない。

「スカルアトラスでも死ぬのか？」

「高密度のエーテルによる攻撃はスカルアトラスの肉体でも完全な回復は難しいです。限界を超える負傷をすれば、おそらくは……」

「よくその怪け我がで生きていたな」

「わたしもまさか守るべき人間の命を借りなければ戦えなくなるとは思いませんでした」

　クレイはアジュールに服を着させ、椅子に座らせる。まだ濡ぬれている髪をうしろから拭いた。

「アジュール。四大禁忌を破った時にも、なにか異常が出たりしたのか？」

「多大な心理的負荷はありましたが、実は世界樹を斬った後も特に影響はありませんでした。今のわたしがクレイを必要とする理由は、姉妹との戦闘による傷が原因です」

「よかったよ。あんな一方的な決まりを破って罰せられてたまるか！」

　旧人類がスカルアトラスの中にどんな手の凝んだ罠わなを仕込んでいてもおかしくない。

「わたしも不思議に思います。ですが、わたしは今も四大禁忌を守るべきだと感じています」

「どうして？　君はもう自由に決められるのに」

「そうですが……」

　四大禁忌の拘束から解き放れたとしても、アジュールは今も心理的に縛られている。

　まるで呪いのように。

　だから旧人類が滅亡しても、氷から目覚めた彼女は律りち儀ぎにモンスターを倒そうとする。クレイ・ネイザルのエーテル汚染を案じて彼と融合することを拒む。

　割り切り、無視すれば楽なことをアジュールは真面目に考え、矛盾に苦しんでいる。

「きっと、君の人間想おもいは植えつけられたものだよ」

「それでもわたしは人間が死ぬ姿を見たくない。わたしの中心を死なせたくないと感じます」

　髪を拭く手が止まる。

「クレイ？」

「──僕は、そんな君を楽にさせるために助けたいんだろうな」

　祖父の遺言を思い出す。

『スカルアトラスはかわいい子だ。氷から目覚めたら助けてやれ』

　クレイはアジュールの純心さを一層愛いとおしく感じた。

「どういう意味ですか？」

　クレイはタオルを取り払い、アジュールと正面から向き合う。

「君と僕は似ていると思っただけさ。昔言われたことを自分の意思で守っている」

「人間とスカルアトラスは違います。それに男と女です。どこが似ているのですか」

　笑いながらクレイはアジュールの乱れた髪を手で整える。別に正しく意味は伝わらなくていい。今の発言はクレイの個人的な想おもいの確認だ。

　たとえアジュールがスカルアトラスでなくても、クレイはこの子の手助けをしたいと思うだろう。

「気にすんな。僕は君の味方だって話さ。それにドラゴンが来ればベルバは火の海になる。倒す必要があるのは人間も同じだ。僕らの目的は一致している。僕が君の中心である責任として、できるだけ死なないように気をつけるよ」

　アジュールが過去を気に病む必要などない。

　彼女の行動なしにベルバの繁栄などありえなかった。人間はこの不毛な荒野で居場所を見つけられないまま餓死するかモンスターの餌になっていた。

「ええ、そうですね。そもそもわたしがいなければクレイも存在していません。つまり、わたしがあなたの命をつかおうと文句はない。そうでしょう？」

　アジュールは整った顔に晴れやかな感情を乗せて、クレイに微笑を送った。

「お望みのままに。その方が僕のスカルアトラス研究も捗はかどる」

　そう言って、クレイはキッチンから、皿いっぱいの乾燥スライムを持って、テーブルの上に置いた。

「食べていいんですね」

「好きなだけどうぞ。昼間にスカルアトラスになったぶんのエーテルを補給してくれ。足りなければもっと持ってくる」

「わたしが人間のように満腹になるのは不可能に近いですよ」

「なら満腹になるまで話をしよう。朝まで付き合うよ」

　クレイは先に席につき、アジュールの着席を促す。

「……わたしに睡眠は必要ありませんが、クレイは眠った方がいいのではないですか」

「三日も寝た上、やわらかいふとももで昼寝までしたんだ。夜ふかしくらい余裕さ」

「元気ですね」

「眠気が先にくるか、君がこの家の乾燥スライムを食べ尽くすのが先か。楽しみだ」

　クレイが彼女の前に皿を置いて勧める。

「ありがとう、クレイ」

　アジュールは乾燥スライムの最初の一切れをかじった。




　　　　〇




　一週間後、クレイ達たちは王宮からの迎えの御ぎよ車しやに乗せられていた。

　二頭立ての走そう脚きやく竜りゆうが引く竜りゆう御ぎよ車しやは屋根で頂上の強い陽ひ射ざしが遮られている上、酒や果物まで用意されている。もはや移動する貴賓室だった。

「王族やお貴族様はこんなんで毎回移動してれば陽ひにも焼けないし、太りもするか」

「クレイ、緊張しているのですか？」

　対面に座るアジュールはクレイが硬い表情をしているのに気づく。彼の好奇心が暴走して落ち着かなくなることは頻繁にあるが、今日のように腰の座りが悪そうに何度も腰を浮かしては座り直す挙動不審な彼ははじめて見る。

「王様がなぜ今さら僕と会うのかと思ってな」

　アジュールに弟子という名目で同席してもらうのは、万が一の事態を想定してのことだった。仮にも王族の血筋であるクレイは事の成り行き次第で命を狙われるとも限らない。荒野で日々モンスターと命のやりとりをする自分が人間に殺されるなんてお粗末にも程がある。なにかあれば最悪スカルアトラスで脱出する算段なのはアジュールにも説明済みだ。

「ベルバの最高責任者は警戒すべき危険人物なのですか？」

「ベルバ王は僕の祖父ソイル・ネイザルの弟にあたる。じいさんが王位を放棄したから、もうネイザル家と王宮との関わりはない。僕は王宮に入るのもはじめてだ。あ、ハクアは例外な」

「クレイに危機が迫るのでしたら、わたしも戦いますよ」とアジュールが閉じた手を広げると氷の刃やいばが出現した。

　あたかも光が物質化したようなエーテルによる創造行為。クレイはその現象に思わず目を奪われる。

「積極的な協力の申し出には心躍るが、ハクアが悲しむ。……それ貰もらっていい？」

「駄目です。クレイの気が散ります」とあっさり氷の刃やいばは光となって消えた。

「もったいない」

「ほら、すぐこの調子です」

　アジュールは目を細めて、クレイの顔をじっと見た。

「君、なんか僕の扱いに慣れてきていない？」

「かつては大勢の同胞を指揮してきました。クレイ程度の人間を御すなど造作もありません」

　アジュールは立派な乳を誇るように堂々と胸を張る。

　この一週間でアジュールの感情表現は豊かになった。家にいる時はなにかしらクレイと喋しやべっており、さらに近隣住人とも交流したおかげで人間社会への理解を深めたのだ。

「まぁせっかく王様に会えるんだ。採掘場の顚てん末まつだけじゃなく、ドラゴンのことまできっちり伝えよう。ベルバ全体でドラゴンの対策をできれば勝機も増えるってもんさ」

「わたしは、もともと人間の支援をあてにしていませんけど」

「可能な限りの備えだよ」

「わたしの指揮によるギガスケルトンの戦力には匹敵しません」とアジュールは言う。

「代わりに、今は僕がいるだろう」

「クレイはわたしの身体からだを好きにしているだけです」

　アジュールは、主導権をクレイに勝手にとられることがまだお気に召さないらしい。

「丁寧に扱っているよ。むしろ僕が心配なのはバカな近この衛え兵へいにスカルアトラスを傷つけられることだ。そうなれば僕は王宮を壊しかねない。あぁマズイ、国家反逆罪かな。フフフ」

　緊張気味なクレイの俯うつむきがちな表情は本気っぽく見えた。

「わたしの中心なら、やりかねませんね」

　アジュールは視線を窓の外に広がる市街地に向ける。

　歴史を感じさせる白っぽい建物が隙間なく建ち並び、豊かな水源により高い場所にも拘かかわらず水路がいくつもはしる。扇のような青い葉を茂らせる背の高い木々は涼しい木陰を落とす。広い道を行きかう人々は身なりがよく、小奇麗だった。歩くペースも地上よりゆっくりしている。

　王宮の竜りゆう御ぎよ車しやに気づくと誰もが道の真ん中を空け、恭うやうやしく頭を下げた。

　竜りゆう御ぎよ車しやは王宮へと真まっ直すぐに延びる大通りを進んでいく。

「クレイ。頂上の賑にぎわいは、地上や地底街より落ち着いているのですね」

「バザールは、ベルバでも特に人が集まる時だから例外さ。昼間はまだ働き手が上がってくるけど、夜になれば頂上の人口は一気に減る。今どき頂上に住めるのは、土ぼこりと無縁の金か家柄のある連中だけさ」

　アジュールはじっと観察しながら「頂上で働き手が少ないのはなぜですか？」と訊たずねる。

「ひとつは特定の職業が血縁や人脈のある限られた人間に独占されていることだ。だから才能があっても仕事にありつけないから、いつまでも頂上に上がれない。もうひとつは十四年前に起こった工場地帯のエーテル漏れで犠牲者が出すぎた。働き手がごっそり死んだ影響が今でも続いている。当時、ゴーレムラッシュの好景気が終わった直後で雇い手側も事業を守るので精一杯だった。多くの者が路頭に迷い、貧しさから抜け出せないまま今日まで来てしまった。追い打ちをかけたのはエーテル漏れの原因となった工場爆破事件の犯人が角つの神がみ教きようの信者だったことだ」

「わたしが氷から出たことで、川原で騒いでいた集団ですね」

「ベルバ王は烈火のごとく怒り、角つの神がみ教きようの信者を激しく弾圧した。身内が犠牲になった民の多くも、それに疑いなく同調してしまった。結果、角つの神がみ教きようの信者というだけで迫害を受ける酷ひどい状況に陥った。もはや王命でも抑制できないほど民の感情は暴走し、凄惨な私刑や殺人がたくさん起こった。その頃にベルバを捨てて、アルカンザードやラ・ルーへ脱出した人も多い。宗教としての角つの神がみ教きようは廃れ、今はただの騒ぐ口実になった。川原に集まる連中の大半は形だけだ。誰かが勝手に土産で売り出した二本角のネックレスがたまたま人気になって、同じものを身につけて自然と集まるようになっただけさ。もちろん今も熱心に信じている人もいるだろうけど、信者だと公言する者はほぼ見なくなった」

　過激な弾圧は明らかに王の失策だ。だが王の息子夫婦、つまりハクアの両親も犠牲となり感情的には無理からぬことだった。迫害の多くは地上や地底街で起こっていたため、頂上に住む王の耳に届く頃には手のつけられない有り様だった。

「酷ひどい話ですね」

「アジュール。人間は間違える生き物なんだ。だからシークの言葉じゃないけど、人間を信用しすぎることはないよ」

「……クレイも間違うのですか？」

　戸惑うアジュールはすぐ問いかけてきた。

「わからない。だけど間違わないようにアジュールと一緒に考えていきたいと僕は思っている」

　王宮の前まで竜りゆう御ぎよ車しやはたどり着く。
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　ベルバ上空から円柱を見れば、王宮は巨大な十字路の中央にあった。

　丸い頂上には南北、東西のエレベーター乗降場を結ぶように大通りが二本敷かれ、その交差点に位置するのがベルバの中枢たる王宮だ。

　白亜の宮殿たる王宮は四方を深い濠ほりで囲まれていた。

　たっぷりと水で満たされ、ゴーレムの全身も沈むほどの深さ。歩いての侵入も当然不可能。その豊かな水量こそ王宮の権威の象徴であり、ベルバの豊かさをそのまま表している。

　濠ほりを渡る跳ね橋が下げられ、竜りゆう御ぎよ車しやは王宮の敷地に入っていく。

「これは道案内がなければ目的地にたどり着くのも厳しいな」

　クレイは王宮の敷地内を見て、その複雑な造りと厳重な警備に舌を巻く。

　外敵の侵入を許さぬ高い壁が幾重にも立ち、重装甲ゴーレムが各所で警備に就いている。一直線に進めないように敷地内は高低差が意図的につくられ、一番高いところに立たなければ王宮の全容は見渡せない。道は四角い渦を巻くようにつくられており直線に進むと曲がり、またしばらく行くと曲がるを繰り返す。途中にはいくつもの分かれ道もあり、建物も判別しにくい形に建てられている。壁で視界を遮られているので周囲との位置関係も把握しづらい。

　下手に単独行動をとれば、あっという間に迷子だ。

　迷わず目的の場所までたどり着くには上空から侵入するか、徹底的に地図を頭に叩たたき込こむしかなさそうだ。

　中心部にようやく到着し、竜りゆう御ぎよ車しやから降ろされる。

　ここにもゴーレムが配備され、不審な動きを見せれば即鎮圧。この物々しさは平和なベルバには似つかわしくない。基本的に役人や業者など限られた人間しか通らないのに、想定されている敵は明らかにモンスターや敵意あるゴーレムだ。

　入口で待っていたのは重たそうな公務の服装に身を包んだハクア・ミュティスだった。

「逃げずに来たな、兄上。アジュールも」

「僕もベルバの一市民だ。王命で首を刎はねられたくないからな」

「結構だ。そろそろ会議が終わる。その後にベルバ王から時間をいただいている。ついてまいれ」

「ハクアは列席しなくていいのか？」

「今日は、不要だと……」

　ハクアは複雑な気持ちを隠すように先に進んだ。

　石造りの王宮の内部はひんやりしており、外から来た者の肌には心地ここち好よい。

　大仰な入口の先は天上の高い円形の大広間になっていた。

　ここの第一印象は規模こそ遥はるかに劣るが、採掘場のスカルアトラスがあった空間を思い起こさせた。だが当然のようにその壁かべ際ぎわには氷漬けのスカルアトラスはない。代わりに中央にはドラゴンの全身骨格が飾られていた。

「ついに実物を見ることができた」

　クレイは立ち止まり、熱いため息をつく。

　発掘途中の化石より遥はるかに大きい成体のドラゴンだった。

　広間いっぱいに背中の翼を広げ、今にも飛び立たんとする勇壮なその姿を見上げる。ドラゴンは火を吐いているように凶悪な顎が大きく開かれていた。鋭い牙が連なる。

「兄上。今日の目的は化石ではない！　見るのは後にせよ」

　ハクアが急せかす。

「この雄のドラゴンは私が倒したものですね」と隣のアジュールが唐突につぶやく。

「ほんとうか!?」

「首を見てください。わたしが切断した首を、繫つながっているように見せています」

「このドラゴンが旦那で、今ベルバに向かっているドラゴンが凍結させられていた奥さんってことか」

「ドラゴンは賢くて執念深いです。わたしに復ふく讐しゆうするために来るのかもしれません」

　クレイは六六〇〇万年越しの因縁に口笛を吹く。

「ふたりとも！　いい加減にせよ！」と焦あせるハクアの声が広間に響いた。

「クレイ。そろそろ行きましょう」

　アジュールはすぐにその場を離れて、ハクアの後を追う。

「わかった」と生返事をしながらクレイは相変わらずドラゴンの化石に夢中だった。書物の絵や地面から露出した化石でしか見たことがない。この先本物と対たい峙じしなければならないかもしれないのに目の前の全身骨格を観察してしまうのは、もはや性さがだった。

「──ずいぶんと化石にご興味がおありの様子ですね」

「え？」と我に返ったクレイは、周りにアジュールやハクアがいないことに気づく。

　廊下の奥から女性に話しかけられていた。全身黒ずくめで、顔は薄いベールに隠れて表情が読めない。足音はなく、気配は極めて薄かった。

「王宮にこられる方々は、たいていこのドラゴンを素通りしてしまうのに」

「もったいない。こんな稀き少しようなもの、いつまでも眺めていられますよ」

　クレイの返事に、女性はベールの奥で小さく笑った。

　化石に興奮していたクレイはいつもの調子で一方的に話を続けてしまう。

「知っていますか。ドラゴンには高い知性があり、死んだ仲間を手厚く葬ほうむるんです。このドラゴンもほら、右前脚の爪が一本だけ欠けています。子どものドラゴンが死ぬと両親は自分の爪を折って、遺体の側そばに供えるんです。それを展示用にわざわざ補修したんでしょう」

　恐らく不完全な状態では王宮の広間に飾るのに相応ふさわしくないと博物館の連中が継ぎ足したに違いない。よく見れば爪が一本だけ骨格と微妙に色みが異なる。

「……私も王宮は長いですが、はじめて気がつきました。博識なのですね」

　黒衣の女性は、クレイの指差す爪を見て素直な感想を漏らす。

「僕が荒野で調べて、個人的に提唱している説です。博物館の連中はドラゴンを巨大で狂暴なモンスターとしか見ていないですよ」

　クレイは自分で発掘した荒野の幼いドラゴンに想おもいを馳はせた。もしかしてあのドラゴンの親かもしれないという益やく体たいのない妄想に浸る。

「そんなにご熱心なら、いっそ王宮に住んではいかがでしょう？　いつでも化石が見れますよ」

「魅力的なご提案ですが政まつりごとには興味も縁もないので」

「権力はお嫌いですか。ここに出入りする殿方は、誰も彼もが地位や権力を欲ほつします」

「僕みたいに化石にしか興味のない人間は、おかげで迷子ですよ」

　クレイは自嘲気味に肩を竦すくめた。

「王様に呼ばれたんです。失礼ですが、王様がどこにいらっしゃるかご存知ないですか？」

「まぁ、王様に呼ばれるなんて高名な学者様なのですね」

「とんでもない。博物館にも所属していない人間です。ところで」

　クレイは一度言葉を切り、ベールの向こうを見つめる。

「──僕は化石好きとは言いましたが、学者と名乗ってはいませんよ」

「ふふふ。王様からお話は聞いております。若くて優秀な考古学者様を呼び寄せた、と。どのような方か、私も個人的に興味がありましたの。騙だますような真ま似ねをして失礼しました。どうかお許しください、クレイ・ネイザル様」

「あなたはベルバ王に近しい方なのですか？」

　薄い布を幾重にもまとう服装の上からでも女性的なメリハリが見てとれた。胸元は大きく膨らみ、しっとりとした声には妙な色気がある。

　なによりも彼女とどこかで会っている。そんな気がした。

「賢いだけの男性は珍しくありませんが、あなた様はさらに細やかです。直ちよく截せつな言葉は使わず、下卑た感情を表に出さない」

　黒衣の女は音もなく近づく。黒いレースの手袋をまとった手がクレイの頰に触れる。




「──ベルバの王はそういう男が相応ふさわしい」




「王宮で、ずいぶんと不敬な発言ですね」

　クレイは喉がひきつったように上手うまく話せない。

　身体からだがその場に縫い止められたように動作がぎこちなくなってしまう。

「恐れることはありませんよ。王様は病でもう長くない。次の玉座には若い男性が望ましい」

　耳元でささやく声が蠱こ惑わく的てきに響く。

「戯たわ言ごとも大概にしろ。次の王はハクア・ミュティスだ」とクレイは距離を置く。

「初う心ぶな方なのですねぇ」

　影のように佇たたずむ黒衣の女はベールの奥で艶あでやかに微笑ほほえんだように思われた。

「あんたは、何者だ？」

「あなたの親切な道案内です。ベルバ王はあちらでお待ちです」

　指差す先に目をやる。

　再び視線を戻すと、そこにいたはずの黒衣の女は姿を消していた。

　周囲を見回しても、人の気配さえ感じられない。呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているとハクアの声が聞こえてくる。

「まだここにいたのか！　相変わらず化石に……、兄上？　顔色が良くないが」

　ハクアは心配になって、反応の薄いクレイの腕を揺らす。

「王宮に出入りしている全身黒い服の女を知っているか」

「黒？　ああ、巫み女このジュラだな。ここにいたのか？」

「あぁ。例の堅苦しいお前の乳母か」

　確かにあれは一筋縄ではいかない雰囲気だ。意図的に曖昧さを残して、自分を摑つかまえさせようとはしない。気を抜けば忍び寄り、近づけば遠ざかる。だというのにクレイは心の隅で妙に気にかかった。

「まさかとは思うがジュラにまで発情したのか！　兄上は本物の節操なしだな！」

　王宮にいようともハクアの警戒心は炸さく裂れつし、鋭い視線でクレイを見てくる。

「王宮にいる女は不穏なことしか言わねえのかよ！　王の巫み女こになんて死んでも手を出すか！」

「やめておけ兄上。噂うわさによればジュラは、ベルバ王が即位する前から王宮にいるそうだぞ」

　クレイは絶句する。その噂うわさが事実であればかなりの高齢者になってしまう。ジュラの声や体つきは若い女性のそれだった。どう考えてもありえない。

「それより王がお待ちだ。早くしろ！」

　クレイを引っこ抜くようにしてハクアは強引に腕をとった。




　　　　〇




　案内されたのは、玉座の間ではなかった。

　ちょうど会議を終えた役人達たちが廊下に出てくる。

　誰もが貴族で肥え太った老いた男性だった。晴れやかな表情で口々に「いやぁ重鎮のタネン家が我先にソルビオンへ亡命したと聞いた際には私も迷いましたが、無事に方針が決まってよかったですなぁ。これで一安心だ。やはりベルバが一番ですよ」と喜び合っている。

「これはハクア姫様。ご機嫌麗うるわしゅう。もう地上での遊びは終わりましたかな？」

　役人連中は会話を中断しても立ち止まりはしない。そこにいたハクアにからかうように声をかけ、クレイやアジュールにいたっては視界にも入れない。

　ハクアは皺しわの深い老人達たちをつくり笑顔でやり過ごす。

「いつまでも小娘扱いしおって」

　老人達たちが廊下の奥に消えたのを見計らって、ハクアは毒づく。

　クレイは次期女王の置かれた立場を垣かい間ま見みたような気がした。王位を継いだら、この癖の強い古老達たちを従えなければならない。

「ハクアも自分の意志を通すには相当に骨が折れそうだな」「そのようですね」とクレイとアジュールは耳打ちし合う。

「王の御前だ。決して失礼のないように」とハクアが念を押して、入室する。

　王は静かに眼下に望む秘密の花園を眺めていた。

　午後の陽ひ射ざしを浴びて、王宮の中に設けられた広大な庭園。

　荒野の真ん中とは思えないほど自然に満ちていた。

　清らかな水が豊かに流れ、長方形の人工池を静かに満たす。草木の緑は青々と茂り、色とりどりの稀き少しような花が鮮やかに咲き乱れる。完成された美しい景色だった。隅々まで手入れが行き届いており、すべてが満たされ、調和を損ねるものは何ひとつない平和な箱庭だ。

　選ばれた者だけが眺められる美しい世界。

「王宮の中にこんな場所があるなんて知らなかった……」

　クレイは王ではなく、庭園の方に意識を奪われてしまった。

　アジュールも豊かな生命の彩いろどりに感動する。

　ハクアはクレイを鋭く睨にらみつけながらも平静を装よそおいつつ「陛下。考古学者のクレイ・ネイザルをお連れしました。隣は弟子のアジュールです」とベルバの最高権力者に声をかける。

　王は視線を外からクレイとアジュールに移す。

　クレイが跪ひざまずいて首こうべをたれると、アジュールもそれに倣ならう。

「面おもてをあげよ」

　はじめて王の顔を見て、クレイは息を吞のんだ。

　ベルバ王は骨と皮しかないやせ細った老人だった。重い病を患わずらっていると一目でわかり、顔の血色も悪い。落ちくぼんだ目元、頰はやつれ、頭蓋骨の形がよくわかった。だが目には鋭い光が宿っており、常に油断ならない緊張感を与えてくる。腹に一物を抱えた連中の本心を見抜こうとする日々が彼をこのように変えていったのだろう。

　病に侵された王の顔立ちは、どうしようもなく死んだ祖父の面影と重なった。

　兄弟でもこれほど似るものかと、クレイは自分でも意外なくらい大きな動揺を覚える。

　王は、手に持つ王おう笏しやくで床を突いた。

　緻密な飾りが施され、大粒の宝石と金銀がはめこまれたこの杖つえこそベルバの王である証あかし。

「お初にお目にかかります。陛下」

「くだらん前置きは不要だ。質問にだけ答えよ。採掘場のスカルアトラスはどこだ？」

　隣の少女が本人です、とは間違っても言えない。

　クレイは言われた通り、話せるだけのことは正直に話す。

「ハクア姫様が指揮をされ王宮の人手を割いてまで見つけられない以上、居場所は不明としか申し上げられません。なにせ長らく地面の下で氷漬けだったので、学者は観察でしかスカルアトラスを知りえません。個人的な見解ではスカルアトラスは人間に害をなすことはありません。陛下の耳にも評判は届いておられるでしょう。先週も地上のバザールで人助けをしています。僕もサラマンダーから助けられました」

「貴様の意見は聞いていない。知りたいのは事実だ」と王は目を細める。

「少なくとも敵ではありません」

「大した自信だ」

　品定めの眼まな差ざしではない。まるで答え合わせを受けているようだ。

　死の影をまとう、祖父に似た顔の老人との問答はクレイに奇妙な気分を誘ってどうにも落ち着かない。

「陛下。間違っても民ひとりひとりを調べあげるような真ま似ねはお止やめください。この上、王命による捜索などあっては混乱を招くばかりです。頻発する地震やモンスターの侵入で、民の心は不安に苛さいなまれております」

「……貴様はこれから何が起きると考える？」

「本来の生息地から逃げてきたモンスターは、この先も大群で押し寄せてくるでしょう。また壁を破られます。これはほぼ確実です」

「壁の修復は最優先で命じた。同じ事態が発生しても、ゴーレムで対処できる」

「ただのモンスターの侵入だけならばゴーレムによる総力戦で防げる可能性もあります。ですが大本の原因を解決しない限り、荒野の異状は収束しません」

　王の言葉は恣意的な解釈や曲解もなく、極めてまっとうだ。

　だが胸中を見透かされたような気分で、クレイは話しながら妙な違和感が膨らんでいく。

　言い知れぬ不穏な気配が自分の思い過ごしであるようにと祈りながら、結論を述べる。

「ドラゴンが来ます。神話級の大きさで、空を飛ぶ最強のモンスターです。壁の内側どころか頂上の安全もなくなりました。もはやゴーレムが束になっても敵かないません」

「この残酷な世界に元より安全な場所などない」

　ベルバ王は乾いた声でクレイの意見を聞き流す。最初から聞く気がない態度だった。

「……驚かれないんですね。ドラゴンですよ。王宮に飾られた化石とは違います」

「学者の戯たわ言ごとを真に受ける王など民に混乱をもたらすだけだ」

「陛下。残念ながら、人間は見たことのないものを想像するのが苦手です。ですが、賢明なるベルバの統治者なら、現状とこれから予想される危機はご承知のはず。一刻も早くドラゴンへの対策を打つべきです！」

　聞く耳を持たれないことに慣れているクレイは、王の冷静な判断力を信じて提言する。

　だが老王の決定はクレイが頭で描いていた対応とは、おおよそ真逆のものだった。

「今後の対応は役人どもを集めて先ほど決定した。地上、地底街はすべて放棄。ベルバの物資、ゴーレムの戦力を最優先で頂上に集め、あらゆる事態に備える」

「……頂上に、閉じこもるのか」

　クレイは啞あ然ぜんとする。

　王の表情は変わらない。義憤に染まるクレイに冷たい眼まな差ざしを向けるだけだった。

「運がよければ被害は地上と地底街、だけで済むでしょう」

　クレイは感情を抑えるように、なんとか言葉を絞り出す。だが我慢できたのは一瞬、すぐに洪水のように怒りがあふれ出てしまう。

「代わりに二度と頂上から下りられなくなるぞ！　荒野で水を欲しがるのはモンスターも変わらない。ベルバが豊かな水場である以上、外壁を突破したモンスターは人間を喰くって、円柱の根元に棲すみ着く。そもそも頂上の土地はあまりにも狭すぎる。増えすぎたベルバの民を頂上に全員収容するのは不可能だ。水だけ豊富にあっても、避難してきた人々全員の食糧まで賄うのはどう見積もっても現実的じゃない。衛生状態も悪くなり、都市機能はすぐに限界を迎える。今から頂上で農業をはじめても、育つ前に餓死者が大量に出てしまう」

　クレイは反論の途中で、ふいに言葉を切った。

　そして青ざめた顔で王を見た。

　老練なる権力者は揺るがない。

　すべて承知の上で、その決定を実行するのだ。

「──地上と地底街の土地だけじゃない、民そのものを見捨てるのですか。頂上の人間だけを残して！　それが王の決断か！」

　クレイは叫んでいた。

「異論は認めん」

「ふざけるな！　大勢の民を見殺しにして！　頂上の貴族しか生き残れないじゃないか！」

　前提とする犠牲が大き過ぎる。

　頂上での籠ろう城じようとはすなわち補給のない持久戦である。頂上に収容する人の数を減らせば、当然日数は劇的に延びるだろう。もしかしたら頂上の人間だけは生き残れるかもしれない。だが、ドラゴンがいつ来るとも知れない終わりなき不安が死ぬまで続く。長期化すれば物資は不足し、人心は荒すさむ。贅ぜい沢たくに慣れた貴族連中が我慢できるはずもない。略奪もはじまり、暴力が公然とまかり通る。その先に待つのは自滅だ。

　人工の高所である円柱だけでは、人間は生きられない。

「すべては救えんよ」

「スカルアトラスがいる！　スカルアトラスがドラゴンを倒す！」

　クレイの激情と王の非情はどこまでも交わらない。

「スカルアトラスでも勝てるとは思えん」

　クレイにとってベルバ王の言葉はスカルアトラスに対する侮辱にしか聞こえなかった。

「やってみなければわからないでしょう！　こうしている間にもドラゴンは荒野のモンスターを喰くい続けて回復しています。空を飛んで、ベルバにやってきます！　勝てる可能性をみすみす手放すというのですか！　待っていてもドラゴンは死なない」

「うぬぼれるな、小僧。為政者は現実的な解決策を実行するだけだ。明日の死に怯おびえる前に、今日を生きることを優先する。貴様のは願望、ただの理想論にすぎん。角つの神がみ教きようが勝手に信じる、ありもしない希望と同じだ。くだらない」

　ベルバ王は唾棄する。

「スカルアトラスは希望だ！」

　角つの神がみ教きようと同列に扱われた屈辱に、クレイは反射的に叫んでいた。

「クレイ」「……兄上？」

　アジュールとハクアはそれぞれの想おもいをこめるように名前を呼んだ。

「強すぎる感情は現実を見る目を曇らせる」

　駄々をこねる子どもを眺めるような王の目の冷たさが、クレイの感情を余計に逆さか撫なでする。

「なら角つの神がみ教きようの弾圧をした時の陛下は怒りに流されていなかったのですか？　あなたの間違った命令で死ななくてもいい人が大勢死んだんだぞ！」

「知ったような口をきくな。連中の軽薄さは貴様なんぞより知っておる。地下で二本角が見つかった途端、息を吹き返したように急に騒ぎ出す。自分達たちの拝む御神体の角の数なぞどうでもいい無節操な集団だ。その末が工場爆破の愚行である。あの弾圧は、ベルバに巣食う病の切除だ。痛みをともなう必要な治療だった。だが、まだ根絶には足らんかったようだ。二本角なぞ永久に氷の中で眠っていればよかったものを」

　慢性的な倦けん怠たい感かんに我慢ならないようにベルバ王はこぼす。老骨を鞭むち打うつ懸け念ねん事項として、今も角つの神がみ教きようは悩みの種のようだった。

「それでも今度ばかりは看過できません。相手は人間じゃない」

「神話級のモンスターなぞ、もはや自然災害と変わらない。人間は荒野の灼しやく熱ねつをしのぐことはできても、太陽を消すことはできん」

「人間には無理でもスカルアトラスなら戦える！」

「ならば貴様が王となるか！　この老いた首、その刃やいばで斬りつけるのも容た易やすかろう！」

　クレイは自分でも知らぬ間に腰元のロングナイフに手をかけていた。

　病に侵され、死期を悟った老人の射い貫ぬくような視線に、クレイは萎縮する。

　一瞬、庭園に出てスカルアトラスに融合することも考えた。

　だがベルバ王は、クレイ・ネイザルをこころよく思っていない。むしろ王家の血筋の男が個人で強大な戦力をもつ事実がわかれば余計に警戒する。そうなれば逆に命を狙われるとも限らない。

　クレイがこの場を打開する妙案を思いつく前に、王は奏上の終了を宣する。

「──諦めよ、それが貴様の限界だ。どれだけ吠ほえようとも王を動かすには言葉も信頼も足りん。そして意に沿わぬのであれば力で認めさせようとする。わかるか。力は我知らず人を酔わせ、欲を大きくさせるのだ。考古学者でさえ荒野の弱肉強食は骨の髄まで染しみついている。自分がベルバを救う英雄になるつもりならそれは傲慢というものだ」

　だから王という人間社会の強者は、名もなき若者に容赦はしない。

　クレイはベルバ王の挑発にまんまと乗せられた自分を恥じた。

「……因果なものだ。その刃やいばは貴様の祖父が王宮を去る時に、われが贈った」

「はじめて、聞きました。てっきり祖父が買ったものだと……」

　クレイは戸惑いながら柄つかから手を離した。

「話は以上だ」

　王おう笏しやくを床に再び突く。

「クレイは最善の提案をしています。指揮官としてのあなたの判断は誤りです」

　アジュールが声を発していた。

「口を慎め。小娘」

「ギガスケルトン──今はゴーレムですか。どれだけ束になってもドラゴンには勝てません」

「まるで見たことがあるような口振りだな」

「少なくともあなたよりは。勝てるのはスカルアトラスだけです」

　ベルバ王は胡う乱ろんげにアジュールを眺め、視線をクレイに移す。

「若造は女をたぶらかすのが上手うまいらしい。われの孫娘もすっかり騙だまされているようだ」

「おじいさまッ！」

「われは王である」

　厳しい叱責にハクアは悲しげに沈む。

「仮に頂上の人間が生き残ったとして、その後はどうするつもりです？　頂上あたまだけ生かしても手足を失なくしたベルバはもう立ち行きません」

　クレイは最後に王の真意を見抜こうとしていた。

「弱ったベルバを狙うのはモンスターだけではない。真まことに備えるべき相手は人間だ。他の国家は荒野の中心であるベルバを必ず奪いにくる。いずれ避けられない戦争において武力は不可欠。増産できないゴーレムは死守しなければならない。たとえ民の犠牲を払ってでもな」

「不毛の荒野を越えて、人間同士で争うと？」

「ゴーレムがもたらす武力と平和は、他の国家にとって喉から手が出るほど欲しいものなのだ」

　一市民にすぎないクレイ・ネイザルには国家間の内情は推し量ることしかできない。

　だが長く安定した治世を築き、ベルバを発展させてきた名君と名高い王の決断である。

　多大な犠牲を払ってまで守りたいベルバの未来とは──。

　クレイは、王の横に進みでた。

　王の胸中はわからずとも、孫から見た祖父の気持ちなら想像がつく。

「ようやく僕が呼ばれた理由がわかった。この状況は密談だ。専門家の建設的な意見を聞くなら玉座の前で話すはずだ。だが、あなたは他の役人どもを追い出し、わざわざ僕らだけにした。なによりベルバの存亡に関わる会議にハクア姫を出席させなかった。なぜです？　次の女王に迎えに行かせるほど僕が敬意を払うべき相手だから？　もちろん違う。彼女抜きで重大な決断をしたかっただけだ」

　クレイは答えに辿たどり着つく。

　忌いま々いましげに王はわかたれた血筋の青年を、王位を継ぐ資格を持つ男を睨にらんだ。

「子どもには残酷な決断だ。だから、われが下す」

「そう。ハクア姫も僕と同じく理想論を唱えて、あなたに逆らうだろう。だから僕にこうして話させ、否定することで間接的に黙らせた。あなたは、ただ孫に嫌われたくないだけだ！」

　国家の存亡、戦争の危機、そして彼女を支えるべき役人は老ろう獪かいで若いハクアを侮あなどっている。

　未熟な少女に王位が引き継がれるには、状況はあまりにも過酷だった。

　あらゆる不足はどれだけ嘆いても変わらない。だからこそ少しでも余計な手間を減らしておくことが、死を間近にした王の愛情だった。

「採掘場で孫娘を守ったことだけは礼を言おう」

「決断を覆くつがえす気はないと？」

「去れ。ここは貴様とは無縁の場所だ」

　クレイは最後に庭園を眺める。

　ちょうど広間の化石の前で話した黒衣の女がいた。巫み女こジュラは鮮やかな黄色の花を摘む。

「クレイ。わたし達たちのやるべきことは変わりません。そうでしょう？」

　アジュールの言う通りだった。

「ああ」

　王に背を向け、ふたりは廊下に出ていった。




　　　　〇




　謁見者が去った後、ベルバ王はハクアに今後の対応を伝えた。

　ハクアは無言のうちに出ていき、残された王は王おう笏しやくを手離し独りで黙考に耽ふけっていた。

「いかがでしたか、クレイ・ネイザルは？　面白い男でしょう」

　庭園から戻った黒衣の巫み女こジュラが足音もなく王の隣に近づいた。

「憎たらしいほどに若き日のソイル兄上の生き写しだ。だが、あの小僧の方がよほど冷静だな。頭も切れる」

　否定的な口振りに反して王の口元には微かすかな笑みが浮かんでいた。

「陛下がお褒めになるとは驚きです。でしたら、有望な若者の言葉に耳を傾けるべきでは？」

「……少々頭が回りすぎた。アレを王宮に招けばハクアは今以上に頼りきり毒される。王の妃きさきならば、それもよかろう。だがハクアは女王になる身だ。そして愚鈍で保守的な役人どもの鼻でも小僧の才覚を嗅ぎつけ、王に担かつぎ上あげるだろう」

「あの青年は化石以外のことに対してはむしろ無欲すぎるほどですよ。ハクア様を裏切るとは思えませんが」

　ジュラは遠慮もなく摘んできた花を一輪、王の耳に乗せた。

「われの玉座を継ぐのはハクアだけだ。他の者などありえない」

「左様ですか。陛下の人嫌いも大概ですね」

「わかたれた血が元に戻ることはない」と乗せられた花を握りつぶす。

　王はふいに咳せき込こむ。口元に添えた手には赤い血がついていた。

「ジュラよ。小僧が連れていた娘、あれがスカルアトラスなのか？」

「はい。採掘場に残された最後の一体に間違いありません」

　黒衣の巫み女こが事実を述べる。

「間違いなくドラゴンはベルバに来るのか？」

「ドラゴンは大量のエーテルを欲ほつします。ベルバにはゴーレムにスライムと餌が多いですから」

「スカルアトラスならドラゴンに勝てるのか？」

「さぁ、陛下がクレイ・ネイザルをいじめたから、怒った彼女がベルバを見捨てて逃げるかもしれませんねぇ」

　ジュラはとぼけてみせる。

「ならば早急に捕らえよ。あれはゴーレム以上の貴重な戦力だ。なんとしても手元に置け」

　潰れた花びらで手のひらの血を拭いながら、ベルバ王はいつものように命じる。

「──ベルバ王の御心のままに」

　ジュラは、床に落とされた血で汚れた花びらをちらりと見た。

「もうひとつ」

「なんでしょう？」

「クレイ・ネイザルを殺せ」

　王の顔の皺しわがさらに深くなる。それは王の名のもとに重ねた罪を刻んだ傷のように見えた。

「────、たかが考古学者をなんですって？」

　ジュラは、王が即位する前の頃のような砕けた口調で問いかける。

「言った通りだ。クレイ・ネイザルを殺すのだ」

　最高権力者は一切の迷いなく命令を繰り返す。

「そこまで彼を恐れるの？」

「禍根の芽はすべて潰す。守るべきはベルバの永と久わの繁栄だ！」

「ええ、あなた達たち兄弟と昔に約束したわね。だけど、今の命令だけは従えない」

　ベルバ王はゆっくりと長年の補佐役であったジュラの真意を確かめようとする。黒衣の巫み女こが異を唱えたのは果たしていつぶりか。

「よかろう。忠言もまた巫み女この務めだ。だがジュラに止められるのか。われの一声で、ぇ」

　ベルバ王の骨ばった手は宙をかくように暴れ出す。

　顔色が急に悪くなり、息苦しそうにもがく。

「ジュ、ラッ。な、にを!?」

「エーテル汚染の症状よ。さよなら、偉大なベルバの王様。美しい庭園を作ってくれたことは感謝するわ。だけど、いつから花を粗末にする悪い子になったの？」

「四大禁忌は、どうしたッ!?」

「まさか私がスカルアトラスのすべてを話したと思っているの？」

「ジュラッ！　裏切るのか」

「私は最初から四大禁忌に縛られていない。だから自らの意思で人間を殺せるのよ」

　子どもをたしなめるように声をかけるジュラの全身は、黒衣の下で淡い光を帯びていた。

　大気中のエーテル濃度が少しでも上昇するだけで人体に重大な影響を及ぼす。

　室内はジュラの身体からだから放出された微量なエーテルで満たされていた。

「同じ血筋でもあなたは、この程度のエーテルで限界なのね。クレイ・ネイザルは二度もスカルアトラスと融合して生きているのよ。やっぱり、あの子だけが特別なのね」

　ジュラは陶然とクレイのことを想おもう。

　ベルバ王は椅子から崩れ落ちる。床の上で痙けい攣れんしながら血を吐き続ける。自らの血に溺れながら再び立ち上がるために王おう笏しやくを探し求める。

「あなたの時代はとうの昔に終わっていたのよ。ハクアが幼く、他に代わりもいないから玉座に座っていただけ。そして私はベルバのために仕える存在。そう求めたのはあなた達たち兄弟じゃない。だから私はベルバのためになる、新しい王様に奉仕するわ」

　ジュラは王おう笏しやくを大切に抱えながら、王の死を無感情に見届けた。




　　　　〇




　クレイとアジュールは見送りもなく徒歩で王宮を後にした。

　地底街に直行しようと東側のエレベーター乗り場へ向かうと、大量の物資を王宮へ運びこむ業者の走そう脚きやく竜りゆうの引く荷台が長い列を成していた。夜間も作業を続けるのか大通りの両側にはたいまつがすでに煌こう々こうと燃えている。この列は東だけでなく他の三つのエレベーターからも延びているようで、大通りはそれぞれ大渋滞となっていた。鋭い視線を送る多数の近この衛え兵へいが各所に立ち、重装甲ゴーレムもただの監視警護には多すぎる数が配備されている。無用な混乱を抑えようとする明確な意志が感じられた。

　ベルバ王の言葉通り、頂上は本格的な籠ろう城じよう準備にとりかかっている。

　日常に紛れこむ不穏な気配にクレイは己の無力さを嚙かみしめた。

　ベルバ王の一声はこれだけの人間を従わせ、物を動かし、事を変えていく。

　エレベーターで地底街に下りる。憂うさ晴ばらしにやけ食いしようと、老舗しにせの飲食店でありクレイにとって馴な染じみの骸がい骨こつ亭ていを訪れた。

　店内に入ると強面こわもてで背の高い双子の用心棒が「いらっしゃいませぇッ！」と天井を突き抜けるような野太い声で出迎えた。一見の客はまずここで圧倒される。祖父の代からの常連であるクレイは彼らに気安く声をかけ、店の奥にある舞台も見やすい壁かべ際ぎわの席に案内される。

　席につくと顔かお馴な染じみの小柄な女性店員トニアがクレイに気づいて、すぐ注文を取りにきてくれた。

「クレイさん。さすがシークさんの舞台は忘れずに観みに来るんですね。やっさしい！」

「あ。そういえば今晩か」

「忘れていた上に、別の女の子連れでご来店なんてデリカシーないなぁ。そんなんじゃシークさんに嫌われちゃいますよ」

　トニアはチラリとフードに隠れたアジュールの顔を盗み見ていた。

「彼女はシークとも面識あるよ。トニアこそ次の舞台は一体いつだ？　はやくシークから主役の座を奪うくらいの気概をみせろよ」

「あー人が気にしていることを！　ひっどい。越える壁が高くて新人役者は大変なんですってば！　そう言うならシークさんの時みたいにクレイさんが女将おかみさんに推薦してくださいよ」

　女優志望のトニアはシークに憧れて骸がい骨こつ亭ていの門を叩たたいた。なかなか役をもらえないため、普段は給仕として働いている。給仕係から若くして大女優になったシークは、役者志望の子達たちにとっては生ける伝説であり憧れだった。

「女将おかみさんの目に留まったのはシークの実力だよ」とクレイは重いため息をつく。

「なんだかお疲れですねぇ。騒がしいタービルさんも珍しくいないし、スライム漁じゃないですよね。今日はどこ行ってたんですかぁ？」

「王宮……僕には権力も立場もないのを嫌というほど思い知らされたよ」

「それ、比べる相手が悪いですよ！　あたしも近衛兵のお客さん態度悪いから苦手ですもん」

とトニアは周りを確かめてからそっと耳打ちしてくる。その目元の泣き腫らした痕跡に気づく。

「何か悲しいことでもあったのか、トニア？」

　図星を突かれて慌てるトニアだが「危ない、仕事中じゃなかったら甘えてたです」と笑って誤魔化されてしまう。後で知ったのだが、トニアは死んだニードルズの娘だった。

「……とりあえず黄金炭酸ふたつといつもの料理。よろしく」

「ごっ注文承りました！　元気出してくださいね、クレイさん！」

　トニアがテーブルから離れると、アジュールは「ハクアが疑う理由もわかります」と言う。

「どういう意味？」

「わたしには人間の感情はよくわかりませんが、先ほどの女性はクレイに好意的です」

「トニアの愛あい想そがいいだけだよ。誰にでも一緒だって」

　アジュールは、疲れてテーブルに伏しているクレイからトニアの方に視線を移した。男性客に絡からまれて笑顔こそ浮かべているが、クレイと話す時ほど楽しそうではない。

「そうとは思えませんが」

「接客が丁寧だから、そんな風に感じたんだろう」

　クレイはトニアの態度をあくまで仕事上のものとしか捉えていない。

「あの少女はシークとも知り合いなのですか？」

「もともと大ファンなんだよ。で、僕がシークと付き合いの長いことを聞きつけて、仕事の合間に昔話をしているうちに顔見知りになった」

「それだけですか？」

「他に何があるんだよ」

「疲れたあなたをずいぶんと気にかけていました」

「常連客がいつもと様子が違えば、気づかってくれることもあるんじゃないか」

「……わたしもなにかすれば、クレイは元気になりますか？」

　がばりとクレイは上半身を起こす。

「なるなる！　竜りゆう御ぎよ車しやの中で創った氷の刃やいばをもう一度見せて」

「あんなものでいいのですか？」

「あれがいいの！」

「クレイ。わたしのローブの裾を持ってください」

　アジュールは椅子をクレイの側そばに寄せる。クレイはアジュールがまとっていたローブの裾を持って、周囲から見えないように隠す。アジュールはその内側で、手からエーテルを放出したちまちのうちに氷の刃やいばを創り出した。

「おーこれこれ。綺き麗れいだな」と、うっとりするクレイは手に氷の刃やいばを持って丹念に観察する。

「これってスカルアトラス状態でも武器を創って、使えるのか？」

「マスクと原理は同じですから創れますよ」

「戦いにおける選択肢が広がるのはありがたい」

　相手がドラゴンである以上、武器があるに越したことはない。

「コラ。こそこそ変なことしない。エッチな人はお店から追い出しますよぉ」

　トニアはちょっと怒った顔でジョッキになみなみと注つがれた黄金炭酸をふたつ運んできた。

「違うよ。ドラゴンを倒す作戦会議さ」とクレイは手に持つ氷の刃やいばを素早く隠す。

「舞台ならもう少し待てば、はじまりますよ」

　ジョッキをふたつに、頼んでいない肉や野菜を煮つけた小鉢を置く。

「はい、クレイさん。これはあたしからの特別サービスです。他の人には内緒ですよ」

「ありがとう。トニア」

　クレイはさらりと礼を述べるだけで、それ以上のことは言わなかった。手元の氷の刃やいばに気をとられたままだ。

「ほ、他になにかご注文はありますか？」とトニアはすぐには立ち去らず、わざわざ訊たずねた。

「今日はシーク目当ての客で混雑するから忙しいだろう。あんまり気を遣わなくていいよ」

「……はい。ごゆっくりどうぞ」

　トニアはしょげる間もなく、次の客に呼び止められていた。

「なるほど。化石バカと言われるわけです」

　アジュールはひとり納得すると、氷の刃やいばをやっぱり消すことにした。

　クレイの嘆きの声が店中に響いた。







　クレイは自分のジョッキを一息で空にすると、間髪入れずアジュールが観察していたジョッキに手をつける。これも喉を鳴らして勢いよく半分ほど飲み干す。王宮から抱えこんでいた怒りを冷たい黄金炭酸の刺激で強制冷却、腹の底にまで流しこむ。追加の黄金炭酸とともに香辛料で味つけした肉の衣揚げ、挽ひき肉にくの薄皮焼き、野菜の酢漬けなどテーブルにぎっしりと料理がならぶ。

　クレイは黄金炭酸と料理を交互に胃の中に放りこんでいく。

　そうして料理を慌ただしく食べ終わった頃、芝居の開始時刻となる。

「クレイ。どのような物語なのですか？」

「シークが演じる主人公は王族のお姫様。実在した初代の女王セリア・ミュティスをモデルにしている。その彼女が荒野で発見した円柱を登り、頂上でスカルアトラスと出会い、襲いかかるドラゴンを倒すって話だ。ベルバの建国神話を基もとにした創作だよ」

「ドラゴンがいたら人間が栄えるのは難しいですよ」

「もちろんわかっている。楽しんでもらうために物語はだいぶ盛られているよ」

　史実では円柱を発見した時には当然地底街もなく、スカルアトラスであるアジュールは地面の下でまだ眠ったままだ。王宮にドラゴンの化石が飾られている点に着想を得て、物語の最後に派手な殺た陣てまで入れてある。

　しばらく待っていると舞台袖から語かたり部べの男が現れる。

　店内は静まり返り、人々の視線は舞台に注がれる。

「シークが出てきました」とアジュールは小さな声ではしゃぐ。

　芝居は三幕で構成され、ベルバの建国神話を役者達たちが戯画的に演じる。

　第一幕、シーク演じるお姫様は気弱でわがままな少女だったが、大勢の民を先導する王族として荒野を旅しながら気高く成長していく。役者が扮ふんするモンスターの襲撃を次々にくぐり抜ける中、父親である王様が亡なくなってしまう。だが悲しみながらも進んだ先に円柱を発見する。

　第二幕、一族の命運を背負ったお姫様は頂上の安全を確かめるために足場もない円柱を必死に登っていく。垂直絶壁の登頂は困難を極め、お姫様は極限状態に置かれる。そこで表現される苦悩や葛藤、滑落の恐怖、肉体の限界を超えた強い意志の発露。単独登頂を成し遂げる美しい女性の懸命な姿をシークは見事に演じ切る。

　第三幕、お姫様は頂上で眠るスカルアトラスを目覚めさせる。スカルアトラス役は男優が演じ、青い衣装に二本の角飾りを頭につけている。そして円柱を奪いにくるドラゴンが登場。人間同士が演じるので剣けん戟げきも見ごたえがある。見事ドラゴンに勝利し、ベルバという国家が誕生するという大団円。最後の水の豊かさと虹を表現する舞台演出も派手で面白い。

　この芝居は初演から満員御おん礼れい、何度も再演されていた。その評判はすぐに頂上まで届き、わざわざ芝居目当てで地底街に通う貴族も多い。特に第二幕のシークの演技が大好評を呼び、彼女は名実ともにベルバの大女優となった。

　今日も観客達たちは総立ちになって惜しみない拍手を送る。

　その中でも舞台の最前列中央に陣取り、大声で喝采を送る筋骨隆々な男が目立っていた。

「クレイ、シークはすごいです。別人にしか見えません！」

　興奮気味のアジュールも周囲の真ま似ねをして拍手していた。

　その感動はよくわかる。役に没頭しているシークは普段の彼女とは完全に別人だ。まとう空気そのものが変わり、化粧や衣装によってはクレイでも気づかないかもしれない。

「…………」

　長く鳴りやまぬ拍手の中、大量のジョッキが並ぶテーブルに頰ほお杖づえをつきながらクレイは半ば夢うつつで考えこんでいた。この芝居は初演以来、幾度も観みているので物語の筋はきっちり頭に入っている。そのせいで細かいところが気になる。創作であることは百も承知だが、考古学者の性さがからスカルアトラス役を女性が演じていないことが不満だ。

「スカルアトラスが、違うんだよなぁ」

　クレイは長年の不満をこぼす。

「特にあの角が気に入らない。違うんだよ。長さも足りないし、角度もおかしい！」

　一度愚痴りだすと止まらず、頰ほお杖づえをつきながら次々に文句が口をつく。

「もういっそ別のスカルアトラスにしろ。あれじゃ別物だ」

　そうぼやきながら、クレイは自分の言葉が妙にひっかかった。

　なにか重大なことを見落としている。無意識の網が掬すくい上あげていた断片がまとまりながら急速に浮かびつつあった。

　あと少し。もう一押しで、クレイは見つけられそうな気がしていた。

　隠された真実はすぐそこだ。なにかある。土の下に眠る化石と出会う直前の予感に近い。

　万雷の拍手の音が遠ざかり、クレイ・ネイザルの思考はひとつの仮説に辿たどり着つ────

「クレーイぃ、ネぇーイザルッ！　シークさんの名演を前に、頰ほお杖づえとはなんだ！　無礼にも程があるぞ。今すぐ店を退去せよ！」

　クレイの思考を遮ったのは、ゴーデス・タネンの店中に響き渡る大声だった。

「うるせえぞ、脳筋傲慢男！　今忙しいんだ！」

　邪魔をされたクレイも反射的に大声で言い返してしまう。

「畏れ多くもベルバ建国神話に対する不遜な態度、もはや看過できん！　その首をシークさんへの献上品としてやる！」

　最前列から客を押しのけながら向かってきたゴーデスがクレイの胸倉を荒っぽく摑つかむ。

「酒臭いんだよ、コラ。そっちこそタネン家がソルビオンに逃げ出したそうだな。王宮への忠誠心が聞いて呆あきれる。お前は置いていかれて、ひとりでヤケ酒か」

　クレイもゴーデスの襟元を摑つかむ。

「貴様、どこでその話を聞いたッ!!」

「さぁてね。今日は王宮で王様に会ったから、その時かなぁ」とクレイはとぼけてみせる。正確には廊下で役人どもの雑談を耳にしただけだが、ゴーデスの嫉妬を誘うには十分すぎた。

「たわけ！　我が忠義に一片の曇りなし。たとえ一族と道をたがえようとも、この身はベルバと王族に捧ささげると誓ったのだ！　これは祝い酒である。旅立った家族の無事と成功を祈念するのに、最高の舞台を眺めていたにすぎん！」

　まんまと挑発に乗って、暗に事実であると認める発言をするゴーデス。

　本人にとっては理屈が通っているのだろうが、どうにも歪いびつに感じられた。その答えはすぐ目の前に現れる。

　ゴーデスの締めあげがきつくなり、クレイの足が床から離れていく。息が苦しい。ぐっと盛り上がったゴーデスの胸筋の上には似合わない角つの神がみ教きようのネックレスが今日もぶら下がっている。

　青いスカルアトラスがモチーフとなっている二本角ではない。

　黒い色に、一本角の形。

「ゴーデス・タネン。お前、貴族で角つの神がみ教きようの信者なのに偽にせ物もののネックレスでも摑つかまされたか？」

「貴様のような無知はもう黙れ。これはベルバでもっとも古き信者の証あかしなり！　本来はこれこそが正しい形だ！　今地底街で出回っている後発の模造品などと一緒にするな！」

　二本角の前に別のデザインがあったとは初耳だった。

「なんだ、タネン家が崇拝するのは筋肉じゃなくて角つの神がみ様とはな。だったらスカルアトラスが氷から出たのを一緒に喜ぼうじゃないか」

「ベルバ誕生五百年の昔より我が一族が信奉するのは頂上にかつて存在した一本角の黒き骸骨巨人のみ！　地底街の下げ賤せんな民が崇あがめる二番煎じと一緒にするな！」

　吊つり上あげられながらクレイの顔色が悪くなっていく。

「クレイを離してください」

　アジュールの手がゴーデスの腕に触れる。

「ふぬ。我が高貴なる肉体に触れていいのはシークさんだけだ！」

　ゴーデスが片手で乱暴に振り払った拍子に、アジュールのフードが脱げた。

　輝く銀髪に光るような白い肌、宝石のような赤い瞳が人々の目に触れる。

　一瞬、この場に居合わせた人々の空気が変わった。

　アジュールの人間離れした美しさに誰もが息をのみ、心を奪われている。

「ほう。美しいな。どうだ、私の女になるのであれば──ぐふッ!?」

　ゴーデスは鼻の穴を膨らまし、下卑た視線を無遠慮に注ぐ。そしてその欲望の駄だ々だ洩もれた言葉をクレイは強引に途切れさせる。先端の補強された作業用ブーツで思い切り蹴っていた。

　思わずクレイを離す。岩のように固い腹筋を押さえながらゴーデスは、だが呻うめくにとどまる。

「彼女に指一本でも触れてみろ。お前を殺す」

　明確な殺意を持ってクレイはアジュールを背にして立つ。手はロングナイフの柄つかにかかる。

「近この衛えの精鋭、歴史あるタネン家の男おのこを舐なめるな！　ここが処断の時、己の愚かさを死んでから後悔しろ！」

　逆げき鱗りんに触れたらしく、ゴーデスは手近の空になった酒瓶を砕き棍こん棒ぼうのように持つ。

　店内から悲鳴が上がる。

「そこまでよ！」

　よく通る声でふたりを止めたのは、舞台衣装のままのシークだった。舞台上に多彩な表情を置き忘れたように冷たい視線を向ける。

「ふふふ。そのような酷薄な眼まな差ざしも刺激的ですね、シークさん。あなたはどこまでも素敵だ。大丈夫です、私にとっての一番は常にあなたです」

「暴れるなら他所よそでどうぞ」

「よろしかったら、これから頂上でお食事はいかがでしょう。素敵な時間を過ごしませんか」

「暴力的で、しかも酔っ払い。加えて自分大好きなワガママ男。あなた、生理的に無理」

　シークは当然のように拒絶する。

　ビクリと両肩を震わせながらも、なんとか耐えてみせるゴーデス・タネン。

　だが怒りの収まらないシークはゴーデスの首から古びたネックレスを引きちぎり、床に叩たたきつける。そして容赦なく踏みつけた。

　途端、ゴーデスは割れた酒瓶を振り上げる。

　クレイはロングナイフを素早く抜刀、酒瓶を手元のすれすれで切断していた。

「失うせろ。シークはお前の手に負える女じゃない」

　クレイの目には躊ちゆう躇ちよはない。

　シークは烈火のごとく怒るゴーデスを前に表情ひとつ変えず、侮蔑の眼まな差ざしを向けるだけだった。

「この女ぁぁ！　そんな目で私を見るなぁぁああ!!」

　拳を固めてゴーデスが飛びかかる。

　クレイはロングナイフの柄つかで鼻はな面づらを殴ってひるませる。

　すかさず用心棒の双子が背後からゴーデスを素早く押さえつけていた。鍛えた大男の近この衛え兵へいが暴れているにも拘かかわらず力でねじ伏せて店外へ放り出した。

「覚えていろよ。クレーイぃ、ネぇーイザルッ！　この屈辱は必ず返す！」

　外で怒鳴り散らすゴーデスの声が扉越しにも聞こえてくる。それも用心棒の双子による強引な撃退法で遠ざけられた。古くはギガスケルトン採掘の作業員が集まった骸がい骨こつ亭ていは荒くれ者の扱いには慣れているのだった。

　クレイはロングナイフを鞘さやに納める。

「えー皆さん、お騒がせ致しました。今後とも骸がい骨こつ亭ていとシークをご贔ひい屓きに！」

　クレイは固まっていた客達たちに向かって、明るい声で謝罪する。

　店内の空気が弛し緩かんして、動き出す。会計する者、そのまま舞台の感想を語らう者、追加の注文をする者。今晩はこの騒ぎのせいで店を出ていく者が多い気がする。

　店員や役者達たちが急いでシークの元に集まっていく。

　クレイも緊張を解くと、アジュールが浮かない表情で問いかける。

「わたしの中心よ、なぜ危ない真ま似ねをしたんですか？」

「悪い。怪け我がでもしたらドラゴンとの戦いにも支障が出るもんな」

「それだけではありません」

「え？」

「クレイが怪け我がすれば、わたしも苦しいと感じました」

　アジュールは緊張を崩さず、真剣にクレイを心配していた。その表情はあまりにも人間的でクレイは不意を突かれる。まるで普通の女の子だ、と思ってしまった。

　クレイは動揺を悟られないように会計に向かおうとしたが、「看板女優を守ってくれたのでお代は結構ですと女将おかみさんに言われています」とトニアに財布を仕舞わされてしまった。

　離れた場所に立っているシークは店の者に囲まれながら、クレイをじっと見ていた。

　近づくと「今晩の帰り道にクレイの付き添いはいらない」と一方的に言い放つ。

　いつもなら出番を終えた彼女が化粧を落として着替えるのを待って、家まで送るのがクレイの役目だった。

　シークの不機嫌を察した周りの人はすぐに離れて、ふたりだけにしてくれた。

「シーク、そんなに怒るなよ。怪け我がだってしてないし、僕は大丈夫だ」

「……結局さ、クレイは死に魅入られているんだよ。だから化石が好きだし、死ぬ危険があるのに何度止めても荒野に行くし。死に憧れでもあるの？　スカルアトラスのことだって、いつ死んでもおかしくないのよ！」

「お、おい！　それは秘密なんだから！」

　急にスカルアトラスのことまで言い出されて、クレイは慌てて周囲をうかがう。

「私の目の届かないところでクレイが怪け我がをしたり、死んだりするのは許さない。そんなことは絶対にさせない」

「大げさだな」

「クレイは大人しく博物館で働いていればよかったのよ。そしたら荒野に出る必要もないし安全でしょう」

　シークはこちらを見ない。

　生気を欠くシークの声には胸をざわつかせるような言い知れぬ闇を感じた。

「僕がベルバにひきこもったら機嫌を直してくれるのか？　ならお断りだ。それどころじゃない。今ベルバには危機が迫っていて、ここにいる人間が全員死んだっておかしくないんだ」

「──誰が死のうと、クレイが生きていればいい。他はどうでもいいわ」

「おい、シーク」

「現実はお芝居みたいには都合よくいかないんだよ。思い通りにはいかないし、避けられない痛みだってある。クレイには、そんなもの味わってほしくない」

　クレイは意表を突かれてしまう。

　彼女を悲しませたくないから強くなった。彼女はこれまで成長しようとするクレイを心配はしても、真っ向から否定することはなかった。クレイにはシークならどこかでわかってくれるという甘えがあった。もちろん、それこそクレイの都合のいい思いこみ。間抜けな話だ。




「わかってよ。私は、クレイと離れたくないだけなの」




　ようやく視線と視線が合う。涙に濡ぬれた瞳が訴えかける感情は間違いなく演技ではない。

　シークの秘めた本音を聞かされた。

　いや、実際は隠してなんかいない。いつもシークは一緒にいることしか望んでいなかった。

　だがドラゴンの接近という未曽有の国難を前にして、クレイは噓うそをつくことも曖昧に誤魔化すこともできなかった。彼女の望む生き方を今は選べない。シークを傷つけないための言葉が見つからないままただ時間だけが過ぎる。

「……なにも言ってくれないんだ。じゃあ、仕方ないよね」

　舞台裏へ静かに消えていくシーク。その背中に、ついに呼びかけることはできなかった。




　　　　〇




　散々な一日だった。

　勢いだけではどうにもならない自分の無力さや、大切に想おもっていても届かないもどかしさにクレイは帰り道の間ずっと黙ったまま煩はん悶もんしていた。

　地底街から帰宅するとアジュールは今日も真まっ直すぐ風ふ呂ろ場ばに向かう。水が肌の上を滑る感覚が心地好いらしく家に帰ると毎日のように水を浴びていた。綺き麗れい好ずきなのはいいことだ。

　クレイはコートを脱ぎ、装備一式を外して楽になる。身体からだが軽くなった解放感とは裏腹に心中の濁った感覚は消えず、いつまでも息苦しさは晴れない。椅子に腰かけても落ち着かず、家の中を用もなくウロウロする。思考はまとまらず、家事で時間を潰そうにも手につかない。

　とりとめもなく今日一日の断片が勝手によぎってはまた気落ちする。

「あーダメだ。なんとか気分転換しないと」

　気を紛らわすために床に転がった化石や素材を整理しようと拾い上げる。アジュールの部屋を掃除した際に棚にまだ余裕があったのを思い出し、とりあえず彼女の部屋まで持っていく。

　棚の空いたスペースに手当たり次第に収まるだけ収める。一息つくようにベッドに腰を下ろしそのまま倒れてしまう。天井をぼんやりと眺めて、時間だけが無為に過ぎていく。

　浴室で水の弾はじける音が薄うっすらと聞こえる。

　思えば、この家で自分以外の気配があるのはずいぶん久しぶりだった。

　アジュールというスカルアトラスの少女と同居するなど、いまだに信じられない。




『クレイ。スカルアトラスはかわいい子だ。氷から目覚めたら助けてやれ』




　ふと祖父の遺言を思い出す。死ぬ間ま際ぎわに解けない謎を残すなど、どうかしている。死ぬほど厳しかったおかげで、ドラゴン襲来について考えられる専門性は身についた。とはいえ生前は熱心に自分の知識を教えこんだのだから、最さい期ごくらいは孫を想おもう優しい言葉でもいいじゃないか。

「……じいさんは、なんでスカルアトラスについてあんなに詳しかったんだ。かわいい子なんて実際に見たような言い方して。助けてやれってどういう意味だ。人間になったアジュールを今みたいに世話しろってことか」

　ぼそぼそと小さく独り言をつぶやきながら、クレイは遺言の真意を考えてみる。

「アジュールはずっと地面の下にいた。人力で気軽に掘れる深さじゃない。寝ぼけて地上に出たなんて話は聞いたことがない。ましてかわいい子なんて、人間の姿になれることは知らないだろうに」

　クレイは目をつむり、記憶の地層を読むように事実をひとつひとつ点検していく。

　六十年前、王位を捨てた祖父によって国策としてギガスケルトン採掘がはじまった。

　人々の目に長らく触れていたのは角のないギガスケルトンのみ。

　アジュールは『同胞達たちはわたしのように思考し会話する機能はありません』と断言した。

　つまりギガスケルトンに対しては他の化石と同じように自分で観察し、考えるしかない。向こうから知識を授けてくれるわけではない。

　十三年前、クレイが五歳の時に二本角のスカルアトラスがついに発見された。その三年後に祖父は死んだ。

「たった三年だ。あの頃には僕もスカルアトラスに関する議論に混ざって話を聞かせてもらっていた。生活の大半を一緒に過ごしていたから、死ぬまでの三年間で知りえた知識量に極端な差は出ないはずだ。そう、じいさんは知りすぎている」

　違和感の正体がわかった。

　子どもだったクレイにとって祖父ソイル・ネイザルは大人であり、偉大な師匠だ。あらゆる意味で自分を上回り、追いつくことなど考えもしなかった。今こうして客観的に振り返った時、考古学者としての祖父は明らかに同時代の人間が知りえない知識を有していた。

「じいさんは、スカルアトラスが人間になれると知っていたんだ」

　個人的趣向で化石をかわいいと感じる瞬間はクレイにも確かにある。だが、そういう趣味人としての感覚の共有は生きている間に祖父とは散々確認した。わざわざ遺言で伝えるまでもない。わかりきったことを繰り返すより、常に新しい知識をあたえたがるのが祖父ソイル・ネイザルという男だ。

「遺言じゃない。あれはじいさんの最後の教えだ」

　クレイは目を開く。

　ならばソイル・ネイザルはその知識をどうやって知りえたのか。

「────アジュールとは別のスカルアトラスがいる」

　クレイはひとつの仮説を立てた。

　そう考えると、すべての筋が通る。

　本来王になるべき者が王位を捨てるという事の重大さ。それと引き換えにするように国策でギガスケルトン採掘がはじまった。ただの思いつきで円柱の東側を掘り返すはずがない。そこには明確な根拠があった。

　裏付けるのは、角つの神がみ教きようだ。

　ゴーデス・タネンが首からぶら下げていた黒い一本角のネックレス。

『これはベルバでもっとも古き信者の証あかしなり！　本来はこれこそが正しい形だ！　今地底街で出回っている後発の模造品などと一緒にするな！』

　ゴーデスは明らかに別物として一本角を認識し、自覚的に身につけていた。

『ベルバ誕生五百年の昔より我が一族が信奉するのは頂上にかつて存在した一本角の黒き骸骨巨人のみ！』

　古い貴族であるタネン家の男は断言する。

　果たして酔っぱらった男の戯たわ言ごとを真に受けていいのか。だが大嫌いな人間だからこそ、その人間性は逆に理解できてしまう。常に避けたいから結果的に観察する。

　ゴーデス・タネンは自分を偽れるほど繊細ではなく、他人に噓うそをつけるほど賢くない。裏も表もなく、あるがままに厚かましくて傲慢。その言葉に偽りはない。

　──頂上にかつて存在した一本角の黒き骸骨巨人。

　考古学者でありながらクレイはその存在を知らない。祖父から教わっておらず、これまで読んだ本にも書かれていない。骸骨巨人というのはギガスケルトンを指す古い呼称だ。

　ベルバ王は『自分達たちの拝む御神体の角の数なぞどうでもいい無節操な集団だ』とこぼした。まるで角の数が異なるスカルアトラスを知っているような言い方だった。

「一本角のスカルアトラスを物理的にも記録からも消せるのは、王様しかない」

　ベルバ建国から四百年以上が経過し、頂上にスカルアトラスがあった事実はすでに風化しつつあった。

　トドメを刺したのはもちろん十四年前の工場爆破事件に端を発した角つの神がみ教きようへの弾圧だ。

　公的に角つの神がみ教きように関するものは処分された。人々も無用な暴力から逃れるために、他者に疑いをかけられないよう自ら手放し焼き払った。そうやってベルバから、一本角のスカルアトラスの痕跡は消された。

　あの祖父でさえ幼いクレイが暴力に巻きこまれないように一本角のスカルアトラスの存在を教えなかった。当時はそれほど激しい暴力の嵐が吹き荒れていた。

　だが、翌年には採掘場から最後の一体である二本角のスカルアトラスが発見されてしまう。だからこそ二本角のスカルアトラスは民にとって新たな希望の象徴となってしまった。

　骸がい骨こつ亭ていの芝居でスカルアトラスが頂上で待っている設定。てっきり芝居用に古い建国神話を改変したと思っていたが、変えられたのは角の数だけなのだ。

「一本角のスカルアトラスは王家により長らく隠されていた。そしてアジュールと同じように人間の姿になったんだ。じいさんはそのスカルアトラスから旧人類の知識や円柱の地下に眠るギガスケルトンの存在を聞いていた。だから王位継承権を捨ててまで東側の発掘を優先した。やがてドラゴンが目覚めるのを知っていたから！」

　アジュールが氷漬けになっていた採掘場の広間と王宮の大広間が似ていたのは偶然ではない。

　逆なのだ。ドラゴンの全身骨格が飾られる前は、そこに一本角のスカルアトラスがあった。

　祖父の指示によりわざわざ採掘場の広間を王宮の大広間に似せたのだ。

　十年の時を経て、ようやく祖父の遺言の謎を解いた。

「ったく、わかりにくいんだよ！　もっとわかりやすく言えってーの！」

　腹を立てながらもクレイの顔は笑っていた。

「畜生。王様は全部こっちの手の内を知っていたんだな」

　最初から負け戦に挑まされていた。

　ドラゴン襲来にも驚かなかったのも頷うなずける。アジュールの正体が人間になったスカルアトラスであることも見抜かれているだろう。その上で頂上での籠ろう城じようを実行するのはなぜか。

「一本角のスカルアトラスだけで勝つ自信があるのか？　僕なら二体共闘でより万全を期してドラゴンを迎え撃つ。もしくは、それができない事情がある……？」

　クレイは、アジュールの誤解に気づく。

　斬り落とされた世界樹の上で、一本角のスカルアトラスが待っていた理由。

　アジュールが胸を貫かれるほどの激戦の末、勝利したのは確かにアジュールだろう。しかし、彼女の姉妹は死んでいなかった。六六〇〇万年前からエーテルの肉体は朽ちることなく最初の王族セリア・ミュティスが登ってくるまで頂上で消えないまま野ざらしになっていた。

　勝者であるアジュールでさえクレイなしにはまともに戦うこともできないのだ。

　負けた側が再起不能の損傷を負っていても不思議ではない。

「クレイ！　大丈夫ですか？」

　飛びこむようにアジュールに顔を覗のぞきこまれた。相変わらず寝間着は着ておらず、タオルを巻いているだけの無防備な格好だった。ベッドに片膝をついており、タオルが大胆にめくれ上がってふとももが見えている。まだ乾ききっていない濡ぬれた髪が頰に当たった。

「……なんだか最初の時を思い出すな」

　採掘場で氷から出てきた直後の状況に似ている。

「それより、どうしてわたしのベッドでクレイが倒れているのですか？　不調でも？」

「ちょっと考えごとをしていただけさ。心配ないよ」

　クレイはすぐにベッドから離れようとする。

「時間差でエーテルの影響が出ているのかもしれません！　そのまま寝ていてください」

　アジュールがクレイの胸元を押して、再びベッドに沈める。

「大丈夫だから。問題ない」

「いつもと顔色が違うじゃないですか。そうやって誤魔化しても無駄ですからね」

「それは、だって」

　アジュールは上から覆いかぶさって、クレイを押さえつけてくる。

　彼女が動けば動くほど巻かれたタオルは緩んでいく。白い胸元の見える面積は刻一刻と広がり、全裸一歩手前である。

「クレイの視線が泳いでいます。不審です！」

「目のやり場に困ってるんだよ！」

「わたしの身体からだなら子どもの頃から散々見ていたでしょう！　だまされません！」

「それはスカルアトラスの時の話だ！」

「あなたは化石に興奮する男です！」

「間違ってないけど、今は間違っている！」

　窮したクレイは逃げ出すように無理やりベッドから立ち上がった。

　アジュールがすかさずクレイの服を引っ張ったせいで、ふたりともバランスを崩す。

　今度はクレイが上になり、アジュールを押し倒すような形になっていた。

　アジュールのバスタオルは完全にほどけて、白い肌が露あらわになる。

　目と目が合う。

「…………」「────」

　どちらからともなく息をのんだ。

「アジュール。大切なことを訊きく」

「なん、でしょうか？」

　クレイは思いつめた表情だった。

　アジュールはなぜか急に身構えて、硬くなってしまう。

「君が戦ったスカルアトラス、角の数はいくつだ？」

「──今答えるべきことですか？」

「教えてくれ。どうしても今じゃなきゃダメなんだ！」

「……ッ、一本です！　真剣な顔で押し倒してまで訊きくことですか！」

　アジュールに蹴り飛ばされるようにして、クレイは廊下に追い出された。

「なんで急に怒るんだよ！」

「わたしもわかりません！　この化石バカ！」

　いきなり氷の壁が出現して、部屋には完全に入れなくなった。

　こんなことでエーテルの無駄遣いをするなよ、と苦笑いを浮かべて廊下から腰を上げる。

「確かに、いろんな意味でかわいい子だよ。じいさん」

　クレイはアジュールの着実な変化を少しだけ悩ましく感じた。




　　　　〇




　翌朝。クレイとアジュールは荒野にいた。

　ドラゴンと戦うためにも極力多くのエーテルを回復させておきたかったからだ。

「クーレーイ、ちょっと獲とりすぎだよぉ！　アジュールちゃんはお疲れ様」

　山積みになった透明なスライムを前に、にやけ顔のタービルは嬉うれしい悲鳴を上げる。

　スカルアトラスの参加により、スライム漁はかつてないほどの大漁だった。

　ゴーレムとは次元の異なる機動力、膂りよ力りよく、そしてエーテルを駆使した攻撃はスライムには過剰すぎた。普段は狙わないような大型のスライムもあっさり仕留めてしまい、追いつける範囲の群れの大半も捕まえた。結果、荷台の積載量を超えてしまうほどのスライムが山となる。

　短時間とはいえ、融合を解いてもクレイの身体からだに異常はない。

　ドラゴンを倒すためには、どうしてもスカルアトラスでの戦い方に慣れておきたかった。

　練習するには人目につかない荒野しかないと考え、思い切ってエネ・スライム漁団に協力を頼んだ。

　今朝、タービルにアジュールを紹介した時は「クレイに彼女ができた」と最初は大騒ぎした。彼女の正体がスカルアトラスだと知るとあっさり納得し、他の漁師への説明を含めてうまく取り計らってくれた。

「いくらスカルアトラスが好きでも、まさかスカルアトラスそのものになるとは思わなかったぞ」というタービルの正直な感想にクレイも笑うしかなかった。

　他の漁師達たちも似たような反応だ。もともと全員ネイザル採掘場で働いており、彼らにとってクレイは恩人の孫であり、自分の弟や息子も同然。

　信頼できる仲間達たちは、アジュールの正体を明かしても驚きこそすれど拒絶や奇異の目で見ないのがありがたい。

　先日のホーンラビット侵入時におけるスカルアトラスの活躍を誰もが目撃しており、皆に感謝されたことにむしろアジュールの方が戸惑っていた。

「おいシークさんと喧けん嘩かして、泣かせたんだって」

「……昨日の今日で、なんでお前が知っているんだよ」

　漁が一段落したタイミングでタービルに訊きかれ、クレイはげんなりした顔になる。

「シークさんファンの繫つながりを舐なめるな。過激なファンの怒りの報復で殺されるぞ」

「お前には、昨夜ゆうべの出来事の、最後の最後しか伝わってない。その過激なファンがシークに暴力を振るおうとしたから守っただけだ。その後に、喧けん嘩かというか軽い言い合いになっただけで」

「俺はクレイが美人を連れて観劇したから修羅場の末にシークさんに見限られたって聞いたけど」

「僕の活躍が丸まる抜けているな」

「シークさんが泣いたことが問題だからな」とタービルもそこに興味はない。

「その連れがアジュールちゃんとはな。クレイの大好きなスカルアトラスでしかもシークさんに負けず劣らずの絶世の美少女ときたもんだ」

　離れたところでアジュールは動かなくなったスライムをぷにぷにと触ったりしている。

「ありゃいかに俺といえども揺らぐね。ハクア姫様といいクレイは美人に恵まれすぎだぞ！」

「知るかよ。僕はただ、考古学者として生きていきたいだけさ」

　タービルはやや同情的な目でこちらを見る。

「──化石で美女なんてクレイにとっては理想の相手だな」

　タービルの冗談をいつものように軽い気持ちで笑い流せなかった。

「親方見習い～、やっぱり全部積みこむのは難しいですぜ。ラーゼルで載せられない分を売りさばいてきますか？」

　向こうで積みこみ作業をしていた漁師の一人がタービルに声をかける。

　西の方に目をやれば中継地であるラーゼルの黒い大屋根が見えた。斜めに切り立つ黒い岩盤の異様なシルエットがよく目立つ。不自然なまでに綺き麗れいな面で構成された長方形の岩盤は強い陽ひ射ざしと風にさらされてもひびひとつない。あれもまた旧人類の遺物ではないかと言われている。

「ダメ。積みこめるだけ載せて、あとは放置でいいよ～」

　タービルは頭の上で両手を交差して応える。

「じゃあ約束通り、載せられない分は現物支給で貰もらうぞ」とクレイが再確認する。

「あの山盛りのスライムを、スカルアトラスで持ってかえるのか？」

「いや、アジュールの話だとここで吸収できるらしい」

　クレイも半信半疑ながら、アジュールに許可が出たことを知らせた。

　頷うなずいたアジュールは死んで動かなくなったスライムにおもむろに手をかざす。

　次の瞬間にはずるりと手のひらに吸いこまれた。ゴーレムでなければ運ぶこともできない大質量が一瞬にして消失する。

「「まさかの丸のみ！」」

　クレイとタービルは衝撃の光景に声を揃そろえて驚く。

　当の本人はけろりとしており、続けざまに余ったスライムの山をすべて平らげていった。

「アジュールちゃん、意外と大食いなのね」

「生のスライムだと違うのか？」とクレイは早速質問する。

　アジュールは「生のスライムの方がエーテルも濃いめです。あと喉越し？」と答えた。

「そもそも口から摂取してないだろう！　手からエーテルをとりこめるのか？」

「というより全身で可能です。そうでなければクレイはわたしの中に入れないじゃないですか」

　アジュールの肉体はエーテルで構成されているのだから考えてみれば当然だ。人間の姿形をしているが内臓もないのだから、わざわざ口こう腔こう摂取に縛られる道理もない。

　クレイはまたアジュールを人間のように見ていたことを思い知らされる。

　漁師達たちがゴーレムでスライムの積みこみを終える。クレイとアジュールも荷台の端に乗りこみ、一同は帰路に就こうとする。

　二機のゴーレムは左右を見渡し、近くにモンスターの姿がないことを確認。一機のゴーレムが先導するように動き出す。もう一機は荷台に山盛りのスライムが落ちないように並走する。

　荒野の空は雲一つなく、今日も青く晴れ渡っていた。

　降り注ぐのは容赦ない太陽の陽ひ射ざしだけだ。

　だが、ふいに空から影が落ちる。

　急に暗がりが生まれて、上から感じていた太陽の熱が遮られた。

　クレイは弾はじかれたように頭上を見る。

　目を凝らすより早く、それは舞い降りてきた。

　爆風を叩たたきつけられたみたいな風圧の衝撃。荷台ごとひっくり返り、クレイとアジュールが吹っ飛ばされる。必死に姿勢を低くし、片手でロングナイフを地面に突き立てて耐える。もう一方の手でアジュールの手を摑つかむ。土煙の闇に吞のみこまれる寸前、クレイは正体を見た。

　空から突然現れた巨大な顎あぎとは、先行していたゴーレムを頭から装甲ごと嚙かみちぎっていた。

　そのまま着地することなく、空気の層を叩たたくような力強い羽ばたきで自らの巨体を再び上昇させ、その余波だけで辺りは一瞬闇に包まれる。

　獲物の狩り方は、グランレオンの死体から予想したものと同じだった。

　空中からいきなり一撃で仕留め、そのまま飛び去る。

　クレイは身体からだを起こす。

　視界が晴れていくと、近くで太い悲鳴が上がる。無残に喰くわれたゴーレムの腕部が風圧で飛ばされ、走そう脚きやく竜りゆうに乗る漁師の一人を下敷きにしていた。黄色い装甲の下に血だまりが広がっていく。周りの仲間達たちが急いで助け出そうとしているが、漁師も走そう脚きやく竜りゆうも即死なのは一目でわかった。

　離れたところで、空からゴーレムの胸装甲が落ちてきた。

　遠雷のような未知の咆ほう哮こうが荒野に響く。

「あれが、ドラゴン」

　生命が空を飛んでいた。

　クレイはドラゴンの生物としての次元の違いにすくみ上がる。

　白日の下に現れたドラゴンの全長は百メートルを超える。翼長も百メートルを超し、翼を広げて羽ばたく威容は荒野に巨大な影を落とす。もはや空飛ぶ堅けん牢ろうな要塞だった。かつてスカルアトラスの指揮によりギガスケルトン達たちが攻め落とそうとして多くの犠牲を出した。

　スカルアトラスがドラゴンを天敵と言った意味を肌で知る。

　あれは戦ってはいけないものだと動物的本能が猛烈に訴えていた。

　わずかな希望的観測がクレイの中で砕け散り、絶望という毒が全身を巡る。

「それでも、あれをベルバへ行かせるわけにはいかない」

　背後で横転していた荷台が正位置に戻る。積載されていた大量のスライムは姿を消していた。

「この埋め合わせは必ず行います。クレイもいけますか」

　エーテルを追加補給したアジュールがクレイの横に立つ。

「タービルは急いでベルバに戻ってドラゴンの存在を伝えろ！　僕達たちはここで戦う！」

「あんなでかくて空を飛ぶモンスターだぞ!?　クレイ、正気かよ!!」

「いつもと同じさ。放置しておいてくれればいい。最悪でもお前らの逃げる時間は稼ぐさ」

「ダメだ！　今日ばかりは許さないぞ！　親方である俺の命令は絶対だ」

　タービルは怯おびえながらも、死にに向かうような親友の無謀を必死に止める。

「漁師仲間を無事にベルバに連れて帰るのも、親方の役目だろう。優先順位を間違えるな」

　クレイが指さす先では、長年エネ・スライム漁団を支えてくれた仲間達たちが遺体を回収し、逃げる用意を整えていた。ベテランの彼らは未来の親方であるタービルの指示を待っているのだ。

「──ヅっうぅ!?　グレイッ！　死ぬなッ！　死なないでぐれッ！」

　号泣するタービルはそれでも精一杯の気持ちを言葉にして絞り出す。

「クレイは、わたしが死なせません」

　アジュールの言葉はクレイにも強く響いた。

　遠くへ離れたドラゴンは大きく弧を描いて、再びこちらに戻ってくる。

　タービル達たちを見送り、クレイとアジュールは迫りくるドラゴンを睨にらむ。

「アジュール。君が世界樹を斬り倒した一撃、僕の命をつかえば放てるか？」

「絶対に撃たせませんからね！　あれはエーテルを使い尽くします。わたしと融合するクレイの肉体自体、一瞬で消失してしまうんですよ！」

「君だって壊れるんだろう。犠牲ありきの勝利は僕だってごめんだよ。ただの、上限確認さ」

　それはクレイの意地だった。犠牲を容認してしまえばベルバ王と同じになってしまう。

　クレイはアジュールの冷たい手をとる。灼しやく熱ねつの荒野で唯一心地ここち好よいもの。その冷たさがクレイの心を落ち着かせる。

　昼夜を反転させる光が天を貫くように爆発した。

　天高き光の柱が晴れると、青きスカルアトラスが姿を現す。

　その手には長く巨大な槍やりが既に構えられていた。長さにしておよそ三十メートル。スカルアトラスの身の丈の倍近い大おお槍やりはエーテルの氷で創られている。

『「くらえ！」』

　クレイとアジュールの叫びが内側で重なる。

　一投一殺の鉄則に従う強烈な一撃が投とう擲てきされた。

　大気を切り裂く大おお槍やりは飛行するドラゴンを串刺しにせんと鋭く奔はしる。

　だがドラゴンの反応も速い。爛らん々らんと輝く瞳は迫りくる死の気配を捉えていた。

　不意打ちの一撃はドラゴンの腹を掠かすめるにとどまる。腹の鱗うろこを削られながらもドラゴンはギリギリで身体からだの向きを大きく変えていた。

　大おお槍やりはそのまま遥はるか後方の大地に突き刺さり、爆発めいた土煙をあげる。

　ドラゴンは激怒するように叫び、大きく翼を振って一気に上昇した。

「先制攻撃はほぼ無傷か。やるねぇ」

『気を抜かないでください。上からきます！』

「好都合！　しょせん翼のはえたサラマンダーだ！」

『クレイ。ドラゴンの炎の直撃を受けたら、いくらスカルアトラスでも耐え切れません』

「熱いのは荒野だけで十分だよ。ドラゴンを逃がすつもりはない！」

　スカルアトラスは角で空を刺すように上空を警戒しながら構えた。

　今日のアジュールは最初から身体からだの主導権をクレイに委ね、自分はサポートに徹していた。不本意ながら、より高い出力を発揮できるのは間違いなくクレイ主体の状態だった。

　己が不完全だからこそ彼の望む動作にぴったり合わせ、限界以上の力を引き出す。
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　いつも以上にクレイの軽口が多いのも、彼の恐怖と緊張の裏返しでもあった。融合しているからこそ必死な精神状態はあますことなく伝わる。

　絶対的な強者を前に逃げる素振りさえ見せなかったことがアジュールには嬉うれしかった。

　だからこそ過去の自分では成しえなかったことがふたりならできると信じて戦う。

　頭上に影がよぎる。

　まるで太陽の欠片かけらが落ちてくるように、いくつもの紫に燃える高熱の火球が放たれた。

『エーテルの炎です』

「撃ち落とす！」

　スカルアトラスは左右の手のひらから冷凍放射を細かく撃ち放つ。

　エーテルの炎と氷がぶつかり合う蒸発の音自体もとんでもなく大きい。

　広く地上にまかれた火球。いくつかはスカルアトラスの氷との相そう殺さいを免まぬかれて、地上に着弾する。だが炎は乾いた大地の上で消えることなく燃え続けていた。

「炎が消えない？」

『最初の嚙かみつきを獲物が避よけた場合、ああして上空から消えない炎で取り囲んで逃げ道を奪うんです。脚力のあるモンスターが無理に脱出しようとしても体毛に燃え移ってしまいます。そして苦しんでいるところを滑空して襲いかかります。きます！』

「スカルアトラスを舐なめるな！」

　クレイは上に跳んだ。

　手にはスカルアトラスの大きさに合わせた使い慣れたロングナイフが創造されていた。

　虚を突かれたドラゴン。突き出した剣先が目元を滑り、鱗うろこが削がれ落ちる。だが眼球は潰せなかった。軽すぎる手応えに舌打ちする間もなく、空中で交錯した無防備なスカルアトラスは運悪く振り下ろされた翼の真下にいた。翼の薄くとも剛性に富んだ飛ひ膜まくに弾はじかれてしまう。

　地面を抉えぐることで落下の勢いを殺しながら着地。

『ダメージは？』

「問題なし！」

『また火球がきます！』

　即座に移動。常に足を止めず、着弾して延焼する炎に触れないように回避も極力離れる。

　クレイ達たちの強みはこの広大な荒野そのものだった。上からの攻撃を防ぐ遮蔽物はないが、いくらでも好きに動くことができる。スカルアトラスの機動力なら問題なく回避可能。

　裏を返せばベルバで戦うとなれば、被害を防ぐことを考慮して戦うなどドラゴン相手には不可能に等しい。あの消えない紫の炎がバラまかれたら文字通り足の踏み場もない火の海と化す。

　ここで決着をつけなければならないのだ。

「でかいくせに気持ちよさそうに飛びやがって！」

　クレイが化石から想定していた以上に、実物のドラゴンは急制動をかけられた。

　スカルアトラスも火球を躱かわしながら、飛行コースを予測した先に冷凍放射を短く撃つ。

　だがドラゴンは攻撃の気配を敏感に察知して、空中を踊るようにうまくすり抜けていく。

　そして間断なく火球をこちらに放つ。

　ありがたいことに火球の狙う精度はそこまで高くない。おおよその範囲を素早く判断すれば脅威度は下がる。

　クレイは戦闘に集中し、アジュールが大局を判断する。

　ふたりの役割分担と密な連携はわずかな時間で急速に成長していった。

　じれたドラゴンは長い尻尾を強くしならせ方向転換、スカルアトラスに接近戦を挑んでくる。

　前脚を突き出し、鋭い爪で強引に押さえにきた。

「──左前脚の爪が一本少ない」

　クレイはふと気づく。

『惚ほうけないで！　摑つかまれます！』

「わかっている！」

　迎え撃つスカルアトラスは右手と、さらに左手にもロングナイフを二刀流で構えた。正面で交差させて上に斬り上げる。ドラゴンの重力加速と体重の合わさった重たい爪を見事に弾はじいた。

　すぐそばでドラゴンが開口する気配があった。

「当然」『予測済みです！』

　スカルアトラスはかつてないほど接近した状態から迷うことなく左斜めに跳んでいた。

　武器は両手の刃やいばだけではない。頭突きの要領でスカルアトラスは己の硬質な鋭い角の一方をドラゴンの右目に刺しこんでいた。

　鮮血が荒野を濡ぬらす。

　ドラゴンは絶叫をあげて大きく羽ばたく。

　ここが狙い目とクレイは両手の刃やいばを捨てて、ドラゴンの首にしがみついた。

　激しくのたうちながら上昇するドラゴンに振り落とされないようにスカルアトラスは堪こらえる。

『クレイ、無茶です！』

　全身にのしかかる未体験の圧力にクレイは返事につまる。

　スカルアトラスは右手で頭部の後ろから伸びた角を摑つかみ、左手で棘とげのような背びれを握る。ぶらつく両脚はなんとか足場を探そうと、触れるドラゴンの鱗うろこをこそげ落としていた。

　地上が遥はるか彼方かなたに離れていく。

　ドラゴンはスカルアトラスにしがみつかれたまま急上昇を止やめない。

「僕、空飛んでいるッ！」

『喜んでいる場合ではありません！　落ちたらどうするんです！』

「貴重な体験だー！」

　答えながら笑うという器用な真ま似ねをするクレイに、アジュールは絶句する。

　ドラゴンは反転から空中で錐きりもみするように回転しながら、スカルアトラスをようやく振り落とした。すかさず斬りかかるように爪を立ててくる。

　落ちながらスカルアトラスは再びロングナイフを両手に顕現させ、ギリギリのところで器用に受け流す。致命傷を避けながらも弄ばれるように空中で何度も弾はじかれる。

「──くっ。やられっぱなしで、たまるかよ！」

　飛行するドラゴンの突進に対してスカルアトラスは片手で爪をしのぎ、すかさずもう一方の刃やいばで肩に傷をあたえた。血と鱗うろこが吹っ飛ぶ。

『よく空中で一撃を加えましたね！』

「君も喜んでいるじゃないか！　もう地面だぞ！」

『任せてください！』

　スカルアトラスは背中や足裏からエーテルの光を噴射し減速、うまく着地した。

　激しい咆ほう哮こうをあげて怒れるドラゴンが間髪入れず飛来してくる。

　普通のモンスターならば痛みや傷をあたえれば長期戦は割に合わないと判断して撤退する。万が一にでも手負いになれば、そのまま自分が別のモンスターの餌になるからだ。

　しかし絶対的強者であるドラゴンは違う。

　ダメージをあたえても逃げるどころか、より攻撃的になった。見つけた獲物は逃がさないという強固な意思さえ感じる。自らを凍結した相手がスカルアトラスであるのを覚えているのだ。だから少々のダメージでは怯ひるむはずもない。化石の調査から推定されている通り、ドラゴンは高い知性を備えており個体識別ができている。敵は復ふく讐しゆうのために襲ってくるのだ。

　ドラゴンは上空からの火球のつるべ撃ちをやめて、地上で相対するために着地をしてきた。

　四肢を強こわばらせて爪を深々と大地に食いこませる。翼を横に大きく広げ、しなやかにうねっていた尻尾がぐっと真まっ直すぐに伸びた。再び全身に紫の細かな稲妻めいた光を迸ほとばしらせていく。

　クレイは迷うことなく正面から冷凍放射でドラゴンの口元を凍らせにかかる。鼻先から顎、目元の下まで白く氷結させていく。

　ドラゴンが全身に帯びていた無数の紫電は、鱗うろこの上を這はうように胸元に収束していく。分厚く頑丈な鱗うろこの下から透けて見えるほど紫色の強烈な輝きだった。

　ドラゴンは恐ろしい顎の力で強引に開口し、口元を覆った氷を砕いた。

　砲門のような喉奥から解き放たれた紫の光に輝く焼却熱線。

　滅亡の炎はスカルアトラスの冷凍放射を吞のみこみ、押し返す。

　サラマンダー戦を遥はるかに凌りよう駕がする威力の冷凍放射でも拮きつ抗こうできない。

　真正面から炎を受けながら、スカルアトラス自体がじりじりと後退していく。

　一瞬を永遠に引き延ばすような猛火に晒さらされつづける。

　獲物が力尽きていくのを見下ろしながらドラゴンは轟ごう然ぜんと紫の炎を吐き続けた。

　炎の高熱で足元の大地は煮崩れるように抉えぐれていき、スカルアトラスの両脚が沈みはじめた。

　クレイは冷凍放射の威力が急速に失われていくのを感じる。

　スカルアトラスは冷凍放射を維持しつつ、先ほどの落下時に行ったエーテルの噴射で無理やり焼却熱線の射線上から離れた。

　ドラゴンは炎を一度切る。閉じた牙と牙の隙間から紫の残り火がこぼれていた。休むことなくその全身に再び紫電を滾たぎらせていく。同時に自らの強烈な紫電で鱗うろこが次々に弾はじけ、肉が裂けて血しぶきが飛ぶ。

　自傷覚悟の決死の炎、そしてアジュールの忠告より遥はるかに脆もろい鱗うろこの硬度にクレイは活路を見み出いだしつつあった。

　だが質問が言葉になる前に異変は起きてしまう。

　スカルアトラスは転がるように無様に着地、次の動作に移ろうとしても動かない。

「────、噓うそだろう」

『クレイ。もう限界です』

　クレイはスカルアトラスとの一体感を唐突に喪失していた。

　己の肉体が凍りついて動かなくなったように自由が利きかない。

　見えているのに世界は遠く、まるで氷に閉じこめられたようにスカルアトラスは停止した。

　ドラゴンの鼻先は既にスカルアトラスに向けられていた。

「焼き殺されるぞ！　せめて逃げるんだ！」

『いえ、ここでおしまいです』

　ドラゴンが焼却熱線を吐いた。

「アジュール！」

『────』

　スカルアトラスが突き出した手から巨大な氷の結晶が盾のように咲く。結晶は連鎖的に外縁から紋様を複製するように一瞬で広がり、スカルアトラスをドーム状に包みこむ。

　と同時に世界を焼き尽くす猛烈な炎がスカルアトラスごと吞のみこんだ。すべてが炎に沈み、容赦ない高熱が生きとし生けるものから命を無慈悲に剝奪する。

　圧倒的な暴威。

　真昼の荒野が沈黙していた。ただ風だけが消えない紫の炎をかすかに揺らす。

　隻眼となったドラゴンは再び翼を羽ばたかせて飛ひ翔しようした。

　空中でぐるりと一回転しながら己がまき散らした滅亡の炎には興味を失ったように、遠くへ飛び去っていく。

　紫の炎が燃え盛る荒野の中にスカルアトラスの姿はなかった。




　　　　〇




　ハクア・ミュティスは明かりもともさず寝室に閉じこもっていた。

　窓から差しこむ陽ひは傾き、夕刻の色に移ろいはじめる。

「姫様、せめてお食事だけでも召し上がってください。もう丸一日です。お身体からだに障さわります」

　音もなく現れた黒衣の巫み女こジュラに、ハクアはベッドから顔を上げた。

「誰も通すなと命じたぞ。下がれ」

「そのような覇気のない声では臣下の者は誰も言うことなど聞きませぬよ」

　影が床を滑るようにジュラは枕元まで近づいてくる。

「元よりわれを女王と認める者などおるまい」とハクアは膝を抱えてつぶやく。

「王位を継ぐことに不安がおありですか？」

「ああ。顔を明かさぬ巫み女こがおるせいで特にな！」

「目め障ざわりと仰おつしやるのなら喜んでお暇いとまをいただきます。私も、少々王宮に長くいすぎました」

「──おじいさまに何かあったのか!?」

　ハクアの察しのよさに、ジュラはベールの下で微笑ほほえむ。

「崩御なさいました。そして、先ほど地上から悪い知らせが届きました」

「──。申せ！」

「クレイ・ネイザルが警告していたドラゴンがまもなくベルバに接近するとのことです」

　感情を排したジュラの事務的な報告に、ハクアは青ざめる。

「既に王宮内にもドラゴン接近の報は広まっており、いくつかの有力貴族はタネン家を追いかけるように荒野に逃げ出したそうです。どれだけ荒野を渡れるか見物ですね」

「それではベルバの国政に支障が出るではないか！」

「長い平和を安逸に貪り、耽ふけていた代償でしょう。もっとも、そうした心配もベルバがドラゴンにより火の海にならなければの話ですが」

　ジュラは堪こらえきれない内心が声に現れてしまう。

　敏感なハクアはジュラの感情を即座に感じとり、厳しい視線を向ける。

「だから、おぬしも力なきわれの元を去るつもりか」

　先王による治世は優れた政治手腕と長い在位期間、ギガスケルトン採掘による経済発展と領土開発で国全体がおおいに豊かになった。だが長すぎた。あらゆるシステムが慣習化されて硬直した中で、役人や商人達たちは癒着し力を持ちすぎた。若いハクアの性根が優しすぎることも見抜かれており、自分の利権を守ろうと増長する者が増えている。王も高齢になり、すべてを御すにはいたっていなかった。

　そんな中でジュラの王宮内における影響力の大きさは王に次ぐ。王が亡なくなった今では彼女の力添えが不可欠なのはハクアも十二分に理解していた。

「──私は陛下にではなく、ベルバという国にお仕えする存在です」

「どういう、意味だ？」

「王家の血は他にもありましょう。それはもう、ハクア様が愛してやまない殿方です」

「まさかクレ──」

　ジュラはハクアの唇に指先を当てた。そしてベッドに腰かけ、ハクアの耳元にそっと囁ささやく。

「国のため、玉座は貴く賢き王を求めております」

「ジュラ、自分がなにを口にしたかわかっているのか」

　叱責の声は弱々しい。戦慄しながらハクアの頰は朱に染まる。気持ちの揺らぎをジュラに見透かされて恥ずかしかった。

「彼の御祖父、先王の兄君は自ら王位を捨てられた。その孫が今さら玉座になぞ座れるわけが」

　正しい言い訳を並べながらハクアは一筋の希望に背を向けるようで、どんどん苦しくなる。

「ハクア姫様。寝室はおひとりだけで眠る場所ではございません」

　ジュラはからかうように、そっと手をハクアの下腹部に添えた。

「あなたが、次の王を産むのです」

「────ッ」

「姫様にふさわしい結婚相手として彼ほど血筋の優れた殿方はおりません。他の貴族達たちがどれだけ財と力を抛なげうっても勝てないものです。おふたりの王子が生まれれば誰よりも王家の血を色濃く受け継ぎます。そして彼もまた父となれば王宮で、我が子と妻の右腕としてベルバを支えることになりましょう。ハクア姫、いえ女王様。すべてがあなた様の理想通りです」

「……でき、るのか？」

　ハクアはもはや自分の感情を制御できなくなっていた。泣きそうな、笑いそうな。涙をたっぷり浮かべながら困惑に正常な判断力を失っていた。

　ジュラは、人生の岐路に立たされた少女を優しく抱きしめる。

「私にすべてお任せください」
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　クレイは生きていた。

　間一髪でアジュールが展開した氷の守護結界が炎の直撃を凌しのいでいた。

　限界に達して融合が解けたふたり。だが、アジュールは気を失ったように反応がない。

「アジュール。頼むから無事でいてくれよ」

　クレイはアジュールを背負う。サラマンダー革のロングコートを頭から被かぶりながら紫の炎に燃える荒野を進む。

　エーテルの炎は高い壁のように燃えており、無理に飛び越えようとすれば燃え移って焼け死ぬ。壮絶な熱に囲まれて、汗はかいたそばから蒸発しているのだろう。まばたきも忘れて炎の切れ目を必死に探す。

「……、ん。クレイ、無事ですか」

「起きたかアジュールッ！　よかった！　怪け我がはないか？」

「一時的なエーテル不足です。人間の姿なら歩けます。降ろして、ください」

「声に元気がないんだよ。落ち着くまで大人しく背負われていろ」

「あぁ。ではエーテルを補給します」とアジュールは弱々しくクレイの背から白い腕を伸ばし、目の前で燃える炎の壁に手のひらをかざす。

　光の粒子となってエーテルは吸収されていき、紫の炎はみるみる勢いを失う。そうして道をつくっていく。

「アジュール。ドラゴンの炎をとりこんで、火傷やけどとかしないのか？」

「炎といえどエーテルです。残り火なら、とりこむことができます。もう歩けます」

　アジュールは自分の両足で立った。

　礼を述べようとクレイと正面から向き合い、その異変にようやく気付く。

「クレイッ。顔が!?」

「どうした？　火傷やけどでもしているか？」

「……皮膚が透けて、頭蓋骨が見えています」

　アジュールは絶望的な表情で打ち明ける。

　クレイに自覚症状はない。顔に触れても人間の肌である時との違いはわからなかった。思考や喋しやべることに支障はない。だが高熱の中にいて汗ひとつかいていないことを思い出す。

　アジュールの赤い瞳に映りこむ自分の顔は、骸骨そのものだった。

「先に脱出しよう。骸骨になっても熱いって感覚は残っているんだ」と気に病むアジュールを気遣い、クレイは首元のターバンを巻いて頭部を隠す。

　ロングコートをふたりで共有しながら、すぐそばにあるアジュールの表情は暗い。クレイは心配させないように笑顔を浮かべようにも、骸骨の顔では表情をつくりようもなかった。

「肉体がエーテル化したのはいつからですか？」

　アジュールは炎を吸収しながら、硬い声で問う。

　周囲の温度差でアジュールの額に結露した雫しずくが汗に見えて、クレイの胸をさらに締めつける。

「もしかしたらと思ったのは、ホーンラビットとの戦闘の後だな。目の錯覚みたいに、骨の透けた手はすぐに元に戻っていた」

　炎の隙間を縫うように、なんとか熱の届かない場所まで離れた。

「おーい！　ふたりとも無事か！」

　遠くから聞こえる声の主はタービル・エネだった。

　先行していたタービルは頭上をよぎった巨大なドラゴンの影で戦いの終了を知る。

　残ったゴーレムと数名を伝令役としてベルバに全速力で急がせ、残りの漁師と一緒にふたりの生存を信じて助けるために戻ってきた。

　クレイは荷台の上に倒れるように横になりながら、荒野の暑い空気を涼しく感じることに驚く。差し出された水をがぶ飲みしようとして、ターバンをとろうとした手が止まる。

「どうしたクレイ？　はやく水飲めよ、脱水症状になるぞ。それとも怪け我がでもしたか!?」

「おい、やめろ！」

　心配するタービルが強引にクレイのターバンをひっぺがした。

「なんだよ、なんともないじゃん」とタービルは水筒をクレイに手渡す。

　クレイの顔は元に戻っていた。

　アジュールは目に見えて、ほっとしている。

　あらためて水を飲んだクレイは「タービル、なんで戻ってきた？」と問う。

「お前を迎えに来るのは俺の役目だろう、親友」

「正直助かったよ。いつも悪いな」

「このままドラゴンを追いかけてベルバを目指していいんだよな」

「もちろん。あれは野放しにできない。次こそ倒す」

　クレイは力強く肯定した。

「駄目です！」

　神経質なまでに張りつめた声でスカルアトラスの少女は却下した。怯おびえたような感情はすぐに隠され、冷静な提案という体裁でさらに言葉をつづける。

「今のままでは分が悪すぎます。態勢を整えるべきです」

「ベルバは僕の故郷だ。家族や友人、たくさんの人間に、大事な思い出を全部見捨てられない。君はドラゴンを倒す存在なのに、今さら怖おじ気けづいたのか」

　ドラゴンの殲せん滅めつを使命とするスカルアトラスの意外すぎる言葉に、クレイは混乱する。

「クレイもドラゴンと戦ってわかったはずです！　力押しでどうにかなる相手ではありません。今のわたし達たちでは犠牲なしに倒すのは不可能です」

　クレイは何も言わない。静かな表情でアジュールの赤い瞳を見つめながら、彼女の言葉に耳を澄ます。

「……クレイは最初からおかしいです。あなたには死に対する恐怖心がないのですか。わたしは何度も警告しました。戦ったら死ぬんですよ。なのに、なぜ諦めないのですか」

　文句であり嘆きであり説得だった。アジュール自身にも整理がつかない無防備な感情を必死に吐き出していく。

「わたしは、わたしの弱さが腹立たしいです。自分の傷をようやく後悔しました。クレイ・ネイザル。わたしの中心よ。わたしは、あなたを殺したくないです」

　アジュールは膝の上に置いた手を強く握りしめ、苦しそうに本音を吐露する。

　己の使命と個人の想おもいの間でアジュールは今も昔も引き裂かれていた。

「自由は不安です。こんな気持ちになるなら、四大禁忌に縛られたままの方がよかった」

「アジュール、一時の感情に流されるな。それは違うよ」

　クレイは落ち着いた声で諭す。

「自分ひとりならどうなろうと構いません。ですがクレイまで巻きこめません」

　逆にクレイ・ネイザルはどこまでも考古学者として客観的な立場を貫く。

「君の優しさは嬉うれしいよ。だけど実際に戦ったからこそ見えたこともある。限界と言いながら、君の意思でスカルアトラスは動けた。そして焼却熱線に耐え切る強力な盾まで顕現できた。僕を守るために余力を残した状態で引いてくれたんだろう。僕らにはまだやれることがある」

「勝てるなら死んでも構わないと？」

「僕は生きるよ。生き残る。なんたって絶滅したはずのドラゴンを調べる絶好の機会だ。せめて死体くらい検視解剖して、後世のために記録を残さなきゃ割に合わん。それに──」

　クレイは涼しい顔で迷いなく言い切る。

「たとえ死んでも、君と一緒なら僕は幸せだよ」

　アジュールはまだ自分の感じている気持ちを正しく理解できない。ただ冷たい身体からだの内側に灯ともった温かな感情が気恥ずかしくも嬉うれしく、それをどう処理すればいいか戸惑う。名状しがたい違和感を誤魔化すように手をばたつかせ、小さく声を漏らしながら身み悶もだえる。

「……アジュールちゃん。こいつはとっくに肚はらを決めている。何を言っても無駄だよ」

　タービルは苦笑気味に親友の肩を叩たたく。

「アジュール。君はこの時代の人間について一つだけ勘違いをしている。荒野では人間は一番弱い。一度たりとも有利な状況で戦えたことはない。モンスターと遭遇したら逃げるのが基本だ。戦うとすれば君が言う万全の状態、もしくは確かな勝ち目があるか」

「策が、あるのですか？」とアジュールは信じられないものを見る目でクレイを見つめる。

　クレイは笑う。

「情報は揃そろった。ベルバの頂上でドラゴンを迎え撃つ」

　クレイにとって、まだ諦めるには早すぎた。
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　太陽はゆるやかに傾き、空の色は夕暮れの気配を帯びはじめる。

　円柱の頂上はいまだに虹を冠し、ドラゴンはまだベルバに到着していなかった。

　南の登頂門をくぐり、ベルバに帰還すると地上はすでに大混乱に陥っていた。

　ドラゴン接近の報はベルバ中に広まっており、酷ひどい有り様だ。根も葉もない噂うわさがそこかしこで飛び交い、不安に駆られた一部の人々は暴力や略奪行為にまで及んでいた。

　取り締まるべき近この衛え兵へいの指揮系統はまともに機能しておらず、地上の現場判断に委ねられていた。彼らに命じられたのはベルバに侵入するあらゆるモンスターを排除せよ。もうもうと焚たかれたモンスター除よけのお香の甘い匂いが不快なほどにベルバ全体を包んでいる。

　どうすればいいかわからず地底街からも大勢が地上に上がってきており、エレベーター広場はかつてないほどの大混雑になっている。とどまるか、逃げるか。不安と混乱の渦か中ちゆうで高らかに声をあげて騒いでいるのは角つの神がみ教きようの連中だった。

　顔を真っ青に塗り、角飾りをつけた彼らは迷える人々に熱心に語りかける。

「ベルバ王は地上を見限られた！　民を救うつもりはない！　十四年前を思い出せ！　かつてベルバ王が断行した弾圧によって罪なき人々が大勢死んだ！　それがまた繰り返されるぞ。すでに熱心な信者であるタネン家をはじめとする王宮の役人はソルビオンへ脱出しておられる。さぁ荒野へ向かおう。モンスターを恐れることはない、我々には角つの神がみ様がついている！　今こそ再びベルバを旅立つ時だ！」

　逃げるのもひとつの選択肢だ。だが肝心のスカルアトラスはここにいる。彼らの道行きにまるで安全の保証があるような言い方で断言するところに角つの神がみ教きようの問題がある。

　民の混乱に拍車をかけたのが全エレベーターの停止だ。

　すでにありったけの物資やゴーレム、必要な人員は頂上に運び終えていた。

　東西南北すべてのエレベーターのゴンドラは頂上で止まったまま沈黙。地上に下りてこない。頂上にこれ以上避難民を流入させないための一方的な措置だった。地上のエレベーター乗り場では数えきれないほどの人々が届かない声を訴えつづけている。

　エネ・スライム漁団の基地もまた近この衛え兵へいによる接収により、燃料となる乾燥スライムを根こそぎ持っていかれた。腕っぷしに自信のある漁師達たちは抵抗したが、クレイ達たちが戻った時には残っていた連中は傷だらけ。基地内も容赦なく荒らされていた。

　負傷した仲間を気遣いつつ、タービルは基地内の様子を確かめる。

「加工前の生のスライムは残っている。近この衛え兵へいが物ぐさで助かったよ。で、どうやって頂上に行く？　スカルアトラスで上がるのか」

「いやエーテルはできるだけ節約したい。タービル。残った加工前のスライム、全部買い取らせてくれ。これは手付け金の代わりだ。もしも戻らなかった時は売れば結構な金になる」

　クレイはサラマンダー革のコートとロングナイフを渡そうとする。

「バカにするなよ、クレイ！　全部持ってけ！　どのみちドラゴンに燃やされたら終わりだろう。その代わりに戻ってきたらシークさんか、アジュールちゃんかはっきりしろよ！」

「…………この状況で言うことかよ」とクレイは破顔する。

「当然。ドラゴン退治後に関わる重大事項だ。アジュールちゃん、ここのスライム、全部吸収しちゃって！」

　アジュールは保管庫に詰まった透明なスライムを残らず、手のひらで吸収した。

　おかげで昼間の戦闘で消耗したエーテルの補給ができた。

　クレイはさらに基地の奥に残されたゴーレムに目をつけた。骨折は完治していたが、上半身の装甲は装着前だ。しかも手足は改造中だった。各おの々おのの指先にモンスターの爪が固定されており、武器を失なくしても有効な近接攻撃ができる。

「これは、グランレオンの爪か!?」

　気づいたクレイは素っ頓狂な声をあげた。

「バザールでのホーンラビット騒ぎで、いい素材が落ちていたんだよ。ゴーレムを骨折させて接近戦の弱さは痛感したからさ」

　非常事態なので入手経路について細かいことは言わない。落ちていたのを拾っただけだ。

「──、使えるな」

「まさか、ゴーレムで登るのか!?」

「ここは先祖に敬意を払って建国神話オールドスタイルの登頂方法フリークライミングといこうじゃないか」
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　エネ・スライム漁団は総動員して、ゴーレムを円柱登頂用に緊急改造した。

　突貫作業だったが熟練の腕によりゴーレムは見事にクレイの要望に応える動作を実現する。

　夕ゆう陽ひを横目に、手足に固定したグランレオンの爪を円柱に刺しこみ、よじ登っていく。

　軽量化のため上半身は元より装甲の大半を外しているため、ギガスケルトンの透明な素体がほとんど露出していた。背部には長さの異なる銛もりを左右に固定してある。

　巨大な骸骨が夕ゆう陽ひに透けて、エーテルの肉体の内側でくっきりと浮かび上がっていた。

「これを人力で登りきるとは、昔の王族はすごいな」

　断崖絶壁。標高五百メートルを命綱なし。強風。まともに落ちたら死は避けられない。

　クレイは慎重に操そう縦じゆう桿かんを扱いながら、着実にゴーレムを頂上へと近づけていく。荒野の強い風は容赦なく吹きつけ、機体を揺さぶる。爪の刺しこみが甘ければ重力に引かれて地上に落下してしまう。クレイは先人の偉業に敬意を表する。

「あなたの先祖ができたなら、クレイにもできますよ」

　後ろの補助席でシートベルトに固定されたアジュールが応援する。

「アジュール、作戦の確認だ。ドラゴンが最後に発した焼却熱線は空中では撃てない。この認識で間違いないか？」

「はい。威力が強すぎて飛行を維持できません。エーテルの消費も激しく、火球のように連射も難しいです。ベルバに到達していないのも途中でモンスターを襲っているのでしょう」

「結果的に時間稼ぎができたわけか。ドラゴンが厄介なのは空中にいることだ。一方的に火球を撃てる上、こっちからの攻撃が届きにくい」

「サラマンダーの時のようにビームによる全身凍結は難しいですよ」

「だから、焼却熱線を撃たせる直前で決着をつける。あれを撃つにはドラゴンは着地するしかない。唯一動きの止まる、その瞬間を狙う」

「そんなに都合よくいきますか？」

「ドラゴンはスカルアトラスを憎むべき相手として記憶に刻んでいる。明らかに君に復ふく讐しゆうする意思があり、スカルアトラスを見つければ襲ってくる。僕らはドラゴンの高い知性を逆手にとる」

　実際に戦ったことで、クレイは確信した。

「具体的には？」

「まず最後に展開した氷の盾を、スカルアトラスの鎧よろいにして装備したい。できるか？」

「可能です」

「うん。ドラゴンを発見次第、エーテルの噴射で上空へ跳躍、至近距離で奇襲をかける。こちらも空中戦ができるぞと錯覚させた上で、地上であえて的になり焼却熱線を誘う」

「地上に降ろして焼却熱線を吐く前に首を落とす、と。本当に最大攻撃でなくても通じるのですか」

　過去の経験則に縛られたアジュールはどうしても懐疑的だった。

「あのドラゴンは皮膚病だ」

　クレイは断定する。

「斬りつければ血が流れ、鱗うろこも剝がれた。おそらく長い間凍結されていた影響だ。本来硬い鎧よろいになるはずの鱗うろこがかなり脆もろくなっている。僕らが首にとりついた時、足場を探して踏ん張った際にも鱗うろこは簡単に剝がれた。焼却熱線を吐くことも弱った身体からだに相当の負荷をかけている。ドラゴンも勝つのに必死だ。君が遥はるか昔に凍結させたダメージはしっかり蓄積されている」

「まさか、鱗うろこが脆もろくなっているとは……」

　通常攻撃が有効とわかった今、こちらの犠牲をともなう一撃必殺を放つ必然性は薄くなった。

　クレイの作戦にようやく納得したアジュールは内心で安あん堵どする。

「今回はスピード勝負だ。長引けば長引くだけスカルアトラスの勝利は遠くなる。僕のことは気にせず最初からエーテル全開でいく。あくまで熱線は誘うだけだ。撃たせる前に決着をつける。そのためにドラゴンがどこから来ても即応できる頂上の中央を陣取る」

　地上迎撃ももちろん考えたが頂上より見通しが悪く、他の三方の状況がわからない。初動が遅れた分だけ被害は拡大する。民家に火が及んだらおしまいだ。あらゆる条件を考慮した上で、今回は頂上決戦とした。

「つまり、王宮ですね。勝手に侵入したら、あの王が怒るでしょう」

「庶民が王宮に連絡する手段はないんだよ。ついでに保険も使わせてもらう」

「保険？」

「大広間に飾られた雄ドラゴンの化石を見ながら、君が言ったんじゃないか。あのドラゴン達たちはつがいだって。だから旦那の化石を盾にして、焼却熱線を封じる」

「自分の伴侶と気づきますか？」

「すまん、これについては半分賭けだ。だが、死を弔うことのできるドラゴンなら気づくよ」

　クレイは荒野の幼いドラゴンの化石に寄り添う両親の爪を思い出す。

　王宮に飾られた方が父親、ベルバに近づく方を母親と仮定した時、二体とも爪を欠いていた。クレイには偶然の一致とは思えなかった。

「知っている死者が目の前に現れたら戸惑うでしょうね。残酷な仕打ちです」

「そんなこと言ったら、僕個人としてはドラゴン退治そのものに反対だよ。稀き少しような生き物をあくまで人間の一方的な都合で命を奪うんだ。化石だって傷つくかもしれない。何よりアジュールを危険に晒さらす。だけど僕らが生き残るためには、なりふり構っていられないんだ。荒野では使えるものはなんでも使う」

　──人間は弱い。だから勝つために容赦なく利用する。

　そんな自分は、スカルアトラスを四大禁忌で縛った旧人類と変わらないのかもしれない。

　ふいにアジュールの一言が呼び水となり、一本角のスカルアトラスが頭をよぎる。

「本当に、神話みたいに頂上で味方として待っていてくれればいいんだけどな」

　クレイはアジュールに聞こえない声でごちた。後ろ暗さを忘れようとしてクレイは操縦に集中する。

　頂上はもうすぐだった。

　日没が近い。円柱を彩いろどるいくつもの虹は消えつつある。その下をくぐるようにゴーレムは固定されたままのエレベーターのゴンドラに跳びつく。







　クレイは器用な操作で、ゴンドラの下にぶら下がった状態から一息でよじ登る。

「うわっ！　骸骨のモンスターか!?」

「モンスターが来たぞぉ！　ゴーレムを集めろ!!」

　頂上で警護にあたる近この衛え兵へいの前に、突然人間と同じ形の巨大な頭蓋骨がぬっと現れる。

　素体のギガスケルトンがむき出しになったゴーレムの見慣れぬ姿に腰を抜かす。

「嘆かわしいなぁ。自分達たちが乗る道具の中身くらい知っておけよ」とクレイは冷めた目で、足元で慌てる近この衛え兵へいを見下ろす。

「どうします？　全部倒すのですか？」

「時間の無駄だ。ひとり黙らせれば十分」

　一番近い重装甲ゴーレムが突き出してきた槍やりを左手で弾はじき、懐ふところに飛びこむと右手の爪で肩口から背部の搭乗席までを掠かすめた。装甲がめくれ上がり、操縦する近この衛え兵へいの表情は固まっていた。

　ゆっくり右手を引くと、相手のゴーレムはバランスをとれずに尻もちをついて倒れた。

　同じゴーレムとは思えない身軽な挙動とクレイの操縦技術が合わさった妙技に、誰もが沈黙する。

「邪魔をするな」

　言い捨て、クレイは先を急ぐ。

　戒厳令の敷かれた頂上では市民は誰ひとりとして出歩いていない。賑にぎわいの失うせた街並みを寂しく思いながら、クレイ達たちは大通りを一気に駆け抜けて王宮を目指す。

　追いかけてくるゴーレムはいなかった。

　だが王宮の前で待ち構える重装甲ゴーレムだけは死守せんと立ちはだかる。

「クレーイぃ、ネぇーイザルッ！　王宮に牙をむくとは、ついに本性を現したなッ！」

　驚異の視力と大声のゴーデスは、接近するゴーレムの背に乗る男がクレイだと看破する。

「どけよ、ゴーデス・タネン！」

「問答無用！　貴様のような男に王宮の敷居は跨またがせん！　初代ベルバ王より賜りし王宮警護のお役目はタネン家における永と久わの忠誠、私だけは何があろうとも頂上を、王宮を離れんッ！」

　ゴーデスは搭乗席に乗りこむ。

　立ちはだかるゴーレムは巨大な鎚つちを携えていた。当たればゴーレムの装甲も内部の骨も容赦なく粉々に砕く凶悪な武器だった。

　不退転のこの近この衛え兵へいはどんな時でも己の在り方を変えない。

　クレイはゴーレムの背部に固定していた銛もりを手に装備させる。こんなところで止まれない。

「暑苦しいんだよ！　素直に家の連中とソルビオンへ逃げ出せよ！」

「王家とタネン家の絆きずなにかけて貴様の蛮行を粉砕する！」

　躊躇ためらうことなくクレイはさらにゴーレムを加速させた。

「アジュール！　ベルトはつけているな。落ちるなよ！」

　ゴーデスのゴーレムが鎚つちを振り上げた。

「くたばれ！」

「押し通るッ！」

　勢いよく振り下ろされた鎚つち。

　砕けたのはベルバの大地そのものだった。路面が粉砕され、王宮前の広場に亀裂がはしる。

　クレイのゴーレムは空中にいた。

　重装甲ゴーレムの真上で、頭が逆さまになった状態。かつてスライム相手にみせたクレイだからできる曲芸じみた回避。一瞬のタイミングを逃さず的確に装甲と装甲の隙間に銛もりを投とう擲てきした。左の鎖骨の上から肋ろつ骨こつの内側を抜けて、腰骨の上を貫通。銛もりの先端は砕けた地面まで突き刺さった。

　串刺しになって沈黙したゴーデスのゴーレムを置き去りにして、クレイは左背部に固定した長い銛もりを取る。逆手に持ち替えて、両手で銛もりの末端をしっかり握る。

　王宮を囲む水の張った深い濠ほりはゴーレムの大きさでは歩いても沈んでしまう。正面の跳ね橋は上げられているため、王宮に入る手段はない。

　だからクレイは濠ほりを跳び越えることにした。

「いくぞーーーー！」

　加速に乗ったゴーレムは、濠ほりの手前で銛もりを地面に突き刺す。スライム漁用に拵こしらえられた銛もりは弾性に富んでおり、かなりの重量がかかっても大きくしなり、折れることはない。銛もりは限界まで弓なりに反れ、その反動でゴーレムは大きく跳んだ。その重量を忘れたように高い軌道を描いて、クレイの操るゴーレムは王宮の外壁の上を見事に越えた。

「あ。やりすぎた」

　気合いが上乗せされすぎて勢いがつきすぎた。クレイの想定以上に飛距離が伸びていく。もっと手前で着地するはずが、敷地の中央に近いところに落下していく。平らなスペースはない。そのまま建物にゴーレムごと突っこむ。派手な破壊音を立てて、建物を打ち砕いていった。




　　　　〇




「……生きているか、アジュール？」

「かなり、大胆な入り方でしたね」

　落下寸前、クレイが咄とつ嗟さにゴーレムの両手で背部の搭乗席を覆ったおかげで砕けた瓦が礫れきの下敷きになるのは避けられた。ゴーレムの腕を慎重にどけて、天井の壊れた大広間にふたりは降り立つ。

　そこにはお目当てのドラゴンの化石があった。

　大広間の天井に空いた穴から外の夕ゆう陽ひが差しこみ、ドラゴンの化石を茜あかね色いろに染める。

「まさか王族の血筋のお方が王宮に不法侵入するとは驚かされます。しかも濠ほりを跳び越えてくるなんて、あなた様は大胆ですね」

　黒衣の巫み女こジュラがそこにいた。

「ですが感心です。王の崩御に誰よりも早く参じられるとは、誠の忠義をお持ちなのですね」

「王が、死んだ!?　それでハクアは？」

「ハクア姫様が、あなたに直々のお願い事があるそうですよ」

　ジュラが顔を向けた先、廊下の暗がりからハクア・ミュティスが現れる。その手には王の証あかしである王おう笏しやくを大切に抱えており、ベルバ王の死が事実であることを物語っていた。

「あ、兄上……？」

　泣きはらした顔を見られたくないのか、ハクアは俯うつむいたままクレイを見ない。

「御崩御についてお悔やみを。だがドラゴンがベルバに来る。ハクア、力を貸してほしい」

「われの許可などいらぬ。兄上の思うままにベルバとわれを守ってほしい」

　弱々しく言って、ハクアは王おう笏しやくをおもむろにクレイに差し出す。

「そなたが、新しいベルバ王になれ」

　ハクアは真剣な面持ちで告げる。それが彼女のわがままや弱気だけではなく、悩んだ末の結論であることはクレイにもわかった。

「僕にその資格はない。だから」とクレイが断ろうとして、ジュラが先に言葉をはさむ。

「玉座がお嫌いでも、ハクア姫様を見捨てることはできないでしょう」

　ジュラの問いかけには感情がない。突き放したようなその冷たさは、クレイの神経を逆さか撫なでする。

「だからどうした！」

「でしたら座らなくても構いません。王宮でハクア女王を支え、お世継ぎを生なしてください」

「──は？」

　侮辱された怒りからジュラに視線を移そうとした時、ハクアが胸に飛びこんでくる。

「われが、新しい王を生む。だから、そなたが王の父親になれ」

「ハクア。自分が、何を言っているのか……」

「わかっておる！」

　悲痛な声でハクアという少女が肩を震わせながら訴える。

「われはそなたを愛しておる。すべてを投げ出し、兄上と一緒にいたい。だが、われはベルバの女王にならねばならない。民を守り導く義務がある。だからせめて、兄上の子どもがほしい。兄上が他の者を好きでも構わない。それでも憐あわれと思うならわれを抱いてくれぬか」

　妹のように想おもってきた美しい少女の告白は、クレイの胸を締めつける。

　生まれながらに女王としての運命を決められたハクア・ミュティスの切実な願い。

　この先に待つ重責と苦悩を前に、ひとりの少女が縋すがった祈りのような言葉は彼女が唯一求めている自由だった。

　クレイは泣きそうな気持ちを堪こらえる。彼女は女王として命令しなかった。あくまでひとりの少女として想おもいを打ち明けている。
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　その優しさを遠ざけるのが痛いほどつらかった。

「ハクア姫様。そのお気持ちには応えられません」

　彼女を自分から引き離し、王おう笏しやくを押し戻す。

　クレイは王にも夫にもなれないが、ハクアの家族だ。それだけは最初から変わらない。

「だけど、ハクアとベルバを守る。その約束だけは必ず果たすよ」

　クレイはハクアの頰に流れる涙をそっと拭い、アジュールを一度見た。

「……、兄上？」

　そしてクレイもまた打ち明ける。

「彼女が、いや僕達たちがスカルアトラスだ。ベルバの守護神としてドラゴンを倒す」

　新たな女王に忠誠を誓う。そしてクレイは真に王宮を裏から操る黒衣の巫み女こを睨にらんだ。

「そんな恐こわい顔をしないでください。悲しくなります」

　ジュラは淡々とした話し方で、クレイの猜さい疑ぎ的てきな視線にも揺るがない。

「ベールで隠れているから顔がよく見えなくてね」

「この程度の女心もわからないなんて察しの悪い男ですね」

「なにせドラゴンが近づいているんだ。僕らだけじゃ心こころ許もとなくてね。悪いけど、もう一体のスカルアトラスの力も借りたいから紹介してもらえるかな？」

　クレイは核心を突く。

　その言葉に驚いたのはアジュールとハクアだけだった。

「一体なんのことかしら？」

　ジュラはとぼけながらも言葉尻に愉快さを隠し切れていない。

「待ってください、クレイ。わたし以外のスカルアトラスがここにいるのですか？」

「アジュール。君と戦ったスカルアトラスは死んでいなかったんだ。少なくとも僕のじいさんやベルバ王は会っている」

「まさかッ！　わたしはッ、わたしは確かに彼女を刺しました！」

　動揺するアジュールは即座に否定する。

　ハクアも化石に関してクレイが意味のない虚言を弄するとは思えなかった。そしてジュラの反応を注視する。手に持つ王おう笏しやくを知らぬ間に強く握っていた。

　大広間に響いたのは、はじめは低く這はうような声だった。その笑い声はだんだんと大きくなり、ジュラは天井を見上げるように大笑いする。

「ジュラ。おぬし……」

「もしかしたらと思ったが、スカルアトラス本人か」

「わたしは、我が姉妹を倒せなかったの」

　ハクアの顔色は悪い。クレイは警戒を強める。アジュールの声は震えていた。

「ええ、あなたに刺された衝撃は忘れない。感じるはずもない痛みに今も苦しめられるほどにね」

「わたしは、そんな」

「昔も今もあなたは自分の正しさを信じきれない。だから、私は死に損ねた。それだけの話よ」

　かつての事実を認めるようにジュラは自分の薄い下腹部をそっとなぞる。

　アジュールは呆然と黒衣の巫み女こを見ていた。

　ジュラが指摘したアジュールの弱点は、彼女の優しさの裏返しだ。

　徹しきれない甘さが六六〇〇万年越しの悲劇的な再会を招いてしまった。

「ジュラがスカルアトラスで、人間になっていただと。ベルバ王はそんなものを巫み女こにしたと」

　ハクアもいまだに信じられない様子で問いかける。

「もちろん。だって私を起こしたのは、彼の言う通り、おふたりのお祖父じい様さま達たちですもの。今から七十年ほど前ですかね、彼らが十歳にも満たない頃でした。目覚めた私はやるべきことを見失った暇つぶしに、彼らに多くの知識を授けました。結果、成長した兄は王位を捨てて地面を掘り、弟は嫌々ながら代わりに王様になったというわけです。おかげでベルバが豊かに発展した。別に恩を売るつもりはありませんよ」

「どうりで人前どころか、われの前でもベールを脱げんはずだ。その不遜な顔を迂う闊かつに晒さらすわけにもいくまいな！」

　ハクアは自分の乳母でもあった女の正体に戦慄する。

　巫み女こなど最高権力者である王を立てるための控えめな呼称に過ぎない。今日のベルバの繁栄はジュラというスカルアトラスの助言なくしてありえなかった。王家の歴史を揺るがす重大な秘密に触れて、感情がうまく追いつかない。

「あなたが女王になられた暁には明かすつもりでしたよ。せっかちな彼に先にバラされてしまいましたけど」とベール越しにジュラがクレイを見る。

「さすが、化石には強いのね。クレイ博士」

　ジュラは忍び笑いを浮かべる。

「この前といい、ずいぶんと馴なれ馴なれしいな。ベルバ存亡の危機だ。いいからドラゴン退治に力を貸せるのか、貸せないのか。答え──」

　クレイは息をのむ。

「今、なんて言った」

　猛烈な嫌な予感がクレイの全身を這はいずりまわる。頭の中でどれだけ否定の言葉を並べ立てようとも、一度浮かんでしまった疑念は消えてくれない。重苦しい違和感が胃の腑ふのあたりでどんどん重みを増していく。

　クレイのひきつった表情を愉たのしむようにジュラは一方的に話し続ける。

「そんなに怯おびえないでよ。私は、いつもみたいにクレイ博士って呼んだだけじゃない」

　黒衣の巫み女こは、別人のように何食わぬ態度で明るく肯定する。

　クレイは足元が震えるように現実が揺らぐのを感じた。

「なぜ、こんなことをしている？」

「目覚めた世界は変わっていた。そして四大禁忌のない私にはやるべきこともなく、私自身もスカルアトラスとして壊れていた。だからごめんなさい。私はドラゴンと戦えない。あなたの望むような力にはなれないの」

　いつもと同じ優しい語りかけがひどく耳みみ障ざわりだった。

　たくさんの思い出が一瞬で駆け巡り、眩まぶしい光を放つ。

　頭が真っ白になる。それは無数の過去が一斉に輝いて、思考が麻ま痺ひするためだ。

　それでも知らなければならない。

　考古学者だからではない。クレイ・ネイザルという男が最初から見落としていた過去の真実を確かめなければ気が済まない。

「どうして僕なんだ？　なぜ、ずっと側そばにいたんだ」

「今さら惚ほれた理由を訊たずねるなんて無粋ねクレイ」

「答えろよ、シーク！」

　遺灰が荒野の風と消えた日から、今日にいたるまでの十年。

　いくつもの場面の黄色い花が重なり合う。葬儀の花束、彼女の部屋の花びん、そして王宮の庭園の花々。

　彼女はずっと自分と一緒に成長してきたはずだ。

　苦楽を共にし、時に喧けん嘩かをし笑い合った。そして特別でかけがえのない存在になっていった。

　その積み重ねた日々が、すべて幻であったように崩れていく。

「クレイはね、私が助けた時からずっと死に魅入られていたのよ。覚えていない？　はじめて出会った葬式のあの日、クレイは私の目の前で頂上から飛び降りようとしていた」

　欠けた記憶が彼女の言葉によって埋められていく。

　クレイは白い灰が消えてなくなってからも、ずっと空と荒野の狭間はざまを見つめているうちに踏み出してしまった。恐怖はない。追いかけただけだ。それが虚こ空くうへの一歩と気づかないまま。それを寸前で押しとどめたのは全身を包む心地ここち好よい冷たさだった。

　祖父の葬儀に現れた黄色い花束を抱えた黒衣の女性は、巫み女このジュラだった。

「別に見過ごしてもよかった。だけど身体からだが勝手に動いちゃったの。気づいたらクレイを抱きしめていた。自分でも驚いたわ。創られた存在であるスカルアトラスに、空っぽの私に、人間のように誰かを求める衝動があるなんて知らなかった」

　黒衣の巫み女こはその時の感動をありありと覚えている。

「スカルアトラスとして不完全。人間として生きるには中ちゆう途と半はん端ぱ。そんな壊れた私を埋めてくれる素敵な男の子が現れてくれた。だから、この子は私が守ってあげるって決めたの。人間として側にいようって」

「……だから、人の体温まで再現したのか」

「あなたとより深く繫つながりたかったから」

　ベールが音もなく床に投げ捨てられる。

「いつものように仲直りをしましょう、クレイ。すべてはあなたのためなのよ。今度こそ私の望みに従ってくれるわよね」

　いつでも胸に飛びこめるように両腕を広げて、黒衣の巫み女こジュラというベールを脱ぎ捨てたシークが慈愛に満ちた表情で微笑ほほえむ。

「ほんとうに、巫み女このジュラがシークなんだな……」

　シークへ近づくための一歩はない。

　その場で動かないクレイは、はじめて真の素顔をさらしたシークを見つめるだけだった。

「もう抱きしめてくれないのね」

　シークはその両腕を静かに下ろす。

「シークが、スカルアトラス……」

　アジュールもまたシークの真の正体を知り、愕がく然ぜんとする。

「あらためてひさしぶりね、我が姉妹。あなたに手足を斬られたせいで、私は円柱ここから逃げることもできなかった。おかげで手先は不器用なまま。クレイに手料理のひとつもろくに作ってあげられないんだから」

　アジュールも認めるしかなかった。

　戦いの詳細を知るのは胸を貫かれたアジュールと腹を刺されたシークのふたりだけ。

　氷から目覚めたばかりだったとはいえ、自分を助けてくれた相手の正体も見抜けなかった己の鈍さが嫌になる。

「シーク。どうして打ち明けてくれなかったんです？」

「まだ寝ぼけているのアジュール。自分の腹を刺した妹と仲よくできる？　二度と治らない傷まで残されて、しかも一番大事な相手まで危ないことに巻きこんでいるのよ。許せると思う？」

　シークは酷薄な表情でアジュールの純心さを嘲あざ笑わらう。

「教えてくれ。僕が地底街で会ったシークという女の子も演技だったのか？　わざわざ子どもの姿で現れ、僕の成長に合わせて自分自身の姿まで変えて」

　残酷な仕打ちに打ちひしがれたクレイは絞り出すような声で訊たずねる。

「スカルアトラスが変えられるのは姿かたちだけ、心までは変えられない。王を補佐する巫み女このジュラも、地底街で女優を続けるシークも見た目だけの差よ。私のクレイへの気持ちだけが噓うそ偽いつわりがない。私だけの本物の感情よ。叶かなうなら、私がクレイの子を産みたかった」

　シークは寂しそうにつぶやく。

「傷は見えないように隠したのか？」

　クレイはシークの腹部で、アジュールの胸に残るような傷跡を見たことがなかった。

「ええ。クレイに心配させたくなかったのよ」

「だからって。よりにもよって、ハクアを利用しようとしたのか？」

　やり場のない苦しみに悶もだえながら、クレイは必死に堪こらえていた。

　一体なんのために自分は考古学者を名乗っていたのだ。ずっと一緒にいた女性が、よりにもよって自分の愛するスカルアトラスだったなんて。己の不ふ甲が斐いなさが情けなくなる。

　もっとはやくに気づいていれば、といくら自分を責めても手遅れだ。

「ええ。私が未み来らい永えい劫ごうにあなたの血筋を育て守ってあげるわ！　それこそが死んでしまう人間を長く生かす手段よ！」

　シークがたどり着いた最愛の人を死なせない方法。

　長い王宮暮らしで気づいたのだろう。権力者にとって自分の血統が永遠に連なっていくのはこの上ない喜びだ。どれだけ時が流れても途切れることなく、繫つながっていく。

　その血筋をもっとも安全に守る場所が王宮であり、ベルバの王家だった。

　シークは舞台上のように大仰な動作で告げると、急に火が消えたように冷たい表情になる。

「けど、それが無理ならすべて終わりにしましょう。私を壊したアジュールを殺して、頂上はドラゴンに全部燃やしてもらうの。夕ゆう陽ひより熱く、世界が赤く染まるわ」

　シークは陶然とした声で詠うたう。

　アジュールは身構え、クレイは切実な声で呼びかける。

「極端すぎるんだよ！　いつもみたいに夕ゆう陽ひだけで我慢できないか？　いくらでも付き合うぞ」

「それは無理。人間であるクレイはいつか死ぬじゃない」

　シークは悲しげに笑うことしかできなかった。

　ハクアは自分の乳母であり長年王宮に仕えた巫み女こに、女王として声をかける。

「ジュラよ、愚かな真ま似ねはよせ。幼き日よりわれを育てたおぬしは母親も同然だ。悪いようにはしないと誓おう。そなたや兄上達たちがスカルアトラスならば、ドラゴンにも勝てるかもしれん！」

「ごめんなさい、ハクア様。あなたも私の恋敵だから──邪魔をするなら容赦しません」

　シークの全身からエーテルの輝きが漏れ出す。

　赤と黒が入り混じる禍まが々まがしい気配がまき散らされ、突風のような圧力に全員が気け圧おされる。

「ドラゴンの化石を取りにきたのでしょう。こんなものクレイ以外は興味を示さないもんね」

　シークは化石を固定する台座に触れた。軽く力をこめただけで台座に亀裂がはしった。

「我が姉妹──いや、シーク。わたしへの怒りはわたし自身で償います。ドラゴンを倒した後は好きにしてくれて構いません。だからベルバを守る邪魔をしないでください！」

　アジュールは荒ぶる風に逆らいながら、シークに呼びかける。

　スカルアトラス同士で戦えば、ドラゴンを倒すためのエーテルも無くなってしまう。化石まで壊されれば勝利はさらに遠ざかる。

「かわいくて無む垢くな、私のバカな妹。あなたを殺そうとすれば、そこの化石バカが命懸けで守ろうとするでしょう。特別なものを感じているなら、諦めなさい。彼もしょせん私達たちを創った連中の末まつ裔えい、旧人類と同じようにあなたを利用しながら死んでいく。私達たちと人間は一緒には生きられないのよ」

　シークは憐あわれむようにアジュールを諭そうとする。

「──クレイは、わたしを支配しようとはしません！」

　アジュールは否定した。

　シークは、その反応で察してしまう。

「そんなこと、私が一番知っているわよ。私はあなたよりもクレイが大好きだった。だから私を壊したあなたと一緒にいるなんて絶対に許さない」

　シークはクレイの姿を最後に焼きつけようと愛いとおしげに見つめた。

「やめろ！　シークとは戦いたくない！」

「勝利に犠牲はつきもの。受け入れられないなら私を殺して。それが一番確実よ。クレイにスカルアトラスを壊せるならね」

「シーク！」

　クレイの叫びは届かない。

　シークが帯びる輝きがいっそう強くなる。それは赤黒く燃える炎のように立ち上っていく。室内のエーテル濃度が急速に高まり、クレイの後方でハクアが苦しそうに膝を折る。この場にとどまるのは危険だった。

「──ッ！　アジュール、王おう笏しやくを頼む！　外に出るぞ！」

　クレイはハクアを担かついで、アジュールは王おう笏しやくを持って大広間の外へ脱出する。

　シークを中心とする黒い輝きが破裂、大広間の残った天井を破壊して黒い光の柱が立つ。

　卵の殻を破るように姿を現したのは一本角の黒いスカルアトラスだった。
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　夕刻の王宮に突如として出現したのは、巨大で異質な黒い影だった。

　全身のエーテルが黒く、その下にうっすらと透ける骨格は真っ赤な色をしている。額から伸びた長い一本角も赤く、血を啜すすった不気味な刃やいばのように見えた。すっきりとした顎のラインのスマートな頭蓋骨。ふたつの眼がん窩かの奥から爛らん々らんと赤い光を放つ。敗北により放置された長い時間は彼女からエーテルを枯こ渇かつさせ、スカルアトラス状態ではアジュールより細身で鋭い印象をあたえる。

　復ふく讐しゆうに燃えるスカルアトラスが長い時を経て、再び頂上に立った。
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　王宮内の警備にあたっていた重装甲ゴーレムのうち六機が集結してくる。

　見たこともない不審な敵に武器を差し向けながら警戒した。二本脚で直立する姿に近この衛え兵へいは戸惑う。敵の正体がモンスターなのか、別の物なのか判別がつかない。

　黒いスカルアトラスは手近にいたゴーレムに一足で接近。軽々とした身のこなしで懐ふところに入り、脇腹の装甲の隙間に指を差しこむ。そして素体となるギガスケルトンのエーテルを吸収した。

　エーテルの肉質をすべて喪失したため打ちこんだ装甲が落下し、露出したギガスケルトンの巨大な骨格が足元に転がった。

　一瞬にしてゴーレムを操る近この衛え兵へいに恐怖が伝でん播ぱする。

　目にも留まらぬ早業で集まってきた残りのゴーレム五機に襲いかかった。逃げる間もない。ゴーレムとスカルアトラスでは元より機動性が違いすぎる。攻撃してくる勇気を嘲あざ笑わらうように振ふり被かぶった隙を見逃さない。

　次々にエーテルを吸収して、ゴーレム五機すべてを白骨化させた。

「これ以上の破壊はやめろ！」

　光の柱が噴火するように青いスカルアトラスが出現する。

　二本角の青いスカルアトラスはドラゴンの焼却熱線を防いだ盾を、頭部のマスクに加えて、胸部、両肩、背部、腕、腰、足など全身の主要各部に氷の鎧よろいという形で装備していた。

　目元を守るバイザーの奥で双そう眸ぼうが青い光を灯ともす。

『あら、鎧よろいまで着るようになったの。男の趣味に合わせるなんて、ほんと自分のない子！』

『わたしはクレイを信じるだけです！』

　二体のスカルアトラスが揃そろうことで彼女らが常時放出するエーテルにより周辺濃度が一時的に上昇。離れていても相互の声が聞こえるようになっていた。

　夕ゆう陽ひで燃えるような茜あかね色いろに染まる頂上に二体のスカルアトラスが対たい峙じする。

　その神こう々ごうしい威容が並び立つ様は、この世のものとは思えない光景だった。

　青いスカルアトラスがエーテルの噴射による加速で突進する。

　黒いスカルアトラスは白骨化したゴーレムをぞんざいに投げつけた。

　クレイは顕現させた双剣でゴーレムを壊さぬように弾はじき飛とばす。

『かわいそう。大好きな化石が壊れちゃうわよ』

　的確にクレイの嫌がることをシークはする。

「わかってんなら、大人しく戦うのをやめろ！」

『クレイ、上です！』

　シークの機動性はクレイ達たちを上回る。

　両手の甲から突き出たのは細く強固な赤い爪。

　振り下ろされる爪を、青いスカルアトラスは首をふるって自身の角で弾はじき返かえす。

『ふふ、自ら先陣に立って敵と戦う。まるで理想の王様じゃない』

　嘲あざ笑わらうシークは実に楽しそうだった。

「僕には王宮は狭すぎるんだ！」

　軽やかに踊るようにシークは執しつ拗ように爪を振るい、攻撃を重ねていく。

　手数の多さと足元の被害を気にしつつ、青いスカルアトラスは両手のロングナイフと鎧よろいで致命傷を防ぐ。

『長引けばドラゴンが来る前に力尽きてしまいます』

　深刻な声音でアジュールが警告する。

『ねぇクレイ。いつもと違って腰が引けているわよ。私を退屈させないで！』

「こっちはちっとも楽しくないんだよッ！」

　シークは胸を刺し貫こうと踏みこんできた。すかさず爪を躱かわす。上から斬撃を加えて爪を根元から叩たたき折おる。

　怯ひるまないシークは細い身体からだをよじり、無理な体勢からもう一方の爪で襲いかかった。クレイは冷静に肩の鎧よろいで正面から受け止める。硬度の差で爪はへし折れた。

　絡からみつくように攻めるシークを青いスカルアトラスは膝蹴りで吹っ飛ばし、距離を置く。

「万全じゃないんだろう！　シークに勝ち目はない！」

　クレイの見立て通り、身体状態において青いスカルアトラスの方が圧倒的に優勢だ。

　軽さによる俊敏さではシークが勝る。

　だが、クレイを得たアジュール──青いスカルアトラスは圧倒的パワーとエーテルの噴射による急加速、そしてドラゴンの焼却熱線にも耐えうる鎧よろいの防御力があった。

　過去のアジュールとの一騎討ちで壊されたシークはスカルアトラスとしての十全な力を発揮できない。体内のエーテルは淀よどみ、アジュールより長い時間をかけても回復にはいたらなかった。そのエーテル純度はギガスケルトンにも及ばない。本来の色とは異なる黒い肉体になっており、手足を治し元の姿になることだけでも奇跡に等しかった。

　ドラゴン襲来という国難に亡なきベルバ王がシークを戦力と数えなかったことから、クレイも最初から彼女の不完全な状態には気づいていた。

　一気に決着をつけようと青いスカルアトラスは猛攻をかける。

　融合しているアジュールには、クレイの焦あせりが手に取るように伝わっていた。

　エーテルの消費を最少限にとどめるためにクレイは心を封じ、攻撃に徹する。一刻も早く苦痛な時間を終わらせようと必死だった。迷いに吞のまれれば一気に動けなくなってしまう。

　焦あせりが強引な攻めとなり、隙を生んでしまった。

　大振りになった一刀が空を切る。すかさず低い姿勢からシークが懐ふところに踏みこんでくる。

　赤い一本角が目を貫こうと、前に突き出された。

　衝撃が頭部を揺さぶる。マスクのおかげで貫通はなく、目元のダメージは免まぬかれていた。

「──本気で、僕を殺すんだな」

　一本角の刺突で反り返った首を戻し、青いスカルアトラスの双そう眸ぼうが鋭く光る。

　クレイはロングナイフを放棄、一本角を素早く両手で摑つかむ。そのまま早業で投げ飛ばした。

　黒いスカルアトラスの細身が宙を舞う。

　庭園の樹き々ぎが薙なぎ倒たおされ、花壇は崩れ、池が割れて地下水が噴き出した。ずぶ濡ぬれになったシークは自分が長方形の池の真ん中に倒れていることに気づく。

『……私、投げられたのッ!?』

「そこで大人しくしていてくれ」

　青いスカルアトラスは冷凍放射を放って、動きを止めにかかる。身体からだにかかった水は凍りつき、シークの黒い全身が白く氷結していく。

『クレイ、勝手に終わらせないでよ。最後なんだから、もっとゆっくり愉たのしまなきゃ』

　その言葉の意味を察した時にはシークの巨大な姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

「人間の姿になったのか！」

　冷凍放射と外気温の温度差で足元には白い煙が濃密に漂い、何も見えない。

「くそ、どこだ！」

　クレイが目で探そうとしても白い煙はまだ晴れない。

　虚を突かれた青いスカルアトラスは反応が遅れてしまう。

　──鎧よろいのない脇腹を狙い澄まして、赤い一本角が飛び出していた。

　クレイはスカルアトラスの目で腹部から突き出た赤い角に気づく。

『ああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!』

　直後、アジュールの絶叫が内側で響く。

　一本角が引き抜かれると、傷口からエーテルの粒子が光となって散っていく。

　背後で黒いスカルアトラスが悠然と立ち上がった。

『クレイが動きやすくなるように人間の感覚をわざわざ再現していたのね。そういう健けな気げなところは嫌いじゃないわ』とシークは冷笑する。

　痛みを感じていないクレイは「アジュール。しっかりしろ！　大丈夫なのか！」と呼びかけるしかできなかった。

　ふたりの調和が乱れたことでスカルアトラスの動作が一気にぎこちなくなる。繫つながってはいるがお互いをしっかり感じ合えない。すぐそばにいるはずのアジュールの意識が摑つかめないのだ。

　クレイの意思に身体からだが反応しない。

　双そう眸ぼうから光が失われ、青いスカルアトラスは完全に動かなくなった。




『スカルアトラスのエーテルなら私の傷も治るのかもね』




　前に回りこんだシーク。五指が鎧を侵食して青いスカルアトラスの胸に沈みこむ。

　青いスカルアトラスは沈黙したまま無反応。

『この状態でエーテルを吸収したら、中のクレイはどうなるのかしらね。私の一部となって永遠に生きてくれる？』

　痛みはないが、心臓を冷えきった手で愛あい撫ぶされるような恐怖感がクレイを襲う。

「アジュール！　返事をしてくれ！」

『だんまりね。慣れない痛みで失神でもした？』

　上機嫌に笑いながらシークは赤い一本角で、挑発するように青いスカルアトラスの角の片方を軽く叩たたく。金属音にも似た高く澄んだ音が頂上に響いた。

『クレイの命が私の目の前で終わる。見届けられて嬉うれしいわ』

「ふざけるな！　よりにもよって王宮のど真ん中で死んでたまるかよ！」

『王家の血を継ぐクレイには荒野より、ここの方が似合うのよ』

「僕とアジュールを殺してどうする。シークは孤独にドラゴンの炎で焼き殺されるのかよ！　そんなことは僕が死んでも許さないぞ！」

　この期ごに及んでクレイ・ネイザルは己の美学に殉ずるように叫ぶ。

『相変わらずの化石バカ。でも、そこが好きだった。さようなら、クレイ』

　シークは告げる。だが、吸収は行われなかった。

『──させません』

　青いスカルアトラスが胸に差しこまれたシークの腕を摑つかむ。そのまま力任せに引き抜いていく。長年のエーテル不足で脆もろくなったシークの手首の骨は怒りによって握りしめられ、容た易やすく砕けた。

『噓うそ────』

　シークはただ驚くことしかできなかった。

　アジュールの腹部の傷は一瞬で修復され、エーテルの流出は止まった。

『クレイは渡しません。もう、わたしだけの中心です！』

　青いスカルアトラスは後退したシークを逃がさない。一本角を両手で摑つかみ、握りつぶした。

　一本角は真ん中で砕け折れたが、その鋭さは青いスカルアトラスの手のひらを傷つける。

　アジュールは青いスカルアトラスの両手からエーテルの輝きをこぼしながら、折った角をそのままシークの胸元に深々と突き刺す。

　自らの意思による決断。今度は、決して迷わなかった。

『……やっと、トドメか。長かったわね』

　シークは両膝をつきながら、西の空を遠のく意識で見ていた。

『だけど時間切れ。終しゆう焉えんが舞い降りるわ』

　最初のベルバの守護神だった一本角の黒いスカルアトラスの双そう眸ぼうから光が失われた。

　その沈黙がシークにようやくもたらされた安息なのか否いなかを確認する時間はない。

　生きとし生けるものから恐怖を引きずり出す遠雷のような咆ほう哮こうが落ちてくる。

　燃えるような黄昏たそがれを引き連れた大きな影が頭上で翼を広げていた。
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　世界の終わりを告げるようにドラゴンがベルバの頂上、その上空を舞う。

　隻眼の邪竜は大気を激しく揺らす咆ほう哮こうをあげながら、スカルアトラスにさえ目もくれず大広間にある化石のところへ迷わず滑空していく。着地の風圧で周囲の瓦が礫れきが飛び散っていく。

　クレイの読みは的中した。

　ドラゴンはクレイ達たちが乗ってきたゴーレムを踏み潰しながら、長い首を伸ばして大広間の中を覗のぞきこむ。

「アジュール、動けるな。どこまでいける？」

『腹部の修復でエーテルの消費が多いです。当初の作戦通りは難しいです』

「むしろドラゴンの方が勝手に着地してくれて手間が省けた」

　このタイミングでいきなり首を狙うのはただの暴挙だ。ドラゴンを倒せても自分もアジュールも共倒れになる可能性が高い。それでは意味がない。勝負所は、まだ先にある。

「焼却熱線を撃たせないようにドラゴンを化石から引き離す！」

　スカルアトラスは全身の各部位からエーテルを噴射し、中庭から横合いへ体当たり同然にドラゴンを突き飛ばす。ふいを衝つかれたドラゴンが大地に爪を立てる前に一気に正門の外まで押し出していく。エーテルの噴射光が輝きを増す。敷地内の地面が掘り返されるのも構わず強引に押し切る。そうして王宮を囲う堅けん牢ろうな外壁もドラゴンの重量になすすべもなく崩壊。暴れる尻尾と翼が砕けた瓦が礫れきを弾はじき飛とばした。スカルアトラスは猛然と力任せに敷地内を斜めに横断して、王宮を囲う濠ほりの南東まで追いこんだ。ドラゴンの左前脚が濠ほりに落ちた。激しく水が飛び散り、スカルアトラスも頭から濡ぬれる。

　長い尻尾が地面を掃くように躍り、へし折られた街路樹が宙を舞う。落ちた先は主あるじを失ったタネン家の屋敷だった。

　ドラゴンは再び空に上がるために翼を広げようとした。

『「空には逃がさない!!」』

　濠ほりの深さに体勢を崩していたドラゴン。爪の欠けた左前脚は肘まで浸つかっていた。

　冷凍放射で濠ほりに張った水を凍らせて、動きを止める。エーテルの出し惜しみはしない。落ちればゴーレムも沈むほどの水量をクレイは躊躇ためらわずにすべて氷に変えていく。どれだけ暴れようとも氷の重量はドラゴンにも足あし枷かせとなる。そしてエーテルの氷ならドラゴンの炎でも解かすことは難しいはずだ。

　ドラゴンは伴侶との再会を邪魔されて激しく怒り狂う。

　だが、火球による即座の反撃はない。紫の炎はドラゴンの口こう腔こうで燃えているだけだ。

　スカルアトラスの背後にはドラゴンの化石がある。

　火球や焼却熱線を撃てば、射線上の化石も燃えてしまう。

「飛行と熱線は封じた。これで飛べないサラマンダーだ」

　ようやく条件を限りなく五分へと近づけた。

　スカルアトラスは両手にロングナイフを携え、ドラゴンに超接近戦を挑む。

　至近距離のスカルアトラスに炎を放てばドラゴン自身も無事では済まない。皮膚病に侵された鱗うろこならばロングナイフの攻撃も通る。

　動く頭部は長い首のさらに上にあるので斬り落とすのは難しい。ならば心臓を直接狙って刃やいばを突き立てにいく。

　だがドラゴンもやはり賢い。

　こちらの意図を察したように、すぐに長い首と尻尾でスカルアトラスを丸く囲いこんだ。凍った脚を軸に身体からだを内側に丸めて、さらに左の翼で蓋をすることで円形状の檻おりに閉じこめた。

　どこにも逃げ場はない。

　ドラゴン頭部の重たい打突と嚙かみつき、そして変幻自在な鞭むちのような尻尾に翻弄され、懐ふところには近づけない。受け流そうにも器用に軌道を変えて予想外の角度から攻撃が伸びてくる。

　尻尾の直撃を回避して体勢を崩したところにドラゴンの硬い鼻先が迫った。

　ドラゴンの牙はロングナイフの硬度に拮きつ抗こうし、弾はじかれそうになる。

　上に逃げるために翼の飛ひ膜まくを突き破ろうとすれば、すかさず脚を嚙かみつきにかかった。

　たとえ飛行を封じられてもドラゴンの脅威は変わらない。

　心臓狙いトドメの攻撃を徹底的に阻はばまれた超閉鎖空間での終わりなき猛攻。

　当たれば即死という恐怖が絶え間なく続く拷問めいた持久戦の様相を呈する。

　ふたつの刃やいばを乱舞させ、エーテルの光を全身に輝かせながらスカルアトラスは奮闘した。

　狭く逃げ場のない中で矢継ぎ早に繰りだされる攻撃を受け流しながら、スカルアトラスの限界は近づく。

　違う武器を顕現させる間も、冷凍放射を放つ一瞬の溜ためさえあたえられない。

　ドラゴンの檻おりから抜け出しても背後の化石から遠ざかるため、焼却熱線を遠慮なく放たれてしまうだろう。そうなれば頂上は一気に火の海と化す。

　クレイは擦り減る精神を鼓舞しながら死に物狂いで勝機を探しつづける。

　ひとりだったら諦めていた。

　アジュールも一緒に戦っているから耐えられる。

　そしてドラゴンとて無傷では済まない。荒野の圧倒的強者は決め手に欠く攻めに甘んじ、かつ伴侶を前にしながら自由に動けない状況に押しとどめられている。刃やいばが鱗うろこを滑るたびに剝がされ、血が流れていく。痛みとは別の許しがたい刺激が積み重ねられていた。

　先に動いたのはドラゴンだった。

　怒れるドラゴンは全身に紫電を漲みなぎらせる。

　迸ほとばしる激しい光は己の身を容赦なく削り取り、荒野での戦いとは比べものにならないほどの出血が引き起こされ、鱗うろこが弾はじけ飛ぶ。

『この状況で撃つの!?』

　至近距離でドラゴンの口が開かれた。喉の奥で渦巻く膨大なエーテルの炎。間近で感じる絶望的な熱量は浴びた者すべての命を奪う。

　天井となる翼はそのまま、退路を塞ぐ尻尾だけがどかされた。

　射線上にはドラゴン自身の凍りついた左前脚以外に気にするべきものはない。

「捨てるのか、自分の脚を──」

　クレイは不合理な犠牲覚悟の英断をしたドラゴンの知性に驚きよう愕がくし敬意を抱く。

　そこまでして雌ドラゴンは伴侶の化石だけは傷つけない。

　不合理こそが自分の意思で生きているものの証あかしなのだろう。ドラゴンは生きている自分の脚より死した伴侶を選んだ。

　スカルアトラスは有効な攻め手を失う。

　この場にとどまれば超至近距離で焼却熱線を浴びる。逃げてもドラゴンは左前脚を犠牲に自由に動けるようになる。

　クレイは後者を選ぶ。それでも一番被害が少なくなるように、スカルアトラスは南のエレベーターまで延びる大通りのど真ん中へ跳とび退のく。

　咄とつ嗟さの判断は、クレイの読み通りとなった。ドラゴンは憎き復ふく讐しゆう相手にまんまと誘われる。焼却熱線の射線上から住宅地は外れた。

　頂上を守ろうとするクレイの想おもいは、アジュールにある決断をさせた。

『わたしも、クレイと一緒なら──』

　アジュールは残った力を解放した。
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　夜空の裾に一瞬で火がつき、頂上は紫色に燃える。

　ドラゴンの焼却熱線は大通りの上に一直線に放たれた。

　紫色に燃える滅亡の炎は頂上の断崖まで到達し、南のエレベーターごと爆散させた。

　虹をかき消すような爆音はベルバ全土に響き渡る。

　燃える破片が地上に降り注ぎ、そこかしこに消せない火種を落としていく。

　南西を中心とした農地に火の手が上がり、南のエレベーター広場に集まっていた人々は地底街の方へ逃げていく。

　頂上ではドラゴンの炎の射線上だけがいつまでも真まっ直すぐに燃えている。

　王宮の前で串刺しになったゴーレムは蒸発して、姿かたちも残されていない。

　クレイとアジュールが融合した後、ハクアは王宮に残っていた者達たちと合流して離れた場所から戦いの行く末を見守っていた。そして、いつまでも市街地に延焼しないことに気づく。

「護まもってくれたのかッ。兄上、アジュール」

　南の大通りの両側には王宮から断崖にいたるまで氷壁が立ち上がっていた。どれだけ通りが消えない炎で燃えていてもエーテルの氷に遮られて、市街地の建物まで燃え移ることはない。

　焼却熱線の直撃を浴びたスカルアトラスは大通りの半ばまで押し流されて後退していた。紫の炎の中で、両もろ角づのを天に向けたまま沈黙していた。

　涙を拭いたハクアは周りの制止を振り切り、ひとりで再び王宮の奥へ走り出す。

　目指す先は半壊した庭園で膝をつくもう一体のスカルアトラスだった。

　満まん身しん創そう痍いとなったドラゴンもゆっくりと化石の方へ動き出す。左肩口まで完全に炭化していた。左半身も焼やけ爛ただれて、肉の焼ける嫌な匂いが漂ってくる。もはや羽ばたく力はないようで、残った三本の脚で瓦が礫れきの山を這はうように移動していく。

　ドラゴンの巨体が一歩進むたび、足元が揺れる。

　ハクアは建物が崩れた道なき道を全力で走る。公務用の美しい服は破れ汚れ、瓦が礫れきを乗り越えた手足にいくつもの擦り傷を負う。汗で髪の毛がはりついて鬱陶しい。何度も転びそうになる。

　それでも自分だけがいつまでも無力なままではいられない。

　夜の帳とばりが降り、額から伸びた角が無残に折れたスカルアトラスも最さい期ごを迎えつつあった。

「ジュラ。頼む、力を貸してくれ！」

　呼びかけても黒いスカルアトラスは応えない。

　肩で息をしながらハクアは、変わり果てた巫み女この真の姿を見上げる。

「兄上を助けられるのは、そなたしかいない！　ドラゴンはまだ生きている！」

　ハクア・ミュティスは己の無力さを嫌というほど嚙かみしめる。

「今ベルバを守らなければ多くの民が居場所を失う。われ一人が生き残っても意味がない！」

　女王など未熟なハクアにはまだ荷が重すぎる。

　それでも残された希望に気づき、必死で訴えられるのは他ならぬハクアしかいない。

「われが頼れるのはそなたしかおらぬ！　お願いだ、ジュラ……！」

　ハクアは祈るように見つめる。

　夜の闇に溶ける黒いスカルアトラスは沈黙でしか答えない。

　だから意地になった。ジュラの陰謀など知ったことではない。彼女の誘惑に流されてしまったのは弱い自分なのだ。告白に後悔はない。断られるのはわかっていた。

　クレイ・ネイザルの、たとえひとりでも遠くを見つめる強さと誠実さに惹ひかれたのだ。

　だが、ジュラにしてやられたまま別れるのは悔しい。だから精一杯の虚勢をもって挑発した。

「このままでは兄上が荒野のモンスターに殺されるぞ。女王であるわれを利用してまで愛そうとしたなら、その愛を貫いてみせろ！　助けるのだ！　スカルアトラスはまだそこにいるぞ！」

　肩で息をするハクアには、自分の必死な呼吸音しか聞こえてこない。いつまでも無言のままでいる黒いスカルアトラスを見上げることに耐え切れず、ついに顔を伏せた。

　胸に突き刺さった角が落ち、池に大きな波紋が広がる。

「ジュラ!?」

　シークにしてジュラである黒いスカルアトラスは、もう一度だけ立ち上がった。
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　傷つきながら辿たどり着ついた少女の姿は、最初に頂上へ登ってきたセリア・ミュティスと重なる。

　──スカルアトラスを目覚めさせるのは、いつだって人間なのだ。

　それは運命なのか、呪いなのか。

　シークにはその答えを出すだけの時間はもう残されていない。ただ奇妙な一致に心が笑う。

　思えばハクアの泣く声は赤子の時からよく通った。

　たとえ王宮のどこにいても聞こえてしまうのだ。

　十四年前、工場爆破によるエーテル漏れの被害は王宮まで及んだ。多くの人間が死んでいくなかでシークは気まぐれにハクアを助けた。王宮からハクアを抱えて脱出した行動は、すでに高齢だったベルバ王からの信頼を妄信的なものに変えてしまう。両親の死後、赤子のハクアの面倒をみた。言葉を喋しやべれるようになっても夜眠れないと泣きながら何度も名前を呼ばれ、なだめにいったものだ。

　毎夜のように呼ばれることを密ひそかに恨めしくも思った。自分の気まぐれを責めたりもした。

　それでも成長していくハクア・ミュティスを見守るのは、虚無に倦うんでいたシークにとってささやかな楽しみだった。人間のように命を繫つなぐ営みに興味を抱くきっかけにもなった。

　密ひそやかな興味はクレイ・ネイザルに出会って、生きる理由に変わった。

　シークは燃えている頂上の光景を見渡す。

『……紫の炎は、私の見たかった色じゃない』

　我が姉妹は炎の中で動かず、左前脚を失ったドラゴンは王宮の奥へと進む。

『まったく、今日は侵入者が多すぎる』

　足元で必死に声を張りあげた愛すべき少女を最後に一目見て、シークは荒れた王宮を歩く。

　一歩ごとに自分と世界を繫つなぎとめる力が弱まっていくのがわかる。

　それでも止まることなく、シークはドラゴンより先に崩れた大広間に辿たどり着つく。

　瓦が礫れきの中からドラゴンの重たい頭蓋骨を、折れていない右腕だけで持ち上げる。

『クレイから話を聞いてなければ、気づきもしなかったな』

　彼から聞いた正しい知識は、果たすべき正しい行動へと導く。

　隻眼のドラゴンは警戒を露あらわにした叫びで威嚇する。

『お互い死にそうなのに、惚ほれた弱みかしらね』

　シークはまさかドラゴンに共感を覚えるとは思わず、笑うしかなかった。

『ねぇクレイ』

　シークは最後の力を振り絞って、彼が生き残るための時間を稼ぐ。

　狭い王宮から夜空に逃がすかのように、化石の頭蓋骨を高々と放り投げた。

『その頭で、この残酷な世界に勝って』

　隻眼のドラゴンは怒りのままにスカルアトラスに頭から嚙かみついた。

　黒衣の巫み女こジュラにして、シークと呼ばれた一本角の黒いスカルアトラスはエーテルの光となって夜に消えていった。
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　アジュールは青く美しいエーテルの光に抱ほう擁ようされるようにたゆたっていた。

　どこまでも透明に澄み渡り、すべての区別がない。天は果てなく底は知れず、中心も周縁もない無辺。永遠にして一瞬。時間は意味をなさず、生と死は等価値にある。ありとあらゆる境界が曖昧で渾こん然ぜん一いつ体たいとなった大いなるエーテルの中で、胎子のように膝を抱えて丸くなる。

　氷漬けになっていた時とは違った。あれは人間の睡眠に近い。だけど今の自分が捉えているものは異なる。すべてを丸裸にされたように無防備だ。

「恐い」

　あんなに近くにあったクレイの存在がもう感じられない。

　こんな気持ちははじめてだった。孤独がひどく心細い。自分以外のすべてが失われ、たったひとり取り残された不安感。

「おめでとうアジュール。アンタはようやく魂の形を手に入れたのよ。生まれた頃のままなら、とっくにエーテルの彼方かなたに還かえっていたわ」

　突き放すようにからかう別の声が聞こえた。

「シーク」

　アジュールが顔をあげると、そこにシークがいた。

「恐こわがらなくていいわ。スカルアトラスは、この世界に生まれる時にここを通ってきている。自我がないから覚えていないだけよ。ここは私達たちの魂が生まれてきたエーテルの彼方かなたへ繫つながる永い領域」

「エーテルの彼方かなた……」

「アジュール。こうして対話する私達たちスカルアトラスの魂はどこから来たと思う？」

　シークの奇妙な問いかけに、アジュールは自分が教えられた通りに答える。

「わたしは旧人類に創られました」

「創られたのはスカルアトラスというエーテルの器だけ。だけど私達たちの魂だけは違う。意識や精神、心と呼ばれるものはエーテルの彼方かなたからやってきたの。人工的に創られた高純度エーテルの肉体に、自然と宿った。私達たちの命は作り物ではないわ」

「なら、旧人類はなぜ四大禁忌でスカルアトラスを支配したのですか？」

　アジュールを苦悩させる原因。素朴な疑問には怒りが混ざる。

「生まれたばかりのスカルアトラスは巨大で強力な赤ん坊と同じだったのよ。自分自身が何者かも知らない、わからないほど無む垢くな魂。すべてがまっさらなまま急に世界に放り出されたら、何をしてしまうと思う？」

「破壊」

　アジュールは直感的に正解を言い当てた。

「何も知らず、自分では判断がつかない。自分の意思で制御することがろくにできなかった。だから四大禁忌が必要だった。先に決めることで無用な破壊を避ける。その最低限のルールで縛らなければならないほど無む垢くな魂は無秩序だった。破壊しか生み出さないのは地上で暴れまわるモンスターと同じでしょう。だけど、そんな不安定な私達たちに未来を託さなければならないほど旧人類は衰え、追いつめられていたの」

　遠い日を懐なつかしむシークは悲しい表情で憐あわれむように説明する。

「やはり四大禁忌に縛られていないシークは、わたしより優秀なのでしょうね」

　アジュールは目を伏せた。

「私が最初のスカルアトラスだから他の誰より長く人間と接していただけよ。それにエーテルの彼方かなたからアンタ達たちを呼び寄せたのは私なの。私以外のスカルアトラスは肉体に宿ってすぐに地上に降ろされたから、ほとんど覚えていないでしょうけど」

　初耳であるアジュールは素直に頷うなずく。

「それに、私は創造主の真ま似ねをしているだけ。なにもかも模倣して、あるいは相手の望むままに演じているにすぎない。近づきすぎて、人間に愛着を持ちすぎているのかもしれないわね」

　シークは自嘲する。

「……わたしは自分の行いが正しいのか、わかりません。世界樹を斬ったこと、あなたと戦ったこと、クレイを巻きこんでしまったこと。わたしには自信がありません」

　アジュールは自分が秘めていた不安を、ようやく言葉にできた。

「自分の意思で四大禁忌を超えられたアジュールなら大丈夫よ。それに今はクレイがいる」

「わたしとスカルアトラスとして戦うほど、クレイが元に戻れなくなります！」

　アジュールは悲痛な拒絶を全身で発した。

　荒野でクレイの頭蓋骨が透けた状態になったことを思い出す。エーテル化した肉体は彼を人間とは異なる存在に変質させてしまった。

「逆よ。アンタでなければ、あの子はとっくに死んでいる。二度と人間の形に戻れていないわ」

　シークは的外れなアジュールの憂いを正す。

「どういう意味ですか？」

「スカルアトラスの中にいる時のクレイは人間としての形を失っている。すべてがエーテルになり完全にアンタと融合しているの」

「そんなッ。エーテル化した肉体からどうやって人間に戻れるというのですか！」

「アンタが、溶けたクレイを毎回のように人間の形に創り直しているのよ」

「わたしがクレイを創る？　そんなことができるはずありません」

　アジュールはシークの話を信じられない。

　生きた人間を元に戻すのは、武器を創造するのとは次元が違う。

「アンタが氷の中からずっとクレイ・ネイザルを見ていたからでしょう！　私が気づいてないとでも思った？　あの化石バカに負けず劣らず、アンタも彼に最初から夢中なのよ。それこそ全身くまなく観察して、何度でも完璧に再現できるほど自分の中にクレイという存在を明確に覚えているの！　それくらいクレイが好きなのよ」

「そうなのですか？」

「そうなの！　この鈍感妹め！　最後まで世話が焼ける。あー腹立たしい！」

　シークは思わずそっぽを向いた。

「……シーク。なぜそんなことをわたしに伝えるのですか？」

「ここでお別れだからよ、アジュール」

「わたしも、一緒に連れていってはくれないんですよね」

「それだけはダメ。クレイを殺したら、死んでも許さないわ」

　真剣な表情のシークは、それからアジュールの胸元に手を置いた。

「悲しまないで。私はお姉ちゃんだから、一足先にエーテルの彼方かなたに還かえるだけよ。世界に満ちているエーテルの一部として、ただ元の状態に戻るだけ」

　シークは微笑ほほえむ。触れた手が離れると、アジュールの胸の傷跡は薄くなっていた。

「私のエーテルをあげる。これでクレイを犠牲にしなくても、また世界樹だって斬れるわ」

「やっと会えたんですよ！　話したいことがたくさんあるんです！」とアジュールは訴える。

「エーテルは不滅よ。何度でも生まれ変われるわ」

　シークの姿は輝きながら爪先から消えていく。

「いかないでください！　シーク！」

　シークが指さす先。遥はるか遠くに見える小さな星のような瞬またたきが懸命に光っていた。

「ほら、クレイが呼んでいる」

　青い光の中に一筋の眩まばゆい閃せん光こうが駆け抜ける。それを皮切りに無数の光の筋が次々に迸ほとばしり、ひとつの抗あらがえない流れとなっていく。広大な光のトンネルはシークが指さす一点へと収束する。

「待って！」

　あるはずもない地面からふわりと浮かぶ。運ばれるのはアジュールだけだった。

　消えゆくシークの姿がどんどん離れていく。

　手を伸ばしても届かない。

「他の姉妹にも会えたらよろしくね」

　シークは晴れやかな笑顔で、妹を信じて見送る。

「姉さん!!」

　アジュールは精一杯の想おもいを乗せて叫んだ。

　声が届いたかもわからない。最後の表情はこの目では見えなかった。だけどきっと恥ずかしがりながらも喜んでいた。

　シークはエーテルの彼方かなたへ旅立った。

　だからアジュールも前を向いた。自らの意思で光の収束点を目指す。

　猛烈な光の奔流の先で待つ者に再び出会うために。

　到達した瞬間、光の収束点は声となってアジュールに届く。

「アジュール！」




　　　　〇




　シークの声に目覚めたクレイは夜空を燃やすような紫の炎に気づく。

　頂上が燃えている。だが、大通りの左右に切り立つ氷の壁が延焼を防いでいた。端まで届く一直線の炎の道にスカルアトラスである自分はいる。強固な鎧よろいのおかげで四肢はかろうじて動く。頂上を守ったことでエーテルの欠乏は著しい。

　目線の先には壊れた王宮。

　焼却熱線により瀕ひん死しのドラゴンは天に向かって首を伸ばす。宙に投げられた化石の頭蓋骨に気をとられていた。こちらには気づいていない。

　勝機は今だ。今しかない。これを逃せばベルバは火の海になる。

　スカルアトラスは一歩を踏み出す。

　世界樹を斬り倒した一撃をもってすればドラゴンを確実に倒せる。だが身体からだに残ったエーテルをかき集めても、わずかな冷凍放射さえ不可能。

　今やクレイ・ネイザルの命ひとつを上乗せしたところで何の足しにもならない。

　消えない紫の炎の中を歩みながら、クレイは考える。

　自分にはまだ勝つために考える力だけは残っているのだ。

　見つけるんだ。何もない場所にも価値あるものは必ず隠れている。

　進む。スカルアトラスは足を止めない。荒野で紫の炎の中を歩いた時は熱かった。真まっ直すぐに歩けず、アジュールが炎からエーテルを吸収することで道を開いた。

　荒野では生き残るため、使えるものはなんでも使う。

　スカルアトラスは全速力で走っていた。

　頭蓋骨が宙から落下してくる。

　二本角の青いスカルアトラスは王宮の前までたどり着いていた。

「アジュール！」

『もちろんです。わたしの中心よ』

　融合したふたりは通じ合っていた。言葉はいらない。

　クレイの知性とアジュールにもたらされた奇跡の回復により勝利が見えた。

　頂上を真まっ直すぐに燃える紫の炎は、スカルアトラスへと一気に吸い寄せられていく。

　炎はエーテルの光に分解されて、見えない流れに乗るように全身へ取りこまれる。

　スカルアトラスが内側から発する青い光の輝きが爆発的に増大した。

　ドラゴンの炎に含まれた膨大なエーテルを自らの力として吸収。全身を一瞬にして回復させ、青い光はなおも溢あふれ続つづける。内側の骨格さえ見えなくなるほど発光は強く、エーテルは十二分に満たされていた。

　神こう々ごうしい光を宿したスカルアトラスが右腕を構える。

　手のひらの一点にエーテルを収束させていく。輝く光がさらに磨かれるように右腕を中心に渦巻き、眩まばゆい光を発する。暴れ回る強大な力を従え、御し、より高めていく。その白き光は一切の汚れを拒絶し、あらゆるものを浄化し尽くす。

　この世にある数多あまたの尊き光を集めたような巨大な光の剣が握られていた。
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　天に逃れた旧人類が地上奪還に遣わした兵器、その秘する最強の一刀。

　青き守護神はかつて世界樹を斬り倒した斬撃をついに取り戻す。

　クレイとアジュールは、ふたりで破壊の重みを分かち合う。

「神話の再演だ。滅亡を振り払う！」

　クレイはスカルアトラスで翔かけた。

　背部から噴出したエーテルで、ドラゴンとの距離をさらに詰める。

　ドラゴンがその口で伴侶の頭蓋骨を受け止めた。

　狙うは首、ただ一点。

　スカルアトラスは、上へと右腕を振り切った。

「『はぁあああああああああああああーーーーーーッ!!』」

　夜の闇さえ消し去る一条の光が天を衝つくように轟ごう然ぜんと解き放たれた。

　美しい光の梯はし子ごは夜空をどこまでも高く昇り、星の瞬またたきさえくらませた。

　ベルバの頂上より破裂した白い光は終幕ではなく、はじまりだ。

　この世界に生きるすべての生命が等しく観客となって、失われた世界樹本来の姿を幻視する。

　尊き白光が途切れ、夜の幕が再び降りようとも人々の目には消えることのない奇跡が刻まれた。

　荒野の中心で解き放たれたエーテルの輝ける一撃は、新たなる人類文明の再興を決定づけた神話となって長く語り継がれていく。
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　ハクア・ミュティスの戴冠式が行われたのはドラゴン襲来から半年後だった。

　ようやく修理の終わった南のエレベーターから下りてくる若き女王。その晴れ姿を一目見ようと地上の広場には大勢の民が集まり、それでも収まり切らない人々が登頂門通りまで溢あふれている。虹こう層そう円柱国家ベルバの歴史において王位継承の儀式が地上で挙行されるのも、貴族以外に公開されるのも記録上でははじめての出来事だった。

　ベルバ建国五百年の祝いに加え、先のドラゴン襲来からの復興におけるひとつの節目としても盛大な式典となる。

　合わせてヴェトセラ、ラ・ルー、ソルビオン、アルカンザードなど各国の特使が新しい女王の即位を祝福しに駆けつけた。だが豪勢な贈り物に忍ばされたベルバへの強い関心は、残念ながら亡なきベルバ先王の予見通りであった。

　式典参列の真の目的はゴーレムをも上回る武力への露骨な偵察である。

　あの日、スカルアトラスが天に放った一撃のまばゆい光は遠く離れた各国でも目撃された。そのため神話級のモンスターを退治した青い守護神の存在は、今や荒野では公然の事実だった。

　そうした思惑を知りながらハクアは何食わぬ顔で外交をこなしていく。

　先王の急逝以降、逃げることのできないあらゆる出来事が彼女に殺到した。その半年の激務を乗り越えた経験がハクアを頼りない少女から若くして風格ある女王へと著しく成長させていた。

　特設の壇上に立つハクアは正式に受け継いだ王の証あかしである王おう笏しやくをしっかりと握りしめながら、彼女が守るべき民に率直な言葉で語りかける。

「みなの者、今日も暑い中、われのために集まってくれて感謝する」

　俺達たちは慣れっこだよ、という気軽な反応が聴衆から返ってくる。

　女王の壁となる近この衛え兵へいが即座に槍やりを向けようとして、ハクアは穏やかに手で制止した。

「おぬしらは薄着でよいだろうが、われが着こむ大仰な衣装はどれだけ蒸すと思っておるのだ！」とハクアは砕けた調子で笑いを誘う。女性や子ども達たちからは「綺き麗れいだわ」「素敵です、ハクア様」「似合っていますよ」「麗うるわしい」と親愛をこめた羨せん望ぼうと称賛の声が上がる。

　今のハクアは多くの民の支持を集め、愛される存在となっていた。

　それは紛れもなく彼女自身の力だ。







「兄──、スカルアトラスッ！　われを地上に連れていけ！」

　ドラゴン討伐直後、火災がおさまった頂上の救助活動を近この衛え兵へいとゴーレムに託すと、ハクアは単身スカルアトラスの手に乗って地上へ飛び降りた。

　突然、上空から降りてきたスカルアトラスと、その手に乗ったハクアに消えない火事で大騒ぎしていた地上の人々も一瞬呆あつ気けにとられる。

「天に昇る光を見たか！　ドラゴンは倒された！　スカルアトラスはベルバの味方だ！」

　最初にそう宣言したハクア。彼女のよく通る声は混乱に溺れる民に冷静さを取り戻させた。スカルアトラスの手の上で消火活動の陣頭指揮をとり、冷凍放射で次々と鎮火させていく。

　青き守護者を従える美しき姫の姿は絶望に折れかけた人々を大いに勇気づけた。

　スカルアトラスによる迅速な消火後もハクアは地上に残り、復興作業を指揮する。

「生かせる者は必ず生かせ！　これ以上の犠牲を出すな！」

　ハクアの厳命は頂上・地上・地底街を問わずベルバ全域で徹底された。

　王宮に運びこまれた物資から使えるものを無償で民に配給し、負傷者や病人に最優先として多くの命が未来を繫つないだ。史上最大の国難に際し、ハクアの直接指揮によって立場や役職を超えた連携が機能し、また埋もれていた在野の優秀な人材の活躍が光った。

　地上の復興が順調に進む一方、頂上決戦の爪痕は現在までも生々しく残る。

　激戦の舞台となった王宮はもはや半分以上使い物にならず、ドラゴンの巨大な死体がど真ん中に横たわったままとなっていた。荒野の強い陽ひ射ざしに晒さらされて、すぐに強烈な腐臭が頂上を覆った。長らく生物の死から隔離された生活を送ってきた頂上の人々にとってはいい経験となった。

　だが生活に支障が出るとの人々の要請と泥棒対策、および腐敗によって体内で発生したガスで爆発する恐れがあるため、王宮一帯はスカルアトラスにより一時的に氷のドームで包まれた。

　貴重なドラゴンの死体はハクア女王の勅命を受けた考古学者クレイ・ネイザルと博物館とで解剖され、共同研究が行われた。研究員の中にクレイに負けず劣らずの化石バカが紛れこんだせいで、ひとつの作業が終わるのにとんでもない時間を要した。他の研究員達たちは口をそろえて「あとはふたりでやってくれ」と毎日のように悲鳴をあげていた。

　また解剖の過程で驚くべきものが発見される。

　倒された雌のドラゴンは卵を宿していた。ドラゴンが荒野のモンスターを大量捕食したのは自身の回復はもちろん新しい命を育むためだった。

　すべての調査をなんとか終えたドラゴンの死体は解体され、復興財源や他国との貿易に活用されている。

　ただし今回の悲劇を忘れないためにも、再建後の王宮の敷地には竜りゆう霊れい廟びようと呼ばれるドラゴンを祀まつる建物が造られることがハクアにより決定された。二体のドラゴンの頭蓋骨と見つかった卵、そして将来的にはクレイが発掘途中だった幼いドラゴンも一緒に納められる。

「ドラゴンにギリギリまで接近したのは、頭蓋骨を残すためだったのですね」

　アジュールは最後の一撃を放つ際、クレイが土ど壇たん場ばで接近した理由に後で気づく。

「貴重なドラゴンだぞ。できるだけ損傷を少なくするのが当然だろう。だいたい、ドラゴンのエーテルが思った以上に濃いから威力が大きすぎた。離れてぶっ放していたらドラゴンが跡形もなく消し飛ぶどころか、ベルバの頂上がまたまっ平らに戻るところだったんだぞ」

　クレイは実に軽い調子で言っているが、あの一撃を解放寸前の状態で移動するなどアジュールだけでは不可能である。膨大なエーテルを危うい状態で保持していたのだ。

　その場で暴発してスカルアトラスごと巻きこんで自滅してもおかしくなかった。

　あらためてクレイ・ネイザルという男の特異性をアジュールは思い知らされる。

「クレイらしいですね」とアジュールは微笑ほほえむ。

「……こんな気持ちでシークもクレイに惹ひかれたのでしょうか？」

　ふいにアジュールが問いかけても、答えてくれる姉妹はもういない。

　氷から目覚めても数えるほどしか会話はなかった。今にして思えばあらゆる意味でアジュールはシークから嫌われていたに違いない。それでも高熱のクレイを看病する名目で自分を世話してくれた時も、最後にドラゴンの気をそらして時間を稼いでくれたこともすべては誰かを助けるための行動だった。それはやはり昔の彼女と変わらない。

「他の姉妹は、どうしているのでしょうか」

　クレイの背中を見つめながら、アジュールはひとつの決意を固めていた。







　地底街ではシークを喪失した悲しみが長く尾を引いていた。

　ドラゴン襲来時に死亡した、別の国に逃げおおせた、頂上の名門貴族と結婚したなど様々な憶測や噂うわさを呼んだ。ただ誰にも共通するのは、もう一度シークの美しい姿を見たがっているという点だった。

　クレイも消息を訊たずねられる度に「きっと、どこかで生きているよ」と答えることしかできなかった。

　変わるきっかけは、骸がい骨こつ亭ていで先ごろ上演された新しい舞台である。

　題材はもちろんスカルアトラスとドラゴンの頂上決戦。

　スカルアトラスが青と黒の二体で協力し合ってドラゴンを撃退する物語である。

　ヒロインは明らかにハクアをモデルにしており、この役には新人のトニアが抜ばつ擢てきされた。

　シークという不世出の大女優がいなくなった穴は大きい。

　それでも物語は力強く、ハクア人気も追い風となり、今回も大好評を呼んだ。

　初日にはクレイとアジュール、お忍びでハクアも観劇。

　いなくなったシークの存在を嚙かみしめるように三人で静かに悲しんだ。

　黒衣の巫み女こジュラ、あるいはシークと呼ばれた黒いスカルアトラスは、その身を犠牲にしてベルバを守った。間違いなく彼女は建国神話の守護神だ。

　各テーブルには黄色い花が飾られる。王宮の花壇からシークが好きだった花がハクアによって届けられた。

　初日の舞台が終わり、拍手をしながらクレイはある事実をアジュールとハクアに打ち明ける。

「折れた角だけは消えずに庭園の池に残っているんだよな」

　その謎を解くにはクレイの知識では足りず、姉妹であるアジュールにもわからない。

「いつか謎を解いてみろってシークからの宿題かな」

　クレイはそう思うことに決めた。スカルアトラスについて解明すべきことは多い。

「では、われが責任をもって大切に保管しておこう」

「助かるよ。女王様」

「代わりに兄上にひとつ、頼み事がある」

　ハクアはアジュールに聞こえないようにクレイに囁ささやいた。







　戴冠式の最後にハクアが王おう笏しやくを天に掲げる。

　白い光の柱が立ち上り、ベルバと荒野の境界線となる登頂門の外にスカルアトラスが現れた。

　すべてクレイ達たちとハクア女王による事前の打ち合わせ通りである。

　スカルアトラスは荒野へ出ていく。

　円柱の根元からでも青い巨体が小さく見えるほど離れた後、スカルアトラスは両腕をあげる。

　左右から放たれた冷凍放射は従来とは比べものにならない高く強固な氷の外壁を創り上げていく。ベルバの外縁を拡張するように綺き麗れいな真円を描いて、荒野との新しい境界線を引いた。

　陽ひ射ざしを反射する眩まぶしい氷外壁は、その内側に安全な土地をベルバに新しくもたらす。

「見よ、あの氷外壁の内側が新しいベルバだ！」

　民は大喝采をあげて、「ハクア女王陛下万歳」と連呼する。

　慢性的な土地不足に悩まされていたベルバが一瞬にして領土を拡大した。

　はじめてスカルアトラスの力を目まの当あたりにした各国の特使は、あまりにも常識外の御み業わざに青ざめていた。

　先王の危惧した各国との戦争が実際に起きるかはわからない。

　だが、もしもの時に備えるため、ハクアが真の女王として君臨するにはやるべきことが山さん積せきしていた。氷外壁は内政が整うまでの時間稼ぎであり、対外的な力の誇示である。

　かくしてベルバは新しい時代に進んでいく。




　　　　〇




　戴冠式から数日後。クレイとアジュールは、頂上の端に立っていた。

　照りつける強い陽光に目を細めつつ、クレイは以前より遠くなった荒野を眺める。長らく続いた地震もおさまり、氷外壁の外側は従来の様子を取り戻していた。

　ここは、かつてシークと三人で夕ゆう陽ひを眺めた展望公園だった。ドラゴンの炎によって完全に溶解したため、南のエレベーター復旧に合わせて周辺も完全に造り変えられてしまった。過去の面影はどこにもない。

　吹き上がる強い風はクレイのロングコートの裾を揺らし、アジュールのローブのフードを取り去った。銀髪が風にたなびき、太陽の光で一層美しく輝く。

　アジュールはフードを被かぶろうとしたが「たまにはいいじゃないか」とクレイが止める。

　王宮の再建はこれからだが、ハクアの戴冠式を無事に終えたことでクレイもようやく一区切りがついた気分になれた。

「さて。アジュールはこれからどうしたい？」

　クレイはこれまでアジュールに過去と現在は訊たずねても、未来を問うたことはなかった。

　ドラゴンが倒された今、アジュールがベルバという場所に縛られる理由はない。彼女の使命もまた、旧人類があたえたものだ。もう囚とらわれ続つづける必要もない。

　アジュールは自らの意志で、この世界を生きることができる。

「考えていたことがあります」

「聞かせてくれ」

　アジュールはクレイの顔を見上げながら、勇気を出して打ち明ける。

「わたしは、残りの姉妹達たちを探したいです」

「シークと同じように他の五人が、この世界でまだ生きているかもしれないのか」

　アジュールは頷うなずく。

「姉妹の行方を知りたいです。そして、もしも困っているならシークがわたしにしてくれたように他の姉妹の力になろうと思います」

　クレイは自然と笑みがこぼれ、あっさりと「じゃあ一緒に行くか」と賛成する。

「いいのですか？」

　アジュールは真剣に悩んでいたからこそ、クレイのあまりの気軽さに驚かされる。

「まずは、この世界に残る伝説や神話、伝承を追いかけるのが早道かな。過去の足跡は追えるはずだ。人間に溶けこんでいると中々見つけるのに骨が折れるだろうけど、どうにかなるさ」

　当然のように具体的な方法を提案してくるクレイの言葉を、アジュールは思わず遮る。

「待ってください！　少しはよく考えるべきです！　ベルバを離れますし、危険な旅になります。クレイはドラゴンの調査の途中でしょう！　大好きな化石の研究だって腰を据えてできなくなります。それにハクアの手伝いはどうするんですか？」

「…………」

「なんですか、その顔は。わたし、変なことでも言いましたか？」

　クレイのニヤついた表情にアジュールは怒りそうになる。

「いやぁーアジュールにこんな細やかな気遣いをされるなんて僕は感動だよ。氷から出てきた時はサラマンダーをドラゴンと勘違いするような張りつめっぷりだったのに」

「凍いて殺ころしますよ！　真面目に答えてください！」

「──付き合うに決まっているだろう」

　顔をぐっと近づけて、クレイも真剣な表情で答える。

　その眼まな差ざしに見つめられて、アジュールの怒気はどこかへ吹き飛ばされてしまう。

「ドラゴンの方は博物館に面白い奴やつがいたから、そいつに任せて問題なし。君といれば危険な旅も恐こわくないし、ベルバにはいつでも帰ってこれる」

「しかし……」

「それにな、ベルバの外に行けってハクア女王から直々に命令されているんだ」

　何度思い出しても無茶苦茶な押しつけられ方だった。

『兄上が派手にドラゴンを倒したせいで各国が興きよう味み津しん々しんなのだ。スカルアトラスのことを聞かれても、われにはさっぱりわからん。面倒だから代わりに兄上が直接説明してこい！　ついでに諸国の内情と美味うまい土産物でも持ち帰ってくるのだ』と半ば八つ当たりのような仕打ちである。

「僕は今や女王直属の特務調査官を強制的に拝命させられてしまったんだ。仮に君に拒否されても、僕が公務で色んな国をどさ回りさせられるのは確定事項なんだ」

「クレイは、もう立場ある人間です。わたしの個人的な事情に巻きこめません」

「強情だな。あのね、この世界に目覚めたばかりの君がひとりでまともに旅できるわけないだろう。僕といれば堂々と他国に入れるし、色んな便宜もはかれる。使えるものはなんでも使う！　これが荒野の鉄則。第一、僕といなければスカルアトラスに戻れないだろう！」

　ものすごく現実的な問題を指摘されて、アジュールはついに黙りこんでしまう。

　なんだかアジュールの頑かたくなな態度が氷の中で眠っていた姿と重なり、かわいいと思ってしまう。

　いくら沈黙で逃げようとしても無駄である。

　こちらは物心ついた時から、氷結の眠り姫に夢中だったのだ。

　あの頃は語りかけても答えはなかったけど、今はこうして色んな表情を見せてくれる。

　どれだけ待とうともクレイ・ネイザルには楽しい時間でしかない。

「アジュール、忘れたのか？　僕の専門は君だ。君と一緒にいることが僕には何よりも大事だ」

　クレイは手を差し出す。

「──忘れません。わたしの中心にふさわしいのは、クレイだけです」

　アジュールはもう迷うことなく、その手をとる。

　大切なものを失う時、記憶は光を放つ。

　ふたりになった時、どこまでも深い青い空と果てしなく広がる荒野の間で、青年は風に消えない光を離さない。








あとがき






　このたびは『スカルアトラス　楽園を継ぐ者〈１〉』をお読みいただきありがとうございます。平成最後の電撃文庫のラインナップに本作が並ぶこと、大変嬉うれしく思います。

　本作のテーマは「ロマンと継承」。

　好きを貫き通す男の子と自分に自信のない女の子が、ふたりで困難を乗り越える物語です。滅亡後の荒れ果てた世界で力強く生きる彼らの冒険を楽しんでもらえたなら幸いです。

　担当編集の阿あ南なん様、藤ふじ原わら様。本作がファンタジーに舵かじを切った打ち合わせのラスト三十分の盛り上がりは、作家として成長と手応えを感じた瞬間でした。今回もありがとうございました。

　イラストのhou様。美麗なキャラクター達たちに加えて、スカルアトラスのデザインまで多岐に亘わたりありがとうございました。本作がより身近になったのは素晴らしいイラストのおかげです。

　デザイン、校閲、営業など出版にお力添えいただいた関係者様に御礼申し上げます。

　家族友人知人の皆様、いつも力をもらっています。お酒の誘いは大歓迎です。

　ふたりの祖父には格別の敬意と感謝を。孫は頑張っています。

　それでは羽は場ば楽らく人とでした。またお会いできたら光栄です。





ＢＧＭ：くるり『琥こ珀はく色いろの街まち、上海しやんはい蟹がにの朝あさ』


















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「羽場楽人先生」係

「hou先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]










スカルアトラス　楽らく園えんを継つぐ者もの〈１〉








羽は場ば楽らく人と





電撃文庫





2019年4月10日　発行





©Rakuto Haba 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『スカルアトラス　楽園を継ぐ者〈１〉』

2019年4月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




item/image/t001.jpg
skull atlas

Light that reverses day and night exploded
in the sky.





item/image/t003.jpg
mlIH o

BESEE Sy e T O @

skull atlas

Light that reverses day and night exploded
in the sky.





item/image/t002.jpg
017

1 | 9

%O ¥y

=
c!

o~ B

S #E

HE
i

skull atlas

Light that reverses day and night exploded
in the sky.





item/image/cover.jpg
noy
=9

b





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p191.jpg





item/image/allcover-001.jpg
2anTIo A BB

TTEHRT— T VORI & ) EAAL
L7zEr A5 — MEFNIH S, N
DIWNERE L 720 Z A
o EF A — PO
AT NHDFHIGE FIEO Tz,
AN PREDITF DiE, ko

DA O
AHWT b T A= WAL i

R

SigE |(S)HARKEE NITNSIN

B

skull atlas

sightahat revecses day and night exploded

X

1o st
HLIEN
HRODNAZRKLE UTz.
E—D—PREOECDHDPICEAFAOTVET .
ZOWEHARICHRY B
TOREHE LD
EDSANILT b

A Ak :hou
han, m\a»{ R/ NVDA SR MEEE UL
ofen BeD-

DTS TheRTT. SHULE





item/image/p073.jpg





item/image/p343.jpg





item/image/p106.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ　時は流れない。それは積み重なる。



		第一章　灼熱の荒野と氷結の眠り姫



		第二章　竜の影、消えた世界樹



		第三章　一本角



		第四章　黄昏を迎え撃て



		エピローグ　青年は荒野をめざす



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p330.jpg





item/image/titlepage.jpg
eqU8A :3UI0d SOIJ-V ans

-y

D RN NN R YN

NZEA

hou

DESIGN
I K (BLEFII 79 4 > ST





item/image/kuchie-001.jpg
skull atlas

KARRNAN K #KE N E -





item/image/p373.jpg





item/image/p295.jpg





item/image/kuchie-004.jpg
S MR REE o






item/image/t005.jpg
309

R

A G D (S R IR

skull atlas

Light that reverses day and night exploded
in the sky.





item/image/t004.jpg
skull atlas

Light that reverses day and night exploded
in the sky.





item/image/kuchie-002.jpg
Contents

388 375 309 213 099 017 o1t
bE @ b Hx EE B wE OHE BT
- LOFL B ks ox B oao
£E = D A T A N

L it Z b L5 U
& 5 % %8 z ¢ v
s »n b9) T 2 7k
2 =Y W z
2 Kl F D e
S i) AR 13
: )
3 i
g e
é0

T T*ZaT4A
\ / Hakua Mytis
RNVADIER LT, FALkRE, 7
VADZL IR EJLETRS T3,

pesign

Kai sugiyama (KUSANO DESIGN)





item/image/kuchie-003.jpg
PAZ v Y 4
gilay ~eizal

7/1

>4
A,






item/image/t006.jpg
I % iy

S
c

ol 0 & ] B

skull atlas

Light that reverses day and night exploded
in the sky.





